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序　　　文

熊本県教育委員会では、平成４、10・11年度に、県道改良工事に伴い下益

城郡城南町阿高貝塚の発掘調査を実施しました。

阿高貝塚は、大正５年の発見以来、日本国内だけでなく海外でも注目され

てきた遺跡であり、熊本県人の手によって実施された最初の近代的発掘調査

の舞台となった遺跡でもあります。また、縄文時代の阿高式土器の標式遺跡

としても、地元、城南町の名を全国に知らしめており、現在、国指定史跡に

指定されております。

今回の発掘調査においては、小面積の調査でしたが、貴重な遺物が出土し

ました。また、貝塚の詳細な情報を得ることができ、遺跡の重要性を再認識

致しました。

これらの調査成果が、学術的資料としてのみならず、多くの皆様の埋蔵文

化財保護に対する理解を深めていただくための資料となれば幸いです。

最後に、調査の円滑な実施に御理解と御協力をいただいた関係機関、調査

に対する指導、助言をいただいた諸先生方、並びに地元の方々に対して厚く

お礼申し上げます。

平成17年３月31日

熊本県教育長　　柿　塚　純　男
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１　　本書は、熊本県下益城郡城南町阿高字東原所在の阿高貝塚の発掘調査報告

書である。

２　　この調査は、熊本県土木部の依頼を受け県道宇土甲佐線単県道路改良工事

に伴う緊急発掘調査として、平成４・10・11年度に熊本県教育委員会が実施

した。

３　　現地調査での発掘調査は、第Ⅰ章第１節に記す調査担当者が担当し、現地

での実測及び写真撮影も各調査担当者が行った。

４　　遺物の実測・製図は、次に記す各担当者が実施した。なお、土器実測につ

いては、濱田教靖、骨・角・貝製品の製図については一部、六田育子の助力

を得た。また、遺構図等、その他の図面については、杉井が製図を担当し

た。

土器…帆足俊文、工藤光美、石器…河原京子、骨・角・貝製品…杉井涼子

５　　遺物写真撮影は、村田百合子が行った。

６　　本文の執筆は、西住欣一郎、長谷部善一と協議のうえ、帆足が行った。

ただし、「第Ⅴ章第４節２　脊椎動物」については樋泉岳二氏からいただい

た玉稿を掲載した。また、微小貝類についての専門調査所見を菊池泰二氏に

いただいたので、そちらについては、「第Ⅴ章第４節２　軟体動物」の項の

末尾に掲載した。

なお、「第Ⅴ章第７節（付節）」については、熊本県教育庁文化課が委託し

た分析業務の成果品として、パリノ・サーヴェイ　株式会社（「阿高貝塚植

物遺存体分析業務報告」）と株式会社　パレオラボ（山形秀樹氏）（「阿高貝

塚放射性炭素年代測定業務」）が作成したものをそのまま掲載した。

７　　本書は、章、節、項で構成しており、各節の直接的な引用・参考文献、及

び註については各節末尾に記載した。本書全体に係る主要参考文献について

は、本文（第Ⅵ章）末尾に一括して記載した。なお、本文中に記載した文献

については、本文末尾においては省略したものがある。

８　　発掘資料の整理は、第Ⅰ章第1節に記す整理担当者が、熊本県文化財資料

室において行い、記録及び遺物の保管も同所で行っている。

９　本書の編集は、熊本県教育庁文化課で行い、帆足が担当した。
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１　　調査区座標は、日本測地系による。なお、報告書抄録に記した世界測地系の数値については、４級基準点測量に基づい

た日本測地系による数値を国土地理院ホームページ上で変換したものである。

２　　本書に記した方位は、座標軸（日本測地系）を基準とした北を指している。又、本書に使用したレベルは、標高である。

３　　遺構実測図は、現地において次の縮尺で作成した。なお、本書にはそれらを縮小して掲載しており、各図にスケールを

付して縮尺を示した。

貝層断面図：１/20 貝層平面図：１/10 獣骨埋葬遺構：１/５　１・２号土坑：１/５　３・４・５号土坑：１/10

遺構配置図：１/50

４　遺物の実測は原寸で行い、本書にはそれらを縮小して掲載しており、各図にスケールを付して縮尺を示した。なお、出土

遺物の番号については、挿図毎に１番から付している。

第１図　阿高貝塚の位置

例 言

凡 例
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PL.４ 第２次調査開始状況（東→西）
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PL.６ ５G貝層検出状況（西→東）

４・３G貝層検出状況（西→東）

PL.７ ３Tr北壁（南東→北西）

３Tr北壁（南西→北東）

PL.８ １G貝層断面（北→南）
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PL.９ ２Tr南壁，ヤマトシジミ集積層（第1次調査・Ⅹ層

部分）（北→南）

３Tr西壁（東→西）

PL.10 ４Tr西壁（東→西）
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PL.11 ４Tr北壁（南→北）
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PL.12 縄文土器出土状況１（西→東）
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PL.13 イノシシ頭骨出土状況（西→東）
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PL.18 245層掘削作業風景１（南西→北東）

245層掘削作業風景２（南西→北東）

245層堆積状況（ヤマトシジミ層とマガキ層の互

層）（東→西）

PL.19 遺構集中部完掘状況（東→西）

３・４号土抗完掘状況（東→西）

５号土抗断面（245層のヤマトシジミが堆積）（南

→北）

PL.20 調査終了状況（南東→北西）

調査終了状況（東→西）

５G北壁貝層堆積状況（南東→北西）

PL.21 遺物写真１

遺物写真２

PL.22 遺物写真３

遺物写真４

PL.23 遺物写真５

遺物写真６

PL.24 遺物写真７

遺物写真８

PL.25 遺物写真９

遺物写真10

PL.26 遺物写真11

遺物写真12

PL.27 遺物写真13

遺物写真14

PL.28 遺物写真15

遺物写真16
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第１節　調査に至る経緯

１　調査目的

県道宇土甲佐線単県道路改良工事に伴い阿高貝塚の一部が

滅失するため、遺跡の発掘調査を実施して記録保存をおこな

うことを目的とする。

２　調査に至る経緯

阿高貝塚は、大正５年に耕地整理中に発見された（山崎

1918）熊本県下益城郡城南町阿高東原に所在する縄文時代

貝塚である。発見後、数次にわたる発掘調査が実施され、縄

文時代貝塚の研究上、重要な資料を提供している。また、阿

高式土器の標識遺跡としても極めて重要な遺跡である1)。

阿高貝塚は、昭和49年に実施された隣接する黒橋貝塚の発

掘調査の結果をうけて、黒橋貝塚とはもともと連続した貝塚

であり、また、その重要性から恒久的に保存すべき遺跡であ

ると評価された。そして、昭和55年８月20付けで、史跡

「阿高・黒橋貝塚」として国史跡に指定されている2)。

県道宇土甲佐線は、宇土市のJR宇土駅の北から下益城郡富

合町、同城南町を経由して上益城郡甲佐町までをつなぐ主要

地方道である。同路線は、城南町を通過する際に、一部、緑

川支流の堤防上を走る部分がある。ちょうど、この部分が阿

高貝塚の存在する丘陵端部にあたる。この堤防付近について

は、片側１車線の狭い道路であるが国道３号線と県道266号

線への抜け道として朝夕の交通量も多く、また、その立地条

件もあり歩道の幅もほとんどとれていない区間もある。その

ため、これらの状況を改善するために熊本県により延長

836mの区間において道路改良工事が計画されることとなっ

た。

平成３年11月21日に、県松橋土木事務所（当時）から、

県文化課に対して当該事業についての相談があった。その内

容は、現在の道路を南側に拡幅して歩道を設置したいが、そ

の場合、長さ23m、幅３mが国指定史跡範囲にかかる計画で

あり、事業を実施するにあたり現状変更の許可が可能かとの

第Ⅰ章　序　章

阿高貝塚 

第２図　阿高貝塚と周辺の貝塚（縮尺：１/150,000）
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第３図　道路改良工事計画平面図（縮尺：任意）
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問い合わせであった。それに対して、文化課は、遺跡の現状

を変更することは史跡保存の観点から望ましくないので、北

側部分（河川側）への拡幅等、指定範囲を避ける工法を検討

して欲しい旨を回答した。

その後、平成４年２月24日に、城南町教育委員会から文化

課に、松橋土木事務所から当該工事を計画どおり進めたい旨

の相談があったとの連絡があった。文化課から同事務所に対

して確認をおこなったところ、地元である城南町の強い要請

があり現道を指定地の一部に拡幅する方向で検討していると

のことであったので、再度、関係者間での協議を申し入れ

た。

後日、数回にわたって関係者で協議を重ねた結果、宇土甲

佐線は地元小学生の通学路でもあり、安全上歩道の拡幅は不

可欠なこと、北側部分（河川側）への拡幅工事は技術的に難

しく、また、地元からの強い要望もあり、工事が、一部、指

定地内へかかることも止むを得ないとの結論となった。そこ

で、極力、遺跡への影響が少ない工法を検討した上で、史跡

の現状変更許可申請をおこなうこととなった。

平成４年６月19日付け松土第5262号にて、熊本県知事

福島譲二から文化庁長官あて「国指定史跡・阿高黒橋貝塚の

現状変更の許可について（申請）」として、国指定史跡の現

状変更許可申請が提出された。申請時の工事内容については、

貝層を掘削する範囲が極力少なくなるように、歩道を桟橋形

式で宙に浮かせる形で計画された（第4図）。

この申請に対して、平成４年８月６日付け委保第４の742

号で文化庁長官から申請者の熊本県知事　福島譲二あて現状

変更の許可通知が出された。この通知を受けて、遺跡の滅失

する範囲に限って記録保存のための発掘調査を実施すること

となり、文化課と土木事務所は、調査に関する具体的な協議

を開始した。

発掘調査については、遺跡が滅失する合計約40裃を対象と

して熊本県教育委員会（担当：文化課）が主体となって実施

することとなり、平成４年２月から調査に着手した。調査に

ついては、当初、同年度内に終了する予定であったが、調査

区内に未買収地が残っており、同年３月末に調査を一端、休

止した。その後、用地買収が終了した後、再度、関係者間で

協議を実施。調査の条件や行程等の調整がついた平成10年度

から、未調査地の調査を実施することとなった3)。

註

１）阿高貝塚の発見と、その後の発掘調査についての概要については、

次の報告書に詳しい。また、本報告書の第Ⅱ章第３節においても、

その概要を簡単に紹介している。

西田道世編1978『阿高貝塚』城南町教育委員会

２）史跡指定では「阿高黒橋貝塚」で指定されているが、両貝塚（阿

高貝塚、黒橋貝塚）の発見の経緯や、それぞれの貝塚の特徴を考慮

して、本報告書では「阿高貝塚」の遺跡名で報告することとした。

３）発掘調査の経過と概要については、第Ⅲ章第２節を参照。

第Ⅰ章　序章

第４図　道路改良工事計画断面図（縮尺：任意）
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第２節　調査組織

１　発掘調査及び整理作業の組織

（1）確認調査（平成４年度）

調査主体 熊本県教育委員会

調査責任者 大塚正信（文化課長）

調査総括 隈　昭志（教育審議員兼課長補佐）

松本健郎（主幹兼文化財調査第２係長）

調査担当 長谷部善一（学芸員）

六田育子（非常勤嘱託）

緒方　徹（非常勤嘱託）

（2）第１次調査（平成４年度）

調査主体 熊本県教育委員会

調査責任者・調査総括　　（1）に同じ

調査担当 西住欣一郎（文化財保護主事）

六田育子（非常勤嘱託）

（3）第２次調査（平成10・11年度）

調査主体 熊本県教育委員会

調査責任者 豊田貞二（平成10年度教育審議員兼文化課長、

平成11年度首席教育審議員兼文化課長）

調査総括 川上康治（平成10年度課長補佐）

島津義昭（平成10年度課長補佐兼文化財調査

１係担当、平成11年度課長補佐）

江本　直（平成10年度主幹、平成11年度主幹

兼文化財調査第２係長）

調査担当 帆足俊文（平成10・11年度学芸員）

濱田教靖（平成11年度非常勤嘱託）

上高原　聡（平成11年度非常勤嘱託）

石橋和久（平成10・11年度非常勤嘱託）

水上　仁（平成11年度非常勤嘱託）、

調査補助（貝層剥取り） 古森政二（平成11年度参事）

三木ますみ（同年度主任学芸員）

調査指導 泉　拓良（平成10年度）

家根祥多（平成10年度）

（4）整理・報告書作成（平成12～14年度、平成16年度）

整理主体 熊本県教育委員会

整理責任者 阪井大文（平成12・13年度文化課長）

成瀬烈大（平成14年度文化課長）

島津義昭（平成16年度文化課長）

整理総括 島津義昭（平成12・13年度課長補佐、平成14

年度教育審議員兼課長補佐）

倉岡　博（平成16年度課長補佐）

闍木正文（平成12年度主幹兼文化財調査第１

係長、平成16年度課長補佐兼文化財調

査第１係担当）

野田拓治（平成13・14年度主幹、平成16年度

主幹兼文化財資料室長）

木闢康弘（平成13・14年度文化財調査第２係長）

西住欣一郎（平成16年度文化財調査第２係長）

整理担当 帆足俊文（平成12～14・16年度主任学芸員）

杉井涼子（平成12～14年度非常勤嘱託）

工藤光美（平成13・14年度非常勤嘱託）

河原京子（平成16年度非常勤嘱託）

専門調査員 江坂輝弥（平成12年度）

菊池泰二（平成12～14年度）

樋泉岳二（平成13・14年度）

２　謝辞

２次に渡る発掘調査及び整理報作業においては、多数の

方々及び機関から御指導及び御協力をいただきました。ここ

にその御芳名を記して深く感謝の意を表します。（順不同、

敬称略）

任　孝宰、鄭　澄元、河　仁秀、金　昌鎬、林　尚澤、崔　鐘赫、

崔　得俊、江坂輝弥、甲元眞之、木下尚子、杉井　健、小畑弘己、大

坪志子、坂本紀乃、村上浩明、新里亮人、中川毅人、荒木隆宏、金

姓旭、熊本大学考古学研究室、熊本大学埋蔵文化財調査室、第10回・

第11回日韓新石器時代研究会参加の皆様、田中聡一、渡辺　誠、簗瀬

孝延、渡辺直哉、平口哲夫、九州縄文研究会、木村幾多郎、山崎純男、

高倉洋彰、松永幸男、水ノ江和同、古門雅高、宮地総一郎、冨井　眞、

岩永哲夫、菅付和樹、鑿畑光博、藤木　聡、藤木晶子、宮崎県埋蔵文

化財センターの皆様、肥後考古学会、富田紘一、網田龍生、美濃口雅

郎、美濃口紀子、譛千葉県文化財センター、西野雅人、千葉市立加曾

利貝塚博物館、村田六郎太、坂上和宏、石丸恵理子、姉_智子、富岡直

人、山田昌久、田邉由美子、譛滋賀県文化財保護協会、伊庭　功、瀬

口眞司、鈴木康二、中川治美、西田道世、城南町教育委員会、清田純

一、中野　充、西田　巌、可児直典、竹田宏司、高木恭二、安達武敏、

金田一精、前田佳代子、中川裕二、本山千絵、丹生英里、久留島清恵、

戸田紀美子、野口　勝、前迫亮一、中原一成、東　和幸、八木澤一郎、

児玉健一郎、横手浩二郎、上床　真、永濱功治、松本博幸、高谷和生、

村田百合子、知名石陽子、田上瑞恵、濱田彰久

第２節　調査組織
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第１節　遺跡の環境

１　地理的環境

九州島は日本列島の南西部に位置し、北は韓半島、南は琉

球弧に接している。熊本県域は九州島中央部西半に位置し、

北に筑肥山地、南に九州山地、東を阿蘇外輪山に囲まれ、西

には九州最大の内湾である有明海に面している。これらの

1000m級の山塊に源を発した河川は、県内では北から白川、

緑川、球磨川の三大河川が有明海に向かって流れている。

下益城郡城南町は、熊本平野南部にあり有明海の海岸線か

ら約10kmに位置する。地質学上、西南日本を内帯と外帯に

二分する中央構造線の臼杵－八代構造線の北に位置する。

城南町の西南には、標高314.4mの木原山（別名、雁回山）

がある。木原山は、泥岩、砂岩、砂泥岩、礫岩で形成され岩

質の違いによって複雑な侵食谷が生じ、多数の舌状台地が形

成されている（巻頭図版PL.1参照）。阿高貝塚はこの台地の先

端部に位置し、谷を挟んだ東側には御領貝塚が所在する。

町の北端には、三大河川の一つである緑川が東西方向に横

断し、その南側には緑川の支流である浜戸川が同じく東西に

流れている。両河川の流域は、熊本平野南部の一部で河川の

堆積によってできた沖積平野である。熊本平野及び御船・宇

土地域においては沖積層が広く堆積しており、約1万年前の

完新世より堆積した有明粘土層と呼称される沖積層がある。

有明粘土層は宇土市沖では30mの厚さにも達するこの地域

における地質学的な鍵層である。なお、八代海（不知火海）

には、有明粘土層に対応する不知火粘土層が確認されており、

両地域の地質を比較する際に有効である。緑川、浜戸川が流

れ込む有明海と八代海の海底には、潟土、ヘドロとよばれる

軟弱な粘土層が堆積しているが、これらは周辺海域全体をし

める有明粘土であり、有明海の干潟の形成にこれらの河川の

沖積作用が大きく関わっていることを示している。また、阿

高貝塚周辺には、弥生海退期の堆積物とされる（林1976）

阿高粘土層の存在が提唱されている。

有明海は、「日本一個性的な内湾」（佐藤・田北2000）とい

われるほど多様な生物相の海である。その面積は1,700裄で

あり、東京湾、大阪湾、伊勢湾よりやや大きい。外海とは、

早崎瀬戸によって東シナ海と区別されている。狭い湾口と広

く浅い内湾という地形的条件により潮汐は著しく大きい。そ

して、この内湾は、多数の特産種、準特産種をもつ。

水域は、「湾口部」、「中央部」、「前の海」、「諫早湾」の４水

域に分けられ（第５図）、それぞれがやや異なった性格をも

つ。中央部東岸は、多くの河川の流入により遠浅でよく発達

した干潟をもち貝類の絶好の生息域となっている。中央部西

側や湾口部は海底の傾斜が急で広い干潟が発達していない。

海底の底質は、湾口部が礫質、中央部東側は泥質又は砂泥質

であり、中央部西側は砂泥質、前の海沿岸部は泥質である。

有明海には、干潟・浅海域に沈積した底泥が大きな潮汐に

より激しく攪拌され、大量の浮泥が海水中に存在して濁った

海となっている。海水は河川から流れ込む物資の影響により

強度の富栄養の状態になっているが、大きな潮汐や浮泥を含

めた大きな生態系が連鎖して自然の浄化作用がはたらき、魚

介類にとって棲みやすい宝の海となっている。

有明海に流入する河川では、有明海の潮差と相まって下流

の広い範囲には海水と淡水が混ざり合う汽水域が形成される。

その上部には海水が入り込まない淡水の部分が形成され、河

口周辺は多様な生物が生息可能な複雑な生態系となっている。

第Ⅱ章　遺跡概要

第Ⅱ章　遺跡概要

第５図　有明海の水系区分（縮尺：１/1,000），佐藤・田北
2000より転載
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第６図　阿高貝塚周辺主要遺跡（縮尺：１/25,000）

０　　　　　　　　　　　　　　　　 １ｋｍ
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２　歴史的環境

下益城郡城南町は、熊本平野の南部にあたり遺跡が密集す

る地域である。城南町には、その北部の市町村との境である

緑川とその支流の浜戸川が東西方向に貫流する。遺跡の分布

については、この両河川に挟まれた舞原台地、浜戸川左岸の

塚原台地、さらに雁回山縁辺部を中心とした地域に多い。

各地域には各時代の代表的な遺跡が点在している。舞原台

地には、弥生時代から古代を中心とする新御堂遺跡、塚原台

地には古墳時代の上の原遺跡、塚原古墳群、雁回山縁辺部に

は、縄文時代貝塚である阿高貝塚、黒橋貝塚、御領貝塚等が

ある。

城南町と周辺地域の遺跡については、小林久雄により、精

力的な調査研究がなされている。医師であり城南町の初代町

長でもあった小林は、城南町を中心としながらも県内全域、

さらには鹿児島県等の県外も含めたフィールドを丹念に調査

し、肥後の考古学研究の足がかりを築いた。その過程におい

て収集された資料については、小林コレクション（城南町歴

史民俗資料館編『小林コレクションⅠ』，『同Ⅱ』）として城

南町歴史民俗資料館に保管され、地域の歴史を語るうえで欠

かせない資料となっている。また、『城南町史』（松本編1965）

の内容にも、氏の研究成果が大きな影響を与えている。

小林の研究はさまざまな時代やフィールドを対象としてい

るが、その中でも貝塚の調査例は多く、阿高貝塚をはじめと

して轟貝塚、曽畑貝塚、南福寺貝塚等、肥後の貝塚研究の基

礎となる多数の遺跡の調査に携わっている。特に、阿高貝塚、

御領貝塚の発掘により得られた知見から、両貝塚出土の縄文

土器の差を時期の差であると指摘した研究（小林1931）は、

以後の研究に大きな影響を与えた。肥後の縄文研究における

貝塚の重要度、及びフィールドとしての城南町の役割を感じ

させるところでもある。

城南町には、さまざまな時代の遺跡があるが、代表的な遺

跡について時代毎に概観してみたい。

旧石器時代の遺跡は、数としてはあまり多くない。代表的

なものは、上の原遺跡、藤山遺跡、沈目遺跡等である。

縄文時代の遺跡数は多い。早期の遺跡としては、舞原台地

の南縁辺部に沈目式の標式遺跡である沈目遺跡がある。さら

に、沈目立山遺跡や上の原遺跡では集石や炉穴が確認されて

いる。

前期の遺物は、阿高貝塚、沈目遺跡等で少量、確認されて

いるが、遺跡としてまとまって検出されている例は少ない。

雁回山西麓の宇土市には、轟貝塚、曽畑貝塚等の前期土器の

標式遺跡が存在する。

第Ⅱ章　遺跡概要

番号 遺　跡　名 時　代 種　別 指定 備　　　　　　　　　　　　考

1 阿高貝塚 城南町 阿高字東原 縄文 貝塚 国 縄文中・後期遺物、阿高式土器の標式遺跡

2 黒橋貝塚 〃 下宮地字外田 縄文 貝塚 国 縄文中・後期遺物多量

3 御領貝塚 〃 東阿高字八ツ尾 縄文 貝塚 国 縄文後期遺物、御領式土器の標式遺跡

4 敷田貝塚 〃 塚原字敷田 縄文 貝塚 縄文早・晩期土器

5 今村貝塚 〃 今字吉野 縄文 貝塚 町 縄文晩期土器

6 囲貝塚 〃 隈庄字古城 弥生 貝塚 町 弥生後期土器、石庖丁

7 中尾貝塚 〃 宮地字溝口 弥生 貝塚 町 弥生中期土器、磨製石剣、石庖丁

8 赤見前田遺跡 〃 赤見前田 弥生～中世 包蔵地 弥生時代後期、中世陶磁器、石造物

9 碇遺跡 〃 碇字山城 弥生 包蔵地 町 弥生時代後期

10 吉野山古墳 〃 坂野字山畑他 古墳 古墳 町 16基以上の古墳群、坂本古墳は装飾古墳

11 西天神原遺跡 〃 今字吉野 縄文～古代 包蔵地 町 縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、益城軍団推定地

12 東原遺跡 〃 今字吉野 弥生・古墳 包蔵地 弥生中期甕棺、土師器、須恵器

13 益城国府推定地 〃 宮地字宮本 古代 国衙 木下良説、土師器、須恵器

14 宮本遺跡 〃 宮地字宮本 弥生 包蔵地 弥生土器

15 一丁畑遺跡 〃 宮地字一丁畑 弥生 包蔵地 町 弥生中期土器、石庖丁、石斧

16 新御堂遺跡 〃 宮地字新御堂 縄文・弥生 集落跡 町 縄文晩期土器、弥生中期土器、弥生後期環濠集落、青銅器

17 溝口遺跡 〃 宮地字溝口 弥生 包蔵地 町 弥生中期土器、石庖丁

18 城の鼻横穴群 〃 隈庄字古城 古墳 古墳 20数基あり

19 隈庄城跡 〃 隈庄字古城 中世 城跡 町 瓦

20 祇園寺遺跡 〃 宮地字祇園寺 中世 寺社 町 隈牟田荘の初期荘寺、須恵器、石造物

21 迎原遺跡 〃 沈目字迎原 弥生 包蔵地 弥生土器、石庖丁

22 沈目遺跡 〃 沈目字奥野 縄文・古墳 集落跡 縄文早期土器、古墳時代住居跡、沈目式土器の標式遺跡

23 御領横穴墓群 〃 東阿高字八ツ尾 古墳 古墳 町 須恵器、亀甲、人骨

24 ｱﾝﾄﾞﾝ坂横穴墓群 〃 東阿高字千々屋寺 古墳 古墳 町 亀甲

25 阿弥陀尾横穴墓群 〃 阿高字影熊 古墳 古墳 町 須恵器、亀甲、人骨

26 飛の尾横穴墓群 〃 東阿高字南飛の尾 古墳 古墳 町 須恵器

27 一位田横穴墓群 〃 東阿高字一位田 古墳 古墳 町 須恵器

28 牛頸横穴墓群 〃 東阿高字一位田 古墳 古墳 町 須恵器

29 一尾横穴墓群 〃 東阿高字一尾 古墳 古墳 町 須恵器

30 塚原古墳群 〃 塚原字丸尾他 古墳 古墳 国 方形周溝墓、円墳、前方後円墳

31 上ノ原遺跡 〃 塚原字上ノ原 縄文～古墳 集落跡 弥生中期住居跡、甕棺、古墳時代住居跡

所　　在　　地

第１表　阿高貝塚周辺主要遺跡一覧（遺跡番号は第６図の番号に一致）
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先に述べた阿高貝塚、御領貝塚、そして隣接する黒橋貝塚

は、雁回山縁辺部のごく近接した場所に位置している。阿高

貝塚と黒橋貝塚は、同一の貝塚である可能性も指摘されてい

るが、主に中期から後期に形成された貝塚である。阿高貝塚

は阿高式土器の標式遺跡である。また、御領貝塚は御領式土

器の標式遺跡であり、ヤマトシジミを主とした大規模な貝塚

である（坪井1965）。これらの三貝塚は国指定史跡に指定さ

れている1)。

木原山（雁回山）縁辺部と浜戸川流域周辺には、他にも縄

文貝塚が多く、黒橋貝塚の上流部左岸には晩期の敷田貝塚、

雁回山北麓の富合町には中・後・晩期の土器を出すソビエ石

貝塚がある。さらに、少し離れるが、雁回山西麓の宇土市に

は曽畑貝塚、古保里貝塚、さらに西方に轟貝塚がある。

後晩期になると遺跡数が増加し、上記の黒橋貝塚、敷田貝

塚、ソビエ石貝塚がみられる。また、塚原古墳群、上の原遺

跡などの塚原台地、舞の原台地の各遺跡で遺物が出土する。

弥生時代になると、前期は、沈目立山遺跡と上の原遺跡に

ある。両遺跡はいずれも複合遺跡であるが、弥生時代前期か

ら中期前半の遺構・遺物がまとまって検出されている。中、

後期の遺跡は、舞の原台地の西南縁辺部に多く、塚原台地に

は顕著な遺跡は知られていない。

舞原台地東側には、弥生時代遺跡が多く分布している。貝

塚としては、後期の囲貝塚や中尾貝塚がある。新御堂遺跡は、

舟形注口土器、巴形銅器等の他に王莽銭の「大泉五十」も出

土しており（清田2003）、非常に重要な遺跡であるといえる。

弥生時代から古墳時代にかけての遺物は、碇・永・赤見・

高などの低地にもみられるが、実態は不明なものが多い。

城南町の古墳は、舞原台地北西部の吉野山一帯、舞原台地

の西・南縁部と塚原一帯に集中する（松本1998）。塚原台地

の塚原古墳群は、九州縦貫自動車道予定地の発掘調査によっ

て、方形周溝墓、円墳・前方後円墳など、計101基が発見さ

れた。古墳の数は、周辺部を含めた全体では約400基以上の

数に達するものと推定されている。集落跡は、舞原台地の沈

目遺跡・沈目奥野遺跡、塚原台地の上の原遺跡等がある。特

に、上の原遺跡は、塚原古墳群に隣接して前期から中期の住

居跡が300基以上、確認されており、集落と古墳群の関係を

考察できる良好な資料を提示している。

古代の遺跡としては、浜戸川右岸に肥後最古の寺院跡であ

る陣内廃寺がある。背後には陣内窯跡があり、木原山（雁回

山）北麓の富合町には、平原窯跡がある。

城南町教育委員会が調査した新御堂遺跡（清田前掲）では、

9世紀後半の建物群が検出されており、木下良氏が想定する

（木下1975）益城国府の想定地と時期が一致しており注目さ

れる。その他、上の原遺跡等でも遺構が確認されている。

中世では、阿高貝塚南の丘陵上において骨蔵器が確認され

ており、阿高城跡の発掘調査例等もある。
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第２節　過去の調査

１　遺跡の発見と初期の調査

阿高貝塚は、発見時から現在までの間に多くの発掘調査が

実施されている。

貝塚の中で石製の標柱が建てられている場所（第8図）の

周辺については、小林久雄により、「多くの研究者によって

発掘しつくされ、未発掘地は宇土に通ずる県道の下のみ」

（小林1965）となったと述べられている。今回の県道拡幅工

事に伴う発掘調査は、この県道に沿って調査したものであり、

1978年の城南町教育委員会による範囲確認調査（西田編

1978）においても、「貝層が古代以前の状態で残存している」

とされており（第８・９図参照）、貝塚の中でかろうじて貝

層が残る可能性があった場所であることが過去の記録から読

み取れる。

阿高貝塚の発掘調査は、県内における発掘調査の萌芽期の

ものであり、熊本県人の手により熊本の遺跡が近代的な発掘

調査をされた最初の遺跡である（宮崎2003）。ちなみに、県

内での発掘調査の鏑矢は、E.S.モースによる八代郡竜北町大

野貝塚の発掘調査である。このことは、近代考古学萌芽期に、

研究対象として貝塚が重要視されていたことを示す一例とい

うことができる。

阿高貝塚に関する発掘調査については、遺跡発見時からそ

れに続く大正から昭和初期にかけての前半のものと、昭和40

年代以降の後半期の二期に分けることができる。過去の発掘

調査の概要については、城南町教育委員会による報告（西田

1976）に詳しい。ここでは、この報告をもとに阿高貝塚の

発掘調査史を簡単に概観することにしたい（第２表参照）。

なお、本節では、記載が煩雑になるため、引用文献の記載

にあたっては、末尾に一括して掲載することとした。

阿高貝塚の発見は、大正５（1916）年２月に耕地整理に

よる土取り工事の実施中に貝層が発見されたことがきっかけ

である。この発見に伴い、大正４（1915）年の「名勝、旧

跡、古墳墓、天然記念物に関する規定（熊本県令第25号）」

に基づき、工事が一時、中止され、約１ヶ月半の調査が実施

された1)。

調査の担当者は、熊本医学専門学校の山崎春夫、熊本県属

の矢野寛である。当時、熊本医学専門学校生であった小林久

雄もこの調査に参加しており、氏が考古学研究をはじめるき

っかけとなった調査でもある。また、この調査には、川上知

事ほか、県の部長、課長が訪れ、九州日日新聞でも大々的に

報じられている2)。

阿高貝塚の最初の調査であるこの調査は、多数の成果があ

がっている。まず、特徴的な土器が多量に出土したことがあ

第Ⅱ章　遺跡概要

第７図　大正５年発掘調査風景，西田編1978より転載
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げられる。土器に滑石を含み太形の凹線で独特の文様を描く

土器は、後に「阿高式」土器の標式遺跡となる特徴的なもの

であった。

また、阿高貝塚の特色の一つとして大量の人骨が出土して

いることがあげられる。この大正5年の調査では、約5アール

の発掘調査がなされ、人骨は「50余体」が発見されている

（矢野・小林1965）。それらの多くは貝層下の地山に発見され、

一部に貝層中のものもあるとされた（小林1965）3)。

その他の成果として、当時の久木田水産試験場長により貝塚

から出土した貝類の同定がなされていることがあげられる4)。

この時期に自然遺物が注目され分析されていることは重要で

ある。この視点は、以後の小林久雄の研究（小林1931他）

に影響を与えたと考えることもできる。

出土遺物として特筆すべきものは、イタボガキ製の貝面が

ある。この貝面は、韓国南部との交流を示す遺物としても注

目されており、阿高貝塚を代表する遺物の一つである。なお、

貝面は２面が存在したが、１面は戦災によって焼失した。そ

の他、多数の土器、骨角器も出土しており、最初に調査にし

て多大な成果があがっている。この阿高貝塚の最初の発掘調

査風景は、松村邦雄氏により撮影された写真が残っており、

第７図にはこの写真を掲載した5)。

大正９（1920）年の12月には、清野謙次が大正５年の発

掘地の北西隅を1坪程発掘して、不完全人骨三体を得た（清

野1925）とされる。

遺跡の名称については、この当時、阿高貝塚は「西阿高貝

塚」、御領貝塚は「東阿高貝塚」とも呼称されていた（坂詰

1959、坂詰1961他）が、西田道世が指摘するように（西田

1978）、その後の文献の記載をみると周辺の貝塚の名称を含

めて若干の混乱があったようである。

その後、阿高貝塚については、清野謙次や鳥居龍蔵等をは

じめとして、個人的な小発掘が何度も行われた（小林1965）

ようであるが、発掘の成果が文献に報告されているものはな

第２節　過去の調査　

古墳以前の状態で貝殻が残存 
している所（調査所見） 

古代以前の状態で貝殻が残存 
している所（発掘所見） 

貝殻が全く存在しない所 
　　　　　（発掘所見） 

地表面に貝殻が散布している所 

近世以降の二次堆積 

1992・1998年度の調査区 

（西田編1978より一部改変、再トレース） 
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第８図　阿高貝塚地形と発掘区（縮尺：１/1,000）
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く、調査の回数や調査成果についての詳細は不明である。

小林久雄は、第一次調査以降、阿高（西阿高）貝塚や御領

（東阿高）貝塚の発掘に関わり、昭和６（1931）年頃6)には、

地元の阿高小学校職員及び生徒の協力のもと、発掘を実施し

て相当量の土器を発見（小林1931）している。

なお、小林のこの報告には、「牡蠣粉製造のため攪乱」さ

れている場所があることや、阿高の石器類については、「今

後の蒐集は全く不可能である」と記載されている。阿高貝塚

の貝層については、既にこの時点で、数次の発掘調査や撹乱

により壊滅的な状態であったと考えることもできる。

２　近年の発掘調査とその成果

阿高貝塚の発掘調査については、初期の一連の調査が終了

した後も何度か実施されていた可能性がある。しかし、その

後の発掘調査についての明確な記録が残っているものはな

い。ここでは、阿高貝塚に関する昭和40年代以降のごく近年

の動向について触れておきたい。なお、隣接する黒橋貝塚を

含めた発掘調査等の概要については、略年表を示した（第２

表）。

阿高貝塚は、近年の開発計画により貝塚やその隣接地が土

木工事による破壊の危険にさらされたことがあった。

昭和49（1974）年４月には、宅地造成により貝塚の一部

が削平されようとした。この時は、地元の城南町の説得によ

り開発計画は中止された。また、昭和52（1977）年には、

県営圃場整備事業により、貝塚の隣接地が事業計画地内に含

まれる動きがあった。この時には、文化課と県農政部の協議

の結果、計画が変更されることとなった。

この様に関係者の努力によって保存されてきた阿高貝塚で

あるが、遺跡の重要性を鑑みて国指定史跡への申請が検討さ

れるようになった。そして、昭和52（1977）年には、城南

町教育委員会は、貝塚の状況を把握するために国庫補助事業

により貝塚の範囲確認調査を実施した。調査の結果、詳細な

貝層の残存状況等（第８・９図）が確認された7)。また、昭

和47（1972）年の水害をきっかけとして発見された黒橋貝

塚とも貝層が連続する可能性も指摘される（第10～12図）

こととなった8)。そして、阿高貝塚と黒橋貝塚は、河川部分

を除いた両岸の部分について、昭和55（1980）年８月20日

付けで「阿高・黒橋貝塚」として一括して国指定史跡に指定

された。

阿高貝塚は、以上の経緯により恒久的な保存の方向が定め

第２節　過去の調査　

貝塚名 調査年月 調査機関・担当者 備考 主要文献
阿高貝塚 大正5(1916)年2月 耕地整理により、貝層が発見される。

〃 大正5(1916)年2月 山崎春夫、矢野　寛 阿高貝塚最初の調査。イタボガキ製の貝面出土。貝類の同定がなされ
る。熊本医学専門学校学生であった小林久雄も参加。

矢野・山崎1918，岡本
1929，田畑1930

〃 大正9(1920)年12月 清野謙次 大正5年発掘地の西北隅を1坪程、発掘。不完全人骨3体を得る。 清野1925，小林1931

〃 － 清野謙次・鳥居龍蔵 個人的に小発掘をしたとされるが、明確な記録なし。 小林1931，西田編1978

〃 昭和6(1931)年頃？ 小林久雄 小林個人による発掘。阿高小学校職員生徒の協力により発掘。 小林1931，西田編1978

黒橋貝塚 昭和47(1972)年4月 徳本　明氏の通報による
浜戸川の氾濫により、水田下から貝層が発見される。地名より、黒橋貝
塚と命名される。 隈1976，闍木・村闢1998

〃 昭和47(1972)年8月2日 県指定史跡に指定。 隈1976，西田編1978

〃 昭和48(1973)年3月13日～21
日

熊本大学（国分直一、小谷凱
宣、佐藤伸二）

範囲確認調査。貝の堆積は約1.5mにも及び、貝層が浜戸川の河床まで拡
がる可能性を指摘。

隈1976，西田編1978

〃 昭和49(1974)年12月 県土木部が浜戸川右岸の堤防工事に着工。基礎工事現場において、2ヶ所
の貝層が発見され、工事が一時停止。

隈1976，西田編1978

〃 昭和50(1975)年 県教育委員会(西田道世他） 堤防工事は補強工事のみとなり、貝層断面調査や採集遺物の整理作業を
実施した。河川敷内にも貝層の拡がりを確認した。

隈1976，西田編1978

〃 昭和52(1977)年 民間企業の宅地造成工事により、黒橋貝塚指定範囲の北方約70mの水田
下にも貝層の存在を確認。

西田編1978

阿高貝塚 昭和52(1977)年7月16日～9
月15日

城南町教育委員会（西田道世、
山崎純男）

国庫補助事業による範囲確認調査。詳細な貝層の分布範囲を確認。黒橋
貝塚と貝層が連続している可能性を指摘。貝層の組成について、ﾌﾞﾛｯｸｻﾝ
ﾌﾟﾘﾝｸﾞにより数量的な分析を実施。

西田編1978

阿高貝塚・黒
橋貝塚

昭和55（1980）年8月20日 両貝塚が、河川敷を除く両岸の地区について、「阿高・黒橋貝塚」とし
て国指定史跡に指定。 闍木・村闢1998

黒橋貝塚 昭和61(1986)年9月16日 県教育委員会(島津義昭他） 河川改修工事に伴う確認調査。浜戸川の中洲全域に貝が分布しているこ
とを再認識。 闍木・村闢1998

〃 昭和61(1986)年 県教育委員会 河川改修に伴う確認調査。貝層は、河水面下に5mの厚さをもつことを確
認。

闍木・村闢1998

〃 平成元(1989)年3月～平成3
年5月

県教育委員会(野田拓治）
河川改修による本格的な発掘調査。膨大な量の人工・自然遺物が出土。
また、貯蔵穴からイチイガシ等の植物遺存体も出土。当該期の貝塚の一
級資料が出土した。

闍木・村闢1998

阿高貝塚 平成4(1992)年 県教育委員会(長谷部善一） 県道拡幅工事に伴う確認調査。 本書

〃 平成4(1992)年 県教育委員会(西住欣一郎） 県道拡幅工事に伴う第1次発掘調査。 本書

〃 平成10・11(1998・1999)年 県教育委員会(帆足俊文） 県道拡幅工事に伴う第2次発掘調査。 本書

第２表　阿高貝塚・黒橋貝塚発掘調査関係略年図
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していると想像される所 

１．耕作土 
２．整地による盛土 
３．黒褐色土 
４．褐色土 
５．暗褐色土（粘着度弱し） 
６．暗黄色土 

７．暗褐色土 
８．赤褐色土ｏｒ赤褐色砂礫土（台地上） 
８．黄褐色砂礫土又は黄褐色土（台地下） 
８’黄褐色砂礫土の二次堆積土 
９．暗黄褐色砂質土層 
10．灰褐色砂質土層 

ａ．貝塚 
ｂ．黒青～灰青・黒紫色の粘土層 
ｃ．黄白色砂層 

※１．「竹の下橋、架橋時（昭和46年２月）に観察」（レベルは推定） 
※浜戸川左岸（阿高貝塚側）は昭和52年度調査時の断面・観察 
　浜戸川右岸は昭和50年度調査（熊本県教委）昭和49年度調査（熊本 
　大学調査）を基にした断面図である。 

（イ）台地上の土層 （ロ）台地下の土層 

（イ） （ロ） 

浜
戸
川 

標高 

※1
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第10図　阿高・黒橋貝塚の貝層分布図（縮尺：１/3,000）

第11図　阿高貝塚・黒橋貝塚関係模式図

第12図　阿高貝塚土層模式図
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られたが、県道拡幅工事によりその一部が記録保存の後滅失

することとなった。今回の調査はその記録保存の措置として

実施したが、調査に至る経緯は第Ⅰ章で述べたとおりである。

註

１）宮崎2003の記述を参照とした。本節における熊本考古学の初期

の状況については、この文献の記載を多いに参照させて頂いた。

２）「下益城豊田で発掘した土器=大森より古し=」と報じられた。な

お、阿高貝塚の発掘調査の歴史については、西田1978に詳しい。

３）貝塚における出土人骨の好資料であるが、貝層下の地山から出土

している出土状況にも留意しておきたい。貝層中の埋葬人骨の時期

について明確にできる資料はないが、黒橋貝塚（闍木・村闢1998）

でも、後世の人骨が大量に検出されており、人骨の埋葬時期に関す

る判断は慎重にしなければならないであろう。

４）「イタボガキ・マガキ・ハマグリ・シオフキガイ・シシガイ・ア

ゲマキ・ニナ・シジミガイ・アカニシ・ナガニシ」の10種が同定さ

れている。

５）同報告書（西田編1978）に掲載された写真を転載した。

６）この調査については、『地歴研究』第３号（1931年発行）に記載

されており、調査が実施されたのはその年次以前であるのは間違い

ないが、その他の文献（西田編1978）の記載と若干、齟齬がある

ため、昭和６（1931）年頃としておく。

７）阿高貝塚範囲確認調査（西田編1978）の貝層分布図に、今回の

県道拡幅工事に伴う発掘調査等のトレンチ位置を加筆した。なお、

昭和52（1977）年の調査時には、台地上のⅡx-10tから、竪穴状遺

構が確認されており、住居跡の可能性もある。

８）阿高貝塚範囲確認調査（西田編1978）の報告では、第11図のと

おり、黒橋貝塚の貝層と連続する可能性を指摘している。第10図は、

黒橋貝塚の発掘調査報告書（闍木・村闢1998）に掲載された両貝

塚の貝層分布図に、黒橋貝塚の貝層分布範囲を加筆したものである

（同調査の担当者である野田拓治の教示を参考にした）。この範囲は、

確認調査等の成果をもとに確認した最小限の貝層の分布範囲を示し

たものであり、西田の指摘（第11図，西田編1978）を否定するも

のではない。
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第３節　阿高貝塚の周辺環境

１　熊本県の縄文時代貝塚（第13図，第３表）

阿高貝塚が存在する熊本県域の縄文時代貝塚について概観

してみたい。本項では熊本県域全体の概要について、次項以

降では便宜的に区分した地域ごとにその概要を述べる。

熊本県の縄文時代貝塚は、84の貝塚を確認している。一部、

詳細が不明なものや参考地もあるが、筆者の判断により掲載

又は削除した。なお、本節末尾には、これらの貝塚について

の地名表1)を添付した（第４表）。

県内の貝塚についての集成作業は、坂詰仲男による『日本

貝塚地名表』（坂詰1959）が最も基本的な文献である。この

集成では県内の貝塚は31が集成されており、うち明確に縄文

時代とされているのが17、現在の情報から縄文時代と判断で

きるものが５で、合計22の縄文時代貝塚が掲載されている。

坂詰の集成後には、県内外の研究者や行政関係者等による

地道な調査が実施され、貝塚の所在が明らかとなっている。

これらのうち、発掘調査により詳細なデータが得られている

ものは25で、残る59は踏査等によって貝層の所在が確認さ

れているものである。そのため、所在が確認されている貝塚

は多いが、その内容の検討際してはやや情報不足の感もある。

九州の貝塚については、山崎純男（山崎1975）が貝塚の分

布、形成時期、それぞれについて詳細な検討をおこなってい

る。また、木村幾多郎（木村1987・1994）は、北部九州の貝

塚を４類型に分類し、澤下・松永（澤下・松永1994）は、木

村の分類を基本として、九州の貝塚の特徴を述べている。

貝塚の分布は、有明海東岸、八代（不知火）海東岸、宇土

半島先端部・天草上島周辺、及び天草下島北部に密集してい

る。特に、有明海と八代海沿岸については、九州の中でも有

数な貝塚の密集地である。

有明海東岸の貝塚群は、いくつかの地域区分はできるが、

ほとんどが広大な内湾に面したＢ類型（木村1987・1994、

類型については、以下、同じ。）である。一部、奥行の深い

内湾に面するＡ類型の貝塚として緑川流域の御領貝塚（35、

第13～19図及び第３表の番号と対応。以下、同じ。）が存在

する。菊池川流域の若園貝塚（1）は、現海岸線から約15km

の位置に立地し、Ａ類型に近い性格の貝塚である。しかし、

その構成貝種はマガキとヤマトシジミが時期的に変化するも

のであり、明確なＡ類型といえないかもしれない。

立地的には、宇土半島基部を含めたこれらの有明海東岸の

貝塚群と八代海東岸の貝塚は、類似した性格をもつ。当然、

その前面に位置する干潟が、生業に関わる環境に大きく影響

している。

これらの内湾性貝塚と異なる性格をもつのが、天草下島に

存在する貝塚である。対岸に雲仙島原半島を望む狭い早崎瀬

戸を目前にした沖ノ原貝塚（75）は、骨・角を材料としたモ

リ、ヤスの他に釣針も多数、出土しておりその潮流の恵みを

うけた（村田2003）生業活動が想定できる。一尾貝塚（76）

や大矢貝塚（77）も、同じくＤ類型の外洋性貝塚である。

貝塚の初現については、現状では早期以前の貝塚は確認さ

れておらず（山崎前掲他）、前期、曽畑式の時期に本格的な

貝塚形成が確認される2)。具体的には、轟貝塚（38）、曽畑

貝塚（40）等があげられる3)。

中期、特に中期後半になると貝塚の数は増加する。若園貝

塚（1）、黒橋貝塚（33）、阿高貝塚(34)、浜の州貝塚（72）等

がその例であり、貝塚の規模も拡大化する。

後期の時期に形成された代表的な貝塚は、七ツ江カキワラ

貝塚（52）、竹ノ下貝塚（53）、黒橋貝塚(33)、阿高貝塚(34)、

御領貝塚（35）等があげられる。また、一部を除いて、中期

後半から後期前半に継続して形成される貝塚も多く、遺跡数

的には、全体を通じてこの時期に形成された貝塚が最も多い。

後期後半に形成されている貝塚は、御領貝塚等、数例あるが、

遺跡数は多くない（池田2001）。

晩期になると、遺跡数はさらに少なくなるが、後期末から

晩期にかけての御領貝塚（35）や、境崎貝塚（3）等、特徴

的な性格をもつ貝塚が出現する。これらは、貝類捕獲の専業

化（山崎前掲）を指摘することもできる事例であり、貝塚群

全体の中での意義付けが重要な事例である。

貝塚とそれを形成した集団の集落との関係が分かる例は少

なく、わずかに渡鹿貝塚（27）と阿高貝塚（34）等で、そ

の関係の一端を検討することができる（池田前掲）。また、

沖の原貝塚（75）は、生活域と墓域との関係が分かる好例で

ある。

その他、轟貝塚（38）、曽畑貝塚（40）、黒橋貝塚（33）等

は、貝層下又は周辺に貯蔵穴が確認されており、遺跡内での

生業活動を総合的にとらえることができる。また、貝層と貯

蔵穴の形成時期を検討して、海岸線の変化を推定する見解も

ある4)。ただし、このように良好な事例は少数であり、貝塚

遺跡としての様相については未解明な部分が多い。今後は、

貝塚を遺跡全体として複合的にとらえる視点も必要となろう。

第Ⅱ章　遺跡概要
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第13図　熊本県縄文時代貝塚分布図（縮尺：１/800,000）（遺跡番号は第14～19図，第3・４表の番号に一致）



第Ⅱ章　遺跡概要

No 遺 跡 名 河川・地域 遺跡地図 指定 備考
1 若園貝塚 菊池川 365-084 玉名郡 菊水町江田 若園
2 宮内貝塚 荒尾 204-067 荒尾市 宮内 本村・上屋敷 低丘陵地に数地点存在

3 境崎貝塚 荒尾 204-054 荒尾市 万田 猪ノ鼻ほか 市
4 四山貝塚 荒尾 204-004 荒尾市 大島 笠原
5 堀崎貝塚A 菊池川 368-008 玉名郡 長洲町梅田（通称堀崎） A・B両貝塚とも隣接の為、遺物出土地点を未確認

6 堀崎貝塚B 菊池川 368-009 玉名郡 長洲町梅田（通称堀崎） A・B両貝塚とも隣接の為、遺物出土地点を未確認

7 腹赤貝塚 菊池川 368-052 玉名郡 長洲町腹赤 新町
8 尾崎貝塚 菊池川 361-064 玉名郡 岱明町野口 尾崎
9 浜田貝塚 菊池川 361-092 玉名郡 岱明町浜田 西原

10 庄司（貝島）貝塚 菊池川 361-105 玉名郡 岱明町山下 庄司
11 古閑原貝塚 菊池川 361-106 玉名郡 岱明町山下 久々牟田
12 繁根木貝塚 菊池川 206-202 玉名市 繁根木 馬場 八幡宮境内全域
13 保田木貝塚 菊池川 206-212 玉名市 高瀬 保田木町
14 桃田貝塚 菊池川 206-227 玉名市 大倉 桃田原
15 片諏訪貝塚 菊池川 206-320 玉名市 片諏訪 屋敷
16 ビナワラ貝塚 菊池川 362-004 玉名郡 横島町横島 外平
17 キャアガラワラ貝塚 菊池川 362-005 玉名郡 横島町横島 外平
18 竹崎貝塚 菊池川 363-002 玉名郡 天水町竹崎 山崎
19 久島貝塚 菊池川 363-007 玉名郡 天水町部田見 久島原
20 尾田貝塚 菊池川 363-015 玉名郡 天水町尾田 本村屋敷
21 湯の浦貝塚 菊池川 363-039 玉名郡 天水町小天 部田
22 中川内平（平）貝塚 白川 201-127 熊本市 河内町中川内
23 北内潟貝塚（参考地） 白川 未掲載 熊本市 小島下町北内潟
24 千金甲菖蒲谷貝塚 白川 未掲載 熊本市 小島下町菖蒲谷 調査例なし。堀削時の採集資料（山崎純男氏）からの推定

25 川戸貝塚 白川 201-162 熊本市 松尾町中松尾 調査例なし。資料はすべて表面採集資料

26 打越貝塚 白川 201-237 熊本市 清水町打越 遺跡の詳細・位置については、殆ど不明

27 渡鹿貝塚 白川 201-335 熊本市 渡鹿6丁目
28 沼山津貝塚 緑川 201-362 熊本市 秋津町３丁目沼山津
29 カキワラ貝塚 緑川 442-014 上益城郡 嘉島町下六嘉 カキワラ
30 甘木貝塚 緑川 441-001 上益城郡 御船町甘木（通称甘木）
31 辺田見貝塚 緑川 441-063 上益城郡 御船町辺田見 下鶴
32 ソビエ石貝塚 緑川 342-016 下益城郡 富合町木原 辨天・鰆塚
33 黒橋貝塚 浜戸川 341-077 下益城郡 城南町下宮地 国
34 阿高貝塚 浜戸川 341-078 下益城郡 城南町阿高 東原 国
35 御領貝塚 浜戸川 341-084 下益城郡 城南町東阿高 八ツ尾 国
36 今村貝塚 緑川・浜戸川 341-030 下益城郡 城南町今 吉野・西原 現在、貝は採集できない

37 敷田貝塚 浜戸川 未掲載 下益城郡 城南町敷田 現在は滅失。

38 轟（轟宮庄）貝塚 緑川 211-039 宇土市 宮の庄 居屋敷 市
39 西岡台貝塚 緑川 211-040 宇土市 宮の庄 西岡 市
40 曽畑貝塚 緑川 211-095 宇土市 岩古曽 北原ほか 市 前期中心の西貝塚と後期中心の東貝塚が存在
41 古保里貝塚 緑川 211-097 宇土市 古保里 居屋敷・行田
42 北萩尾貝塚A 球磨川 343-005 下益城郡 松橋町萩尾　
43 北萩尾貝塚B 球磨川 343-036 下益城郡 松橋町北萩尾 萬谷
44 松橋大野貝塚 球磨川 343-012 下益城郡 松橋町大野 前田 国道改良工事により削平され現存部分は少ない
45 松橋貝塚 球磨川 343-013 下益城郡 松橋町松橋 大道 ほぼ滅失

46 上久具貝塚 球磨川 343-018 下益城郡 松橋町久具 堂前
47 曲野貝塚 球磨川 343-020 下益城郡 松橋町曲野　 ほぼ滅失

48 仲間貝塚 球磨川 343-039 下益城郡 松橋町両仲間 仲間
49 宮島貝塚 球磨川 343-040 下益城郡 松橋町両仲間 掛崎 町
50 年の神貝塚 球磨川 344-003 下益城郡 小川町北小野 年の神
51 瀬戸貝塚 球磨川 344-006 下益城郡 小川町北部田 瀬戸
52 七ツ江カキワラ貝塚 球磨川 344-010 下益城郡 小川町南部田 七ツ江 町
53 竹ノ下貝塚 球磨川 344-011 下益城郡 小川町南部田 竹ノ下
54 中小野貝塚 球磨川 344-012 下益城郡 小川町中小野 尾崎
55 引地貝塚 球磨川 344-013 下益城郡 小川町中小野 引地
56 大坪貝塚 球磨川 未掲載 下益城郡 小川町
57 四ツ江貝塚 球磨川 464-001 八代郡 竜北町高塚 道添
58 土穴瀬貝塚 球磨川 464-007 八代郡 竜北町高塚 土穴瀬
59 段貝塚 球磨川 464-009 八代郡 竜北町高塚 段
60 大野貝塚 球磨川 464-011 八代郡 竜北町大野 硴原
61 赤迫A貝塚 球磨川 未掲載 八代郡 竜北町大野 硴原
62 赤迫B貝塚 球磨川 未掲載 八代郡 竜北町大野 一町田
63 西平貝塚 球磨川 464-010 八代郡 竜北町高塚 谷郷
64 大瀬田貝塚 球磨川 未掲載 八代郡 竜北町高塚 大瀬田
65 有佐貝塚 球磨川 463-009 八代郡 鏡町有佐 大塚 町
66 州の上貝塚 宇土半島 321-009 宇土郡 三角町波多 浦内
67 際崎貝塚 宇土半島 321-017 宇土郡 三角町波多 際崎 ほぼ滅失

68 小崎貝塚 宇土半島 321-027 宇土郡 三角町戸馳 小崎
69 辺田貝塚 宇土半島 321-033 宇土郡 三角町戸馳 辺田
70 西木の浦貝塚 宇土半島 321-047 宇土郡 三角町前越 西木の浦
71 道の峯貝塚 宇土半島 321-055 宇土郡 三角町戸馳 道の峯
72 浜の洲貝塚 宇土半島 321-056 宇土郡 三角町戸馳 道の峯 ２次調査時ｲﾉｼｼの頭蓋を使った祭祀跡を確認
73 柳貝塚 天草 521-037 天草郡 大矢野町中 柳
74 前島貝塚 天草 522-013 天草郡 松島町合津 前島
75 沖ノ原貝塚 天草 530-003 天草郡 五和町二江 沖の原
76 一尾貝塚 天草 530-016 天草郡 五和町御領 一尾
77 大矢貝塚 天草 207-065 本渡市 本渡町 広瀬・大矢ほか 県
78 産島貝塚 球磨川 202-002 八代市 古閑浜町 産島 市
79 群築十二番町遺跡 球磨川 202-003 八代市 群築十二番町
80 五反田貝塚 球磨川 202-135 八代市 敷川内町 五反田
81 田ノ川内貝塚 球磨川 202-139 八代市 日奈久新田町 田川内 市
82 橋本貝塚 芦北・水俣 482-022 芦北郡 芦北町湯浦 橋本
83 浜崎貝塚 芦北・水俣 484-007 芦北郡 津奈木町岩城 浜崎 町
84 南福寺貝塚 芦北・水俣 205-003 水俣市 南福寺 柿の木丸 市

所　　在　　地
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第３表　熊本県縄文時代貝塚一覧（Noは第13～19図，第４表の番号に一致）
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２　荒尾・玉名地域の貝塚（第14図・１～21）

本地域の縄文時代貝塚は、21を数える。発掘調査が実施さ

れておらず、その詳細が不明な貝塚もあるが、荒尾市境崎貝

塚や玉名郡岱明町古閑原貝塚等、学史上、重要な貝塚も存在

する。中心となる地域は、この地域最大の菊池川流域の沖積

地であるが、菊池川流域からやや距離的に離れた荒尾市に存

在する有明海沿岸の貝塚も含めている。

立地的には、大きくは、菊池川流域に点在する5貝塚と、有

明海岸沿いの標高５～10m前後に点在する16の貝塚に分ける

ことができる。

なお、熊本県遺跡地図に記載されている山鹿市長沖貝塚

（遺跡番号131）は、菊池川流域の標高30mの台地端に存在し

て貝層下から早期土器が出土したとされるが、その詳細が不

明なことから一覧からは省いている。

まず、現在、有明海沿岸に立地する貝塚について、その概

要を北からみてみよう。荒尾市に存在する宮内貝塚（2）、境

崎貝塚（3）、四ツ山貝塚（4）の３貝塚は、いずれも後期～

晩期の時期を主体とする貝塚である。現海岸線からおよそ

500m以内に立地し、後期～晩期の海岸線と現在の海岸線が

あまり離れていない可能性が指摘できる。境崎貝塚と四ツ山

貝塚は標高約10m前後であり、宮内貝塚は標高約20mとやや

高い丘陵上に位置するが、それぞれの貝塚の位置はあまり離

れていない。

境崎貝塚と四ツ山貝塚は、1950年代に学会に紹介されて

いる（坂本1950、三島1959）古くから著名な貝塚である。

境崎貝塚は、シオフキの単一種で構成される晩期の貝塚であ

り、出土した人の顔を表現した岩偶は荒尾市指定文化財とな

っている。

海岸沿いに南へ下ると、玉名郡長洲町には詳細な時期は不

明であるが隣接して堀崎貝塚Ａ（5）と堀崎貝塚Ｂ（6）があ

る。いずれも、標高２～5mの低丘陵上に位置する。同じく

長洲町の腹赤貝塚（7）は中期から後期にかけての貝塚であ

るが、その立地は堀崎貝塚Ａ・Ｂと類似している。

玉名郡岱明町から玉名市、玉名郡天水町にかけての海岸沿

いには、貝塚が多数、確認されている（９～21）。天水町尾

田貝塚（20）は、いわゆる尾田式の標式遺跡で、前期から形

第３節　阿高貝塚の周辺環境

第14図　貝塚分布図（荒尾・玉名地域）（縮尺：１/150,000）（遺跡番号は第14～19図，第３・４表の番号に一致）
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成されている貝塚である。貝塚からは阿高式土器も出土して

おり、その時期までは継続していると考えてよかろう。その

他の貝塚は概ね中期から後期を主体とし、尾田貝塚も含めて

そのほとんどから阿高式土器が出土している。阿高式土器の

時期に、この地域に貝塚が集中して存在していたことを示す

ものである。それらの標高は約３～10m前後であり、近代の

干拓地を除いた現海岸線からの距離も約1km以内の位置に存

在している。阿高式土器が出土する貝塚からは、ほとんどが

マガキ層の存在が指摘されている。

これらの貝塚群は、時期的には荒尾市周辺で確認されてい

る貝塚よりやや古く、また、立地的にはそれらよりわずかに

内陸に位置するといえる。そして、後期から晩期にかけての

時期を主体とする貝塚は、中期から後期まで継続している貝

塚を除くと、現状では確認されていない。

古閑原貝塚（11）は、1948年の調査時に、阿高式土器に

伴って8粒のモミが出土したとして（坂本1951）、学会で注目

された遺跡である。マガキ等の鹹水産の貝類を主であり、中

期から後期にかけての時期が主体である。

菊池川をやや上流に沿いに遡ると、河口から約５km付近

に、岱明町尾崎貝塚（8）、玉名市繁根木貝塚(12)、同保田木

貝塚（13）、同桃田貝塚（14）の４貝塚が点在する。これら

からも阿高式土器等が出土しており、その標高も約５～10m

と、先に述べた貝塚群と立地的な特徴は似通っている。ただ

し、尾崎貝塚は後期、繁根木貝塚は後期から晩期を主体とし

ており、出土している貝類にはマガキ、ハマグリ等の鹹水産

貝類の他にヤマトシジミ等の汽水域の貝類も存在する。対し

て、他の２貝塚はマガキが主体である。時期のやや異なる貝

塚が近接した場所に存在するが、現在、ここが河川沿いの立

地であること考えると、現在の河川に沿って当時の海岸線が

この付近まで湾入していた可能性を考えることができる5)。

菊池川を15kmほど上流に遡ると、この流域最奥部に位置

する玉名郡菊水町若園貝塚（1）が存在する。近年の調査事

例（松本ほか1978）もあり、その概要を把握することがで

きる。貝塚の形成時期は、中期から後期にかけて継続してい

る。また、出土している貝類については、海産貝類、汽水産、

及び淡水産の各生息域の貝が存在するが、貝塚の盛期である

中期から後期にかけてはマガキと汽水産のヤマトシジミが層

を変えて混在しており、貝塚堆積物の時期的変遷を捉えるこ

とができる。若園貝塚はその立地や貝塚の構成内容からも当

地域の状況を解明するために重要な意味をもつ貝塚である。

３　熊本平野周辺，八代平野北・東部地域の貝塚

（第15図・22～65）

第15図では、熊本平野周辺から、宇土半島基部、及び八代

平野の北・東部付近の貝塚を示した。

熊本平野周辺の貝塚は、沿岸部の４貝塚（22～25）と、熊

本平野北～東部の沖積平野又は平野に面した台地先端部に立

地する６貝塚（26～31）がある。

沿岸部の４貝塚は、現海岸線から１km以内に位置する。

標高５～10mの丘陵や山の裾部に立地する。

試掘調査を除く発掘調査例はなく詳細はつかみにくいが、

菊池川流域の貝塚群より全体的に新しい時期の遺物が出土し

ている。熊本市北内潟貝塚（23）は、熊本博物館による試掘

調査が実施されているが、自然貝層を確認したのみで詳細は

不明である。貝塚は自然貝層の下位に存在すると推定されて

いる。なお、調査時には黒川式土器が出土したとされる(富

田1969、富田1996)が、出土状況を確認することはできなか

った。

熊本市千金甲菖蒲谷貝塚(24)は、用水用井戸掘削時に山崎

純男により採集された資料がある。資料は、御手洗A式、鐘

崎式、北久根山式、太郎迫式、御領式等がある。熊本市川戸

貝塚（25）は、表面採集により押型文土器から御領式までの

各時期の遺物が採集されている。周辺の貝塚は、熊本市中河

内平貝塚（22）も含めて本格的な調査例がないため、貝塚を

構成する自然遺物の詳細については不明である。

熊本平野北～東部の貝塚（26～31）については、現海岸線

からかなり内陸の標高10～20mに立地している。これらは、全

てが河川流域か沖積平野に面する台地上に位置しており、当

時の海岸線がこの付近まで湾入していたことが推定できる6)。

これらは、大きくは白川流域の貝塚（26・27）と緑川上流

域の貝塚（28～31）に分けることができる。熊本市渡鹿貝

塚（27）からは阿高式土器が、上益城郡御船町辺田見貝塚

（31）からは中期土器、上益城郡嘉島町カキワラ貝塚(29)から

は曽畑式が出土しており、貝塚の初現はばらつきがあるが、

両流域の貝塚からはこの３貝塚を含めてすべてから後期の土

器が出土している7)。これらの貝塚（遺跡）の構築時期が後

期まで継続していた可能性を示している。

熊本市打越貝塚（26）と渡鹿貝塚は、縄文貝塚の分布がほ

とんど確認されていない白川流域（乙益1954）の奥部での

貴重な確認例である。渡鹿貝塚は発掘調査例があり（富田

1973）、出土遺物等の詳細がつかめる。主体となる時期の鐘

第Ⅱ章　遺跡概要
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第15図　貝塚分布図（熊本平野周辺，八代平野北・東部地域）（縮尺：１/150,000）（遺跡番号は第３・４表の番号に一致）
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崎式の他に阿高式と黒川式も出土しており、貝塚の形成期間

が長かった可能性が指摘できる。今後、貝塚の形成期間とそ

の内容について、より詳細な分析が必要であろう。打越貝塚

は、北久根山式土器を中心とする後期の貝塚であると考えら

れている（上野1971、富田1996）。

緑川上流域には４貝塚が存在する。標高は５～20mと、そ

れぞれがやや異なる立地である。カキワラ貝塚は、大正時代

はじめころに人骨その他の遺物を出土した（乙益1954，p.47）

貝塚であり、現在はほぼ滅失している。出土した土器は、曽

畑式を主体として阿高式、轟式に類するものもみられ（乙益

前掲）、当地域の貝塚で最も古いものである。なお、貝類は、

海産のものがほとんどである。熊本市沼山津貝塚（28）は、

熊本博物館による調査（東・富田1969）があるが、阿高式

土器の好資料が出土しており中期から後期前半にかけての貝

塚とされている。貝塚は、マガキ、ハマグリ等の鹹水産の貝

とシジミ等の汽水産の貝により構成されており、調査時には

小児骨も検出されている（田邉1980）。なお、沼山津貝塚の

東側に秋田貝塚の存在があったとされるが、現在、その位置

は不明である8)。その他の２貝塚（30・31）からは、中期か

ら後期の遺物が出土している。

緑川の支流である浜戸川流域の貝塚（32～37）は、背後

に雁回山をいだき、広大な熊本平野の沖積地に面している。

緑川下流域にある宇土半島基部の貝塚（38～41）とともに

貝塚の密集地帯であり、熊本の貝塚を概観するうえで欠くこ

とのできない貝塚群である。これらの貝塚の標高は、約３～

20mである。

この両貝塚群からは、淡水産、汽水産、鹹水産の貝類が確

認されており、貝塚の所属年代と構成する貝種の関係から当

時の環境を復元する研究等に用いられた。小林久雄は、阿高

貝塚（34）と下益城郡城南町御領貝塚（35）を主体的に構

成するマガキとヤマトシジミの違いを海進海退現象による環

境の変化に起因すると考え、それぞれから出土する土器の時

間的差異を編年に利用した（小林1931他）。この両貝塚とと

もに、宇土市轟貝塚（38）、同曽畑貝塚（40）は縄文土器型

式の標式遺跡であり、貝塚の発掘調査成果を編年研究に利用

した状況が如実に現れている。轟貝塚は、大正８(1919)年の

京都帝国大学の発掘調査(鈴木1918、濱田・榊原1920)を鏑矢

として、濱田耕作、清野謙次、長谷部言人、鳥居龍蔵、江坂

輝弥等の県外の著名な研究者が調査研究を実施している。ま

た、同じく曽畑貝塚も清野、江坂が調査を実施している9)。

両貝塚は、地元、肥後考古学会の小林久雄等の地道な研究の

フィールドでもあり、熊本及び日本の考古学会において注目

されてきた貝塚であるといっても過言ではない。

雁回山の西南に存在する貝塚（42～49）は、八代平野に

面するものもあるが、概ね標高5～15m前後の台地端や丘陵

上に立地する。下益城郡松橋町仲間貝塚（48）は中期、同宮

島貝塚（49）は前期、それ以外の貝塚は後期から晩期にかけ

ての時期とされている（林田1979他）。鳥居、清野等も調査

した松橋町松橋大野貝塚（44）と同曲野貝塚（47）は、古

い時期からの調査例もある著名な貝塚であるが、両貝塚とも

現存する部分は少ない。松橋大塚貝塚からは、大型土偶、浮

子等の遺物の他に、小児甕棺や人骨も出土している（田邉前

掲）。また、松橋町宮島貝塚（49）は、轟式土器が主体で上

層に若干の曽畑式土器が出土するという調査成果が報告され

ており（小林1941）興味深い。

八代平野に面する貝塚群は、丘陵や台地の縁辺部で平野と

のほとんど境界線上に位置している。八代平野周辺における

この立地はほぼ一致しており、逆に平野の中に存在する３貝

塚（65・78・79）が例外的な立地といえる。

八代郡鏡町有佐貝塚（65）は、沖積平野の真ん中に位置す

るが、後世に古墳としても利用された塚状の微高地に立地し

ており、当時は扇状地の先端に位置していた（田邉前掲）可

能性がある。小林久雄、坂本経尭等の調査例があり、南福寺

式、出水式、鐘崎式土器が主に出土している中期から後期に

形成された貝塚である。八代市産島貝塚（第19図　78）と

同郡築十二番町貝塚（同図　79）は、近代の干拓地内の元孤

島に位置し、貝塚形成時からやや特殊な立地であったと考え

られる。産島貝塚からは、押型文土器、曽畑式土器、夜臼式

土器が出土している。また、郡築十二番町貝塚は晩期の貝塚

である（江上1974）。

八代平野東北部の貝塚（50～56）は詳細が分かる資料は

少ないが、時期的には中期から後期に属すると推定できる。

その立地する標高はややばらつきがあり、詳細な時期と立地

の関係を検討する必要がある。下益城郡小川町七ツ江カキワ

ラ貝塚（52）は、鐘崎式期の貝塚であるが、調査時に埋葬人

骨1体が確認されている（松本1986）。また、並木式、阿高式

土器が出土している小川町大坪貝塚(56)からは、ほ場整備に

伴う発掘調査により30数体の人骨か確認されている（松本前

掲）。

八代平野東部の貝塚（57～65）は、鏡町の有佐貝塚以外
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は八代郡竜北町に所在し、八代平野に流れる砂川と氷川に挟

まれた台地又は丘陵端に立地しており、距離的にも狭い範囲

に集中している。しかし、この貝塚群はそれぞれの貝塚が立

地する標高に差があり、ひとつの特徴としてあげられる。

竜北町四ツ江貝塚（57）、同大野貝塚（60）、同赤迫Ａ貝塚

（61）、同赤迫Ｂ貝塚（62）は、丘陵又は台地端の標高０～

20m程度の低い位置に立地する。対して、同土穴瀬貝塚（58）

は標高約20m、同段貝塚（59）は標高約50m、同西平貝塚

（63）は標高約30mの丘陵に立地する。

それらの貝塚が形成された時期をみてみたい。前者のグル

ープの大野貝塚は阿高式、出水式、南福寺式が出土している

中期から後期にかけての貝塚である。その他の貝塚について

は、調査例もなく詳細は不明である。後者では、土穴瀬貝塚

は中期、段貝塚は後期～晩期、西平式土器の標式遺跡である

西平貝塚は後期である。これらの貝塚は、それぞれ異なる時

期に形成されており10)、一様な性格としてまとめることはで

きない。

逆に、これらの貝塚の立地については、当時、近くまで湾

入していた海岸線沿いのこの場所に11)、中期（又は前期）か

ら後期にかけて貝塚が継続して形成されていたと考えること

もできる。その場合には、海進海退の影響による海岸線の変

化のみでは説明がつかず、土地の隆起及び沈降作用も含めて

検討する必要がある12)。大野貝塚については、日本考古学黎

明期の明治12（1879）年にＥ.Ｗ.モースによって発掘された

という有名な貝塚であり、その学術的価値は改めて述べるま

でもないであろう。

４　宇土半島先端地域の貝塚（第16図・66～74）

この地域の貝塚は、宇土半島先端の上天草市三角町に７貝

塚が所在する。宇土半島先端部に３貝塚と、その南の戸馳島

に４貝塚が所在する。なお、ここでは、天草松島周辺の２貝

塚（73・74）も含めた。

宇土半島先端の三角ノ瀬戸に面した丘陵端斜面には、上草

市際崎貝塚（67）がある。曽畑式、阿高式、御領式が採集さ

れており、阿高式土器の時期が中心とされ(乙益前掲)、鯨椎

骨痕のある土器の底部も出土している。貝類は、マガキ、ハ

イガイの鹹水域のものが確認されている。洲の上貝塚（66）

は、沖積地に面した丘陵に、西木の浦貝塚（70）は八代海に

第３節　阿高貝塚の周辺環境

第16図　貝塚分布図（宇土半島先端地域）（縮尺：１/150,000）（遺跡番号は第３・４表の番号に一致）
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面した標高約15ｍ前後の丘陵に立地する貝塚である。

戸馳島には、縄文時代の遺跡が点在しており、貝塚は西岸

と東岸に２貝塚がある。西岸に位置する小崎貝塚(68)と辺田

貝塚（69）は、対岸の維和島との海峡である蔵々瀬戸に向い

た丘陵に立地する。辺田貝塚は、内潟と呼ばれるやや内湾状

に入り込んだ湾に面して立地しており、後期から晩期にかけ

ての遺物が出土している（坂本1957、花岡1984）。また、貝

類は、マガキ、ハイガイ、ウミニナ等の鹹水系のものが確認

されている。東岸の２貝塚は、八代海（不知火海）に面して

いる。浜の洲貝塚（72）は後期を中心とする貝塚で、発掘調

査により多数の人骨が検出されていることでも著名である。

貝塚を構成する貝類は内湾砂泥性の貝類が主体であり、貝輪

の製品・未製品が多いことも特徴の一つである。また、浜の

洲貝塚の出土品とされる鹿角製の釣針やモリ、魚骨製耳栓等

は、当時の漁撈活動を知るうえでの非常に重要な資料である。

上天草市大矢野町柳貝塚（73）は、有明海と八代海をつな

ぐ海峡である柳ノ瀬戸に面した漁撈活動に適した海岸に位置

する貝塚である。現在、その標高は０ｍ前後で、満潮時には

水没してしまう立地である。

柳貝塚の資料については、地元の福田正文氏により長い間

にわたって資料採取がおこなわれており、轟式、曽畑式、平

栫式等の土器、石器、骨角器、貝製品等の豊富な資料が採集

されており、縄文時代研究にとって重要な資料がもたらされ

ている。柳貝塚は、その性格から当地域の生業活動を研究す

るために重要な位置をしめている。なお、柳貝塚の概要と福

田氏の研究活動及び成果については、熊本大学考古学研究室

の有志により詳細な報告がなされている（村上編2001）。

同松島町前島貝塚（74）は、柳貝塚の対岸の前島に所在す

る貝塚である。この周辺の大小の島々からは、縄文時代をは

じめとする遺物が採集されることが知られ、他にも、縄文時

代遺跡として、同カルワ島遺跡等が紹介されている（田邉前

掲、山崎2000ほか）。前島貝塚周辺では、前期の包含層が確

認されており、貝塚は、マガキ、ハイガイ等の鹹水性の貝類

によって構成されている。

５　天草地域の貝塚（第17図　75～77）

天草では、前項で紹介した松島周辺の貝塚を除き、３ヶ所

の著名な縄文時代貝塚がある（75～77）。
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第17図　貝塚分布図（天草地域）（縮尺：１/150,000）（遺跡番号は第3・４表の番号に一致）
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この地域の貝塚の重要な点は、その立地にある。有明海及

び八代海（不知火海）に面した熊本の貝塚の多くが内湾性の

貝類を主体として形成され、その他の漁撈活動においても広

大な干潟に面した地理的状況を反映しているのに対し、天草

の貝塚は干潟が形成されていない場所に立地している。その

ため、有明海東岸地域の貝塚とは異なる性格となり、貝塚か

ら出土する魚骨等も特徴的な構成を示している。外洋性の立

地であるため、対象とする魚貝類が異なり、出土する漁撈具

も特徴的なものである。なお、天草地域には、多数の海底遺

跡の存在も知られており、縄文時代からの地形変動を類推す

るうえでの重要な手がかりとなる。

天草郡五和町沖ノ原貝塚（75）は、天草の縄文時代研究に

おいて重要な役割を果たしている貝塚、住居跡、墓地、生産

遺跡等が存在する複合遺跡である。遺跡からは、西北九州型

結合釣針、単式釣針、離頭銛、ヤス、組合せ石銛、双角状礫

石器等の特徴的な漁撈具が出土しており（隈ほか1988、山

崎2000）、外洋に面したこの地域特有な性格を示している。

また、人骨を伴う墓壙や土器棺も出土しており、当時の埋葬

について検討するうえでも重要な資料を提供している。

同一尾貝塚（76）は、その内容から極めて重要な貝塚であ

る。出土した漁撈具については、沖ノ原貝塚でも出土した特

徴的な遺物や摺切具等により構成されており、環玄界灘漁撈

文化を特徴づける遺物としてその重要性が指摘されている

（山崎前掲他）。なお、貝殻を素材として作成されたオサンニ

型結合釣針の軸部は、朝鮮半島南部に分布の中心をもつ（山

崎前掲）ものであり、当地域の位置付けについて東アジア的

な視点から検討することが必要となっている。また、出土し

た漁撈具は活発な漁撈活動を示しており、現在、少しずつ明

らかになりつつある魚骨等の分析が進めば、より詳細な生産

活動を復元することができる。今後、更に一尾貝塚の分析結

果が注目されるであろう。

また、本渡市大矢貝塚（77）は、沿岸砂丘上の標高約4ｍに

立地する遺跡であり、前期から後期の包含層が検出されてい

る。遺跡内には、マガキ主体の貝層の存在が確認されている。

６　八代平野南部地域の貝塚（第18図・78～81）

八代市産島貝塚（78）と同郡築十二番町貝塚（79）の概

要については、第３項でふれたとおりである。八代平野南側

第３節　阿高貝塚の周辺環境

第18図　貝塚分布図（八代平野南部地域）
（縮尺：１/150,000）（遺跡番号は第３・４表の番号に一致）

第19図　貝塚分布図（芦北・水俣地域）（縮尺：１/150,000）
（遺跡番号は第３・４表の番号に一致）
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に位置する八代市五反田貝塚（80）と同田ノ川内貝塚（81）

は、標高約５mの低丘陵上という類似した立地であり、とも

に中期から後期にかけての貝塚である。いずれからも鹹水性

の貝類が確認されている（江上1973）。

7 芦北・水俣地域の貝塚（第19図・82～84）

本地域で確認されている縄文時代貝塚は、３貝塚である。

葦北郡津奈木町浜崎貝塚（83）は、津奈木湾に注ぐ津奈木川

に面した台地端の崖面に立地する。特に、南福寺式、出水式、

御領式土器の後期土器の存在が報告されており（千々岩

1989）、中期から後期にかけて形成された貝塚と考えられる。

水俣市南福寺貝塚（84）は、県立水俣高校の校庭にある南

福寺式土器の標式遺跡である。地形的には低台地の端であり、

その標高は約10mである。1932年の小林久雄、1936年の寺師

見国等の調査による調査にはじまり、1972・1973年の出水

高校考古学部の調査まで初期の段階の調査はあるが、近年の

本格的な調査は実施されていない。しかし、出土している資

料は豊富であり、土器については、標式資料となった南福寺

式の他にも曽畑式、阿高式土器も出土している。また、自然

遺物の概要もある程度、把握できる資料がある。貝塚はマガ

キ、ハマグリ等の鹹水域の貝類が主体となり構成されており、

イノシシ、ニホンジカ、クジラ類の動物遺存体が検出されて

いることも重要である。

註

１）九州縄文研究会編2001「貝塚地名表　正編」『九州の貝塚』の地

名表を一部、改変して掲載した。

２）県内の貝塚でも、その初現が早期、場合によっては草創期にさか

のぼることは想定できるため、現在、確認されている貝塚のみで初

現の問題を結論づけることはできない。

３）その形成時期については、慎重な見極めを指摘する意見もあり

（池田2001）、その考察には注意が必要である。

４）金田一精による検討がある（金田2003）。

５）現在でも、有明海の満潮時には、これらの貝塚が存在する玉名大

橋付近まで海水が逆流する様子をみることができる。

６）貝塚の形成時期から各時代の海岸線を復元する試みは重要である

が、それぞれの貝塚の形成時期や継続期間等を詳細に把握しないと

誤った判断をしかねない。そのため、本報告書では詳細な復元はお

こなっていない。今後、各貝塚の詳細なデータを収集した上で検討

することとしたい。

７）実際の貝塚堆積層と出土遺物の関係については不明な場合も多く、

これらの貝塚の形成時期については、慎重に判断する必要がある。

８）その位置や状況が不明なため、一覧表には掲載していない。

９）曽畑貝塚に関する歴史については、次の文献に詳細に紹介されて

いる。木闢康弘2004『シリーズ「遺跡を学ぶ」007 豊穣の海の縄

文文化・曽畑貝塚』新泉社，東京

10）発掘調査による情報が少ないため、貝塚の形成及び継続期間につ

いては、やや、不明確な部分もある。

11）周辺の貝塚の立地等から検討しても、当時の海岸線がこの付近ま

で接近していた可能性は高い。

12）実際の海岸線の変化等については、地形的特長により見かけ上の

変化が少ない場合も考えられる。また、「遺跡」の継続期間と生活

域の変化についても検討する必要がある。ただし、これらの問題に

ついては、註６でも述べたとおり、各々の貝塚の正確な形成時期と

継続期間を把握しない限り、推論に近いものとなる。詳細な検討を

するためには、それぞれの貝塚についての基礎的なデータを把握す

ることが重要となろう。

文献

本節の参考文献については、熊本県縄文貝塚地名表（第４表）末

尾に貝塚地名表作成に係る参考文献を掲載しているため、割愛した。
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第４表　熊本県縄文時代貝塚地名表（1）

No 遺　跡　名 現存 所　在　地 標高 立地 文　化　遺　物

1 若園貝塚 ＋ 玉名郡菊水町江田若園 約10m 河岸段丘上 ヒスイ製玉

2 宮内貝塚 ＋ 荒尾市宮内　本村・上屋敷 20m弱 低丘陵上

3 境崎貝塚 ± 荒尾市万田　猪ノ鼻ほか 3～
20m

丘陵先端 三万田式、御領式
岩偶

4 四山貝塚 － 荒尾市万田字猪の鼻 10m 丘陵斜面

5 堀崎貝塚Ａ ＋ 玉名郡長洲町梅田（通称堀崎） 4～5m 低丘陵上

6 堀崎貝塚Ｂ ＋ 玉名郡長洲町梅田（通称堀崎） 2～4m 低丘陵上

7 腹赤貝塚 ＋ 玉名郡長洲町腹赤新町 約3m 低丘陵上

8 尾崎貝塚 ＋ 玉名郡岱明町野口　尾崎 5m？ 低丘陵
先端

9 浜田貝塚 ＋ 玉名郡岱明町浜田　西原 5～
10m

低丘陵端 石錘

10 庄司貝塚
(貝島)

＋ 玉名郡岱明町山下　庄司 3～8m 低丘陵
先端

11 古閑原貝塚 ＋ 玉名郡岱明町山下久々牟田 3～8m 沖積地 阿高式

12 繁根木貝塚 ＋ 玉名市繁根木　馬場 4～
20m

丘陵先端

13 保田木貝塚 ＋ 玉名市高瀬保田木町 約10m 丘陵先端

時期

中期後
半～
後期前
半

後期～
晩期

後期末
～晩期
初頭

後期～
晩期

縄文～
弥生

縄文～
弥生

中期～
後期

後期

前期～
後期

中期～
後期

後期～
晩期

中期～
後期
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主要文献

17,47,57,85,
105,109,131

57,61,114

57,86

57,86

57,86

17,47,57

47

17,47,57,
131

16,30,31,47,
57,61,85,98,
131

17,34,47,
57,131

17,35,47,
57,131

自　　然　　遺　　物 鹹度 調　　査

ｲﾉｼｼ，ﾆﾎﾝｼ ｶ゙，ﾀﾇｷ，ﾆﾎﾝｱﾅｸ ﾏ゙，ﾆﾎﾝｻ ﾙ゙，ｽｯﾎ ﾝ゚，ｸﾛﾀ ｲ゙，ﾎ゙ ﾗ，ﾏｶ ｷ゙，ﾊ
ｲｶ ｲ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｼｵﾌｷ，ｱｻﾘ，ｵｷｼｼ ﾐ゙，ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶ ｲ゙，ｱｶﾆｼ，ｽｶ ｲ゙，ｳﾐﾆﾅ，ﾍ
ﾅﾀﾘ，ｶﾜｱｲ，ｲﾎ ｳ゙ﾐﾆﾅ，ﾂﾎ ﾐ゙ｶ ｲ゙，ﾔﾏﾄｼｼ ﾐ゙，ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ，ｲｼｶ ｲ゙，ｶﾜﾆﾅ，ｴｶ ｲ゙，
ﾏﾂｶｾ ，゙ｵｵﾉｶ ｲ゙，ﾏﾂｶｻｶ ｲ゙，ｷｻｺ ，゙ｶﾆﾓﾘｶ ｲ゙，ﾃﾝｸ ﾆ゙ｼ，ｷｾﾙｶ ｲ゙科

鹹水
汽水
淡水

1977年　熊本県教育委員会（松本健郎
ほか）
1980年　菊水町教育委員会

ﾏｶ ｷ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ｱｶｶ ｲ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｳﾊ゙ ｶ゙ ｲ，ｱｶﾆｼ，ｻｻ ｴ゙ 鹹水

ﾏｶ ｷ゙，ｼｵﾌｷ，ｳﾊ゙ ｶ゙ ｲ，ﾊｲｶ ｲ゙，ｱｶｶ ｲ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ﾆｼ 鹹水

ﾏｶ ｷ゙，ｼｵﾌｷ，ｳﾊ゙ ｶ゙ ｲ，ﾊｲｶ ｲ゙，ｱｶｶ ｲ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙ 鹹水

ﾏｶ ｷ゙，ｱｶｶ ｲ゙，ｳﾊ゙ ｶ゙ ｲ，ﾂﾒﾀｶ ｲ゙，ｱｶﾆｼ，ｱｻﾘ 鹹水

ﾏｶ ｷ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ﾔﾏﾄｼｼ ﾐ゙ 鹹水
汽水

ﾏｶ ｷ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｱｶｶ ｲ゙，ﾏﾃｶ ｲ゙ 鹹水

ﾏｶ ｷ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｱｶｶ ｲ゙，ｱｻﾘ，ﾏﾃｶ ｲ゙，ｱｶﾆｼ，ﾂﾒﾀｶ ｲ゙
ｼｶ、イノシシ

鹹水 1948年　坂本経尭・玉名高校
2000年　熊本大学（甲元眞之）

ﾚｲｼ，ｽｶ ｲ゙，ﾏｶ ｷ゙，ｱｶｶ ｲ゙，ｼｵﾌｷ，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｱｻﾘ，ﾊｲｶ ｲ゙，ｵｷｼｼ ﾐ゙，ｵｵﾉｶ ｲ゙，
ｳﾐﾆﾅ，ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ，ｶﾜﾆﾅ，ﾔﾏﾄｼｼ ﾐ゙

鹹水
汽水

1999年　熊本大学（甲元眞之）

ﾏｶ ｷ゙ 鹹水
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第４表　熊本県縄文時代貝塚地名表（2）

No 遺　跡　名 現存 所　在　地 標高 立地 文　化　遺　物

14 桃田貝塚 ＋ 玉名市大倉桃田原 5～
20m

丘陵先端

15 片諏訪貝塚 ＋ 玉名市片諏訪　屋敷 約10m 台地

16 ビナワラ貝塚 ＋ 玉名郡横島町横島　外平 5m
前後

丘陵上
斜面

17 キャアガラワ
ラ貝塚

＋ 玉名郡横島町横島　外平 3～5m 低丘陵上

18 竹崎貝塚 ＋ 玉名郡天水町竹崎 山崎 10～
15m

丘陵上 竹崎式
石斧，石錘

19 久島貝塚 ＋ 玉名郡天水町部田見久島原 10～
15m

丘陵斜面

20 尾田貝塚 ＋ 玉名郡天水町尾田本村屋敷 約10m 低丘陵上 轟式，曾畑式，阿高式等

21 湯の浦貝塚 ＋ 玉名郡天水町小天部田 3～
20m

低丘陵
斜面

阿高式他

22 中川内平貝塚
(平貝塚)

＋ 熊本市河内町中川内 不明 丘陵斜面

23 北内潟貝塚
（参考地）

？ 熊本市小島下町北内潟 5m 高城山
東裾

黒川式

24 千金甲菖蒲谷
貝塚

＋ 熊本市小島下町菖蒲谷 5m 高城山
西裾

鐘崎式，北久根山式等

25 川戸貝塚 ＋ 熊本市松尾町中松尾 10m 西山の一角，
松尾川左岸の
山裾から沖積
平野にかけた
場所

阿高式，南福寺式等

26 打越貝塚 ？ 熊本市清水町打越 約10m 京町台地裾の
平野

北久根山式

時期

中期～
後期

前期～
中期

前期～
中期

中期

晩期後
半

後期～
晩期

早期～
後期

後期
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主要文献

47,57

47

17,47,131

47,57,60,61,
98

17,36

84,99

47,53,80,82,
131

53,81,82,
131

71,79,82

3,75

自　　然　　遺　　物 鹹度 調　　査

ﾏｶ ｷ゙ 鹹水

1951年　田邉哲夫

ｲﾎ ﾆ゙ｼ，ﾚｲｼ，ｽｶ ｲ゙，ｲｼﾀ ﾀ゙ﾐ，ﾏｶ ｷ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ｵｷｼｼ ﾐ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｱｹ ﾏ゙ｷ，ｱｻ
ﾘ，ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ，ｳﾐﾆﾅ，ﾃﾝｸ ﾆ゙ｼ，ｱｶﾆｼ，ﾔﾏﾄｼｼ ﾐ゙，ｶﾜﾆﾅ，ｱｹ ﾏ゙ｷ，ｳﾐﾆﾅ，ﾍﾅﾀﾘ，
ｵｷｼｼ ﾐ゙，ﾏｼｼ ﾐ゙，ｱｻﾘ，ﾔﾏﾄｼｼ ﾐ゙，ﾆﾎﾝｼ ｶ゙，ｲﾇ

鹹水
汽水

1962年　田邉哲夫
1973年　坂田邦弘

1968年　熊本市立熊本博物館
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第４表　熊本県縄文時代貝塚地名表（3）

No 遺　跡　名 現存 所　在　地 標高 立地 文　化　遺　物

27 渡鹿貝塚 ＋ 熊本市渡鹿6丁目 約20m 白川左岸の河
岸段丘上

阿高式，鐘崎式

28 沼山津貝塚 ＋ 熊本市秋津町３丁目沼山津 約5.5m 木山川に面し
た健軍台地の
端

阿高式他

29 カキワラ貝塚 ＋ 上益城郡嘉島町下六嘉　カキワラ 約12m 台地
縁辺部

曽畑式，磨消縄文土器

30 甘木貝塚 ＋ 上益城郡御船町甘木（通称甘木） 20m？ 台地上

31 辺田見貝塚 ＋ 上益城郡御船町辺田見　下鶴 0～
10m

微高地上

32 ソビエ石貝塚 ＋ 下益城郡富合町木原　辨天・鰆塚 3～5m 丘陵斜面

33 黒橋貝塚 ＋ 下益城郡城南町下宮地 3～4m 水田下 骨角器

34 阿高貝塚 ＋ 下益城郡城南町阿高　東原 5～
15m

丘陵端の斜面 並木式、阿高式、南福寺式、北久
根山式
貝面、貝輪、骨角製装身具、貝製
装身具、骨角器

時期

中期～
晩期

中期～
後期

前期・
後期

後期

中期～
後期

中期～
晩期

中期～
後期

中期～
後期
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主要文献

47,57,69,70,
72,76,77,83,
91

47,57,61,68,
69,73,74,
100,101,102

13,23,47,57,
61,78,131

47,57

47,57,63

47

24,57,58,
111

12,23,27,28,
29,40,47,50,
51,57,61,62,
92,94,111,
117,123,131

自　　然　　遺　　物 鹹度 調　　査

1973年　熊本市教育委員会（富田紘一）

ﾏｶ ｷ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ﾏﾃｶ ｲ゙，ﾔﾏﾄｼｼ ﾐ゙ 鹹水
汽水

1968年　熊本市立熊本博物館
（富田紘一）

ｲﾉｼｼ，ﾆﾎﾝｼ ｶ゙，ﾀﾇｷ，ﾏｶ ｷ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｱｶｶ ｲ゙，ｱｶﾆｼ，ｶﾜﾆﾅ，ｱｻﾘ，ﾏﾃｶ ｲ゙，
ﾔﾏﾄｼｼ ﾐ゙，ﾊｲｶ ｲ゙

鹹水
淡水

ﾏｶ ｷ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙ 鹹水

ﾊﾏｸ ﾘ゙，ﾔﾏﾄｼｼ ﾐ゙，ﾊｲｶ ｲ゙ 鹹水
汽水

ﾏｶ ｷ゙ 鹹水

ｲﾉｼｼ，ﾆﾎﾝｼ ｶ゙，ｲﾇ，ｵｵｶﾐ，ﾀﾇｷ，ｱﾅｸ ﾏ゙，ﾃﾝ，ｲﾀﾁ，ﾉｳｻｷ ，゙ﾈｽ ﾐ゙，ﾆﾎﾝｻﾞ
ﾙ，ｸｼ ﾗ゙目，ｲﾙｶ科，ｶﾓ類，ｻｷ 類゙，ﾂﾙ類，ｷｼ ，゙ﾜｼ，ﾀｶ類，ｶﾗｽ類，ｽｯ
ﾎ゚ ﾝ，ｲｼｶ ﾒ゙，ﾋｷｶ ｴ゙ﾙ，ｻﾒ類，ｴｲ目，ﾎ゙ ﾗ，ｽｽ ｷ゙，ﾏﾊﾀ，ｸﾛﾀ ｲ゙，ﾏﾀ ｲ゙，ﾆ
ﾍ゙，ｱｲﾅﾒ，ｺﾁ，ﾏｶ ｷ゙，ｻﾙﾎ ｳ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ﾅﾐﾏｶ ｼ゙ﾜ，ﾔﾏﾄｼｼ ﾐ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ﾁｮｳｾ
ﾝﾊﾏｸ ﾘ゙，ｶｶ ﾐ゙ｶ ｲ゙，ｵｷｼｼ ﾐ゙，ﾏﾂｶｾ ｶ゙゙ ｲ，ｶﾜﾆﾅ，ｲﾎ ｳ゙ﾐﾆﾅ，ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ，ﾂﾒﾀｶﾞ
ｲ，ﾃﾝｸ ﾆ゙ｼ

鹹水
汽水
淡水

1988・1989年　熊本県教育委員会
（野田拓治）

ｲﾉｼｼ，ﾆﾎﾝｼ ｶ゙，ｲﾇ科，ｲﾜｼ科，ｱﾕ，ﾀﾅｺ ，゙ｺｲ，ｳﾅｷ ，゙ﾎ゙ ﾗ，ｻﾊ゙科，ｱｼﾞ
科，ｽｽ ｷ゙，ｸﾛﾀ ｲ゙，ﾏﾀ ｲ゙，ﾏﾌｸ 科゙，ｺﾁ，ﾊｾ゙科，ｶﾘｶ ﾈ゙ｴｶ ｲ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ｹｶﾞ
ｲ，ﾅﾐﾏｶ ｼ゙ﾜ，ｲﾀﾎ ｶ゙゙ ｷ，ﾏｶ ｷ゙，ﾔﾏﾄｼｼ ﾐ゙，ｱｻﾘ，ｵｷｼｼ ﾐ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｼｵﾌｷ，ｱ
ｹ゙ ﾏｷ，ﾏﾃｶ ｲ゙，ｵｵﾉｶ ｲ゙，ｻﾙﾎ ｳ゙，ﾁｮｳｾﾝﾊﾏｸ ﾘ゙，ﾊ゙ ｶｶ ｲ゙，ﾂﾎ ﾐ゙ｶ ｲ゙，ｻﾝｼｮｳ
ｶ゙ ｲﾓﾄ ｷ゙，ﾔﾏﾀﾆﾅ，ｶﾜﾆﾅ，ﾏﾙｳｽ ﾗ゙ﾀﾏｷﾋ ｶ゙゙ ｲ，ﾍﾅﾀﾘ，ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ，ｳﾐﾆﾅ，ｲﾎ ﾆ゙ｼ，
ｳﾈﾑｼﾛｶ ｲ゙，ﾃﾝｸ ﾆ゙ｼ，ﾍﾗﾏｷｶｲﾓﾄ ｷ゙，ｷｾﾙｶ ｲ゙，ﾂﾒﾀｶ ｲ゙，ｱｶﾆｼ，ﾅｶ ﾆ゙ｼ，ｺﾍ ｿ゙
ﾏｲﾏｲ，ﾂﾉｶ ｲ゙

鹹水
汽水
淡水

1916年　矢野　寛、山崎春夫
1920年　清野謙次
1932年　小林久雄
1973年　熊本大学（国分直一ほか）
1975年　熊本県教育委員会（西田道世）
1977年　城南町教育委員会（西田道世、
山崎純男、島津義昭）
1992年　熊本県教育委員会
（西住欣一郎）
2000年　熊本県教育委員会（帆足俊文）
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第４表　熊本県縄文時代貝塚地名表（4）

No 遺　跡　名 現存 所　在　地 標高 立地 文　化　遺　物

35 御領貝塚 ＋ 下益城郡城南町東阿高　八ツ尾 約15m 舌状台地
先端

鹿角斧，骨角器

36 今村貝塚 ？ 下益城郡城南町今　吉野・西原 5～
20m

台地
端斜面

晩期土器

38 轟（轟宮庄）
貝塚

＋ 宇土市宮の庄　居屋敷 約10～
15m

丘陵端の傾斜
地

轟式他，石器

39 西岡台貝塚 ＋ 宇土市宮の庄　西岡 約8m 丘陵
末端部

_状耳飾

40 曽畑貝塚 ＋ 宇土市岩古曽　北原ほか 5m 舌状台地
末端部

曾畑式
貝輪，磨製石斧

41 古保里貝塚 宇土市古保里　居屋敷・行田 10m弱 低丘陵上 西平式等

42 北萩尾貝塚Ａ ＋ 下益城郡松橋町萩尾　 30～
40m

不明

43 北萩尾貝塚B ＋ 下益城郡松橋町北萩尾　萬谷 10m
前後

不明

44 松橋大野貝塚 － 下益城郡松橋町大野　前田 約5m
前後

台地端 土偶，軽石製浮き

時期

後期

晩期

前期～
後期

前期～
後期

前期～
後期

後期

後期～
晩期

（※37敷田貝塚は滅失のため、未掲載）
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主要文献

27,41,47,57,
61,64,65,
111,117,131

10,47,111

1,8,11,20,
22,29,37,47,
52,54,55,57,
61,94,112,
116,117,
119,129,131

57,59,61,
103,104,106

9,19,38,47,
48,57,61,
107,117,131

18,39,47,57,
131

21,23,42,61,
96,131,132

自　　然　　遺　　物 鹹度 調　　査

ｲﾎ ﾆ゙ｼ，ｼﾛｽｼ ﾌ゙ｼ ﾂ゙ﾎ ，゙ﾏｶ ｷ゙，ｱｶｶ ｲ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ｻﾙﾎ ｳ゙，ｵｵﾉｶ ｲ゙，ｱ
ｹ゙ ﾏｷ，ｼｵﾌｷ，ｲﾀﾔｶ ｲ゙，ﾃﾝｸ ﾆ゙ｼ，ﾔﾏﾄｼｼ ﾐ゙，ｶﾜﾆﾅ，ｲｼﾏｷｶ ｲ゙

ほとん
どが
汽水
鹹水
淡水

1930 年鳥居龍蔵・小林久雄
1951年　日本考古学協会縄文土器編年
研究会
1965年　坪井清足

ｲﾀﾎ ｶ゙゙ ｷ，ｶｷ，ﾚｲｼ，ﾊｲｶ ｲ゙，ｻﾙﾎ ｳ゙，ﾍ゙ ﾝｹｲｶ ｲ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｵｷｼｼ ﾐ゙，ｶｶ ﾐ゙ｶﾞ
ｲ，ｱｻﾘ，ｵｵﾉｶ ｲ゙，ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ，ﾂﾒﾀｶ ｲ゙，ｱｶﾆｼ，ﾊ゙ ｲ，ｲﾀﾎ ｶ゙゙ ｷ，ﾅｶ ｶ゙゙ ｷ，ﾃﾝ
ｸ゙ ﾆｼ，ﾔﾏﾄｼｼ ﾐ゙

鹹水
汽水

1912年　京都帝国大学（鈴木文太郎、
矢野　寛）
1919年　京都帝国大学・熊本県史跡調
査会（濱田耕作・榊原政職・清野謙次）
1920年　東北大学（長谷部言人）
1930年　鳥居龍蔵・小林久雄
1958年　宇土市・宇土高校
（小林久雄・松本雅明・富樫卯三郎）
1966年　慶応大学・熊本日日新聞社
（江坂輝弥ほか）
1974年　熊本県教育委員会（緒方　勉）

ｸﾛﾀ ｲ゙，ﾏﾀ ｲ゙，ｽｽ ｷ゙，ﾏｱｼ ，゙ﾊﾅｶ ｲ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ﾏﾙｻﾙﾎ ｳ゙，ｻﾙﾎ ｳ゙，ｱｶｶ ｲ゙，ﾎ
ﾄﾄｷ ｽ゙ｶ ｲ゙，ﾅﾐﾏｶ ｼ゙ﾜ，ｲﾀﾎ ｶ゙゙ ｷ，ﾏｶ ｷ゙，ﾀｶ ｿ゙ﾃ ﾓ゙ﾄ ｷ゙，ﾀｶ ｿ゙ﾃ ，゙ｱｻﾘ，ｶｶ ﾐ゙
ｶ゙ ｲ，ﾁｮｳｾﾝﾊﾏｸ ﾘ゙，ｵｷｼｼ ﾐ゙，ｼｵﾌｷ，ｱｹ ﾏ゙ｷ，ﾏﾃｶ ｲ゙，ｵｵﾉｶ ｲ゙，ﾏｼｼ ﾐ゙，ｸﾛｱ
ﾜﾋ ，゙ﾂﾎ ﾐ゙ｶ ｲ゙，ｽｶ ｲ゙，ｱﾏｵﾌ ﾈ゙，ﾍﾅﾀﾘ，ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ，ｲﾎ ｳ゙ﾐﾆﾅ，ｳﾐﾆﾅ，ﾎｿｳﾐﾆﾅ，
ｺ゙ ﾏﾌﾀ ﾏ゙，ﾂﾒﾀｶ ｲ゙，ｱｶﾆｼ，ﾚｲｼ，ｲﾎ ﾆ゙ｼ，ﾑｼﾛｶ ｲ゙，ﾃﾝｸ ﾆ゙ｼ，ｲﾎ ﾆ゙ｼ，ﾑｼﾛｶﾞ
ｲ，ﾏｸﾗｶ ｲ゙，ｲﾓｶ ｲ゙科，ｶﾜﾆﾅ，ｶﾉｺｶ ｲ゙，ﾋﾛｸﾁｶﾉｺｶ ｲ゙，ﾔﾏﾀﾆｼ，ｷｾﾙｶ ｲ゙科，
ﾂﾉｶ ｲ゙

鹹水
汽水
淡水

1974年　熊本県教育委員会（緒方　勉）
1976年　宇土市教育委員会
（平山修一・高木恭二）
1983・1984年　宇土市教育委員会
（高木恭二・木下洋介）

ｲﾉｼｼ，ﾆﾎﾝｼ ｶ゙，ﾆﾎﾝｻ ﾙ゙，ﾆﾎﾝｶﾜｳｿ，ｶ゙ ﾝｶﾓ類，ｴｲ目，ｸﾛﾀ ｲ゙，ﾎ゙ ﾗ，ﾏｱｼ ，゙
マｻﾊ゙，ｲﾜｼ，メバル，ｽｶ ｲ゙，ﾏｶ ｷ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ｶｶ ﾐ゙ｶ ｲ゙，ｵｷｼｼ ﾐ゙，ｱｻﾘ，ﾊﾏ
ｸ゙ ﾘ，ﾊﾅﾂﾒﾀ，ｵｶﾐﾐｶ ｲ゙，ｶﾜﾆﾅ，ｱｶﾆｼ，ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ，ｱｶｶ ｲ゙

鹹水 1923年　清野謙次
1959年　慶応大学（江坂輝弥）
1976年　熊本県教育委員会（江本　直）

ﾏｶ ｷ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｱｶｶ ｲ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ﾔﾏﾄｼｼ ﾐ゙，ｳﾐﾆﾅ 鹹水
汽水

1930年　小林久雄

ｲﾉｼｼ，ﾆﾎﾝｼ ｶ゙，ｶﾒ類，ﾏｶ ｷ゙，ｱｶｶ ｲ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ﾏﾃｶ ｲ゙，ｻｻ ｴ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ｱｶﾆ
ｼ

鹹水 1922年　清野謙次
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第４表　熊本県縄文時代貝塚地名表（5）

No 遺　跡　名 現存 所　在　地 標高 立地 文　化　遺　物

45 松橋貝塚 ＋ 下益城郡松橋町松橋　大道 5～
10m

台地端

46 上久具貝塚 ＋ 下益城郡松橋町久具　堂前 10m
前後

丘陵上 石鏃

47 曲野貝塚 ＋ 下益城郡松橋町曲野 15m
前後

台地端 御領式土器

48 仲間貝塚 ＋ 下益城郡松橋町両仲間　仲間 10m
前後

低丘陵上 石鏃

49 宮島貝塚 ＋ 下益城郡松橋町両仲間　掛崎 5m
前後

島状台地上
（水田下）

骨

50 年の神貝塚 下益城郡小川町北小野　年の神 15m
前後

低丘陵

51 瀬戸貝塚 下益城郡小川町北部田　瀬戸 4～5m 低丘陵

52 七ツ江カキワ
ラ貝塚

＋ 下益城郡小川町北部田　七ツ江 3m 低丘陵 鐘崎式等

53 竹ノ下貝塚 ＋ 下益城郡小川町北部田　竹ノ下 3～4m 低丘陵 阿高式，南福寺式他

54 中小野貝塚 ＋ 下益城郡小川町中小野　尾崎 30～
40m

低丘陵
基部

縄文中後期土器

55 引地貝塚 ＋ 下益城郡小川町中小野　引地 15～
20m

低丘陵

61 赤迫A貝塚 ＋ 八代郡竜北町大野　硴原 10～
20m

台地端

時期

晩期？

晩期

後期

中期

前期

後期

中期～
後期

中期～
後期

56 大坪貝塚 ＋ 下益城郡小川町 約2m 低位段丘上 並木式，阿高式 中期

57 四ツ江貝塚 ＋ 八代郡竜北町高塚　道添 0～
10m

丘陵
末端部

石斧 前期～
晩期

58 土穴瀬貝塚 ＋ 八代郡竜北町高塚　土穴瀬 20～
30m

丘陵
先端部

石斧 中期

59 段貝塚 ＋ 八代郡竜北町高塚　段 50～
60m

丘陵斜面 石斧 後期～
晩期

60 大野貝塚 ＋ 八代郡竜北町大野　硴原 11m 台地端 石斧，貝釧 中期～
後期
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主要文献

97

97

95,131

110

110

2

自　　然　　遺　　物 鹹度 調　　査

1958年

ｱｻﾘ? 大正年間　小林久雄

ﾏｶ ｷ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｵｷｼｼ ﾐ゙，ｱｻﾘ，ﾅﾐﾏｶ ｼ゙ﾜ，ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶ ｲ゙，ﾋﾒｴｶ ｲ゙，ﾐ
ﾐｴｶ ｲ゙，ﾂｸｼﾏｲﾏｲ，ｳｽｶﾜﾏｲﾏｲ，ｼーﾎ ﾙ゙ﾄｺｷ ｾ゙ﾙ

鹹水
汽水

1983年　熊本県教育委員会(松本健郎・
古森政治・浦田信智・西林和弘)

ｲﾉｼｼ，ｻﾒ目，ｴｲ目，ｸﾛﾀ ｲ゙，ｺﾁ，ﾏｶ ｷ゙，ﾊｲｶ ｲ゙ 鹹水 1983年　熊本県教育委員会(松本健郎・
古森政治・坂田和弘)

ﾏｶ ｷ゙ 鹹水

ﾊｲｶ ｲ゙ 鹹水

2

ﾏｶ ｷ゙，ｱｶｶ ｲ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｱｻﾘ 鹹水 2,4,47

ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｱｻﾘ 鹹水 2,4

ﾏｶ ｷ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ﾏﾃｶ ｲ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｱｶﾆｼ，ﾂﾒﾀｶ ｲ゙ 鹹水 1879年　E.S.モース 2,4,28,43,
47,61,117,
124,131
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第４表　熊本県縄文時代貝塚地名表（6）

No 遺　跡　名 現存 所　在　地 標高 立地 文　化　遺　物

62 赤迫B貝塚 ＋ 八代郡竜北町大野　硴原 10～
20m

台地端

63 西平貝塚 ＋ 八代郡竜北町高塚　谷郷 約30m 丘陵斜面 石斧・石鏃・石匙

64 大瀬田貝塚 ＋ 八代郡竜北町大野　硴原 10～
20m

台地端

65 有佐貝塚 ＋ 八代郡鏡町有佐　大塚 7，2m 小微高地上 磨製石斧

66 洲の上貝塚 ＋ 宇土郡三角町波多　浦内 2～
10m

丘陵

67 際崎貝塚 ＋ 宇土郡三角町波多　際崎 約10m 丘陵
端斜面

曽畑式・阿高式等

68 小崎貝塚 ＋ 宇土郡三角町戸馳　小崎 約
10m？

丘陵

69 辺田貝塚 ＋ 宇土郡三角町戸馳　辺田 0～
10m

丘陵 磨製石斧

70 西木の浦貝塚 ＋ 宇土郡三角町前越　西木の浦 15m
前後

丘陵

時期

後期

中期～
後期

前期～
後期

後期～
晩期

71 道の峯貝塚 ＋ 宇土郡三角町戸馳　道の峯 5～
10m

丘陵

72 浜の洲貝塚 ＋ 宇土郡三角町戸馳　道の峯 5～6m 舌状丘陵
端斜面

鹿骨製釣針 中期～
晩期

73 柳貝塚 ＋ 天草郡大矢野町中　柳 0m 弱
～8m

海岸 轟式系、野口式、平栫式、曾畑式、
轟式

早期末
～前期

74 前島貝塚 ＋ 天草郡松島町合津　前島 0m 以
下 ～
15m

丘陵 押型文土器 前期，
後期

75 沖ノ原貝塚 ＋ 天草郡五和町二江沖の原 約 1～
2m

舌状台地 貝輪等，骨角器 前期～
後期
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主要文献

2

2,4,28,44,
47,61,117,
131

2

26,47,61,
113,117,131

33,87,125,
131

125

33,93

自　　然　　遺　　物 鹹度 調　　査

ﾏｶ ｷ゙ 鹹水

ｽｶ ｲ゙，ﾏｶ ｷ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｱｻﾘ，ｵｷｼｼ ﾐ゙，ｼｵﾌｷ，ｱｹ ﾏ゙ｷ，ﾏﾃｶ ｲ゙，ｵｵﾉ
ｶ゙ ｲ，ﾍﾅﾀﾘ，ｲﾎ ｳ゙ﾐﾆﾅ，ｱｶｶ ｲ゙，ｻﾙﾎ ｳ゙，ｶｷ，ﾊｲｶ ｲ゙，ﾄﾏﾓｼｼ ﾐ゙

鹹水
汽水

1931年　肥後考古学会（小林久雄）
1938年　坂本経尭

ﾏｶ ｷ゙

ｲﾉｼｼ，ﾏｶ ｷ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｱｻﾘ，ｵｷｼｼ ﾐ゙，ﾔﾏﾄｼｼ ﾐ゙，ｱｹ ﾏ゙ｷ，ﾏﾃｶ ｲ゙，ｻ
ﾙﾎ ｳ゙，ｱｶﾆｼ，ﾂﾒﾀｶ ｲ゙

鹹水
汽水

1933年　以前小林久雄
1941年　八代郡教育委員会等
1942年　坂本経尭
1963年　三島　格

ﾏｶ ｷ゙，ﾊｲｶ ｲ゙ 鹹水

ｽｶ ｲ゙，ﾚｲｼ，ﾏｶ ｷ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ｳﾐﾆﾅ 鹹水

ｲﾉｼｼ，ﾏｶ ｷ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｱｻﾘ，ｵｷｼｼ ﾐ゙，ｶｶ ﾐ゙ｶ ｲ゙，ｲﾀﾔｶ ｲ゙，ｱｶｶ ｲ゙，
ｲﾀﾎ ｶ゙゙ ｷ，ｽｶ ｲ゙，ﾍﾅﾀﾘ，ｱｶﾆｼ，ﾃﾝｸ ﾆ゙ｼ，ﾚｲｼ，ｱﾜﾋ 類゙，ﾂﾉｶ ｲ゙，ﾔﾂｼﾛｶ ｲ゙

鹹水
汽水

1964年　乙益重隆
1982年　熊本日日新聞社・三角町
（三島　格・島津義昭・野田拓治・平山
修一）

15,61,88,
115

118,125

ｲﾉｼｼ，ﾆﾎﾝｼ ｶ゙，ﾏｶ ｷ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ｺｼﾀ ｶ゙ｶ ﾝ゙ｶ ﾗ゙，ｳﾐﾆﾅ，ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ 鹹水 14,33,125

ｲﾉｼｼ，ﾆﾎﾝｼ ｶ゙，ｻｶﾏﾀ，ﾏｶ ｷ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｱﾜﾋ 類゙，ﾚｲｼ，ｻｻ ｴ゙ 鹹水 1959年　坂本経尭
1964年　近藤義郎他
1969年　五和町教育委員会
（坂本経尭・緒方　勉）
1973年　五和町教育委員会（隈　昭志）

25,46,61
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第４表　熊本県縄文時代貝塚地名表（7）

No 遺　跡　名 現存 所　在　地 標高 立地 文　化　遺　物

76 一尾貝塚 ＋ 天草郡五和町御領　一尾 3～5m 丘陵裾 並木式、阿高式、出水式、市来式、
鐘崎式、北久根山式
オサンニ型結合釣針、単式釣針、
離頭銛、ヤス、組合せ石銛、双角
状礫石器、石錘，石箆

77 大矢貝塚 ＋ 本渡市本渡町広瀬・大矢 4m 沿岸の砂丘上 石錘，石錐，石鋸等

79 群築十二番町
貝塚

＋ 八代市郡築十二番町 沿岸部

80 五反田貝塚 ＋ 八代市敷川内町　五反田 約 5m
前後

低丘陵上 石鏃

81 田ノ川内貝塚
(千小田貝塚)

＋ 八代市日奈久新田町　田川内 約 5m
前後

低丘陵上 銛状石鏃，貝輪

82 橋本貝塚 ＋ 芦北郡芦北町湯浦字橋本 10m弱

83 浜崎貝塚 ＋ 芦北郡芦北町岩城　浜崎 10m弱 台地端の崖面 南福寺式，御領式等

84 南福寺貝塚 ＋ 水俣市南福寺柿の木丸 10m弱 低台地端 南福寺式
鹿角製品，漁具

時期

後期

後期

晩期

中期～
後期

中期～
後期

前期～
後期

中期～
後期

中期～
後期主
体

貝塚地名表凡例

1 貝塚地名表は、次の文献を底本とし、特に(3)の地名表を基礎として、追加、補記、集成を行った。この作業において生じた誤
りについては、本報告書の編集者の責である。

(1) 坂詰仲男1959『日本貝塚地名表』日本科学社，京都市
(2) 木村幾多郎1982「貝塚－九州地方」『日本歴史地図（原始・古代編〈上〉）』柏書房，東京
(3) 九州縄文研究会2001「貝塚地名表　正編　熊本県」『九州の貝塚』九州縄文研究会，代表　木村幾多郎

2 地名表中の各項目の記載方法については、上の(3)文献に準拠し、一部、追加、削除をおこなった。具体的な記載方法について
は、以下のとおりである。

(1) No 遺跡に通し番号を付した。その番号は、第5図、第1表の番号と対応している。
(2) 遺跡名　　通用の遺跡名を記し、異称名については( )内に記した。
(3) 現　存　　現在の存否について、現存するものを＋、滅失したものを－、一部破壊されたもの等を±で表した。
(4) 所在地　　現在の地名で標記するように努めた。住所表記については、2004年12月末日現在のものである。
(5) 時　期　　出土土器の型式名及びその所属時期を記載した。その型式名、編年観等は基本的に報文の記載によった。
(6) 遺　物　　代表的な遺物又は特筆すべき遺物について、文化遺物及び自然遺物に分類して記した。中でも、自然遺物につい

ては、鹹度を示す遺物の記載に努めた。
(7) 調　査　　過去の主要な発掘調査年と担当者を記載した。
(8) 主要文献　当該貝塚の概要に触れている主要な文献を記した。その番号は、44－46頁の貝塚地名表参考文献の番号と対応

している。
3 本地名表は遺漏や誤りも多い。今後、機会を得て改定することとしたい。

78 産島貝塚 ＋ 八代市古閑浜町　産島 約 2～
3m

丘陵 曾畑式，黒川式等 前期，
晩期
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主要文献

66,93,125,
128

93,124,125,
125,126,127

5,47

4,57

4,131

47

56,108

61,108,117,
130,131

自　　然　　遺　　物 鹹度 調　　査

ｱﾜﾋ の゙一種、ﾏﾂﾊ゙ ｶ゙ ｲ、ｺｼﾀ ｶ゙ｶ ﾝ゙ｶ ﾗ゙、ｸﾎ ｶ゙゙ ｲ、ﾍｿｱｷｸﾎ ｶ゙゙ ｲ、ｸﾏﾉｺｶ ｲ゙、
ｲｼﾀ ﾀ゙ﾐｶ ｲ゙、ｲﾎ ｷ゙ｻｺ 、゙ｻｻ ｴ゙、ｽｶ ｲ゙、ｱﾏｵﾌ ﾈ゙ｶ ｲ゙、ﾋﾛｸﾁｶﾉｺｶ ｲ゙、ﾔﾏﾀﾆｼ、ﾍ
ﾅﾀﾘ、ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ、ｲﾎ ｳ゙ﾐﾆﾅ、ｳﾐﾆﾅ、ｷｸｽｽ ﾒ゙ｶ ｲ゙、ﾏｶ ｷ゙ｶ ｲ゙、ﾂﾒﾀｶ ｲ゙、ﾀｶﾗｶ ｲ゙
科の一種、ｵﾆｻｻ ｴ゙、ｱｶﾆｼ、ﾚｲｼｶ ｲ゙、ｲﾎ ﾆ゙ｼ、ﾊ゙ ｲ、ﾐｸﾘｶ ｲ゙、ｺﾅｶ ﾆ゙ｼ、ﾅｶﾞ
ﾆｼ、ﾃﾝｸ ﾆ゙ｼ、ｷｾﾙｶ ｲ゙科の一種、ｵｶﾁｮｳｼ ｶ゙゙ ｲ科の一種、ﾋﾗﾏｷｶ ｲ゙科の一
種、ﾏｸﾗｶ ｲ゙、ｺﾉｼﾛｶ ｲ゙、ｶﾘｶ ﾈ゙ｴｶ ｲ゙、ﾊｲｶ ｲ゙、ｻﾙﾎ ｳ゙ｶ ｲ゙、ｱｶｶ ｲ゙、ﾀﾏｷｶ ｲ゙、
ﾍ゙ ﾝｹｲｶ ｲ゙、ｲﾀﾔｶ ｲ゙、ｳﾐｷ ｸ゙ｶ ｲ゙、ｲﾀﾎ ｶ゙゙ ｷ、ﾏｶ ｷ゙、ﾔﾏﾄｼｼ ﾐ゙ｶ ｲ゙、ﾄﾘｶ ｲ゙、ｱ
ｻﾘ、ｵｷｼｼ ﾐ゙ｶ ｲ゙、ｽﾀ ﾚ゙ｶ ｲ゙、ｶｶ ﾐ゙ｶ ｲ゙、ﾊﾏｸ ﾘ゙、ｶﾉｺｱｻﾘ、ﾊ゙ ｶｶ ｲ゙、ｼｵﾌｷｶ ｲ゙、
ｺ゙ ｲｻｷｶ ｲ゙、ｱｹｶ ｲ゙、ｻﾂﾏｱｻﾘ、ｲｿﾊﾏｸ ﾘ゙、ﾏﾃｶ ｲ゙、ｵｵﾉｶ ｲ゙、ﾋｻ ﾗ゙ｶ ｲ゙、ｼｶ、ﾆ
ﾎﾝｲﾉｼｼ、ﾉｳｻｷ 、゙ｸｼ ﾗ゙類、ﾈｺｻ ﾒ゙、ﾂﾉｻ ﾒ゙科、ﾈｽ ﾐ゙ｻ ﾒ゙、ﾄﾋ ｴ゙ｲ、ｱｶｴｲ、ﾏｲ
ﾜｼ、ﾎﾝｻﾊ゙ 、ｶﾂｵ、ﾏｱｼ 、゙ｽｽ ｷ゙、ﾍﾀ ｲ゙、ｸﾛﾀ ｲ゙、ﾏﾀ ｲ゙、ﾁﾀ ｲ゙、ﾍ゙ ﾗ科、ﾏﾌ
ｸ゙科

鹹水 1996年　五和町教育委員会（山崎純男）

ﾏｶ ｷ゙主体 鹹水 ，

ﾆﾎﾝｼ ｶ゙，ﾏｶ ｷ゙ 鹹水

ｱｶｶ ｲ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ｱｻﾘ 鹹水

ﾊｲｶ ｲ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｱｻﾘ 鹹水 1957年

ﾊｲｶ ｲ゙，ﾏｶ ｷ゙，ｱｶﾆｼ 鹹水

ｲﾉｼｼ，ﾆﾎﾝｼ ｶ゙，ﾀﾇｷ，ﾏｶ ｷ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｳﾐﾆﾅ 鹹水

ｲﾉｼｼ，ﾆﾎﾝｼ ｶ゙，ｸｼ ﾗ゙類，
ﾅｶｶ ｷ゙，ﾊ゙ ﾃｲｻ，ｺｼﾀ ｶ゙ｻｻ ｴ゙，ｵﾆｻｻ ｴ゙，ﾚｲｼ，ｵｷｼｼ ﾐ゙，ｱｶﾆｼ，ｷｻｺ ，゙ﾂﾒﾀｶﾞ
ｲ，ﾊ゙ ｲ，ｲﾎ ｷ゙ｻｺ ，゙ｵﾆﾆｼ，ﾏｶ ｷ゙，ﾊﾏｸ ﾘ゙，ｲﾀﾔｶ ｲ゙，ﾃﾝｸ ﾆ゙ｼ，ﾚｲｼ，ｶｶ ﾐ゙ｶﾞ
ｲ，ｵｵﾍﾋ ｶ゙゙ ｲ，ｻﾙﾎ ｳ゙，ﾂﾒﾀｶ ｲ゙，ﾊ゙ ｲ，ﾏﾂﾊ゙ ｶ゙ ｲ，ﾊｲｶ ｲ゙，ｲｼﾀ ﾀ゙ﾐ，ｳﾊ゙ ｶ゙ ｲ，
ｱﾜﾋ 類゙，ｱｶｶ ｲ゙

鹹水 1932年　小林久雄
1936年　寺師見国
1972・1973年　出水高校考古学部

ﾊﾏｸ ﾘ゙，ﾊｲｶ ｲ゙，ｱｻﾘ，ﾔﾏﾄｼｼ ﾐ゙，ｱﾜﾋ 類゙ 鹹水 47,61,121
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第１節　確認調査の概要

１　調査方法と経過

確認調査は、平成４年に実施した。

確認調査の目的については、次の２点である。１点目は、

道路南側の丘陵方向にある貝層の堆積状況を確認することで

あり、２点目は、県道宇土甲佐線の拡幅（歩道設置）工事部

分の貝層の堆積状況を把握することであった。

確認調査トレンチの設定方法は、次のとおりである（第

図）。まず、既存道路中心線上に確認調査の基点を設定した。

そして、その基点から、道路中心線に対して垂直に基準線を

引き、この基準線に沿った幅１ ×長さ約 の細長いトレ

ンチを設定した。なお、トレンチの先端は現存する丘陵の裾

部にあたり、トレンチの範囲は、城南町教育委員会による範

囲確認調査で「古代以前の状態で貝殻が残存しているところ」

（西田編 ）とされた範囲をカバーしている（第 図参照）。

このトレンチの中には、約３ 毎に計５ヶ所の深掘トレン

チを設定し（１～５ ）、貝層下の土層をめざして可能な限

り掘り下げた。深掘トレンチ同士の間については、表土のみ

を除去して貝層の拡がりを把握するのみとしたが、表土直下

で貝層を確認できなかった３ ～５ の間については、下層

の状況を確認するために、やや深めに掘り下げた。調査は、

掘削したトレンチの位置と断面図を作成した後に、トレンチ

を山砂で埋め戻して終了した。

なお、出土した土器、骨角器などの遺物は、層位ごとに取

り上げた。また、掘削した貝塚堆積層については、全て層位

ごとに土のう袋で持ち帰り、後日、文化財収蔵庫（現：文化

財資料室）で水洗作業を実施した。

2 調査概要

トレンチ調査の結果、確認した内容は次のとおりである。

まず、貝層の分布については、次のとおりと判断した。

（ ） 確認調査トレンチ全域の表土を除去した結果、１ ～

３ の間については、表土直下に貝層が分布することを

確認した。

１ ～３ を深堀りした結果、下層まで貝層が残存し

ており、３ 地点から道路までの範囲には貝層が残存し

ていると判断してよい。ただし、堆積が一時的なもので

あるのか、二次堆積であるのかについては、狭小なトレ

ンチであるため判断できない。

（ ） 逆に、３ ～５ の間については、表土下に貝層の分

布を確認することができなかった。表土直下に貝層を確

認できなかったため、４ と５ を深掘りした結果、４

においては、トレンチ内で貝層を確認することができ

たが、５ については、貝層を確認できなかった。

（ ） （ ）・（ ）を総合すると、貝層は、道路拡幅部分

（１ ）から４ 付近までは残存している。５ で貝層

が確認されなかったのは、南側の丘陵の裾部が開墾等に

よって削平されたためであると推定できる（第 図）。

以上の結果から、城南町教育委員会により「古代以前

の状態で貝殻が残存しているところ」（西田編前掲）と

された範囲については、貝層が残存していると判断した。

ただし、「古墳時代以前の状態」であるか否かについて

は、今回の確認調査の結果からは判断できない。

次に、１ 付近を中心とした工事予定地周辺の貝層の堆

積状況については、次のとおりと判断した。この内容につい

ては、確認調査終了後に実施した水洗作業の結果も参考にし

て判断した。

（ ） 貝層の堆積状態については、上層は撹乱をうけている

部分が多いものの、下層部分の状態については、撹乱を

うけずに残存している部分が存在する。

（ ） 貝塚堆積層からは、阿高式土器をはじめとする土器や

石器の他に、骨製のヤス、貝製装身具等が出土し、貝塚

堆積層には良好な遺物が含まれている。

（ ） その他、炭化材や種子らしきものが出土したため、本

調査時においては植物遺存体などの調査にも注意が必要

である。

（ ） １ 最下層において人骨の頭部が出土しており、埋

葬人骨が存在する可能性がある。

なお、貝塚堆積層のブロックサンプリングは実施しておら

ず、各堆積層の数量的な比較・分析はおこなっていない。
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第20図　調査区・遺構配置図（縮尺：１/150）
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第２節　発掘調査の方法

１　調査区の設定（第20図）

調査区の位置は、第 図に示したとおりである。

調査原因は、県道宇土甲佐線単県道路改良事業であり、既

存の道路部分を拡幅して歩道を設置するものである。発掘調

査は工事により遺跡が滅失する範囲を対象としたため、調査

区については、最大部分で幅２ ×長さ の細長い設定と

なった。

調査区内の地区割りについては、国土座標の方位によらな

い独自のグリッド設定をおこなった。その設定の基準は、既

存の道路のセンター杭（道路改良工事による呼称は、 ）

である。このセンター杭（ ）から丘陵方向に４ ずらし

た位置は、道路改良工事においても基準点となっている。こ

の点を、調査区設定の原点（ ，基準点名については、

全て２次調査時の命名。）とした。この後、道路改良工事の

終点方向（第 図上で左方向）に方向杭（ ）を設置し、

この 点（ ・ ）を直線で結んで基準線とした。

グリッドについては、一辺の長さを５ とした。まず、基

準線上を、原点（ ）から終点（ ）方向にむけて５

ごとに区画した。区画にあたっては、５ ごとに３点（

２～ ４）の仮点を設置した。その３点から、基準線に対

して左右に °ふった方向杭を設置してグリッドを設定し

た。調査区の幅が狭いため、各グリッドの短軸方向の長さは、

５ に満たない。設定したグリッドを、原点方向から終点方

向にむかって、順に１Ｇ～５Ｇと呼称することとした。

なお、以上の調査区の設定方法と名称については、第１次

調査及び第２次調査の両方で共通している。

また、調査区と調査区設定に利用した杭の位置については、

国土座標（日本測地系）で作成した図面上に照合することが

できる（第 図）。1)

2 発掘調査方法とその方針

発掘調査は、 年度（第１次調査）と 年度（第２

次調査）の２次にわたって実施したが、その調査方法につい

て、若干、変更した点があった。ここでは、それぞれの発掘

調査時の基本方針について、共通する点と変更した点を述べ

ておきたい。

第１次調査と第２次調査において、共通する発掘調査方針

は、次のとおりである。

①　　堆積層とそこ含まれる遺物について、調査区内の全て

の堆積物を調査の対象とする。

②　　堆積層の掘削については、上層から順番におこない、

層ごとに堆積層をとりあげる。

③　　各堆積層については、各層ごとの組成を比較するため、

分層した全ての堆積層からブロックサンプリングを実施

する。

④　　遺物の出土位置については、堆積層ごとにとりあげる

こととする。遺構に伴わない限り、その位置を座標値で

は記録しない。

⑤　　堆積層中及びその下層において遺構を確認した場合に

は、その遺構を図面で記録する。出土した遺物について

は、その遺構に所属するものとして遺構ごとで取り上げ

る。

次に、両調査時における調査方針の相違点を説明する。相

違点については、主に堆積層のサンプリングや処理方法の違

いについてである。そのため、その点を中心にして両調査時

の調査方針を記すこととする。

なお、堆積層のサンプリング方針については、表でもその

内容を示した（第５表）。また、堆積層の分析作業の方針と

方法については、第Ⅳ章を参照されたい。

（ ） 第１次調査

①　　各堆積層からは、その内容の定量的な比較分析を実施

するため、ブロックサンプリングを実施する。その基本

単位は、 × × の とする。

②　　ブロックサンプリング資料については、各堆積層の詳

細な内容を検討するため、現場から持ち帰って、整理作

業の段階で処理・分析を実施する。

③　　ブロックサンプリング資料以外の堆積物については、

現地で、６ メッシュの園芸用フルイによって水洗作

業を実施する。

回収するのは、水洗作業の結果、６ メッシュのフ

ルイ上に残った貝類等の自然遺物及びその他、土器・石

器等の人工遺物全てとする。それ以外の堆積物について

は、全て、現地で廃棄する。

④　　堆積層については、上層から順に掘削をおこない、検

出した順に層番号を付する2)。

第２節　発掘調査の方法
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⑤　　堆積層の堆積状況については、調査終了後に残った壁

面の断面を図面により記録する。

（ ） 第２次調査

①　　各堆積層からは、その内容の定量的な比較分析を実施

するため、ブロックサンプリングを実施する。その基本

単位は、 × × の とする。（目的に応

じて、２単位以上のサンプルを採取する。）

②　　ブロックサンプリング資料については、各堆積層の詳

細な内容を検討するため、現場から持ち帰って、整理作

業の段階で処理・分析を実施する。

③　　ある堆積層の堆積物が に満たない場合について

は、他層が混入しないように注意して全ての土壌を採集

し、それをブロックサンプリング資料とする。

④　　炭、ウロコ等のブロックについては、できるだけ、そ

のままの状態で全量を採集する3)。

⑤　　ブロックサンプリング資料以外の堆積物については、

全て土のう袋に採集して持ち帰り、整理作業の段階で水

洗処理と分析を実施する。

⑥　　堆積層については、上層から順に掘削をおこない、検

出した順に層番号を付する。ただし、途中からグリッド

ごとに並行して掘削を進めたため、層番号は検出順では

なくなった4)。その後、層番号の頭（３桁目）に各グリ

ッドの番号を付して表現して重複を避けることとした

（例２Ｇの 層＝「 層」と命名）。5)

⑦　　堆積層の堆積状況については、その内容をより正確に

把握するため、その拡がりを平面形、断面形を図面で記

録する。

以上のとおり、第１次調査と第２次調査において大きく方

針が異なるのは、ブロックサンプリング資料以外の堆積層の

扱いである。この違いについては、第２次調査時に、各堆積

層の構成内容をより詳細に把握したいと考えたことと、６

のフルイでは採集もれとなる微細遺物等を可能な限り採

集したいと考えて調査方針を変更したことによる。

註

）第１・２次調査時には、日本測地系に基づく測量を実施したため、

本報告書の図面上でも、日本測地系に基づく座標値を利用した。現

在は、この座標値を変換することによって、世界測地系の座標値も

得られる状態でデータを保管してある。

）調査の結果、堆積層については、表土をⅠ層、貝層下の地山層を

衙層として、大きく 層に分層した。

）調査の結果、明確なウロコのみのブロックを確認することはでき

なかったが、炭（木炭と焼けた貝の破片が混ざる）のブロックを検

出することができた（ 層）。

なお、このブロックから出土した炭化物（木炭）について、

法による放射性炭素年代測定を実施したところ、 ± の測

定値を得た（第Ⅴ章第６節参照）。

）調査中には、断面にかかっていない堆積層を検出したり、隣接す

るグリッドにおいて同じ堆積層に違う層番号を付したりしたことも

あった。さらに、当初に認識した堆積層の前後関係が誤りであるこ

とが判明するケースもあった。これらの理由も含めて、実際の堆積

順序と層番号の新旧は一致していない。堆積層の実際の堆積順序に

ついては、第 図の層序概念図を参照されたい。

）これらの方法により、各堆積層に層番号を命名して、最終的に各

グリッド間の層序関係を整理した。最終的には、表土直下の２層か

ら 層までの合 層を確認した。

― ―

第Ⅲ章　調査概要

第 1次調査 第 2次調査 

ブロックサンプリング 採取 ○ ○ 
対象 全堆積層 全堆積層 
1サンプル大 (cm) 20× 20× 10 10× 10× 10
1サンプル量 (cc) 4,000 1,000
採取サンプル個数 （ 30？…再度、調査中） 207
目的 堆積層の組成把握 堆積層の組成把握 

貝塚堆積層 水洗処理 ○ ○ 
作業場所 現地 文化財収蔵庫 
対象 全堆積層 全堆積層 
サンプル量 土のう袋約 1,000 袋 (概算 ) 土のう袋約 2,000袋 
利用メッシュ 6mm 9.5mm ～ 1.0mm
目的 遺物採集 遺物採集、堆積層の組成把握 

第５表　堆積層のサンプリング方針
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第３節　調査の概要

１　第１次調査（平成４年度）

調査経過

第１次調査は、拡幅（歩道）工事の幅約２ × の細長

い範囲を調査区として発掘調査を開始した。しかし、先に述

べたとおり、調査区内に未買収地が残っていたため、調査対

象地は限定され幅約１ の細長いトレンチ状のものとなっ

た。そのため、調査に関しては様々な面で制約の多いものと

なった。調査期間は、平成４年１月から平成５年３月 日

である。

調査については、まず、トレンチ状の調査区内に、道路に

対して直角方向の貝層観察用のあぜを２ヶ所設定した。そし

て、それ以外の部分の堆積層について、上層から、順次、下

方へと掘り下げていくことにした。なお、狭小な調査区のた

め、先行して貝塚の堆積状況を把握するトレンチを設定する

ことができなかったが、唯一、確認調査時に掘削した深堀ト

レンチ（確認調査・１ ）が、３Ｇの南側壁面にかかってい

たため、貝層の層序把握の参考とすることができた。

２Ｇと４Ｇにおいては、上層からのかなり大きな撹乱坑が

存在したため、当初、その掘削に時間を費やしたが、その後

は、各堆積層の本格的な調査に移行した。調査中に目につい

た遺物や獣骨等の動物遺存体は、その場で取り上げた。それ

以外の貝塚堆積物については、現地で６ メッシュの園芸

用フルイを用いて水洗作業を実施して、見落としがちな微細

な遺物の採集に努めた。メッシュ面上に残った堆積物につい

ては、そのまま、土のう袋に入れて持ち帰った。

堆積層中には数基の遺構を確認したため、その所属する層

序に注意しながら調査を実施して、個別に図面と写真で記録

した。遺物については、その遺構の所属として取り上げた。

堆積層をすべて掘削した後、２Ｇの基底面（Ⅹ層）で検出し

た土坑を調査して、掘削作業を終了した。

最後に、調査区南側に残った壁面と層序観察用のアゼの断

面図を作成した後、これらから、各層ごとにブロックサンプ

リング資料を採取した。このサンプルについてはそのまま持

ち帰り、後日、分析を実施することとした。

すべての作業の終了後、後日に実施されるべき調査のため

に、調査区をすべて山砂で埋め戻して第１次調査を終了した。

調査概要

貝塚の堆積層については、貝層下の基底面の土層を衙層と

して、Ⅰ層からⅩ層までの 枚に分かれると判断した1)。堆

積層の堆積方向は、大まかに、東から西方向へと南から北側

方向に傾斜して堆積している。これは、背後の丘陵から浜戸

川へ向けての地形の傾斜とほぼ一致している。

第１次調査の時点で認識した 枚の堆積層については、

概ね、ある特定の貝種が量的に多い状態であり、上下の堆積

層とは明確に区別することができた2)。しかし、調査区内に

は撹乱も多く、また、上層部分については二次堆積層も多か

った。後日、実施した堆積層の分析結果からも、良好な状態

であるのは、ほとんどが下層部分であると判断した。

そのような中で、３Ｇの中層付近では、ほぼマガキのみの

分厚い純貝層を確認しており、過去の調査成果により示され

ていたマガキ層の存在（西田編 他）を確認したものと

して意義があると考えている。また、最下層付近ではヤマト

シジミ等の純貝層も確認し、堆積層を構成する貝種の変化を

把握することができた。

第１次調査の段階では、次の４基の遺構を確認した。まず、

４Ｇの調査中には、イノシシの埋葬遺構（第 図　獣骨埋

葬遺構）を検出した。また、２Ｇの調査終盤には、Ⅹ層面に

おいて２基の土坑（１・２号土坑）を検出した。うち、１基

（１号土坑）は、炭化物を多量に含む炉穴と思われる遺構で

あった。また、貝層下の基底面でも細長い土坑（３・４・５

号土坑）を確認しており、貝塚遺跡に伴う遺構の検出は重要

な成果であったと考える。なお、これらの遺構については、

第２次調査の調査区まで拡がっていたものもあり、再度、そ

の概要を確認しながら調査することができた3)。

遺物については、堆積層中から阿高式土器をはじめとする

縄文中期から後期の土器及び石器が多数、出土した。また、

調査中に、骨角器や貝製装身具等も若干数、出土している。

さらに、現場では獣骨等の動物遺存体も確認しており、持ち

帰ったサンプルからの動物骨の拾い上げにも期待が持てるこ

ととなった4)。

第１次調査では、狭小な調査区にも関わらず、多数の遺物

が出土したことや貝塚に関連する遺構を検出したこと等、多

くの成果があがった。また、阿高貝塚の堆積層の状態を確認

できた意義も大きく、今後の分析により貝塚の詳細を把握す

ることが可能となる情報を得た。
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２　第２次調査（平成10・11年度）

調査経過

第２次調査は、第１次調査（平成４年度）時に用地未買収

等の理由により未調査のまま残された範囲の貝層について、

発掘調査を実施した。調査期間は、平成 年２月 日から

平成 年 月４日である。

調査区の設定方法やグリッド名称については、基本的に第

１次調査のものを踏襲した（第２節参照）。なお、便宜上、

第１次調査時のトレンチを、「２トレンチ（ ）～４トレン

チ（ ）（１トレンチは欠番）」と呼称した。第１次調査終了

時には、次回の調査のためにこの２～４トレンチを山砂で埋

め戻したため、第２次調査開始時にはこれらを除去すること

から開始した。山砂の除去後、トレンチ北側に現れた長軸方

向の壁面（第 図　Ｏ－Ｎ・Ｍ－Ｌ・Ｋ－Ｊ断面）を分層

して、第２次調査時の層序把握の基本とした。

堆積層の拡がりについては、断面による分層を基本としな

がら、その分布範囲を平面形でも確認していく5)こととした

（第 図　２・３・４ 貝層分布図）。そして、これらを全て

図面等で記録しながら進めたために調査の進捗状況はあまり

芳しいものではなかった。また、当初の断面観察時における

堆積層に関する断面の分層作業やその内容に関する理解を訂

正する必要も生じた6)。

堆積層の掘削については、第 次調査時と同様、当初は、

上層の撹乱層と二次堆積層の掘削に時間を要した。二次堆積

層については、出土する遺物の所属時期は確実ではないもの

の、主にそこに含まれる遺物の拾い上げのために掘削をおこ

なった。２Ｇ～４Ｇの下層を中心とした良好な状態の堆積層

については、調査の終盤に可能な限りの観察をしながら調査

を実施したが、堆積層は更に詳細に分層・調査できたはずで

あった。堆積層の認識・調査については、同じく良好な堆積

状況である５Ｇについても同様である。

発掘調査については、１Ｇ～５Ｇの堆積層を、ほぼ全て完

掘した。ただし、調査区幅を１ で設定した５Ｇについては、

地表面から約２ を超える深さまで掘削を進めた結果、湧水

も激しくなり壁崩壊の危険性が生じたため、最下層まで掘削

を終了せずに調査を打ち切った。貝層の掘削がほぼ終了した

後には５Ｇ北側壁面の貝層の剥ぎ取り作業を実施した。最後

に、堆積層下の基底面の遺構を調査して7)、第１次調査から

通じた阿高貝塚の現地での発掘調査を終了した。

調査日誌－抄－

平成 年２月 日　表土はぎの開始、調査区の設定。

平成 年２月 日　清掃作業、撹乱層の除去作業の開始。

平成 年３月１日　第１次調査時のトレンチ清掃作業及び

トレンチ断面の分層作業を開始。

平成 年３月 ～ 日　調査指導のために、奈良大学文学部

泉　拓良教授、立命館大学文学部　家根祥多教授来跡。

平成 年４月 日　平成 年度作業開始。同時に堆積層の

本格的な掘削を開始。

平成 年４月～５月　主に、１Ｇ～３Ｇにかけての堆積層

を掘削。撹乱や中世の土坑等が多い状態であった。

平成 年６月　１Ｇ～３Ｇの堆積層の調査と併行して、４

Ｇ及び５Ｇの堆積層も掘削を開始する。各グリッド間の

堆積層の先後関係については、それぞれにまたがる堆積

層を基準として相関図を作成することにした。

平成 年７月～８月　１Ｇ～４Ｇにおいて、マガキ主体の

大規模な純貝層（ ～ 層付近）を検出して、掘削を

おこなう。ただし、その堆積状況から、後世に一部、撹

乱をうけていたと判断した。結果的に、１Ｇ～４Ｇの上

層部分については、撹乱をうけているか二次堆積層（二

次堆積の時期は様々であるが）であることが判明した。

平成 年８月９日　現場及び周辺地形の空中写真撮影を実施。

平成 年９月　主に、各グリッドの下層部分を調査。貝層

の堆積状況は、上層と比べると良い状態であり、ほぼ単

純な貝種で構成される堆積層8)を多く確認した。調査時に

は、阿高貝塚の本来の堆積層の状況については、おそら

くは、この様にほぼ単純な組成を示す貝層が、主体とな

る貝種を変更させながら堆積していた可能性が高いので

はないかと考えるに至った。

平成 年９月 日　未明に台風 号が上陸。調査区は冠水。

当日、約 ｍ離れた国指定史跡御領貝塚を確認に行った

ところ、中心部のオオイチョウが根の部分から倒壊して

おり、一部、貝層が掘り起こされた状態であった。

平成 年 月１日　文化課職員古森、三木両名の協力によ

り、５Ｇ北側の道路側貝層断面の剥ぎ取り作業を実施。

後日、その保存処理をおこない、文化財資料室に保管し

ている。

平成 年 月３日　現地での堆積層の発掘調査が終了。

平成 年 月４日　調査終了状況の撮影後、土のう袋サン

プルと機材の撤収。

第Ⅲ章　調査概要
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調査概要

堆積層の認識については、第１次調査の調査成果を参考と

して、全 枚の堆積層を認定した。ただし、これらの中に

は、認定後に判明した撹乱層や二次堆積層も含まれており、

最終的に、実際に堆積層中の組成や貝の大きさまで計測する

詳細な調査の対象としたのは 層である。

堆積層の掘削にあたっては、第１次調査の成果と整合性を

もたせることにも注意をはらった。まず、最初に掘削した２

Ｇ・３Ｇの撹乱層については、その存在と規模に関する認識

は同じであったが、その他に確認した撹乱層や二次堆積層に

ついての認識は、若干、異なるものがあった。

３Ｇ・４Ｇの中層部分については、第２次調査時において

も途中まで貝塚構築時の堆積状況にほぼ近いと考えていた、

４Ｇで確認した小撹乱との関係から二次堆積層であると判断

した。また、直上まで撹乱をうけているために、後日の詳細

な分析を実施することができない堆積層もある9)。一例をあ

げると、第１次調査においてⅥ層としたマガキの純貝層につ

いては、マウンド状に堆積した状態であると考えていた。し

かし、検討の結果、その直上まで撹乱をうけてマガキ層がマ

ウンド状にみえたものであった。

なお、これらの撹乱については、ごく新しい現代の撹乱も

あるが、やや古い時期に掘削されたと考えられるものもあり、

大正期等の過去の発掘調査痕や、古代・中世の時期の撹乱と

考えられるものもある。

これらの撹乱層やそれに近い堆積層を除いて、純粋に貝塚

構築時の堆積状態に近いと判断したのは、１Ｇ～４Ｇの下層

部分と、最後に調査した５Ｇの堆積層である。

１Ｇ～４Ｇの下層部分については、阿高式土器を中心的に

包含する堆積層であり、堆積の時期もほぼ土器の時期と同じ

と判断して差し支えない。これらの中には、圧倒的な量のヤ

マトシジミ純貝層と厚さ 以内の薄いマガキ層純貝層が

交互に堆積する堆積状況を示している。また、基底面上の最

下層ではヤマトシジミの純貝層が確認されており良好な堆積

状況である。この地区の堆積層については、ある一つの貝種

が主体となる純貝層が何枚にもわたって順番に堆積している

ものと判断している。その他に、焼けたヤマトシジミと灰の

ブロックも検出しており、 法による放射性炭素年代測定

を実施したところ、 ± の測定値を得ている（第Ⅳ

章第３節・第Ⅴ章第６節に詳細を記載）。

堆積の方向については、南側の背後の丘陵から浜戸川方向

へむけて、ほぼ、座標軸上の南から北方向に堆積している。

貝類は、傾斜地上に奥の高い方から低い方へと廃棄されてい

るため、概ね、丘陵に近い南側の方が近い方が古いこととな

る。そのため、調査区内の基底面上で確認したヤマトシジミ

層が阿高貝塚の最も古い堆積層ではなく、更に南側にこのヤ

マトシジミ層（ 層）より古い堆積層が存在しているとい

える10)。

なお、この貝塚堆積層の掘削を完了した段階で、 層下

の基底面につきささった状態で轟式土器の破片が２点（第

図１・２）、出土した。貝塚の形成開始時期の上限を推し

量ることができる。

なお、１Ｇ～４Ｇから出土する人工遺物の量は、全体的に

少なかった。土器は阿高式土器を中心であるが、図面上で反

転復元できる遺物は少なく、ほとんどが小破片である。石器

についても、石鏃、石匙等が少量出土するほかは、石核、剥

片がやや多く出土するのみであった。

その他、良好な堆積状態であると判断したのは、５Ｇの堆

積層である。こちらの堆積層の時期については、市来式等の

後期前半を主体とする。各堆積層の組成はさまざまであるが、

そのほとんどが純貝層か、わずかに土を含む混土貝層であり、

各層の違いについては、狭い調査区内を上層から掘削してい

ても容易に区別できる状態であった。１Ｇ～４Ｇの下層部分

と同じく、純貝層が順次、堆積している状態であると判断し

た。各層の堆積は厚く、１Ｇ～４Ｇ下層の阿高式土器期の堆

積層に存在する薄層や灰ブロック等の層はみられない。ただ

し、５Ｇの堆積層の厚さについては、そのほとんどが純貝層

であるため、混土貝層や灰ブロック等が存在する１Ｇ～４Ｇ

下層と比較して分層が困難であったことも考えられる。また、

調査終盤に調査開始したため、その分層及び観察がやや大ま

かになった可能性も否定できない。

堆積層を構成する主要貝種はハイガイやヤマトシジミ等で

あり、マガキは量的に少なくなっている。また、純貝層、混

土貝層、灰ブロック等、さまざまな構成内容を示す１Ｇ～４

Ｇの堆積層とはやや様相が異なる。

出土する土器は、完形のものこそないものの全体的に大き

な破片が多く、図面上で復元できるものが多かった。石器に

ついては、１Ｇ～４Ｇ下層部分と同じく量的には少ないが、

発掘中には、使用により激しく摩滅した磨製石斧等の出土が

目立っていた。

第３節　調査の概要
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３　分析作業（平成12～14年度）

貝塚堆積層の分析については、基本的に現場から文化財収

蔵庫（現：文化財資料室）に持ち帰り、その分析作業を実施

するという方針をとった。ただし、一部については、その目

的にあわせて現地で水洗作業等を実施したものもある。その

方針については、第２節で述べたとおりであり、分析方法の

詳細については、次の第Ⅳ章第１節で紹介している。

まず、第１次調査時においては、発掘調査と併行して現地

で貝塚堆積層の水洗作業を実施した。狭小な調査区ではあっ

たが、掘削した堆積層はかなりの量にのぼり、その作業には

かなりの根気が必要であった。その他、調査終了時に壁面と

あぜから抜き取ったブロックサンプルについては、そのまま、

持ち帰って分析を実施した。

第２次調査時においては、撹乱を除いた堆積層をすべて持

ち帰って分析するという方針をとったため、調査時に掘りあ

げた堆積層はすべて層ごとに土のう袋に入れて持ち帰った。

また、ブロックサンプルについては、シール容器に密閉して

同じく持ち帰り、分析を実施した。

文化財収蔵庫における分析作業については、大きく、土器

等の人工遺物の整理作業と、貝塚堆積層を中心とする自然遺

物の分析作業に分けることができる。この二つの作業につい

ては、貝塚堆積層の水洗作業の段階でみつかる人工遺物も多

かったため、併行して作業を実施することとなった。

まず、確認調査で出土した遺物と、第１次調査時に現地で

採集した遺物の整理作業を実施した。この作業により、貝塚

全体の大まかな様相が分かると考えたからである。その結果、

土器、石器、骨角器等の概要については早めに把握すること

ができた。人工遺物については、その後も、随時、整理作業

を実施していった。しかし、現地において６ メッシュで

水洗したサンプルの残りにも予想以上の獣骨、魚骨等が含ま

れており、これらの分析作業については、第２次調査のサン

プルとほぼ同じ時期まで分析を実施することとなった。早め

に分析できた貝類や獣・魚骨については、以後の作業で参考

にする標本とした。

分析作業開始にあたって必要な基礎作業としては、貝塚堆

積層の層序関係の記録整理がある。当然、調査中からその作

業は実施していたが、平面図及び断面図の確認や堆積層の先

後関係の整理には、調査終了後にもかなりの時間を費やすこ

ととなった。その成果が、第 図及び第 図の層序関係模

式図と貝層平面・断面図である。その後の分析作業について

は、この両図の認識を基本とすることとした。

貝塚堆積物の分析にあたっては、そこに含まれる微細な遺

物の採集と、堆積物の定量的分析を実施することを目的とし

たが、持ち帰った堆積層のサンプルは膨大な量であったため、

その目的に応じた処理方法をとることを心がけた11)。サンプ

ルについては、サンプリング方法や堆積層の内容によって、

Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃの４段階のランク分けをおこない、分析方法

に変化をつけることとした。

まず、大量に持ち帰った貝層サンプルの水洗作業について、

整理作業員が担当となり作業を開始した。そして、作業が軌

道にのった段階で、ブロックサンプルの水洗・選別作業も開

始した。これらの水洗作業については、延べ２年間近くを費

やして作業の中心となった。なお、このブロックサンプルの

処理については、作業の精度を保つため、水洗作業から選別、

計数等の作業にいたるまで一名の嘱託職員がほぼすべての作

業を実施した。

次に、サンプルの水洗作業が進行していく段階で、併行し

て自然遺物の同定、及び計量、計測等の作業を開始した。

貝類の同定にあたっては、最初に貝類の専門家に指導をうけ

て第１次調査で出土した貝類により標本を作製した。その後、

その標本をもとに職員及び整理作業員で同定を実施しながら

作業を進めた。なお、微小貝の同定についても同様の方法を

とったが、最終的な同定作業は専門家に依頼した。

獣骨、魚骨等の同定についても、同様の方針で進めたが、

標本については現世のものも含めて作成しながら作業を進め

た。同定作業に確実性を期すため、当方で同定又は部位毎に

分類したサンプルを数回にわたって動物考古学の研究者に確

認してもらい、再度、当方で同定作業を実施するという行程

を繰り返した。しかし、それでもその同定作業については、

貝類と比較すると困難な面が多かったため、最終的には、同

定したすべてのサンプルを専門家に送付して同定作業と計数

作業を実施していただくこととした12)。このため、作業をお

願いした先生方には多大な労力と御迷惑をおかけすることと

なった。

同定済みの自然遺物については、分析方針に基づいて計

数・計測作業を実施した。ブロックサンプル以外は整理作業

員が担当して、担当職員がチェックすることとした。サンプ

ルの水洗、同定、計数・計測作業については、作業開始の時

期は異なるが、ほぼ並行して実施することとなった。そして、

基礎データに関する最終的な集計作業が終了するまでに、丸
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３年間を費やした。

なお、植物遺存体については、各サンプルから検出したも

のの、そのほとんどがコンタミネーションの産物であり、明

確に貝塚構築時の所産と判断できる資料は得られなかった。

また、堆積層中に存在した灰ブロック内の炭化物の年代測定

を実施したところ、こちらは、ほぼ堆積層に相当する年代が

得られた。

以上の行程を経て集計したデータについては、担当職員が

人工遺物や発掘調査時の所見等と照合して分析をおこなっ

た。その成果の主な部分については、第Ⅳ章と第Ⅴ章に記載

してあるとおりである。

註

）各堆積層の中での細かな組成の違い等から、それぞれ、二、三の

細分層に分けた場合もある。

）これらの堆積層は、その組成から上下の堆積層とは明確に区分で

きるが、調査環境の良かった第２次調査時に再観察すると、それぞ

れの堆積層中も細分することが可能であった。

）遺構の所属時期については、二次堆積中のものもあり、一部、不明

確なものもある。詳細については、第Ⅳ章第４節に記載している。

）後日、実施した遺物の選別作業の結果、骨角器や装身具の他に、

獣骨等も多数、拾い上げることができた。

）現在、調査区に堆積している貝層の堆積状況については、ほぼ、

貝塚形成時の状態に近いと考えられるもの、古代・中世から近世頃

までに撹乱をうけたもの、撹乱後に二次堆積をしたもの等、その状

況は多様であった。調査は、随時、それらを確認しながら進めたが、

堆積層中で検出した土坑についても、その時期について、当初の認

識を変更したケースもあった。堆積層の分層とそれぞれの前後関係

についても、堆積層の平面分布を確認する過程で変更したものも多

い。

以上の理由については、調査区内の堆積層が予想以上に撹乱をう

けていたことと、第１次調査のトレンチが幅１ と狭小で、堆積層

の性格の把握が困難であったことがあげられる。最終的には、第２

次調査時と整理報告書作成作業の段階に結論を出したのであるが、

その内容の把握については相当な注意が必要であった。

）調査中においては、各堆積層と隣接する堆積層との前後関係を確

認しながら掘削を進めたがその観察は容易ではなかった。

）基底面で検出した遺構には堆積層の貝が入り込んでいるだけであ

り、その構築時期については明確な時期を判断することができなか

った。

なお、基底面の土層については、断割り調査を実施していないた

め、堆積層より以前の時期の遺物が包含されていたか否かは判断で

きない。この点については、第２次調査時における担当者のミスで

ある。

）ほぼ、単純な貝種であると判断した堆積層にも、少量は他の貝や

魚骨等が含まれている。これらを純貝層と表現したのは、現場での

観察と各層の大まかな組成に基づいている。

）具体的には、第 図の層序関係模式図で示した未命名層以下

層までと、左列の 層から 層が一時的な堆積に近い状態であ

ると判断している。その他の 層より上層と 層より上層のま

とまりについては、二次堆積層、又は一部が撹乱をうけている状態

であると判断した。

）貝塚堆積層は、概ね南側の丘陵側から廃棄されているが、すべて

が奥から順番に丁寧に捨てられている訳ではない。また、斜面上と

いう地形的特性から、同貝塚内でも場所が離れた堆積層の先後関係

は簡単には判断することができない。直接、同じトレンチで、それ

ぞれの堆積層の位置を確認できた場合以外には、その先後関係の判

断は慎重にしなければならない。

）分析方法の計画にあたっては、次の方々から有益な助言と多大な

御協力をいただいた。

西野雅人、伊庭　功、瀬口眞二、鈴木康二、中川治美、譛千葉県

文化財センター、譛滋賀県文化財保護協会

）これらの作業の繰り返しについては、時間的なロスが大きいが、

同定作業の精度をあげるため、敢えてこの方法をとった。ただし、

分析作業が終了するまでに膨大な量の獣骨・魚骨類の部位別・種類

別分類までを担当した整理作業員の作業レベルはかなり高いものと

なっていたことを主張しておきたい。

なお、今回の分析で同定が終了した獣骨・魚骨等については、今

後、同定に利用できる標本として整備し、文化財資料室に保管して

あるので御活用願いたい。

第３節　調査の概要
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第１節　堆積物の分析方法

整理・報告書作成作業については、第２次調査が終了した

次年度から本格的に開始した。現地で土のう袋などで採集し

た貝塚堆積物については、確認調査と２次にわたる調査の終

了後に、その都度、県文化財収蔵庫（現：文化財資料室）に

持ち帰り、第２次調査の終了後に全ての堆積物について分析

を実施した。

サンプルの分析と報告書作成作業には、長期間を費やした

が、すべてのサンプルに対して均等な処理を施してはおらず、

調査時のサンプリング目的にあわせて最大限の情報を得るよ

うな作業を心がけた。本節では、分析の方法と方針について

説明する。

１　整理作業とサンプル分析の方針

二次における発掘調査において採集した貝サンプルの量

は、ブロックサンプリング資料 （第１次調査 サンプル、

第２次調査 サンプル）。土のう袋約 袋である。発掘調

査の方法と、サンプリング方針については、第Ⅲ章第２節に

記載している。

持ち帰ったサンプルの数が膨大であるため、貝塚堆積層の

分析にあたっては、第２次調査の資料を中心として分析し、

その結果を必要に応じて第１次調査及び確認調査のサンプル

と比較することにより、堆積層の概要をより明らかにするこ

とを基本方針とした。

これらの貝サンプルについて、その分析方法と目的を採集

資料毎に説明しておきたい。

（ ） 第１次調査の採集資料

第１次調査時の資料については、各堆積層から抽出した

「ブロックサンプル資料」と、その他、持ち帰った堆積層の

「貝層サンプル資料」に分かれる。

前項で述べたとおり、第１次調査の貝層サンプル資料につ

いては、一度、現地で６ の園芸用フルイにより、水洗作

業を実施している。したがって、６ 以下の動物遺存体に

ついては、ほとんどが採集されていない1)ことになる。その

ため、整理作業にあたっては、微小貝や魚骨等の微細な遺物

に関する数量的な分析は実施しないこととした。

また、ブロックサンプリング資料については、将来の検証

作業のために、そのまま保管することとした。

具体的なサンプルの処理方法については、次のとおりであ

る。

ブロックサンプル資料

ブロックサンプル資料については、一部を分析するが、そ

の他、大部分の資料については、そのまま保管する。

貝層サンプル資料

次のとおり、処理する。ただし、いずれも６ フルイに

より残った大型の遺体であることに留意する。

①　　持ち帰ったサンプルについては、再度、６ の園

芸用フルイにより水洗作業を実施して、６ 以下の

堆積物については廃棄する。

②　　貝類については、その出土量を個体数比で算出す

る。

③　　獣骨・魚骨等の貝類以外の動物遺体については、

種の同定と個体数の算出等をおこない、リストを提

示する。

④　　植物遺存体、微小貝類及び炭化物については、分

析を実施しない。

（ ） 第２次調査時の資料

第２次調査時の資料については、第１次調査時の資料と同

様、各堆積層から抽出した「ブロックサンプル資料」と、そ

の他、持ち帰った堆積層の「貝層サンプル資料」に分かれる。

それぞれについての分析方法は、次のとおりである。

ブロックサンプル資料

①　　資料については、すべて ・４ ・２ ・１

・ ・ の６段階の試験フルイにかけて、

ｳｫー ﾀー ｾﾊ゚ ﾚー ｼｮﾝ作業を実施する。

②　　ｳｫー ﾀー ﾌﾛー ﾃー ｼｮﾝ作業により、炭化物、種子等の微細遺

物を収集して、分析を実施する。

③　　貝類については、各堆積層の組成を把握するため、

第Ⅳ章　貝層の堆積状況と層序
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個体数と重量を計数・計量する。

④　　微小貝類については、種の同定をおこない、その

個体数を計数する。

⑤　　主要な二枚貝については、殻頂大を計測して種・

時期毎の変化を明らかにする。

⑥　　獣骨、魚骨等については、その種を同定し、可能

な限り、個体数等の情報を提示する。

⑦　　ブロックサンプル資料中から抽出した土壌資料に

ついては、珪藻分析等の自然科学分析を実施する。

貝層サンプル資料

①　　資料については、すべて ・４ ・２ ・１

の４段階の試験フルイにかけて、ｳｫー ﾀー ｾﾊ゚ ﾚー ｼｮﾝ作業

を実施する。

②　　ｳｫー ﾀー ﾌﾛー ﾃー ｼｮﾝ作業により、炭化物、種子等の微細遺

物は収集するが、その基本的分析はブロックサンプ

ル資料にゆだね、そのすべてを同定はしない。必要

な際に補完資料として利用する。

③　　貝類については、個体数を計数する。重量は計量

しない。

④　　微小貝類に関する計数等の分析は実施しない。

⑥　　主要な二枚貝については、殻頂大を計測して、

種・時期毎のデータを作成する。

⑦　　獣骨、魚骨等については、その種を同定し、可能

な限り、個体数等の情報を提示する。

なお、ブロックサンプル資料と貝層サンプル資料において、

同様の作業、分析を実施した場合（②の一部、③、⑤、⑥の

一部等）には、各堆積層についての情報が２種類、存在する

こととなる。この場合、堆積層の基本的な情報としてはブロ

ックサンプル資料の情報を利用して分析を実施する。そして、

貝層サンプル資料の情報と比較して、整合性を確かめること

とした2)。なお、これらの重複する情報についても、本文中、

又は付表中にすべて掲載してある。

２　貝サンプルの基本的整理作業（第22図）

貝サンプルの整理・分析作業の概要については、前項で述

べたとおりである。ここでは、実施した水洗選別作業につい

て、ブロックサンプル資料を素材として、写真を中心（第

図）に基本的な作業を報告したい。

①　　持ち帰ったブロックサンプル資料である。基本的に

を持ち帰り、分析まではタッパーウェアに入れて

保管してある。

②　　サンプルの重量を計量。乾湿状態にはこだわっていな

い。

③　　植物遺存体や微細遺物を抽出するために、簡易な方法

でｳｫー ﾀー ﾌﾛー ﾃー ｼｮﾝを実施。

④　　炭化物等を管ビンに拾い上げる。

⑤　　ｳｫー ﾀー ｾﾊ゚ ﾚー ｼｮﾝが終了したサンプルの残り部分について、

フルイを重ねた最上段に入れ、水洗作業の準備をする。

⑥　　フルイ毎に、水洗作業を実施。フルイを通過した洗面

器の水や土壌については、次のフルイに流し込み情報を

もらさないように心がける。

⑦　　水洗作業が終了したら、フルイの目毎にサンプルを乾

燥させる。

⑧　　すべての水洗作業が終了した（乾燥中の）状態。

以上の作業行程を終了したサンプルについては、貝類の分

析（計量、計数、計測）、動植物遺存体の分析（同定、計数、

理化学分析）等を実施して、サンプル毎に保管している。

註

）６ の園芸用フルイで、サンプルの水洗処理を実施しているが、

これは、堆積物の詳細な構成内容の比較については、ブロックサン

プリングの処理にゆだね、その他のサンプルからは、人工遺物や大

形の動物遺存体を検出することを目的としているからである。

）それぞれの情報の比較をおこなったが、結果的に大きな違いはな

かったと考えている。サンプリングと分析作業については、その目

的に応じたサンプル採取と分析が必要なことは当然である。分析目

的とサンプル量については、今後、検討をおこないたい。

第１節　堆積層の分析方法
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第22図　水洗選別作業の流れ

①ブロックサンプル資料

②計量

③簡易フローテーション

④炭化物等の拾い出し

⑤水洗前の状態

⑥水洗（2.0㎜）

⑦乾燥

⑧作業終了
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第２節　堆積層の概要

1 堆積層の調査方法と大別区分（第23～25図）

阿高貝塚の堆積層については、特に、今回、調査した斜面

部に関しては、丘陵上から浜戸川の方向へ、ほぼ、国土座標

の座標軸にあわせる様に、座標上の南から北方向にむかって

堆積している（第 図）。

阿高貝塚の２次にわたる発掘調査においては、細長い調査

区内をトレンチ状に調査したかたちとなった（第 図）。貝

層断面図については、概要を第 ・ 図に示した。

まず、第１次調査において、現在、２ ～４ と呼称して

いる長方形の調査区を発掘したが、その際に、記録した断面

が、第 図の下側に並べている２ ～４ 南壁と４ 西壁の

断面図である。第１次調査時には、地山の衙層を除いて、貝

塚堆積層についてⅠ層からⅩ層までに分層して調査・記録を

おこなっている。

第２次調査においては、２ ～４ と呼称している調査区

に平行した北側に残っている貝層を調査した。第２次調査開

始時には、第１次調査終了後に山砂で埋め戻された２ ～４

を除去してから開始したため（第Ⅲ章第３節参照）、調査

の開始段階で、調査区の堆積層を断面により観察することが

できた（２ ～４ 北壁）。そのため、まず、この北壁面を

精査して、堆積層の分層作業を実施した。そして、北壁断面

を分層して図面により記録した。ただし、調査中にその分層

を見直したり新しい堆積層を確認したりした場合には、断面

図を修正しながら調査を進めていった。

第２次調査においては、当初、堆積層はⅠ期～Ⅴ期の大き

く５期に分かれると判断した。本報告では、この「Ⅰ」～

「Ⅴ」期を、堆積層の時期の「大別区分」と呼称する。

ただし、その中間のⅡ期～期の堆積層については、二次堆

積層であったり撹乱をうけていたりしたので、明確な時期認

定は困難である。堆積の順序については、Ⅰ～Ⅲ期の堆積層

については、概ね、その順序で堆積したと考えている。しか

し、Ⅳ期の堆積層については、明らかな二次体積層であるの

で分析からはまったく除外した。３ 西壁の断面を観察する

と（第 図左上参照）、 層より上層部分については、ウェ

ーブリップルの状態を示している。これは、沿岸部の寄せ波

などの振動性の波によってできる（那須・趙 ）現象と

されており、体積層がある時期に撹乱された後に、一定期間、

冠水していた状態であったことが想定できる。ただし、その

時期と期間については、明らかにすることができない。

Ⅱ期とⅢ期の堆積層については、最後まで、二次堆積では

ないと考えて調査していたが、これらの堆積層の上部形状や

堆積状況からして、採集的には一部に撹乱をうけていると判

断した。Ⅴ期の堆積層については、期の堆積層の上部に堆積

していれば二次堆積層ということになるが、間に撹乱土抗

（ ）が入っており、貝塚構築時に期の堆積層の上部に堆

積していたとは考えなくてもよいと判断した。撹乱土抗

（ ）と撹乱（ 層）がつながっており、この部分より

右側が撹乱、又は二次堆積層であると判断した。

結果的に、当初、Ⅰ期からⅡ・Ⅲ・・Ⅴ期と順に堆積した

と考えていたが、誤りであることが判明した。しかし、調査

当初から、この「Ⅰ期」から「Ⅴ期」の名称を使用していた

ため、本報告でもその名称をそのまま使用する。

なお、堆積層や出土遺物の時期的変遷についての考察につ

いては、Ⅱ期～期の堆積層については、堆積層の数量的な分

析は実施しないこととして、Ⅰ期とⅤ期の堆積層のみを比較

して分析することとした。また、この第２次調査時の呼称の

「Ⅰ～Ⅴ」期の「Ⅰ～Ⅴ」という数字については、第１次調

査時のⅠ層からⅩ層にはまったく対応するものではない。そ

の対応関係については、第３項で述べる。

２　堆積層の細別区分（第27・28図）

第２次調査の堆積層については、Ⅰ期～Ⅴ期の大別区分の

中をさらに細かく区分した。第２次調査時の断面図内と平面

図（第 図）に示した算用数字の三桁の数値がそれである。

この細別区分については、基本的に、我々が認識できる堆積

層の最小のまとまりである。その認定の基準は、堆積層を構

成する貝の種類、貝と土の構成比、堆積の方向の違い、内部

に含まれる炭化物や土器等の違い等についての現場での観察

結果である。

本報告では、この数値で示した堆積層を「細別層」と呼称

することにする。また、層序関係について、特に断りがなく、

「層」や「堆積層」と呼んで説明する場合については、この

細別層のことを示すこととする。

細別層については、貝類の廃棄状況について細かく分析す

るために、極力、細分することを心がけた。しかし、我々が

現場で隣接する堆積層との違いを認識できるのは、その貝種

が異なる場合や堆積層の構成内容が異なる場合である。その

ため、同一の貝種で構成される貝層が連続している場合等に

第２節　堆積層の概要
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は、かなり大きな層としてしか認定することができていない。

あくまで、現場での認識を基本とした分層であり、各細別層

がもつ時間幅や性格は異なっている。また、調査の行程上、

調査終了間際での５Ｇの調査においては、やや大雑把な分層

となった堆積層もある。これらのことを前提としたうえで、

各細別層の内容を把握することが、本報告の目的の一つであ

る。

細別層の命名法については、第Ⅲ章第３節（ 頁）でも述

べたところである。各グリッドで同時に掘削を開始したため、

層の頭にグリッドの番号を付した場合や、断面に現れずに掘

削中に後から出現したために、大きな数値の層名を付した場

合があり、細別層の数値は層序と一致しない。そのため、細

別層に付したこの番号については、「層序」ではなく「層番

号」と呼称している。

なお、第２次調査時における堆積層の大別区分と細別区分

については、第 ・ 図に示したとおりである。

３　第１次調査と第２次調査時の層位の整合性

第１次調査時と第２次調査時においては、その調査条件が

異なっていたため、堆積層の分層が異なっている。また、第

次調査開始時点では、調査区の南壁と北壁がつながってい

なかったため、直接、第１次調査時の断面と堆積層のつなが

りを確認することができなかった。そのため、先にも述べた

とおり、両調査時における層名は統一していないが、純貝層

を構成している貝種や堆積層の位置等から、大まかな関係を

推定することができた。それらの対応関係については、次の

とおりである。

第２次調査時のⅠ期の堆積層＝第１次調査時のⅩ層

第２次調査時のⅡ期の堆積層＝第１次調査時のⅦ・Ⅷ層

（Ⅱ期の堆積層中 層～ 層＝Ⅷ層）

第２次調査時のⅢ期の堆積層＝第 次調査時のⅥ層

他にも対応が確認できた層はあるが、堆積が良好な部分の

大まかな対応関係については、以上のとおりである。その他

の対応関係については、第 図と時節の記載を参照願いた

い。

１Ｇと４Ｇの中～上層部分については、撹乱層や二次堆積

層であり詳細な分析を実施していないため、ここでは、両調

査時の対応関係を示していない。なお、Ⅲ期の堆積層（

層～ 層・マガキ層）については、一部、撹乱をうけてい

るが、本来はほぼこの位置にあったと考えたため、参考とし

て第１次調査時との対応関係を示した。

第Ⅳ章　貝層の堆積状況と層序
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第３節　各堆積層の概要

１　層序関係模式図と貝層平面図・断面図（第24

～28図）の表現方法

撹乱や二次堆積層を除いた各細別層の層序関係について

は、第 図の層序関係模式図に示した。この層序関係模式図

の表現方法については、中沢目貝塚Ⅱ（須藤編 ）や粟

津貝塚（伊庭他 ）を参考とした。

この概念図は、層の前後関係を表現することを主眼として

いる。直接的に接している層の先後関係が分かる場合には、

その両層を直線で結び新しい層を上に、古い層を下に配置し

ている。ただし、一つの層に複数の層が接している場合には、

それらを全て直線ではつながずに、判明した先後関係にした

がって一本の直線でつないで表現している。

なお、直線でつないでいない層の先後関係については、厳

密には判断できていないが、堆積層の傾斜や位置関係によっ

ておおよその先後関係を推定している。これらについては、

層序関係模式図上では、上下に配置してあり、おおよその参

考にしていただきたい。また、層序概念図上で、左右に並べ

た層については、貝層平面図・断面図（第 図）とあわせて、

おおよその位置関係を表現している。

層序関係模式図の中には、横方向の直線（一本は二重線）

を入れて上下の層を直線で結んでいない部分があるが、（第

図）、これは、断面図にも示したとおり（第 図）、貝層同

士の不整合面である。何らかの要因で堆積時に時間的な差が

あったのか、貝層が二次的に移動して不整合が生じたことが

考えられる。なお、先に示した堆積層の時期の大別区分につ

いては、この不整合面により区分している（第 図）。

２　各堆積層の概要

以下、各堆積層の概要を述べる。

不整合面によって５期区分された堆積層の大別区分につい

ては、前節第 項で述べたところである。本項では、重複す

る部分もあるが、まず、貝層全体の概要を再度、説明する。

そして、各期毎に、各堆積層の概要を述べることとしたい。

（ ） 全体の概要

堆積層は、丘陵から浜戸川にかけての斜面上に堆積してい

る。傾斜の方向は、丘陵から浜戸川にかけての南から北方向

への方向である。東西方向では、東側から西側への傾斜がつ

いており、第 図の２・３・４Ｇ貝層分布図上で示すと、右

下から左上方向へと堆積している。斜面に堆積しているため、

断面図上でも、単純に下層から上層に積み重なっていった訳

ではなく、断面図上では、右下から左上に向かって堆積して

いったことが分かる（第 図）。

これらの堆積層については、大きくは、Ⅰ期からⅤ期に区

分した（第 ・ 図）。ただし、前節で述べたとおり、撹乱

や二時堆積の関係から、プライマリーな状態に近い堆積層は、

Ⅰ期とⅤ期の一群だと判断している。Ⅱ期の堆積層は、ほと

んどがマガキ主体の純貝層であるが、Ⅰ期の堆積層との境に

不整合面があることから、二次的に移動している可能性もあ

る。貝塚構築時には、このⅡ期の堆積層が存在する場所かご

く近くに存在したと考えているが、一部でもその状態が変化

している可能性があるため、堆積層の変遷過程の検討からは

はずすこととした。

（ ） Ⅰ期の堆積層

Ⅰ期の堆積層は、調査区内の最下層の一群である。出土す

る土器は、阿高式土器やその前後のあまり時間幅はないもの

である。調査区内ではもっとも古い一群と考えてよい。上層

のⅡ期の堆積層とは直接接するが、先にも述べたとおり、そ

の間には不整合面が存在する。この不整合面をⅡ期の堆積層

が二次的に移動している結果だと判断した。調査区西側の４

Ｇから５Ｇにかけての場所では、撹乱（ ）が入ってい

るため、直接、接してはいないが、Ⅴ期の堆積層がⅠ期の堆

積層の上に存在することは間違いない。

Ⅰ期に所属する堆積層は、厚さ約 ～ ㎝程の薄さの層

が主である。平面形では最低で約２ 、広いものは調査区内

にとどまらず５ 以上の広さである。各層の貝種組成は、明

確であり、掘削中に先後層とはっきりと区別することができ

た。各層は、純貝層やごく少量の土を含む混土貝層が多く、

各層を構成する貝種については、ある一つの貝種が個体数で

％以上を占めている場合が多い。（第 図）1)。

第 図は、第１次調査時の最下層（Ⅹ層）の堆積状況の写

真である。ほとんどがヤマトシジミで構成される純貝層であ

るが、Ⅰ期の堆積層は、この様な状態の場合が多かった。な

お、このⅩ層中には、約 ～ ㎝大の単位でのまとまりが

あることを観察することができた。明確に全てを把握できた

訳ではなく、その意味付けはできないが、何らかの意味があ

るまとまりではないかと考えている。2)
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Ⅰ期中の堆積層は、先後の層と層を構成する貝の種類や土

の含有量で明確に区別することができるが、その先後の層と

の変化についても、また、特徴的な状態を示している場合も

ある。例えば、最下層の 層から、 層、 層へとの貝

組成の変化（第 図）については、「マガキ主体層（ 層）

→ヤマトシジミ主体層（ 層）3)」→マガキ主体層（ 層）」

と変化する。また、 層から 層については、マガキ主

体層（ 層）から、序所にヤマトシジミが増えてゆき

（ 層）4)、ヤマトシジミ主体層（ 層）となり、逆に、マ

ガキ主体層（ 層）へと、徐々に変化していく。先に述べ

た 層から 層への変化も含めて、Ⅰ期の堆積層につい

ては、一つの層が形成（廃棄）された時間（期間）は、ある

限定された短い時間幅（例えば、一つに「季節」。又は、「あ

る一定の周辺の生態環境下であった期間」等。）をもつので

はないかと考えている5)。

なお、二次堆積層直下で、やや不安定な位置ではあるが、

少量の焼けたヤマトシジミと多量の灰で構成された灰ブロッ

ク層（ 層）を検出した。この層については、ほとんどす

べてが灰で充填されており、貝塚構築時にごく近くで火を使

う行為が行われ、廃棄された結果とみている。上部が二次堆

積層であるため、ブロック全体の大きさについては、不明で

ある。この灰について、 法による年代測定を実施したと

ころ、 ± の測定値を得ている6)。

堆積層から出土した土器は、中期後半のものがほとんどで

あるが、その大きさは小さい破片のものが多かった。

（ ） Ⅱ期の堆積層

Ⅱ期の堆積層は、３ と４ にごくわずかに位置し、Ⅰ期

の堆積層上の不整合面直上に堆積している。当初は、この不

整合面について、貝塚構築時にある一定の時間が空く等の理

由から生じたものと判断していたが、調査及び整理作業の結

果、その認識を変更することとした7)。この不整合面は、本

来、その上部に堆積していた貝層が撹乱をうけたか、二次的

な移動をしために生じたものである可能性を考えた。そのた

め、Ⅱ期の堆積層については、二次堆積層の可能性があると

判断した。詳細な分析からは省くこととしている。

（ ） Ⅲ期の堆積層

Ⅲ期の堆積層は、ほとんどがマガキの純貝層である。

先にも記載したとおり、Ⅲ期の堆積層については、Ⅰ期の堆

積層との間に不整合面が存在するため、Ⅱ期の堆積層と同じ

く、二次的に移動した可能性が高いと判断した。しかし、こ

れらのマガキ層は、圧倒的な量のマガキが同じ場所にまとま

っており、他の貝種や土がほとんど混入していないことから

判断すると、あまり大きく二次的に移動してきたとは考えに

くい。Ⅱ期のマガキ層については、本来、ここに近い場所に

存在していたと考える。そして、上部については、一部、大

きく撹乱を受け、その上に期とした堆積層の一群が二次堆積

第Ⅳ章　貝層の堆積状況と層序

第26図　第１次調査時最下層（Ⅹ層）のﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ堆積状況
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第27図　層序関係模式図
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第28図　貝層平面図・断面図（縮尺：1/40）
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したと考えている。

（ ） Ⅳ期の堆積層

Ⅳ期の堆積層は、完全な二次堆積層である。堆積層には、

ごくわずかであるが、土師器や陶磁器片が混入しており、撹

乱された後に丘陵部に堆積していた貝層が二次的に堆積した

ものであると判断している。そのため、縄文時代の貝塚堆積

層として分析するには、全く利用できない。堆積層は、近現

代の遺物は含んでおらず、何層にも分層できる。貝層の堆積

は、やや時間をかけて堆積したと考えている。貝層が、撹乱

をうけて二次堆積した時期は、 や 等のごく新しい

時代ではないのかも知れない。

堆積層は、混土貝層や混貝土層、破砕貝層等が多く、純貝

層は少ない。

（ ） Ⅴ期の堆積層

Ⅴ期の堆積層は、撹乱をうけておらず、貝塚構築時の貝層

に近い状態を保存していると考えている。

ただし、堆積層の厚さは、約 ㎝前後から、最大で約

㎝の厚さがあり、二次的堆積をしている可能性もある。堆積

層を水洗して出土遺物を調べたが、新しい時代の遺物は含ま

れていなかった。そのため、Ⅴ期の堆積層は撹乱をうけてお

らず、第 図における４ 北壁の のたちあがりと５ 北

壁右端の 層をつないだラインから上部が撹乱（二次堆積）

層であったと判断した。

Ⅴ期の堆積層は、純貝層や土をわずかに含む混土貝層が主

である。各層は、主体とする貝の種類が異なっており、調査

区の上部から掘削を進めていくと、先後の堆積層の境を平面

上に斜めに確認することができた。斜面上に斜めに堆積して

いる層の境がそのまま、平面で確認できたことになる。ただ

し、Ⅴ期の堆積層が主として堆積している５Ｇの５ につい

ては、幅が約１ と狭小であったため、すべての層から定量

的なブロックサンプリングを実施することができなかった。

堆積層を構成する貝は、代表的な貝種はマガキである。量

的には少ないが、その他に含まれている貝の種類は多様であ

り、ハイガイやオキシジミ等が目立つ。Ⅰ期の堆積層がヤマ

トシジミとマガキが主体であったことと比較すると、やや、

状況が異なる。 層等の１層の量が多い堆積層について

は、二次堆積の結果という可能性もあるが、一つの貝種が長

い期間をかけて継続的に廃棄されていた可能性もある。

その他、特徴的な点は、Ⅴ期の堆積層に含まれていた魚骨

の量が多かったことがあげられる。特に、 層から

層と呼んだⅤ期における最下層の一群からは、大量の魚骨が

出土した（第Ⅴ章第４節５参照）。出土した魚骨は、ニシン

科やマイワシ、カタクチイワシ等の小形魚が多かった。

また、Ⅴ期の堆積層から出土した土器は、縄文後期初頭か

ら前半のものが主であった。これらの土器は、完形のものこ

そ少ないものの、大きさはかなり大きく、ローリングをうけ

た個体も少なかった。また、出土した土器の量は多く、Ⅰ期

の堆積層における土器の出土状況とはかなり異なっていた8)。

（ ） その他

陸産貝については、貝塚の構築時に、ある一定の時間があ

った場合に、貝塚上で陸産貝が生息するため、その堆積層上

面で多量の陸産貝を確認することができる。また、堆積層中

において、海草等の海洋植物に付着する微小貝が多量に検出

された場合には、人間が海洋植物とともに持ち込んだ可能性

を指摘することができるとした報告（中川 ）もある。

今回は、特徴的な陸産貝を確認することはできず（第Ⅴ章

第４節３に菊地泰二氏による微小貝に関する所見を掲載し

た。その所見に対する本報告者の見解についても、同章同節

に記載している。）、その個体数についても、特別な変化はな

かった。また、海洋植物付着性の微小貝を確認することもで

きず、検出した微小貝から各堆積層の特徴を補完することは

できなかった。しかし、今回、微小貝については、その検討

をあまり実施することができなかったため、堆積層の分析に

関する有効な情報を見落としている可能性がある。微小貝の

データについて再検討したうえで、堆積層の意味付けを行う

必要がある。

第３節　各堆積層の概要
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）ただし、その他に、二種類の貝種がほぼ同数程度の層（第 図

・ 層等）も存在する。これらについては、二次堆積層のた

め、二種類の貝が混ざりあった可能性もあるが、調査担当者として

は次の２点の可能性を考えている。１点目は、二つの貝種が順に堆

積していたものを調査中に認識できなかったという調査精度に起因

する可能性。２点目は、本来、ごく短い時間に堆積した二つの貝層

が、堆積後に混入し、又は、現代の我々が認識できない程度に混ざ

りあった可能性。以上の２点である。いずれの場合にも、堆積当初

の状態が大きく変化するほどの 次的変化が生じているとは考えて

おらず、ほぼ、貝塚構築時に近い状態であると考えている。

）Ⅹ層中において、少なくとも調査区南側断面には、このまとまり

が複数、認められた。ヤマトシジミの純貝層であるこの堆積層は、

厚さ約 ～ 程度であるが、幅は 程度の広さをもつもので

ある。Ⅹ層そのもの形成時間についても、あまり長いものではない

と判断しているが、その幅広いⅩ層全体が形成される間には、何十

回と連続して廃棄された貝のまとまりがあるはずである。今回、確

認したまとまりについては、断言はできないが、この一回の廃棄単

位である可能性もある。そして、一つのまとまりが、約 ～ ｍ

程度の上部が丸い楕円形をしていることから、カゴ等に入れて廃棄

した状態を保存していると考えるのは考えすぎであろうか。あくま

で推論ではあるが、可能性として提示しておきたい。

）この 層については、ヤマトシジミが ％以上を占める純貝層

である。そのため、ブロックサンプリングでも１層としてサンプリ

ングして、堆積層としても１層として記録した。しかし、発掘調査

中には、この 層のヤマトシジミの間に、少なくとも２枚のマガ

キの薄層が前面に拡がるのを確認した。即ち、下から、「ヤマトシ

ジミ→マガキ→ヤマトシジミ→マガキ→ヤマトシジミ」と順に変化

するのである。マガキ層が厚さ５ 程度の薄層であったことと、

発掘調査終盤での調査行程上の事情もあり、それらを区別してサン

プリングすることができなかった。しかし、この堆積層の変化は、

非常に示唆に富むものである。つまり、圧倒的にヤマトシジミが廃

棄されている期間中に、ごく薄く、ただし、広くマガキが廃棄され

ているということは、「その時期（ 層が形成されている時期。

時期についても、かなり長く考えることと、ごく短く考えることの

両方の可能性はあるが）」には、ヤマトシジミをたくさんとる環境

にあった（嗜好をしていた？）が、マガキがとれる季節には、量は

少ないが旬であるマガキを採取した。」と、考えることができる。

このヤマトシジミを圧倒的に採取・廃棄していた要因を、当時の環

境が汽水域にあったと考えるのか、その時期の志向性と考えるのか、

によって解釈は異なるが、少なくとも、マガキの薄層が定期的に挟

まれるという現象については、その廃棄された層に、「ある季節に

廃棄された」という意味を与えてよいのではないかと考えている。

）この 層の様に、２種類の貝種がほぼ個体数により構成する堆

積層もあるが、この解釈については、註１）で記したとおりである。

そう考えた理由は、ここで例としてあげたとおり、先後の層と、そ

の貝種の構成が序所に変化していく現象がみられることから、Ⅰ期

の堆積層が何らかの時間的法則による定期的な堆積をしているので

はないかと判断したことによる。

）逆に、先後の層と貝の構成が大きく変化しない 層－ 層－

層（いずれも、ヤマトシジミ主体層）の期間については、３層

が形成された期間が、上述した「ある限定された短い時間幅」であ

ったのかも知れないし、調査区外にそれらの堆積層の間に形成され

た堆積層が存在するのかも知れない。

）年代測定結果については、第Ⅴ章第６節に記載。

）第 回九州縄文研究会　熊本大会（ 年２月 ・ 日熊本市

立熊本博物館）においては、この趣旨に沿って、何らかの時間的空

白が生じたと報告したが、その内容については、ここで変更したい。

ただし、貝塚形成時には、その様な時間的空白が存在する場合もあ

ることは珍しくないであろう。

）Ⅰ期とⅤ期からの、この遺物の出土状況の違いについては、二種

類の解釈ができるであろう。通常、土器等の人工遺物の出土量が多

く、その大きさも大きい場合には、より、当時の状況を残している

ものと判断することが多い。その場合には、Ⅴ期の堆積層の保存状

況が良いと解釈することができる。しかし、貝塚に貝等の食料残滓

を廃棄する場合には、土器等の人工遺物を同時には廃棄せず、ある

程度の食料残滓の集合体のみを廃棄するとする考え方をとることが

できる。その場合には、逆に、土器等の小破片しか出土しないⅠ期

の堆積層の方が、貝塚構築時の状態を、より良く保存していると解

釈することができる。いずれの解釈が正しいかについて、明確な情

報を得ることはできなかったが、調査担当者が現場で貝層を観察し

た結果の印象としては、やや、後者の解釈に近い印象をもっている。

しかし、現段階では断定できる情報はないため、今後、再度、デー

タを検証して、これらの堆積層の解釈について、より明確な根拠を

見出すべく検討することとしたい。

第Ⅳ章　貝層の堆積状況と層序
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第４節　遺構

１　はじめに

第１次・第２次調査において、貝塚堆積層中と堆積層下の

土層に、人為的な手が加わっていると考えられる遺構を検出

した。本節では、これらの遺構の概要を説明する。

検出した遺構については、確認調査時に人骨１体を検出し

た。そして、第１次調査時には、獣骨埋葬遺構と土坑５基を

検出した。この土坑については、第 次調査区に接した堆積

層を調査した第２次調査時においても、そのうち３基を確認

した。これらの遺構については、すべてが貝塚構築時及びそ

の前後のものであると断言できないが、その所属時期に関す

る推定も含めて、遺構の概要を述べたい。

２　遺構の概要

まず、第１次調査においては、４Ｇにおいて、獣骨埋葬遺

構を確認した（第 図）。第２次調査時の層序との整合性が

とれず、その所属時期ははっきりとしない。そのため、貝塚

構成時のものであるのか否かの判断については、ここでは保

留しておきたい。遺構の検出状況を説明する。

遺構は、イノシシの頭骨の上に各礫がのっていた。イノシ

シの頭骨は、下顎骨が二体、逆さまの状態であった。それぞ

れは、一部が破損しており、下顎骨のすぐ近くには他の骨が

散乱していた。散乱していた骨の同定は実施していないため、

種は定かではない。これらの骨の真上に、約 の長さの

各礫が存在しており、この状況から考慮してイノシシ骨の埋

葬ではないかと考えた。

イノシシの下顎骨の埋葬については、隣接する黒橋貝塚

（闍木・村闢 ）の調査においても確認されており、貝塚

構築時のものであってもなんら矛盾はなく、状況からして埋

葬遺構である可能性は高い。ただし、遺構には掘り込みは確

認できず、調査時には、その時期についても確認することが

できていない。

第１次調査時には、貝層中に土坑を検出した。１・２号土

坑としたのがそれである（第 図）。

遺構の検出面は、第１次調査時のⅩ層であり、Ⅹ層上面か

ら地山面まで掘り込まれていた。遺構埋土については、貝層

ではなく、炭化物や焼土骨を含む土層を主としていた。ただ

し、一部に上層の二次堆積層であるⅦ層の貝層が埋土として

含まれていた。１号土坑は、径約 の円形を呈し、深さは

約 程度であった。２号土坑は、１号土坑の 、西隣

に位置し、径約 の小円形を呈している。

１号土坑が検出されたⅩ層という層位については、第２次

調査時の第Ⅰ期の堆積層と対応すると判断している。第Ⅰ期

の堆積層については、阿高式土器の時期であり、堆積状況も

良好である。遺構検出面の時期が遺構の時期であると判断す

るのであれば、１・２号土坑の時期は、阿高式期となる。し

かし、直上は二次堆積層のⅦ層であり、その判断には慎重を

要する。埋土にも、このⅦ層が混入しており、その他にも主
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第30図　獣骨埋葬遺構実測図（縮尺：１/20）

L
=
7
.0
0
m

L=7.00m

L
=
7
.0
0
m

0 1m

１．灰白色の灰層（炭化物を多量に含む） 
２．赤橙色焼土層（炭化物・灰を少量含む） 
３．黒色土層（Ⅹ層をベースにしたもの） 
４．黒色土層（炭化物を多量に含む） 
５．茶褐色弱粘質土層（Ⅹ層をベースにしたもの） 

a

a

e ｆ 

ｂ 

ｄ
 

ｈ
 

ｄ
 

2
3

4

5

ｃ
 

ｇ
 

ｈ
 

ｇ
 

ｃ
 

Ⅹ Ⅶ 

Ⅹ 

ｂ 

3
2 2 2

1
1

1

e ｆ 

5

3 3 3

第31図　１・２号土坑実測図（縮尺：１/40）
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体となる埋土は灰や焼土等の土層であり、二次的に混入した

と考える。これらの観察結果から、この１・２号土抗の時期

については、貝塚構築時の所産である可能性は低い。

なお、この２基の土坑については、第１次調査時の範囲内

で収束しており、第２次調査時には、地山面に掘り込まれた

後を確認しただけで、掘削調査はおこなっていない。遺構の

解釈について、第 次調査の担当者と第２次調査の担当者で

検討したが、明確な結論には至らなかった。ある時期の遺構

であるのは間違いないため、その時期は不詳であるが、報告

しておくこととしたい。

３・４・５号土坑（第 図）については、第１次調査及び

第２次調査の両調査区にまたがって検出された遺構であり、

いずれの調査時にも遺構として調査をおこなっている。

遺構は、地山である堆積層下の土層に掘り込まれており、

遺構内には、第２次調査時における 層の貝層が充填され

ていた。 層中に掘り込みは確認できず、同層自体もヤマ

トシジミを主体とする純貝層であるため、遺構の形成は、

層堆積以前であると判断した。遺構埋土には、ほとんど

土等が含まれておらず 層の貝のみであったため、遺構の

掘削及び埋没は、 層堆積の少し前であると判断している。

３・４・５号土抗が地山面に掘り込まれた深さは、１・２

号土坑と近似した深さである。１・２号土坑の方が貝層中か

らの掘り込みであるため、それよりも古い時期に形成された

ものである。先に述べたとおり、こちらは、貝塚構築時の所

産であると判断した。

土坑の形状については、３・４号土坑が幅 、５号土

坑が幅 で、調査区の短軸方向にほぼ平行に並んで配置

されている。その配置や形状の類似性と、遺構埋土がすべて

同じ貝層であることから、ほぼ同時期の遺構であると判断し

ている。３基とも調査区外の道路下方向へのびており、丘陵

から浜戸川へ向かう傾斜、即ち重力方向に対して、せきとめ

る位置にある。遺構底部や遺構周辺に 等の関連する遺構を

みつけることはできなかった。

３・４・５号土坑の機能については、調査中の情報のみで

は判断することができなかった。今回、検出したのは遺構端

部であり、中心部の現道路下ではさらに深い可能性がある。

また、周辺に何らかの関連遺構が存在する可能性もある。遺

構の性格については、これらの情報とあわせて判断する必要

があり、現状では、その性格を想定することは困難である。

あえて推定するならば、斜面の傾斜に対して直角に位置し

ていることから、何かをせきとめる役割を想定することはで

きる。川等の水流をせきとめるのであれば、ヤナ等の漁に関

連する遺構である可能性も想定できるが、ほぼ全く根拠はな

い。遺構の性格については、遺構形成時の遺跡周辺の環境等

も考慮に入れたうえで、検討を続ける必要がある。

第Ⅳ章　貝層の堆積状況と層序
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第32図　３・４・５号土坑実測図（縮尺：１/40）
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阿高貝塚の発掘調査において出土した遺物は、堆積層から

出土した土器、石器等の人工遺物と、堆積層を構成する貝類、

魚骨等の自然遺物がある。本章では、出土遺物についての概

要と、それらに関する自然科学分析結果を掲載した。本章の

構成は次のとおりである。

土器（第１節）、石器（第２節）、骨・角・貝製品（第３節）、

動物遺存体（第４節）、植物遺存体（第５節）、年代測定（第

６節）。

植物遺存体の分析と出土した炭化物の年代測定について

は、外部の分析機関に分析を委託したが、その結果について

は、第７節に付節としてまとめて掲載した。そして、その内

容についての本報告者の解釈と所見を第５節と第６節に記載

するという形式をとった。

第４節（動物遺存体中）の　微小貝に関しては、ルーテル

学院大学教授　菊地泰二氏に、脊椎動物については、早稲田

大学非常勤講師　樋泉岳二氏に、それぞれ分析をお願いして、

その結果と所見を寄稿していただいた。

なお、分析結果を総括するにあたって、外部委託及び分析

依頼した結果と異なる解釈をした部分もあるが、本報告の内

容についての責は、すべて報告者にあることを明記してお

く。

第１節　土器（第33～41図）

１　概要

今回の調査区は、小面積であり撹乱と二次堆積層も多かっ

た。堆積層については、５期区分したが、Ⅱ期からⅣ期まで

は、二次堆積層か、一部、撹乱をうけていた。そのため、こ

こでは、Ⅰ期とⅤ期に属する土器を中心にして掲載し、Ⅱ期

の堆積層と撹乱・二次堆積層からの出土土器を補完的に掲載

した。

なお、Ⅰ・Ⅴ期の各グループ中においては、細別層ごとに

は土器型式上の時期差を見出すことができなかったため、土

器はⅠ・Ⅴ期等の大別区分ごとにまとめて掲載した。なお、

本文中では、土器の個別の説明はなるべく省略して、観察表

に依拠することとした。

2 各遺物の概要

（ ）Ⅰ期堆積層出土土器（第 図～第 図４）

第 図１・２は、内外面に二枚貝条痕による明瞭な調整痕

が残る。２は、条痕地上に微隆帯を施し、隆帯上を爪状に刺

突している。隆帯の下部については、棒状工具による連続刺

突をおこなっている。この２点は、 層出土としているが、

貝層下の基底面につきささって少し、頭を出していた状態で

出土しており、実際には、貝層ではなく基底面土層に所属す

ると判断している。あるいは、貝層が堆積する際に、下層の

遺物が混入したのかもしれない。同図３は、内面に二枚貝条

痕による調整痕が残る。外面は条痕をナデ消したか、本来、

無文部分であったか不明である。幅２ 前後の微隆帯を貼

り付けて施文している。同図４・５は、無文の胴部である。

同図６・７は、棒状工具による凹線文を主体とする文様をも

つ口縁部である。６は口唇部に同じ施文具による連続刺突を

施す。同図８は、内外面ともに二枚貝条痕の明瞭な調整痕を

残す波状口縁の頂部に近い口縁部破片である。同図９は、内

面に二枚貝条痕の痕跡を残し、外面には５条程度の横方向の

条線が残る。外面には、口縁部直下と条線の下部に貝殻腹縁

による連続した刺突を施している。同図 は、深鉢底部であ

り、底部には、鯨椎骨による圧痕が残るが、その痕跡を、一

部、ナデ消しているようにみえる。

第Ⅴ章　出土遺物
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第 図１～５は、凹線文による施文を主体とする土器であ

る。同図１は、口縁部と胴部を横方向の凹線で区画して、口

縁部文様帯内を同じ工具で施文している。同図２は、鉢の口

縁部であるが、こちらも、浅い凹線により口縁部文様帯を区

画している。同図３・４は口縁部破片であるが、文様帯区分

は分からない。いずれも、口唇部に外面施文時と同じ施文具

で連続した刺突を施している。同図５は、浅い凹線を横位に

施文して、口縁部文様帯を区画した中を、凹点により連続刺

突している。同図６は無文の胴部部分。同図７は、深鉢底部

であるが、底部には鯨椎骨による圧痕が残る。

第 図は、４を除いて胴部の無文部分である。４は、外面

に施した凹点列の下部で欠損しているが、その部分がやや細

くなっており、施文具により区画した可能性がある。その場

合には、口縁部文様帯が狭くなった段階の土器であり、今ま

で掲載した有文の口縁部の中でも、新しい部類に属する可能

性がある。

第 図１，３・４は、口縁部かそれにごく近い部分の破片

であるが、文様帯構成等が分かる資料はない。同図１・４を

みると、施文は、棒状工具による凹線又は凹点の施文であっ

たとみられる。同図２は、底部から立ち上がってすぐの胴部

片であるが、外面に顕著な条痕が残る。他の土器と、やや、

時期が異なる可能性がある。 層という一部、撹乱をうけ

たⅡ期の堆積層直下からの出土であるので、上層からの混入

の可能性も考えられる。

Ⅰ期の土器群には、縄文時代前期のものも含まれるが、概

ね中期末から後期初頭の所産であると考えている。Ⅰ期につ

ついては、一部、後期に入る可能性があるが、Ⅴ期の遺物と

の時期差を示すため、本報告では、仮にⅠ期を中期末として

説明することにしたい。

（ ）Ⅱ期堆積層出土土器（第 図５～９）

Ⅱ期の堆積層は、一部、撹乱をうけており、層位的検討に

耐える資料ではないが、都合上、ここに掲載した。

全て、棒状工具による凹線又は凹点施文を基本とした文様

である。口唇部まで残る９以外の４点については、全て、口

唇部に対して、棒状工具による連続刺突を施し、その結果、

細かい波状を呈している。文様帯については、５が粘土紐の

貼付、６・８・９が横位施文により、７が横位施文と粘土紐

貼付の組合せにより、口縁部と胴部を区画して文様帯を作出

している。いずれも、狭い口縁部文様帯である。

（ ）Ⅴ期堆積層出土土器（第 図）

第 図 ・ は、波状口縁鉢形土器の波頂部片である。

内外面の調整と施文にはヘラ状工具をしており、調整痕はナ

デ消しているが、口縁部文様帯にはヘラ状工具による沈線を

施している。同図３は、外面に顕著な条痕が残る。面取りし

た口唇部に角張った棒状工具による３列単位の連続刺突を施

す。同図４は、無文の口縁部であるが、口唇部を強い横ナデ

で面取りしている。同図５は、内外面に板状工具による粗い

調整痕が残る無文の口縁部である。同図６・７は底部である

が、６には、鯨椎骨による圧痕があり、それを一部、ナデ消

している。７は底部に凹凸があり、鯨椎骨痕の可能性もある

が、残存部が少ないため、断定できない。

Ⅴ期の遺物の時期については、多少の時間幅をもつ。本報

告では、掲載していない遺物の観察結果も含めて、大まかに

後期前半期としておきたい。

（ ）その他の土器（第 ～ 図）

Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ期以外の堆積層から出土した土器である。二次

堆積層や撹乱層からの出土であるが、本来、阿高貝塚の中～

上層部に包含されていたと考えている。

第 図 ～ は、棒状工具による凹線により施文した口

縁部である。４点とも、口縁部文様帯に中心的に施文されて

いた土器であると考えている。同図５は、縁帯文土器であり、

口縁部に磨消縄文を施している。同図６は、やや粗雑な整形

の鉢形土器である。口縁部には粘土紐を貼付け小波状突起を

施す。文様は、口縁部に竹管状工具による沈線を施してい

る。

第 図は７・８が胴部片であり、それ以外は口縁部片であ

る。７・８は胴部に顕著な条痕が残る。同図１は、口縁部に

棒状工具による沈線を施すが、その他は無文である。これら

の資料には、やや時間幅がある。

第 図１は、口縁部文様帯に棒状工具による施文を施す深

鉢である。口縁部文様帯の下部には、２条単位の連続した刺

突文を施す。胴部には顕著な条痕が残る。同図２も、口縁部

文様帯に施文する深鉢である。文様帯は、屈曲と浅い沈線状

区画により区別する。口縁部には、数箇所の小突起がある。

第 図は、底部である。１～３は、鯨椎骨の圧痕が残る。

同図４～６にも、鯨椎骨の圧痕が残るが、拓本で表現できず

添付していない。７は外面にミガキを施しており、やや、新

しい。

第１節　石器
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第33図　縄文土器実測図 (1) （縮尺：２/３）
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第34図　縄文土器実測図 (2) （縮尺：２/３）
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第35図　縄文土器実測図 (3) （縮尺：２/３）
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第36図　縄文土器実測図 (4) （縮尺：２/３）
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第37図　縄文土器実測図 (5) （縮尺：２/３）
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第38図　縄文土器実測図 (6) （縮尺：２/３）
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第39図　縄文土器実測図 (7) （縮尺：２/３）
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第41図　縄文土器実測図 (9) （縮尺：上段２/３　下段１/３）
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挿図 遺物 出土区 器種 部位 口径 底径 器面調整 備考
番号 番号 出土層位 (㎝) (㎝) (外面/内面)

33 1 472層 深鉢 口縁部 - - 条痕・一部ナデ/条痕・一部ナデ

貝層下の地山面につきささっていたも

の。実際の所属は、下の基盤層。

33 2 246層 深鉢 口縁部 - - 条痕/条痕 〃

33 3 246層 鉢・深鉢？ 胴部 - - ナデ/条痕→ナデ

33 4 246層 深鉢 胴部 - - 板ナデ→ナデ/ケズリ→ナデ

33 5 246層 深鉢 胴部 - - ナデ・板ナデ/ナデ

33 6 246層 深鉢 口縁部 - - ナデ/ナデ

33 7 246層 深鉢 口縁部 - - ナデ/ナデ

33 8 472層清掃 深鉢 口縁部 - - 条痕・一部ナデ/条痕・一部ナデ

33 9 472層清掃 深鉢 口縁部 - - ナデ/条痕・ナデ

33 10 472層清掃 深鉢 底部 - - ナデ/ナデ 底部に、一部、鯨底圧痕あり

34 1 245層 深鉢 口縁部 - - ナデ/ナデ

34 2 245層 鉢 口縁部 - - ナデ/ナデ

34 3 245層 深鉢 口縁部 - - ナデ/ナデ

34 4 470～471層 深鉢 口縁部 - - ナデ/ナデ

34 5 470～471層 深鉢 口縁部～胴部 - - ナデ/ナデ

34 6 470～471層 深鉢 胴部 - - ミガキ・ナデ/ナデ

34 7 470～471層 深鉢 底部 - - ナデ/ナデ 底部に鯨底圧痕あり

35 1 470～471層 深鉢 胴部 - - ナデ/ナデ

35 2 470～471層 深鉢 胴部 - - ナデ/ナデ

35 3 469層 深鉢 胴部 - - ケズリ→ナデ/ナデ

35 4 465層 深鉢 口縁部 - - ナデ/ナデ

35 5 464層 鉢？ 頸部 - - ナデ/ケズリ→ナデ

35 6 464層 深鉢 胴部 - - ナデ/ナデ

35 7 464層 深鉢 胴部 - - ナデ/ナデ

35 8 464層 深鉢 胴部 - - ナデ/ナデ

36 1 463層 深鉢 胴部 - - ナデ/ナデ

36 2 456層 深鉢 底部 - - ナデ/ナデ 混入の可能性あり

36 3 451層 鉢 胴部 - - ナデ/ケズリ→ナデ

36 4 445層 深鉢 口縁部 - - ケズリ・ナデ/ナデ

36 5 445層 深鉢 口縁部 - - ナデ/ナデ

36 6 452層 深鉢 口縁部 - - ケズリ→ナデ/ナデ

36 7 248層 鉢 口縁部 - - ケズリ・ナデ/ケズリ・ナデ

36 8 445層 深鉢 口縁部 - - ナデ/ナデ

36 9 （混入） 鉢 口縁部～胴部 - - ナデ/ナデ 上層の二次堆積層の土器が混入

37 1 701層 鉢 口縁部 - - ナデ/ナデ

37 2 701層 鉢 口縁部 - - ナデ/ナデ

37 3 701層 深鉢 口縁部 - - ナデ・条痕/板ナデ→ナデ

37 4 701層 鉢？ 口縁部 - - ケズリ→ナデ/板ナデ→ナデ

37 5 701層 深鉢 口縁部 - - 板状条痕/板状条痕

37 6 701層 深鉢 底部 - - ナデ/ナデ 底部に鯨底圧痕あり

37 7 701層 深鉢 底部 - - ナデ/ナデ

38 1 524層・清掃 深鉢 口縁部 - - ナデ/ケズリ→ナデ

38 2 433層 鉢？ 口縁部 - - ナデ・ケズリ状整形→ナデ/ナデ

38 3 518層 深鉢 口縁部 - - ケズリ・ナデ/ナデ

38 4 438層 深鉢 口縁部 - - ナデ・ケズリ/ナデ

38 5 518・514層 深鉢 口縁部 - - ケズリ状整形→ナデ/ケズリ状整形→ナデ

38 6 412層 深鉢 口縁部 - - ケズリ→ナデ/ナデ

39 1 524層 深鉢 口縁部 - - ナデ/ナデ

39 2 439層 深鉢 胴部 - - ミガキ・ナデ/ヘラケズリ・ナデ

39 3 439層 深鉢 口縁部 - - ナデ/ナデ

39 4 510層 深鉢 口縁部 - - ナデ/ナデ

39 5 518層 深鉢 口縁部 - - ナデ・ケズリ/ナデ

39 6 327層 浅鉢 口縁部 - - ミガキ/ミガキ

39 7 510層 深鉢 口縁部 - - 条痕/ケズリ

39 8 510層 深鉢 胴部 - - 条痕→ナデ/条痕→ナデ

39 9 343層 深鉢 口縁部 - - ミガキ・ナデ/条痕？・ミガキ・ナデ

40 1 深鉢 口縁部～胴部 （35．0） - 条痕・ナデ/ケズリ・ナデ

40 2 239層 深鉢 口縁部～胴部 （38.8） - ケズリ・ミガキ/ナデ

41 1 450層 深鉢 底部 - (13.9) ヘラケズリ→ナデ/ヘラケズリ→ナデ 底部に鯨底圧痕あり

41 2 450層 深鉢 底部 - - 板ナデ・ナデ/ケズリ・ナデ 底部に鯨底圧痕あり

41 3 450層 深鉢 底部 - - ナデ/ナデ 底部に鯨底圧痕あり

41 4 二次堆積層 深鉢 底部 - 11.9 ナデ/ナデ 底部に鯨底圧痕あり

41 5 512層 深鉢 底部 - （10.4） ナデ/ナデ 底部に鯨底圧痕あり

41 6 撹乱層 深鉢 底部 - （10.2） ナデ/ナデ 底部に鯨底圧痕あり

41 7 Ⅰ層 鉢？ 底部 - （12.2） ミガキ/ナデ

第６表　縄文土器観察表
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第２節　石器

１　概要

阿高貝塚から出土した石器について、本節で説明する。

出土量については、水洗選別をおこなった関係で、一定量

の出土がある。ただし、調査区内に撹乱部分が多い関係から

か、水洗選別をおこなった割には、出土量は少ない印象があ

る。そのほとんどが、剥片・砕片であり、石鏃、磨製石斧等

のいわゆるツールの出土量は少ない。

また、調査区内には２次堆積層も多く、石器の整理作業に

あたっては、２次堆積層出土の遺物は水洗作業のみを実施し

て、それ以上の作業をおこなっていない。本節では、堆積層

分析の中心としたⅠ期とⅤ期の堆積層から出土した石器のみ

をに掲載している。ただし、最低限、必要な石器の組成や材

質について等の情報をここに掲載することはできなかった。

これらについては、今後、機会を得て公開することにした

い。

２　各遺物の概要

石器は、調査区内から多数、出土したが、二次堆積層や攪

乱をうけた堆積層からの出土が多く、良好な堆積状況である

Ⅰ期とⅤ期の堆積層から出土した石器は少なかった。ここで

は、そのすべての全 点を図化した。総出土数が少なく、出

土層位により、遺物を分けて掲載しづらいため、図について

は器種ごとにまとめて掲載した。

図中の網部については、薄い網部（ ％）の部分は磨痕部

で、濃い網部（ ％）の部分が受熱による赤変部である。以

下、これらの石器について簡単に説明する。なお、それぞれ

の計測表を第 表に示した。

（ ） 石鏃（第 図　１～４）

石鏃は、４点を図示した。その形態は、二等辺三角形のも

の（ ）と、正三角形（１～３）に近いもの分かれる。そし

て、その基部の形状については、浅く抉れるもの（２、３）

とほとんど抉れない平基に近いもの（１，４）がある。

１は、正三角形に近い形態であるがその形態は左右対称を

なさない。基部及び両側縁に両面からの調整を施す。２も左

右対称をなさない正三角形に近い形態である。基部及び両側

縁に調整を施すが、裏面及び表面の一部の調整は一時的な調

整のみであり、未製品の可能性もある。脚部を一部、欠損し

ている。３は、ほぼ左右対称の小ぶりの正三角形を呈する。

その整形については、表面は全体を整える調整の後、側縁部

は押圧剥離で調整している。裏面は、基部と側縁部の押圧剥

離のみで調整している。４は、二等辺三角形を呈するが、両

側縁は湾曲の度合いがやや異なり、左右対称ではない。

石材については、１～３が黒曜石であり、４は安山岩であ

る。その産地は、すべて１～３は、西北九州産黒曜石である

と考えているが、肉眼観察による判断であり蛍光 線分析等

は実施していない。

（ ） 剥片（第 図　５～９）

剥片は、５点を図化した。石材については、肉眼観察によ

ると、すべて西北九州産の黒曜石製である。５・６は、不定

形に剥離した剥片の一面に微細な使用痕が認められる。７・

８は、縦長の剥片を素材としたもので、７は端面に、８は側

面に使用痕が認められるものである。９は不定形の剥片の端

部に使用痕が認められる。

第Ⅴ章　出土遺物
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第42図　石器実測図 (1) （縮尺：上段１/１　下段３/５）
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第43図　石器実測図 (2)（縮尺：上段76% 下段２/５）
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（ ） 磨製石斧（第 図　 ～ ）

磨製石斧は、３点を図示した。

は、扁平な安山岩を素材として、両面を研磨し一辺に斜

めの刃部を作出している。整形方法が磨製であるため、ここ

に含めた。約半分が欠損している。 は、やや扁平の頁岩製

の石斧である。刃部と縁辺部のみを磨いて整形している。刃

部はおそらく直刃であったと考えるが、使用に伴う磨耗によ

り片側がかなり摩滅している。また、全体も使用時の摩滅と

ともに、風化による石材の剥離が多くの部位に生じている。

は、蛇紋岩を素材とした小型の石斧である。全体に丁寧な

研磨を施し、刃部の整形には更に丁寧な研磨を施している。

その形状から石ノミとしてもよいかもしれない。使用して摩

滅、欠損した後に、何度も研磨して再利用していることが、

研磨痕からよみとれる。

（ ） 二次加工のある剥片（第 図　１～５）

５点を図示した。石材については、肉眼観察によると、西

北九州産の黒曜石安山岩である。

１は、不定形の剥片を素材として押圧剥離により刃部を作

出している。３は、横長の剥片を素材として片面のみの調整

を施している。５は、素材から剥離した剥片の一面を研磨し

刃部を作出している。

（ ） 石皿・台石（第 図　６～８）

石皿・台石は、３点を図示した。３点とも欠損部が多いが、

使用時のものではなく、廃棄後の環境によるものであると考

えている。石材は、１が砂岩、２・３が安山岩である。１は、

使用面の端に赤変部が確認できるが、被熱した時期が、石器

使用のどの段階であったのかについては判断できない。
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第２節　石器

挿図 遺物 （実測・註記 出土 器種 石材 備考
番号 番号 番号） 層位・位置 長さ(㎝） 幅(㎝） 厚さ(㎝） 重さ( g ） （土のう袋番号）

46 1 S76 445層 石鏃 安山岩 2.17 2.15 0.57 1.57 5909－①②

46 2 S80 撹乱（15・16）層 石鏃 安山岩 2.30 1.70 0.25 0.86 1572－⑤⑥

46 3 S71 243層 石鏃 安山岩 1.52 1.20 0.20 0.29 5989-③④

46 4 S75 247層 石鏃 安山岩 3.35 1.95 0.50 2.08 7092-①②

46 5 - 使用痕ある剥片 黒曜石

46 6 - 〃 黒曜石

46 7 - 〃 黒曜石

46 8 - 〃 黒曜石

46 9 - 〃 黒曜石

46 10 S7 701層 磨製石斧 6.60 4.45 36.04

46 11 S92 二次堆積（331）層 磨製石斧 頁岩 11.25 4.40 1.40 72.15

46 12 S95 二次堆積（450）層 磨製石斧 蛇紋岩 7.20 2.63 1.00 29.54

47 1 S422 701層 二次加工ある剥片 黒曜石 1.70 2.50 0.90 2.83 7360-⑦⑧

47 2 S439 二次堆積（444）層 二次加工ある剥片 安山岩 2.60 2.40 0.50 2.08 5989-①②

47 3 245層 二次加工ある剥片 黒曜石 3.05 1.40 0.65 1.90 5904-⑤⑥

47 4 245層 二次加工ある剥片 2.75 1.40 0.55 2.16 5921-③④

47 5 S409 二次堆積（103）層 二次加工ある剥片 安山岩 2.70 3.10 0.40 3.35 3415-⑤⑥

47 6 S12 701層 たたき石 安山岩 8.30 5.70 5.20 367.36 7381-①②，使用痕あり

47 7 S6 248層 台石 砂岩 11.00 8.70 1.90 302.59 受熱による赤変部あり

47 8 S2 二次堆積（80）層 台石 （軽石） 12.75 13.25 4.80 251.36 4900-①②，擦痕部あり

計　　測　　　値

第７表　石器観察表
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第３節　骨角器・貝製品

１　概要

阿高貝塚から出土した骨角器、貝製品を一括して本節で報

告する。出土した骨角器・貝製品のうち、図化に堪えうる

点を掲載した。これらについては、総数が少なく、また、出

土状況により層位による形態の変化をとらえることはできな

いと判断したため、調査年次及び出土層位を問わず、器種ご

とにまとめて掲載することとした。調査年次と出土層位、及

び各遺物の計測値等については、それぞれの観察表内に記載

している。

２　各遺物の概要

（ ） 骨角器（第 図　１～６）

骨角器は、 点が出土しているが、そのうち６点のみを図

化した。これ以外は、図化できない小破片とエイの尾刺等の

ほとんど加工されていないものである。

掲載した６点については、１が利器であり、その他は装身

具である。図化できなかった資料には、ヤスがある。ヤスに

ついては、エイの尾刺骨を利用したものと鹿管状骨を利用し

たものがあるが、前者は、骨をそのまま利用しており加工が

あまり施されていない。後者は、骨に残る研磨が骨角器作成

を目的としたものであるのか否かの判断が難しく、今回、認

定した 点以外にも、ヘラ等、その他の骨角器が存在してい

― ―― ―

第Ⅴ章　出土遺物

第44図　骨角器・骨角製品実測図（縮尺：２/３）
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る可能性もある。

１は、シカの骨をそのまま利用した利器である。離頭銛で

ある。基部、体部が欠損しており、全体の形状はやや分かり

にくい。当初は、ヤスであると考えていたが、体部のそり等

の形状や擦痕の観察等から離頭銛であると判断した。体部が

欠損しているため、回転式離頭銛であるかどうかについては

判断できない。

２は、シカの管状骨を利用した装身具である。管状骨をそ

のまま用い、一部、研磨した後に二条の刻みを施している。

３は、イルカの犬歯を利用した垂飾である。歯根部分を利用

しており、一部、研磨痕がみられる。４は、サメ類の歯を使

用している。歯根部を研磨整形し中央部を窪ませる。歯根の

両側には、径 の孔をあけている。歯の部分は乳白色で

光沢が目立つ。

５～８は、イノシシ牙製垂飾である。

６は、オス左犬歯を利用している。全体に研磨は施さず、

両面から径 の穿孔を施している。７は、メスの右犬下

顎犬歯を利用し歯根部の両面から径 の孔を回転穿孔し

ている。全体の艶から、ある程度、長い期間の使用が想像で

きる。

８はオスの下顎左犬歯を利用し、全体を研磨整形して垂飾

に加工している。基部には、両側から、径 の孔を回転

穿孔している。中央部には、２条を単位とする沈線を施し、

斜位に交差させている。その沈線間を２列単位の小孔による

列点文を施している。全体的に非常に艶がある装飾品として

は優品である。５は、８と同様の製品の一部であろう。

（ ） 貝輪（第 ・ 図）

貝輪については、 点を図化した。一部、貝輪であるか不

明のものもあるが、貝輪の可能性が高いと判断したため、こ

の項に含めた。 点のすべてが、破損又は欠損しており、未

製品又は使用後に破損したものであると考えている。

出土層位についての概略は次のとおりである。第２次調査

時の出土品の中で、 ・ がⅠ期（中期末）の堆積層から

の出土、 がⅤ期（後期前半）の出土。それ以外については、

第１次調査時又は第２次調査時の攪乱又は二次堆積層からの

出土であり、正確な所属時期を把握することができないもの

である。

貝輪に利用されている貝種については、フネガイ科、タマ

キガイ科、アカガイ、ハイガイ、サルボウ、ハマグリ等であ

る。ハマグリ製の貝輪（ ・ ・ ・ ・ ）については、

隣接する黒橋貝塚（闍木・村闢 ）でも確認されておら

ず、今回、出土した製品についても、破損してごく一部しか

出土していないが、研磨痕が明瞭にみられるものが多いこと

を根拠として製品と判断した。貝輪には、このハマグリ製の

製品のように細い幅のものと、８・５のように残す幅の広い

ものがある。今回、出土した幅の広い貝輪については、打ち

欠いた中央の穴の周囲に明確に磨いた痕跡が確認できず、未

製品の可能性もあるが、貝の幅を広く残した製品の出土例も

多い（闍木編 等）ため、この形態が、最終目的形に近

いと考えても差し支えなかろう。その他、貝の表面が研磨さ

れ肋がみえにくい状態になった製品（４・ ）については、

貝輪の製作工程上の最終段階まで進んだ製品であろう。

― ―― ―

第３節　骨・角・貝製品

挿図 遺物 （実測・註記 出土 器種 備考
番号 番号 番号） 層位・位置 （材質） 長さ(㎝） 幅(㎝） 厚さ(㎝）
48 1 72 3GⅧ層 離頭銛 シカ骨 7.0 1.65 0.8 所属時期不明

48 2 103 - 装身具 シカ管状骨 (3.8) 1.05 0.75 所属時期不明

48 3 104 2G清掃 垂飾 イルカ犬歯 (2.7) 0.75 0.55 所属時期不明

48 4 105 1G清掃 垂飾 サメ類歯 2.05 (1.3) 0.5 所属時期不明

48 5 70 442＋下層 牙製垂飾 イノシシ牙 1.35 0.65 0.1 Ⅰ期堆積層出土

48 6 69 撹乱 〃 イノシシ牙 1.4 0.95 0.3 所属時期不明

48 7 67 247層 〃 イノシシ牙 4.9 (1.1) (0.95) Ⅰ期堆積層出土

48 8 68 － 〃 イノシシ牙 (10.1) 1.5 1.5

複数の堆積層から出土し

たものを接合

計　　測　　　値

第８表　骨角器観察表
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第45図　貝輪実測図 (1)（縮尺：１/２）
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第３節　骨・角・貝製品
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第46図　貝輪実測図 (2) （縮尺：１/２）
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（ ） 貝製玉（第 ・ 図）

貝製の玉は、合計 点が出土しており、そのすべてを図化

した。貝製の玉類については、他の形態のもの（第 図１～

もあるが、特に形態の類似する玉をこちらで一括した。

図化した 点については、調査年次ごとに配置している。

その内容は、第 図が第１次調査時及び確認調査時の出土品、

第 図が第２次調査の出土品である。出土層位については、

第 表に記載してあるが、第１次調査及び第 次調査を含め

て、すべて攪乱又は二次堆積層からの出土であり、明確に時

期が比定できる資料はない。 層出土のものもあるが、土の

う袋で取り上げた層別サンプルであり、混入の可能性がある。

貝種については、 と の２点がアマオブネガイ科であ

り、それ以外の 点は、すべてヒロクチカノコである。

（ ） 貝製装身具（第 図）

第 図までに図示した以外の貝製装身具を一括した。１～

は、貝製の玉であるが、第 ・ 図に示した玉とは形態

が異なるため、こちらに図示した。

１～ は、巻貝の上端部に近い部分を切り取り、上部を研

磨して玉状に加工したものである。

・ は、巻貝の殻頂部を研磨して穿孔したものである

が、その他には加工が施されておらず、殻頂部に近い部分が

破損しており、未製品の可能性もある。

は、巻貝の殻頂から５ ほど下がった場所に、工具に

― ―― ―

第Ⅴ章　出土遺物

第47図　貝製玉実測図 (1) （縮尺：１/１）
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第48図　貝製玉実測図 (2) （縮尺：１/１）
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第49図　その他貝製装身具実測図（縮尺：上段１/１　下段１/２）
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より２方向からの切り込みをいれ穿孔を施し、殻頂の反対部

を研磨して製品としている。ここでは、垂飾と考え図化した

が、笛に似た形態でもあり、その可能性もあるかも知れない。

・ は、ハイガイの殻頂部を研磨して穿孔したもので

あるが、その他には加工は加えていない。

～ は、ヤカドツノガイ又はツノガイの両端部を折り

取り研磨して、装飾品としたものである。単にこれらの貝が

折れただけの可能性もあるが、端部を研磨しているように観

察できたため、今回、装飾品と判断した。

は、二枚貝のふくらみの少ない部分を利用して逆三角形

状に加工し、上部に穿孔を施して垂飾とした製品である。

・ は、ハマグリの一部に加工痕が確認できるもので

ある。 は、殻頂部と貝殻の内側を打ち欠いた貝輪未製品の

可能性もあるが、この状態では不明である。 も、一部に加

工痕があるが、意図した形態は分からない。

（ ） その他貝製品（第 図）

貝を利用したその他の製品等を図化した。

１～４は、ハイガイの殻頂部を打ち欠いた貝錘である。殻

頂部に孔のあいた二枚貝は他にも多数、出土しているが、孔

の位置や貝殻の擦れ具合等から、この４点については、貝錘

の可能性が高いと考えている。５は、ハマグリの殻のほぼ中

央部に穿孔を施したものであり、貝錘の可能性と装飾品の可

能性の両方があり、その判断ができなかった。

６はハマグリの腹縁部を内側から打ち欠いて刃部とした貝

刃である。貝刃は、他にも多数、出土している可能性がある

が、その判断は容易ではなかったため、明確に貝刃と判断し

たこの１点のみを図化した。

７は、ハマグリの殻の内側に赤色顔料が付着しており、顔

料を入れる皿として利用したと考えている。清掃土からの出

土であるが、貝塚形成時の所産であると考えている。赤色顔

料についての顔料分析は実施していない。

― ―
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第50図　その他貝製品実測図（縮尺：上段１/１）



― ―― ―― ―

第Ⅴ章　出土遺物

挿図 遺物 実測 器種 出土 調査年度 法量(㎝) 貝種 備考 土のう袋

番号 番号 番号 層位・位置 殻高 殻長 厚 残存長 №

45 1 119 貝輪 撹乱清掃 (98年度調査) - - 0.6 (4.4) ﾌﾈｶﾞｲ科？ 丁寧に研磨

45 2 135 貝輪 不明 (98年度調査) - - 0.9 (5.3) ﾌﾈｶﾞｲ科 殻表部を研磨。

45 3 118 貝輪 撹乱清掃 (98年度調査) - - 1.7 (6.4) ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ？ 外面上部に研磨痕が残る。

45 4 73 貝輪 3Ｇ壁面清掃 - - 0.85～0.95 (5.9) 研磨痕が残る。

45 5 11 貝輪 467層+下層 - 9.8 1.0～3.1 - ｻﾙﾎﾞｳ製(右殻) 中央の孔・周縁の一部になめらかな面を持つ。

45 6 8 貝輪 - - - 3.4 (10.2) ﾌﾈｶﾞｲ科？(右殻)

45 7 133 貝輪 3ＧⅥ層 (92年度調査) - - 0.35 (4.3) ﾊﾏｸﾞﾘ製 (93年度調査)

45 8 17 貝輪 243層 - - 0.7～0.8 (3.7) ﾊﾏｸﾞﾘ製 5995-⑤⑥9.5㎜

45 9 75 貝輪 3Ｇ25層 - - 0.5 (2.4) ﾊﾏｸﾞﾘ製 5995-⑤⑥9.5㎜

45 10 81 貝輪 2Ｇ清掃 - - 0.5 (3.9) ﾊﾏｸﾞﾘ製

45 11 76 貝輪 2Ｇ清掃 - - 0.6～0.8 (6.9) ﾊﾏｸﾞﾘ製 5515

45 12 18 貝輪 不明 - - 0.9～1.1 (8.0) ﾊﾏｸﾞﾘ製

46 1 15 貝輪 第2ﾄﾚﾝﾁ3層 (92年8月試掘) - - 0.4～0.6 (7.0) ﾀﾏｷｶﾞｲ科 全面的にｹｽﾞﾘ、ﾐｶﾞｷが施される。

46 2 7 貝輪 3ＧⅥ層 - - 0.5 (6.0) ﾀﾏｷｶﾞｲ科 外面は丁寧に磨かれている。

46 3 5 貝輪 3ＧⅥ層 - - 1.7～2.1 (6.6) ｱｶｶﾞｲ？ 上面の残存部分は丁寧に磨かれている。

46 4 6 貝輪 3ＧⅥ層 - - 1.6 (3.9) ﾊｲｶﾞｲ製？ 上部は丁寧に磨かれている。

46 5 3 貝輪 2ＧⅤ層 - - 1.3 (5.7) 一部表面の研磨

46 6 4 貝輪 4ＧⅤ層 - - 1.0 (8.0) 完全に研磨されていない

46 7 134 貝輪 3ＧⅤ層 (92年度調査) - - 0.35 (4.3) ﾀﾏｷｶﾞｲ科？ 丁寧に研磨されている。

46 8 1 貝輪 2ＧⅢ層 - - 1.1 (3.9) ﾌﾈｶﾞｲ科？ 一部研磨

46 9 2 貝輪 2ＧⅢ層 - - 0.4 (5.1) ﾀﾏｷｶﾞｲ科？ 全体に研磨

46 10 10 貝輪 245層 - - 1.2～1.4 (6.5) ﾌﾈｶﾞｲ科 上面に細かい研磨痕があり、下面・内面はほとんど自然面。 7254-①②9.5㎜

46 11 9 貝輪 81層・611層 - - 0.5 (7.8) ﾀﾏｷｶﾞｲ科 上面・周縁部に擦痕が認められ、下面はほぼ自然面を残す。 4934、5509-③④

46 12 13 貝輪 562層 - - 0.9 (7.9) 周縁部および下面の一部磨かれる。 5467

46 13 14 貝輪 701層 - - 0.4～0.6 (3.6) ﾀﾏｷｶﾞｲ科 上面に研磨痕が残る。 7024-⑦⑧

46 14 12 貝輪 510層 - - (0.8) (2.9) ﾌﾈｶﾞｲ科 外面は研磨される。 3826-⑦⑧

46 15 16 貝輪 3Ｇ２５層 - - 0.5 (3.8) ﾀﾏｷｶﾞｲ科 全体を丁寧に磨いている。

46 16 74 貝輪 ＳＫ01-10層 - - 0.35～0.4 (2.9) 上面右上に研磨痕が残る。

第９表　骨角器・貝製品観察表（1）

挿図 遺物 実測 器種 出土 調査年度 法量(㎝) 貝種 備考 土のう袋

番号 番号 番号 層位・位置 殻高 殻長 径 厚 孔径 №

47 1 88 玉 不明 (92年度試掘B.SNo.28) 1.6 1.2 - 0.85 0.6×0.3 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

47 2 89 玉 不明 (92年度試掘B.SNo.28) 1.7 1.2 - 0.9 0.4×0.35 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

47 3 33 玉 2ＧⅤ層 (93年度調査) 1.2 1.0 - 0.65 0.35×0.25 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

47 4 117 玉 3ＧⅢ層 (93年度B.S) 1.4 1.05 - 0.7 0.4×0.3 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

47 5 116 玉 2ＧⅧ層 (93年度B.S) 2.1 1.5 - (0.8) - ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

47 6 34 玉 不明 不明 1.5 1.15 - 0.75 0.55×0.3 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

47 7 31 玉 (93年度調査) 1.45 1.1 - 0.75 0.45×0.25 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

47 8 28 玉 (93年度調査) 1.5 1.05 - 0.8 0.45×0.35 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

47 9 30 玉 (93年度調査) 1.5 1.1 - 0.85 0.45×0.35 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

47 10 29 玉 (93年度調査) 1.5 1.2 - 0.8 0.5×0.25 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

47 11 32 玉 (93年度調査) (1.4) 1.2 - 0.8 - ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

47 12 27 玉 (93年度調査) 1.6 1.2 - 0.85 0.4×0.3 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

47 13 26 玉 (93年度調査) 1.6 1.2 - 0.9 0.65×0.45 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

47 14 25 玉 (93年度調査) 1.7 1.1 - 1.0 0.55×0.45 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

47 15 23 玉 (93年度調査) 1.7 1.3 - 0.9 0.5×0.35 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

47 16 24 玉 (93年度調査) 1.8 1.2 - 0.95 0.4×0.3 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

47 17 22 玉 (93年度調査) 1.9 1.3 - 1.0 0.4×0.25 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

48 1 39 玉 442層+下層 (98年度調査) 2.6 1.9 - 1.3 0.5×0.4 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製 5534-⑨⑩

48 2 40 玉 442層+下層 (98年度調査) 1.4 1.2 - 0.9 0.4×0.3 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製 殻表部孔径0.6×0.5 5534-⑦⑧9.5㎜

48 3 82 玉 239層清掃 (98年度調査) 1.25 0.95 - 0.7 0.4×0.3 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

48 4 38 玉 245層 (98年度調査) 1.6 1.15 - 0.9 0.45×0.3 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製 7258-③④

48 5 35 玉 49層 (98年度調査) 1.35 1.1 - 0.7 0.45×0.35 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製 2888-③④4㎜

48 6 36 玉 78層 (98年度調査) 1.4 1.1 - 0.75 - ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製 4483-①②4㎜

48 7 37 玉 243層 (98年度調査) 1.7 1.3 - 1.0 0.6×0.4 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製 5995-①②9.5㎜

48 8 43 玉 518層 (98年度調査) (1.3) (1.25) - 0.9 0.55×0.35 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製 4091-③④9.5㎜

48 9 42 玉 518層 (98年度調査) 1.8 1.3 - 0.9 0.4×0.3 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製 4090-③④9.5㎜

48 10 41 玉 514層 (98年度調査) 1.0 0.9 - 0.55 0.35×0.25 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製 4060-①②

48 11 83 玉 1Ｇ清掃土 (98年度調査) (0.9) (0.9) - (0.7) 0.35×0.3 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製 4481

48 12 77 玉 2Ｇ清掃 (98年度調査) 1.15 0.9 - 0.55 0.4×0.25 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

48 13 84 玉 3Ｇ清掃土 (98年度調査) 1.65 1.15 - 0.8 0.55×0.45 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製 4274

48 14 85 玉 3Ｇ西側清掃土 (98年度調査) (1.8) (1.4) - 1.15 0.6×0.45 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製 5473

48 15 86 玉 4Ｇ清掃 (98年度調査) 1.45 1.3 - 0.75 0.45×0.3 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ科 中央部孔径0.45×0.4

48 16 138 玉 二次堆積層又は撹乱層 (98年度調査) 1.1 0.85 - 0.6 0.3×0.25 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

48 17 137 玉 二次堆積層又は撹乱層 (98年度調査) 1.15 0.95 - 0.6 0.5×0.3 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

48 18 136 玉 二次堆積層又は撹乱層 (98年度調査) 1.3 0.95 - 0.65 0.25×0.15 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

48 19 139 玉 二次堆積層又は撹乱層 (98年度調査) 1.25 1.1 - 0.75 0.45×0.3 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

48 20 122 玉 撹乱清掃 (98年度調査) 1.55 1.2 - 0.85 0.45×0.35 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

48 21 87 玉 撹乱 (98年度調査) 1.5 1.1 - 0.8 0.5×0.35 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

48 22 120 玉 撹乱清掃 (98年度調査) 1.7 1.2 - 0.85 0.45×0.3 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

48 23 121 玉 撹乱清掃 (98年度調査) 1.8 1.3 - 0.95 0.45×0.25 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

48 24 141 玉 二次堆積層又は撹乱層 (98年度調査) (2.25) 1.8 - (1.15) - ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

48 25 140 玉 二次堆積層又は撹乱層 (98年度調査) 1.55 1.35 - 0.8 0.6×0.4 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ科

48 26 78 玉 廃土 (98年度調査) 1.2 0.9 - 0.6 0.45×0.3 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

48 27 79 玉 廃土 (98年度調査) (1.1) (1.0) - 0.75 0.45×0.35 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製

48 28 80 玉 不明 (98年度調査) 1.8 1.25 - 0.95 0.35×0.25 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ製
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第３節　骨・角・貝製品

挿図 遺物 実測 器種 出土 調査年度 法量(㎝) 貝種 備考 土のう袋

番号 番号 番号 層位・位置 殻高 殻長 径 厚 孔径 №

49 1 45 玉 442層+下層 (98年度調査) - - 0.9×0.85 0.5 0.3×0.25 巻貝 不明

49 2 44 玉 442層+下層 (98年度調査) - - 0.9×0.9 0.7 0.25×0.2 巻貝 5534-⑨⑩

49 3 46 玉 442層+下層 (98年度調査) - - 0.9×0.9 0.65 0.4×0.3 巻貝 不明

49 4 47 玉 450層 (98年度調査) - - 0.85×0.85 0.5 0.25×0.2 巻貝 6009-③④4㎜

49 5 48 玉 450層 (98年度調査) - - 0.95×0.9 0.5 0.3×0.25 巻貝 6009-③④4㎜

49 6 49 玉 450層+下層 (98年度調査) - - 0.9×0.9 0.5 0.35×0.3 巻貝 6008-①②4㎜

49 7 51 玉 450層+下層 (98年度調査) - - 0.85×0.8 0.45 0.3×0.25 巻貝 6012-③④4㎜

49 8 52 玉 450層+下層 (98年度調査) - - 0.85×0.85 0.5 0.3×0.25 巻貝 6012-③④4㎜

49 9 53 玉 450層+下層 (98年度調査) - - 0.9×0.9 0.5 0.3×0.3 巻貝 6034-①②4㎜

49 10 50 玉 450層+下層 (98年度調査) - - 1.0×0.95 0.35 0.5×0.4 巻貝 6008-③④4㎜

49 11 90 玉 S M 02清掃 (98年度調査) - - 0.9×0.9 0.45 0.4×0.4 巻貝

49 12 54 玉 3Ｇ撹乱 (98年度調査) - - 0.6×0.6 0.1～0.15 0.35 巻貝 1353

49 13 95 玉 3Ｇ清掃土 (98年度調査) - - 0.75×0.7 0.1～0.2 0.35×0.35 巻貝

49 14 94 玉 3Ｇ清掃土 (98年度調査) - - 0.65×0.65 0.2 0.3×0.25 巻貝

49 15 96 玉 清掃 (98年度調査) - - 0.8×0.8 0.2 0.3×0.3 巻貝

49 16 124 玉 撹乱清掃 (98年度調査) - - 0.65 0.4 0.25×0.2 巻貝

49 17 55 玉 3Ｇ清掃 (98年度調査) - - 0.9×0.9 0.4 0.25×0.3 巻貝

49 18 91 玉 3Ｇ清掃土 (98年度調査) - - 0.85×0.85 0.5 0.3×0.35 巻貝

49 19 92 玉 3Ｇ清掃土 (98年度調査) - - 0.9×0.9 0.5 0.35×0.25 巻貝

49 20 58 玉 4Ｇ東側清掃 (98年度調査) - - 0.9×0.9 0.5 0.25 巻貝 5685

49 21 93 玉 3Ｇ清掃土 (98年度調査) - - 0.9×0..9 0.6 0.3×0.3 巻貝

49 22 123 玉 4Ｇ清掃 (98年度調査) - - 1.2×1.15 0.4 0.55×0.5 巻貝

49 23 142 玉 3ＧⅠ層 (93年度調査) - - (1.3) 2.6 - 巻貝

49 24 97 玉 1Ｇ南壁清掃 (98年度調査) - - 0.75×0.7 1.4 0.4×0.3 巻貝

49 25 71 垂飾？笛？ 撹乱 (98年度調査) 4.0 - 2.4×2.25 - 0.5×0.25 巻貝

49 26 56 垂飾 4ＧⅣ層 (92年度一次調査) (1.3) 1.6 - 0.55 0.3×0.15 ﾊｲｶﾞｲ製

49 27 57 垂飾 443層+下層 (98年度調査) (1.15) 1.5 - 0.5 0.3×0.15 ﾊｲｶﾞｲ製 5834-①②

49 28 128 玉？ 245層 (98年度調査) - 0.2 0.2 - - ﾔｶﾄﾞﾂﾉｶﾞｲ製 7254-①②1㎜

49 29 129 玉？ 247層 (98年度調査) - 0.75 0.25 - - ﾔｶﾄﾞﾂﾉｶﾞｲ製 7089

49 30 132 玉？ 450層+下層 (98年度調査) - 1.5 0.3 - - ﾔｶﾄﾞﾂﾉｶﾞｲ製 6028-③④4㎜

49 31 130 玉？ 445層 (98年度調査) - 0.7 0.3 - - ﾔｶﾄﾞﾂﾉｶﾞｲ製 5586-③④2㎜

49 32 127 玉？ 210層 (98年度調査) - 0.35 0.4 - - ﾔｶﾄﾞﾂﾉｶﾞｲ製 4071-③④2㎜

49 33 125 玉？ 79層 (98年度調査) - 0.9 0.3 - - ﾔｶﾄﾞﾂﾉｶﾞｲ製 4917-①②2㎜

49 34 131 玉？ 445層 (98年度調査) - 2.6 0.4 - - ﾔｶﾄﾞﾂﾉｶﾞｲ製 5909-①②

49 35 126 玉？ 80層 (98年度調査) - 2.2 0.65 - - ﾂﾉｶﾞｲ製 4889-③④4㎜

49 36 59 垂飾 2Ｇ清掃 (98年度調査) (3.0) 2.65 - 0.1 0.3×0.2 ？ 5850

49 37 19 腕輪？ 4ＧⅨ層 (92年度調査) - - 1.05 - 巻貝製 残存部分最大径5.6cm 、残存部分内径4.1cm

49 38 20 装身具？ ２ＧⅤ層 (93年度調査) (2.8) (4.8) 0.3 - 巻貝製

50 1 60 貝錘？ 2ＧⅢ層 (92年度調査) 2.9 3.1 - 1.3 0.6×0.8 ﾊｲｶﾞｲ製

50 2 62 貝錘？ 701層 (98年度調査) 3.7 4.2 - 1.75 0.8×0.6 ﾊｲｶﾞｲ製 5958-⑤⑥9.5㎜

50 3 61 貝錘？ 445層 (98年度調査) (3.7) (5.0) - 1.9 1.9×1.5 ﾊｲｶﾞｲ製 5886-⑤⑥9.5㎜

50 4 63 貝錘？ 2Ｇ撹乱 (98年度調査) 2.7 3.2 - 1.1 0.8×0.5 ﾊｲｶﾞｲ製 606-⑦⑧9.5㎜

50 5 143 貝錘？ 不明 (92年度調査) 6.35 7.5 - 2.25 1.3×1.8 ﾊﾏｸﾞﾘ製

50 6 64 貝錘？ 562層 (98年度調査) 7.3 8.6 - 3.6 1.6×1.4 ﾊﾏｸﾞﾘ製 (有孔) 5468-①②

50 7 21 貝刃 4ＧⅨ層 (92年度調査) 3.6 5.6 - 0.3 - ﾊﾏｸﾞﾘ製

50 8 144 皿？ 2Ｇ･3Ｇ清掃 (98年度調査) 9.4 11.25 - 3.05 - ﾊﾏｸﾞﾘ製 内側に赤色顔料が付着
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第４節　動物遺存体

１　分析資料

今回の調査では、阿高式～後期初頭の貝層より保存状態が

良好な貝殻・骨類を大量に検出した。これらの採取及び分析

方法については、第Ⅳ章第 節に記載したが、再度、簡単に

説明しておきたい。

採集した資料は、採集方法により、大きく２種類に分ける

ことができる。

まず、堆積層の数量的分析に利用するために、各層から抽

出した「ブロックサンプル資料」がある。この資料は、各堆

積層から、 ㎝× ㎝× ㎝＝ を１単位としたブロッ

クで抽出したものである。この１単位を基本として、各堆積

層の貝類組成や、出土した魚骨等の数量的比較を試みた。な

お、基本は１単位であるが、魚骨等の量を比較するためには

１単位では少ない可能性もあったため、採取が可能な堆積層

からは、２～３単位を取り上げた場合もある。この場合でも、

堆積層の数量的比較に利用したのは、１単位のサンプルであ

り、魚骨等の同定等の絶対量が必要な場合に、その他のブロ

ックサンプルは利用した。採取したブロックサンプル資料に

ついては、 、４ 、２ 、１ 、 、

の６種類の試験フルイにより、水洗選別作業を実施した。そ

して、貝については、 ～１ の４種類のフルイ上に

残った貝を同定して、個体数と重量を計数・軽量した。魚

骨・獣骨については、 ～ までの６種類すべての

フルイ上に残った魚骨・獣骨を同定した。しかし、

のフルイに残った資料については、魚骨等の同定が可能な資

料はほとんどなかった。

もう１種類の資料については、「貝層サンプル資料」と呼

んでいるものである。この資料は、各堆積層から、ブロック

サンプル資料を抽出した残りの、すべての堆積物である。こ

ちらについては、土のう袋で持ち帰り、 、４ 、２

、１ の４種類の試験フルイにより、水洗選別作業を

実施した。この貝層サンプルについては、基本的に骨角器や

貝製品等の微細な人工遺物を採集するのが主目的であった。

しかし、動物遺存体については、同定後、その数量を計数し

て、データを提示した。これらのデータについては、主に付

表に掲載したのみで、本節ではその内容について詳しく説明

はしていない。

２　軟体動物

（ ） 出土した貝類

同定結果の一覧を第 表に示した（第 表）。

軟体動物についての同定された主な分類群数は、腹足綱

（巻貝） ，掘足綱１，二枚貝綱７，計 である（第 図・

微小貝類を除く。）1)。これらの生息域については、次頁以降

に記載している。

量的な組成（第 ～ 図）については、非常に特徴的な

傾向を示している。まず、全体で 種の分類群を同定したが、

全体の中での比率については、個体数比及び重量比ともに、

％以上がマガキとヤマトシジミで占められている（第

図，付表２・３）。堆積層中の組成では、圧倒的な割合をこ

の２種が占めており、各堆積層の組成変化についても、この

２種の個体数や重量が、堆積層全体の組成を左右するという

状態である。

その他、ハマグリ、アサリ、ハイガイ、オキシジミ等の二

枚貝綱が ％弱を占める。これらの貝の絶対数は、貝塚全体

の堆積層中の組成に対してはあまり影響を及ぼさない。しか

し、各堆積層の重量による組成を観察すると（第 図）、ハ

マグリが重量比で ～ ％を占める層（ －Ｅ層， 層

等）も見受けられ、層によっては、これらの貝がある一定の

比率をもつ場合がある。各堆積層の発掘にあたっては、第Ⅳ

章第３節で記したとおり、基本的に純貝層に含まれる貝種の

違いによって細分しており、これらの二枚貝が、特徴的に多

い堆積層があったことを示している2)。逆に、圧倒的に多い

マガキとヤマトシジミの中で、これらの堆積層が存在する意

味を検討する必要があろう3)。

その他、ウミニナ、カワニナ、ツメタガイ等の盤足目も、

ある一定の個体数を検出している（付表３）。他種の貝と比

較すると個体数としては少ないが、発掘調査及び整理作業の

段階では、決して無視できる存在ではなかった。しかし、今

回は、数量のデータについても、圧倒的な個体数のマガキ、

ヤマトシジミの数量の影に隠れたかたちとなり、グラフ上で

分かりやすく提示できなかった。また、これらの貝が含まれ

る意味についても、詳細に分析して解釈することができてい

ない。これらの貝の生息域は、阿高貝塚の主要貝種であるマ

ガキ、ヤマトシジミが主体をなすそれぞれの層と異なる場合

がある。その現象が単なる混入であるのか、註３でも記した

とおり、各堆積層がもつ時間幅の問題であるのか等、検討す

― ―― ―
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第４節　動物遺存体

綱 亜綱 目 科 種 学名 生息域

腹足綱 前鰓亜鋼 ｶｻｶﾞｲ 目 ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ 科 ﾋﾒｺｻﾞﾗ Patelloida pygmaea form conulus 内湾の砂泥底上の ﾚｷ や貝に付着 

盤足目 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ 科 ﾍﾅﾀﾘ Cerithidea(Cerithideopsilla) cingulata 汽水域、潮間帯、内湾の干潟 

ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ 科 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ Cerithidea(Cerithidea) rhizophorarum 内湾の潮間帯、 ｱｼ 原や ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ 林の泥上 

ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ 科 ｶﾜｱｲ Cerithedea(Certhideopsilla)djadjariensis 内湾の潮間帯、泥地 

ｳﾐﾆﾅ 科 ｳﾐﾆﾅ Batillaria multiformis 大きな湾の干潟、潮間帯 

ｳﾐﾆﾅ 科 ﾎｿｳﾐﾆﾅ Batillaria cumingii 外海の干潟、岩礁の間の泥底 

ｳﾐﾆﾅ 科 ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ Batillaria zonalis やや開放的な内湾の潮間帯中部～下部、泥底 

ﾀﾏｶﾞｲ 科 ｺﾞﾏﾌﾀﾞﾏ Natica tigrina 潮間帯～水深 30mの砂泥底 

ﾀﾏｶﾞｲ 科 ﾂﾒﾀｶﾞｲ Glossaulax didyma 潮間帯～水深 50mの細砂地 

ﾀﾏｷﾋﾞ 科 ﾀﾏｷﾋﾞ Littorina(Littorina) brevicula 潮間帯の岩礁 

新腹足目 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ 科 ﾏﾙﾃﾝｽﾏﾂﾑｼ Mitrella(Indomitrella) martensi 内湾域砂泥底 

ｱｯｷｶﾞｲ 科 ﾚｲｼｶﾞｲ Thais(Reishia) squamigera 潮間帯～潮下帯岩礁 

ｱｯｷｶﾞｲ 科 ｱｶﾆｼ Rapana venosa 水深 30m以浅の砂泥底 

ｱｯｷｶﾞｲ 科 ｲﾎﾞﾆｼ Thais(Reishia) clavigera 潮間帯岩礁 

ﾑｼﾛｶﾞｲ 科 ｱﾗﾑｼﾛ Reticunassa festiva 河口域干潟などの潮間帯泥底 

ﾏｸﾗｶﾞｲ 科 ﾏｸﾗｶﾞｲ Oliva mustelina 水深 5～ 30の砂底 

ｴｿﾞﾊﾞｲ 科 ﾊﾞｲ(ｼﾏﾊﾞｲ) Balylonia japonica 水深約 10mの砂底 

古腹足目 ｻｻﾞｴ 科 ｽｶﾞｲ Turbo(Lunella) cornatus coreensis 潮間帯岩礁 

ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ 科 ｲﾎﾞｷｻｺﾞ Umbonium moniliferum 潮間帯付近．砂底～砂泥底 

ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ 科 ｲｼﾀﾞﾀﾐ Monodonta labio form confusa 潮間帯岩礁 

ﾔﾏﾀﾆｼ 科 ｱﾂﾌﾞﾀｶﾞｲ Cyclotus(Procyclotus)campanulatus 陸産貝類  乾燥した山地の落ち葉の下、小石の下 

ﾔﾏﾀﾆｼ 科 ﾔﾏﾀﾆｼ Cyclophorus herklotsi 陸産貝類 

ﾀﾆｼ 科 ﾋﾒﾀﾆｼ Sinotaia quadrata histrica 沼溝などの多少水質の汚れたところに多い 

ｶﾜﾆﾅ 科 ｶﾜﾆﾅ Semisulcospira bensoni 淡水貝 

ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ 目 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ 科 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ Neritina(Dostia) cornucopia 内湾性、泥上の転石 

ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ Nerita(Theliostyla) albicilla 岩礁域潮間帯 

ｲｼﾏｷｶﾞｲ Clithon retropicta 河川の中・上流部 

有肺亜鋼 中輪尿管亜目 ｷｾﾙｶﾞｲ 科 ｽｸﾞﾋﾀﾞｷﾞｾﾙ Paganizaptyx strictaluna 陸産貝類 

ﾐｿﾞｼﾀｷｾﾙ P.aulacopoma 陸産貝類 

柄眼目 ｵﾅｼﾞﾏｲﾏｲ 科 ｵﾅｼﾞﾏｲﾏｲ Bradybaena similaris 陸産貝類 

ｳｽｶﾜﾏｲﾏｲ A.d.sieboldina 陸産貝類 

基眼目 ﾍﾞｯｺｳﾏｲﾏｲ 科 ﾍﾞｯｺｳﾏｲﾏｲ Bekkochlamys perfragilis 陸産貝類 

堀足綱 ｿﾞｳｹﾞﾂﾉｶﾞｲ 目 ｿﾞｳｹﾞﾂﾉｶﾞｲ 科 ﾔｶﾄﾞﾂﾉｶﾞｲ Dentalium(Paradentalium) octangulatum 潮間帯下部から水深約 100mまでの細砂床 

二枚貝綱 翼形亜綱 ｶｷ 目 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ 科 ﾏｶﾞｷ Crassotrea　 gigs 汽水性内湾の潮間帯～潮下帯の砂礫底 

ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Ostrea denselamellosa 水深 3～ 10mの内湾の砂礫底 

ﾌﾈｶﾞｲ 目 ﾌﾈｶﾞｲ 科 ﾊｲｶﾞｲ Tegillarca granosa 潮間帯～水深 10mの泥底 

異歯亜綱 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ 目 ﾌﾅｶﾞﾀｶﾞｲ 科 ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ Trapezium liratum 汽水域潮間帯の磯など 

ﾏｽﾀﾞﾚｶﾞｲ 科 ﾊﾏｸﾞﾘ Metrix lusoria 潮間帯下部～水深 20mの内湾の砂泥底 

ﾏｽﾀﾞﾚｶﾞｲ 科 ｵｷｼｼﾞﾐ Cyclina　 sinensis 潮間帯下部～水深 20mの内湾の砂泥底 

ｼｼﾞﾐ 科 ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ Corbicula japonica 河口の汽水域の砂底 

第10表　阿高貝塚出土貝類種名表
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べき課題を多く残してしまっている。

なお、ヒロクチカノコやアマオブネガイ等は、装身具とし

て出土しており（第３節）、堆積層の組成についての意味付

けを考える際には、別に考えなければならない。

（ ） 貝類の生息域と生態

出土した貝類について、その生息域や生態を簡単に説明し

ておきたい（第 表参照）。

ﾋﾒｺｻ゙ ﾗ Patelloida pygmaea form conulus (Dunker,1861)

房総半島以南、内湾の砂泥底上のﾚｷや貝に付着し生息する。

ｼﾎ゙ ﾘｶ゙ ｲ型とﾂﾎ゙ ﾐｶ゙ ｲ型で学名が異なるが、これはﾂﾎ゙ ﾐｶ゙ ｲ型であ

る。奥谷

ﾍﾅﾀﾘ Cerithidea(Cerithideopsilla) cingulata (Gmelin,1790)

房総半島、山口県北部以南の汽水域、潮間帯、内湾の干潟に

生息する。産卵期は夏季である。奥谷

ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ Cerithidea(Cerithidea) rhizophorarum (A. Adams,1855)

東北地方以南の内湾の潮間帯、ｱｼ原やﾏﾝｸ゙ ﾛー ﾌ゙ 林の泥上に生

息する。成殻では殻頂部が失われる。産卵期は夏季である。

奥谷

ｶﾜｱｲ Cerithedea(Certhideopsilla)djadjariensis (Martin,1899)

房総半島　・山口県北部以南、奄美大島、沖縄の内湾の潮間

帯、泥地に生息する。産卵期は夏である。奥谷

ｳﾐﾆﾅ Batillaria multiformis(Lischke,1869)

日本各地の大きな湾の干潟、潮間帯に生息する奥谷 。

ﾎｿｳﾐﾆﾅ Batillaria cumingii (Crosse,1862)

日本各地の外海の干潟、岩礁の間の泥底に生息する。奥谷

ｲﾎ゙ ｳﾐﾆﾅ Batillaria zonalis (Bruguiere,1792)

北海道南部以南のやや開放的な内湾の潮間帯中部～下部、泥

底に生息する。奥谷

ｺ゙ ﾏﾌﾀ゙ ﾏ Natica tigrina (Roding,1798)

三河湾以南の潮間帯～水深 の砂泥底に生息する。別名ﾍｿ

ｸﾘ。奥谷

ﾂﾒﾀｶ゙ ｲ Glossaulax didyma (Röding,1798)

北海道南部以南の潮間帯～水深 の細砂地に生息する。外

洋にすむのもはﾎｿﾔﾂﾒﾀと呼ばれる。奥谷

ﾀﾏｷﾋ゙ Littorina(Littorina) brevicula (Philippi,1844)

北海道以南～沖縄の潮間帯の岩礁に生息する。奥谷

ﾏﾙﾃﾝｽﾏﾂﾑｼ Mitrella(Indomitrella) martensi (Lischke,1871)

北海道南部以南の内湾域砂泥底に生息する。海藻上にすむこ

ともある。奥谷

ﾚｲｼｶ゙ ｲ Thais(Reishia) squamigera (Deshayes in Belanger,1860)

四国、九州南部以南の潮間帯～潮下帯岩礁に生息する。産卵

期は夏である。奥谷

ｱｶﾆｼ Rapana venosa (Valenciennes,1846)

北海道南部以南の水深 以浅の砂泥底に生息する。ﾂﾉｱｶﾆｼ

は中国沿岸に産する。奥谷

ｲﾎ゙ ﾆｼ Thais(Reishia) clavigera (Küster,1860)

北海道南部・男鹿半島以南の潮間帯岩礁に生息する。奥谷

ｱﾗﾑｼﾛ Reticunassa festiva (Powy,1833)

北海道南部以南の河口域干潟などの潮間帯泥底に生息する。

奥谷

ﾏｸﾗｶ゙ ｲ Oliva mustelina (Lamarck,1811)

房総半島・男鹿半島、以南の熱帯、水深５～ の砂底に生息

する。奥谷

ﾊ゙ ｲ(ｼﾏﾊ゙ ｲ) Balylonia japonica (Reeve,1842)

北海道以南～九州の水深約 の砂底に生息する。産卵期は

～８月である。奥谷

ｽｶ゙ ｲ Turbo(Lunella) cornatus coreensis (Récluz,1853)

北海道南部～九州南部の潮間帯岩礁に生息する。別名ﾑﾗｸﾓｶ゙ ｲ。

奥谷

ｲﾎ゙ ｷｻｺ゙ Umbonium moniliferum (Lamarck,1822)

北海道南部～九州の潮間帯付近．砂底～砂泥底に生息する。

内湾性。奥谷

ｲｼﾀ゙ ﾀﾐ Monodonta labio form confuse (Tapparone-canefri ,1874)

北海道南部以南～九州の潮間帯岩礁に生息する。赤い斑点を

もつ変異もある。奥谷

ｱﾂﾌ゙ ﾀｶ゙ ｲ Cyclotus(Procyclotus)campanulatus (Martens,1865)

陸産貝類。本州～九州の乾燥した山地の落ち葉の下、小石の

下に生息する。東

ﾔﾏﾀﾆｼ Cyclophorus herklotsi (Martens,1861)

陸産貝類。本州以南～九州北部に生息する。他にｷｶｲﾔﾏﾀﾆｼ

がある。ﾄｶﾗ列島に分布。東

ﾋﾒﾀﾆｼ Sinotaia quadrata histrica (Gould)

本州以南の沼溝などの多少水質の汚れたところに多い（波部

小菅 ）

ｶﾜﾆﾅ Semisulcospira bensoni (Philippi)

淡水貝。日本全土に生息する。波部小菅

― ―― ―
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ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ Neritina(Dostia) cornucopia (Benson,1836)

本州中部以南の内湾性、泥上の転石に生息する。奥谷

ｱﾏｵﾌ゙ ﾈｶ゙ ｲ Nerita(Theliostyla) albicilla (Linnaeus,1758)

房総半島、山口県北部以南の岩礁域潮間帯に生息する。産卵

期は夏季である。奥谷

ｲｼﾏｷｶ゙ ｲ Clithon retropicta (v.Martena,1879)

房総半島以南の河川の中・上流部に生息する。奥谷

ｽｸ゙ ﾋﾀ゙ ｷ゙ ｾﾙ Paganizaptyx strictaluna (Boettger,1877)

陸産貝類。九州南西地域・四国南部に生息する。東

ﾐｿ゙ ｼﾀｷｾﾙ P.aulacopoma (Pilsbry,1902)

陸産貝類。九州北西部に生息する。東

ｵﾅｼ゙ ﾏｲﾏｲ Bradybaena similaris (Fe'russac,1831)

陸産貝類。北海道～九州・奄美・沖縄・小笠原諸島に生息す

る。東

ｳｽｶﾜﾏｲﾏｲ A.d.sieboldina (Pfeiffer,1850)

陸産貝類。本州以南～九州北部に生息する。東

地方型 種がある。①ｷｶｲｳｽｶﾜﾏｲﾏｲ(A.d.kikaiensis Pilsbry,1902)奄美

諸島徳之島に分布。②ｲｷｳｽｶﾜﾏｲﾏｲ(A.d.ikiensis Pilsbry&Hirase,1904)

壱岐に分布。東

ﾍ゙ ｯｺｳﾏｲﾏｲ Bekkochlamys perfragilis (Pilsbry,1901)

陸産貝類。沖縄・久米島・奄美大島に分布。東

ﾔｶﾄ゙ ﾂﾉｶ゙ ｲ Dentalium(Paradentalium) octangulatum (Donovav,1804)

北海道以南の潮間帯下部から水深約 までの細砂床に生

息する。奥谷

ﾏｶ゙ ｷ Crassotrea gigs (Thunberg,1793)

日本全土、汽水性内湾の潮間帯～潮下帯の砂礫底に生息する。

生息条件によっては密集してｶｷ礁をつくる。澪のようなとこ

ろの泥底では長大な形に成長する。産卵期は６～７月である。

奥谷

ｲﾀﾎ゙ ｶ゙ ｷ Ostrea denselamellosa (Lischke,1869)

房総半島～九州、水深３～ の内湾の砂礫底に他の貝や棒

状の植物に付着し生息する。個体の栄養状態で性が変化し一

般的に栄養状態が悪いと雄になる。産卵期は５～８月である。

奥谷

ﾊｲｶ゙ ｲ Tegillarca granosa (Linnaeus,1758)

伊勢湾以南の潮間帯～水深 の泥底に生息する。奥谷

ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶ゙ ｲ Trapezium liratum (Reeve,1843)

津軽半島以南の汽水域潮間帯の磯などに足糸で付着し生息す

る。奥谷

ﾊﾏｸ゙ ﾘ Metrix lusoria (Röding,1798)

北海道南部～九州、潮間帯下部～水深 の内湾の砂泥底に

生息する。幼貝は潮に乗って移動することがある。産卵期は

５～ 月である。奥谷

ｵｷｼｼ゙ ﾐ Cyclina sinensis (Gmelin,1791)

房総半島～九州、潮間帯下部～水深 の内湾の砂泥底に生

息する。奥谷

ﾔﾏﾄｼｼ゙ ﾐ Corbicula japonica (Prime,1864)

本州～九州の河口、汽水域の砂底に生息する奥谷 。

― ―― ―
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（ ） 貝類の生息環境と貝塚の環境

出土した貝類について、生息環境別にみても、先にのべた

とおり、内湾泥底・砂泥質干潟群集であるマガキと汽水域砂

泥質感潮域群集のヤマトシジミが圧倒的多数を占める。両者

とも砂泥質の底質に生息する種であるが、生息域は内湾水域

と汽水域で若干、異なっており、これらの違いが各堆積層の

形成された時期の特徴を示すものであると考える。

その他には、内湾の砂泥底質干潟群集の生息種（ハマグ

リ・シオフキ・サルボウ・カガミガイ・アカニシ・ウミニ

ナ・ホソウミニナなど）や内湾泥底質干潟の生息種（オキシ

ジミ・オオノガイ・ハイガイ・ヘナタリ・カワアイ・イボウ

ミニナなど）が多数をしめる。これらの生息域はあまり違い

がなく、基本的には典型的な内湾干潟の貝類群集である。

しかし、ヤマトシジミと生息域が類似するフトヘナタリ等

の汽水域砂泥質感潮域群集の貝や、淡水域に生息するカワニ

ナ等も検出されていることには、注意が必要である。（ ）で

も述べたとおり、それぞれの堆積層の構成を詳細に検討する

ことが必要である。

（ ） 貝類の組成変化

）Ⅰ期とⅤ期の貝類組成変化（第 図）

まず、大きな時間軸上で、貝類の組成変化を検討する。これ

は、Ⅰ期（阿高式期）とⅤ期（後期前葉）の大きな時間的変

化4)をみるものである。なお、これらの堆積層が形成された

時間幅については、放射性炭素年代測定による従来の見解を

参考にすると、約 年前後の時間幅を考えることができる。

第６節と第７節に記載した年代測定結果を参考にすると、Ⅰ

期始めの頃とⅤ期始め頃のサンプルについては、約 年の

時間差が提示されており、概ね、この程度の時間的位置差異

を考えてよいであろう5)。

ブロックサンプル資料から抽出した貝類の個体数基礎デー

タ（付表２）をもとに、各期のデータを合計してグラフ化し

たのが第 図である（第 図）。

まず、Ⅰ期及びⅤ期の堆積層のいずれにおいても、主要種

であるマガキとヤマトシジミの合計個体数が、全体の約 ％

を占める。そのため、大きな時間軸上での貝類組成変化を検

討するにあたっては、この２種の組成変化に着目することと

する。

Ⅰ期の堆積層については、マガキとヤマトシジミの合計数

がほぼ半数ずつを占め、組成としては拮抗している。次にⅤ

期になると、この傾向は一変し、マガキが全体の約 ％以上

を占める。ヤマトシジミの組成は全体の５％未満となり、そ

の他のハマグリやハイガイ等と同じ程度の個体数となる。Ⅴ

期においては、ヤマトシジミはもはや主要種とはいえず、圧

倒的なマガキの中に、他の貝とともにわずかに存在する6)と

いう状態となる。

以上をまとめると、Ⅰ期には、全体の約 ％を占めるマガ

キとヤマトシジミが約半数ずつの割合で存在し、Ⅴ期になる

と、全体の約 ％をマガキが占めるという組成を示している

ことになる。

― ―― ―
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さて、次に、この組成変化が何を示すのかが問題となる。

大きくは、２つの案が考えられるであろう。

１案目は、Ⅰ期からⅤ期に周辺の環境が変化したと考える

案である。即ち、Ⅰ期（阿高式）の時期には、阿高貝塚の周

辺が、マガキとヤマトシジミの両方を簡単に捕獲することが

できることができる河口の汽水域と汽水性内湾が合流する場

所の近くであったと考えるのである。そして、Ⅴ期になり、

何らかの要因により、周辺がより海に近い場所となったと考

えるのである。この要因には、海進・海退や地盤の隆起・沈

降等による海岸線の変化を想定することができる。しかし、

この場合、従来、いわれている縄文海進・海退の時期（小林

，スチュアート・ヘンリ 等）との相違点もあり、

問題点も考えられる7)。

２案目は、貝類採取における縄文人の選択性を重要視する

案である。晩期の貝塚においては、貝類捕獲の専業化（山崎

）の可能性も指摘されているところであるが、それに

類似した考え方をとるものである。仮に、阿高貝塚のⅠ期か

らⅤ期の堆積層が、約 年間を通じて形成されたものであ

るとするならば、その長い期間中のある一定の期間で、縄文

人が、ある特定の貝種（マガキやヤマトシジミ等）を主体的

に選択して採取していたという可能性を考える案である。こ

の案をとる場合には、縄文人によって選択された貝（マガキ

やヤマトシジミ）が、その選択された期間で何らかの意味を

もっていたことを説明する必要があろう。例えば、その貝が

交易品としての価値をもっていたり、塩分の採取に最適であ

ったり、といったこと等を考えることができる。

２案ともに、解釈として成り立つ点と問題と考えられる点

がある。また、２案のうち、いずれかだけではなく、両案の

要素がからみあっている可能性ある。

なお、その他、この２案の他にも、検討の前提に関わる問

題もある。例えば、堆積状況が不安定である可能性、即ち、

対象としたⅠ・Ⅴ期の堆積層が２次堆積層や撹乱層ではない

かという可能性である。この点については、調査の結果、ま

ず、撹乱層である可能性はないと判断している。また、仮に、

堆積層がわずかに２次的に移動していた場合でも、包含され

ている遺物はほぼ該期のものであり、他期の遺物は含まない。

そのため、Ⅰ期からⅤ期への時間的変遷には間違いがないと

判断している。以上の検討により、このいずれでもないと判

断しているが、可能性を提示することは必要であると考えた

ため、敢えて、ここで記述することとした。また、Ⅴ期の堆

積層からは、ブロックサンプル資料はあまり抽出できておら

ず、サンプル数が少ないという資料的問題も考えられる。こ

の点については、やや、注意しなければいけない点である。8)

さらに、その他の要因によることも考えられるが、どの解

釈が正しいのか本報告では検証できていない。検証する方法

はいくつかある9)が、まず、未消化である本報告のデータを

さらに検討することにより、これらの解釈に妥当性を与える

作業をおこないたいと考えている。

）各堆積層の貝類組成変化（第 ～ 図）

次に、堆積層ごとの貝類の組成変化を検討する。各堆積層

のブロックサンプル資料から抽出した個体数データ（付表２）

をもとに、グラフ化した図（第 ～ 図）により検討する。

なお、ブロックサンプル資料は、Ⅴ期の堆積層からは４資料

のみしか抽出していないため、Ⅰ期の堆積層の変化を中心に

説明する。なお、この内容については、第Ⅳ章第３節で記載

した各堆積層の概要と重複する部分もある。

Ⅰ期の堆積層の組成変化は、一見、バラバラで偏っている

ようにみえるが、全体を通じた目でみると、主体となるマガ

キとヤマトシジミの個体数がリズミカルに変化していること

に注目したい。

層から 層にかけてのⅠ期の下層部分については、

基本的にマガキとヤマトシジミが ～ ％近くを占める。

そこに ～ ％の別種の貝が混ざる10)という状態である。

基本的には、ヤマトシジミを連続して廃棄している時期とい

うことができる。その中で、 － － 層は、組成が大

きく変化している。具体的には、マガキ主体－ヤマトシジミ

主体－マガキ主体という堆積層の組成変化である。この３層

は、調査の所見により、ほぼ連続性を確認している部分であ

るので、短い期間の中で、廃棄した貝種が変化したことを示

している。

また、実際には、 層は、ヤマトシジミ－マガキ－ヤマ

トシジミ－マガキ－ヤマトシジミという組成変化をしており

11)、 層中においてリズミカルな変化を示している。これ

については、当時は周辺環境等の要因によりヤマトシジミを

大量に採取していた時期であったが12)、その間にもマガキが

採れる季節にはわずかではあるがマガキを採集していたとい

う可能性も考えられる。即ち、１堆積層が１季節の残滓集合

体であるという解釈である。

層から 層にかけても、類似した変化を示す。マガ

― ―― ―
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キ主体の堆積層が続く中で、 層と 層において、ヤマ

トシジミの個体数がマガキと同数に近く13)なるのである。そ

の後、 層でヤマトシジミが主体となった後に、マガキ主

体層である 層へむけて、徐々に２つの貝の個体数が変化

していく。この様な組成変化が何回か連続しているのがⅠ期

の堆積層の特徴ということができる。そして、最後は、ヤマ

トシジミ主体層である 層となる。

その後については、撹乱層や２次堆積層であった関係上、

組成変化を追うことはできないが、Ⅰ期という長い時間幅の

中で、ある貝のみを採取するのでなく、ある一定の期間ごと

に、採取する貝種が変化するという様相を呈していることが

確認できた。

ここでは、堆積層のリズミカルな組成変化の意味について、

明確な回答を提示することはできないが、先に述べたとおり、

一つの堆積層が一つの季節に採集された残滓である可能性を

指摘しておきたい。ただし、その場合にも、検討しなければ

いけない次の様な問題点や検討課題がある。

１点目は、ある貝が主体となる層があっても、そこにはそ

の他にも数種の貝が存在すること。そして、それらの貝が生

息域や捕獲されたであろう季節が異なることがあげられる。

これらについての説明が必要となる。２点目も、類似する問

題点であるが、堆積層中の魚骨と貝との関係である。貝のみ

ではリズミカルに変化している堆積層も、魚骨との採取季節

があわない部分があることである14)。これらについての解釈

も必要となる。これらの問題点について、明確な回答を提示

できない限り、季節性を主張することはできない。

その他に、貝の採取季節についても検討する必要がある。

これまで、それぞれの貝が採取された季節は同じ（いわゆる

旬に採取された）という前提で各堆積層の内容を検討してき

たが、今回は、それらを検証する有力な方法である貝殻の成

長線分析を実施していない。そのため、未だ、検討が不十分

であり、明確な回答を得ることはできない。今後、分析をお

こなう機会を得て、これらの問題点を検証したい。

なお、土（貝）坑であるため、ここでは提示してないが、

層は、貝やその他のものを焼いた焼土坑である。このよ

うな性格の遺構が存在する意味については、別途、検討しな

ければならない。

（ ） 貝類の殻長変化（第 ～ 図）

）各期の貝類の殻長分布（第 ・ 図）

縄文人が採集した貝類の大きさについて検討する。

各堆積層のデータについては、付図に掲載している（付図

～ ）。各層の殻長データを個体数のデータと関連させて検

討することも必要であるが、ここでは、各期のデータを集計

して比較検討した。殻長分布については、計測した個体数が

多いデータの方が有効であるため、層別サンプルでの情報

（第 図）を基本として検討する。ブロックサンプル資料に

よる情報（第 図）については、個体数が少なすぎるため、

参考にするに留めたい。

マガキについては、Ⅰ期では、 ～ と ～ の

ものが最も多く採取されている。今回の調査区で出土したマ

ガキについては、全体として長大な個体は少なかったため、

この大きさのマガキが最も多く身がとれるものであったのだ

ろう。分布についてもこの大きさをピークとした正規分布を

示すため、概ね、この大きさ前後のマガキを対象としていた

と考えることができる。しかし、 以下の部分にも別の

ピークがある。これについては、大きな個体を採集する際に、

同時に混獲された可能性もある。

Ⅴ期のマガキについては、Ⅰ期より採集された個体数が多

いが、傾向としては類似した分布を示す。 ～ と ～

の個体が多いのは同じであるが、 までの個体も

多く採取されているのが、若干の相違点である。その他には、

～ の稚貝と呼べる個体が特に多く採取されているの

が特徴である。Ⅰ期においてもこの大きさの個体は多く採集

されていたが、Ⅴ期では 前後の食用と考えられる大き

さの個体よりかなり多く採集されている。この点については、

Ⅰ期と同じ傾向とみるのか、変化したとみるのかによって解

釈が異なることとなる。また、この量を混獲と捉えるのか別

の意味付けを考えるのかにより、マガキ採集に関する意識に

ついての評価は異なることとなる。

ヤマトシジミについては、Ⅰ期・Ⅴ期ともに、正規分布を

示し、マガキの様な稚貝の混入はみられない。傾向としては、

大きさのピークが、Ⅰ期では ～ にあったのに対して、

Ⅴ期では ～ のやや小さめの個体にピークが移ったこ

とが示されている。

ハマグリについては、Ⅰ期では個体数が少なく、評価でき

るグラフではない。一応、 ～ にピークがあるととら

えておく。Ⅴ期では、 ～ にピークをもつ正規分布を

示している。大きさのピークはⅠ期と同じであり、採集対象

はほぼこの大きさのものであったといえる。稚貝の特徴的な

― ―― ―
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混入等はみられない。

ハイガイについては、ハマグリと同じく、若干、サンプル

数が少ない。Ⅰ期については、 ～ とやや広い幅のピ

ークが形成されている。分布はややいびつである。Ⅴ期につ

いては、若干、凹凸があるが、 ～ を頂点とする正規

分布を示していると考えている。

）貝類の時期別殻長変化（第 ・ 図）

）で概観した各期の貝類の殻長について、Ⅰ期からⅤ期

への変化を検討する。

層別サンプルである第 図により説明する。

ハマグリとハイガイについては、ほぼ横ばい傾向である。

マガキとヤマトシジミについては、わずかではあるが小型化

の傾向を示している。ただし、横ばい傾向のハマグリとハイ

ガイについては、計測個体数が少なく、情報としてはやや確

度が低いと考えており、全体的にやや小型化傾向を示してい

ると考えている。

この小型化傾向については、採集対象である貝そのものが

全体的に小型化したのか、いわゆる稚貝が大量に採集された

ことにより小型化傾向と表現されたのかにより、堆積層に関

する評価が異なることになる。われわれは前者の可能性が高

いと考えているが、その場合には乱獲等による貝類資源の縮

小化を指摘することも可能である。Ⅴ期になり、稚貝が多く

入っていることを積極的に評価するならば、別の解釈を検討

することが必要になろう。

（ ） サンプリング方法によるデータの比較（第 ～ 図，

付表２・３，付図３）

堆積層の概要とは直接、関係ないが、サンプリング及び分

析方法による堆積層のデータの違いについて触れておきた

い。

まず、ブロックサンプル（第 ～ 図，付表２）と層別

サンプル（付図２，付表３）の違いである。結論からすると、

貝の組成比を検討するにあたっては、あまり大きな違いはな

い。貝については、各堆積層からある一定量のサンプリング

を実施すれば、それほど問題ないと考える。

ただし、魚骨等の微細な資料について検討するためには、

ブロックサンプルのみでは情報不足である。また、炭化種子

やヒロクチカノコ製の装身具等を検出するためには、全量を

調査する必要があることはいうまでもない。対象物に応じた

適切なサンプリングが必要であろう。分析対象とサンプリン

グ方法については、奈良文化財研究所埋蔵文化財ニュース

（松井・宮地・田邊 ）に詳しい。

次に、主に、ブロックサンプル資料において個体数（第

・ 図）と重量（第 図）により表現される情報の違い

について検討する。こちらも、あまり大きな傾向は変わらな

い。しかし、細かい部分をみてみると、若干、異なる点があ

る。例えば、 ・ ・ －Ｅ層等については、個体数

（第 図）では、ほとんど表現されていないハマグリの組成

が、重量（第 図）ではある一定の組成をもつものとして表

現されている。ハマグリ等の１個体の重量が大きいものにつ

いては、この様な傾向を示す。堆積層の個体数と重量での表

現については、若干の違いがあり一長一短があると考えるが、

それらについての詳しい検討は行わない。本報告では、それ

ぞれの目的に応じた方法をとればよいと考えて個体数での情

報を基本としている。これらの問題について、後日、検討で

きるように、参考までに情報を掲載しておくので、必要であ

れば御検討いただきたい。
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松井　章・宮地淳子・田邊由美子 『埋蔵文化財ニュース ，環

境考古学１（遺跡土壌の選別法），奈良国立文化財研究所

埋蔵文化財センター，奈良

山崎純男 「九州における貝塚研究の諸問題」『九州考古学の諸

問題』， － 頁，福岡考古学研究会，福岡市

註

また、ごく微量に検出した貝類については、分析時間の都合上、

第 表には掲載できなかった。検出した全ての貝の分類群数につい

ては、ここに示したより多い。

具体的には、ハマグリやハイガイ等の組成が多い層が存在したと

いうことである。

― ―― ―
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われわれが、発掘調査を実施した時点においては、数種の貝種に

より構成された堆積層としか認識できなかった層についても、ある

貝が廃棄された廃棄単位の集合体であったことは間違いない（もち

ろん、一つの廃棄単位である場合がある可能性もある。）。同じ種類

の貝が連続して廃棄されていた場合と、多数の貝が連続して廃棄さ

れた場合に、現代の我々が認識できる「一つの層」の意味合いは大

きく異なるものであると予想される。ハイガイやハマグリ等の特徴

的な貝が廃棄された短い時間幅の単位を「一つの層」と認識する場

合もあり、逆に、長い間、ヤマトシジミやマガキが連続して廃棄さ

れた場合には、それらを「一つの層」として認識するであろう。こ

れらの関連性を詳細に検討することにより、はじめて、各堆積層が

もつ時間幅や複数の連続した堆積層の組成変化の意味合いが解明さ

れると考える。

そのためには、われわれが認定した「一つの層」については、分

類上、別のレベルでまとまっていることを認識したうえで、各堆積

層の重量や全体の個体数のデータも踏まえて、それぞれの意味合い

を考える必要がある。本報告では、残念ながら、そこまでの分析、

解釈に至ってはいない。

各堆積層のデータについては、本文中の図表と付図・付表により

掲載したので、本報告における矛盾点に関する指摘や新たな解釈を

提示されることを期待したい。報告者としては、今後も、堆積層の

意味付けや貝塚の構造等について、検討を続けるつもりであるが、

各位から指摘をうけることによって、それらの解釈を深めていきた

い。これらの作業をおこなうことによって、真の意味で、本報告書

の情報が活用されていくことになると考えており、これらの機会が

得られることを願うところである。

近年、阿高式土器が後期に属するとうする見解（冨井 他）も

あり、Ⅰ期とⅤ期の堆積層の時間的差異について、一概に中期後半

と後期前葉と決めることはできないが、少なくとも堆積層の前後関

係ではⅠ期からⅤ期への時間的前後関係があるのは間違いない。ま

た、Ⅴ期の堆積層については、後期中葉の土器も包含されており、

Ⅰ期とⅤ期の時間的前後関係は間違いないと考える。本報告では、

それらの見解に基づき、Ⅰ期とⅤ期の堆積層の変化を検討する。

もちろん、この時間差については大まかな参考程度の年代観であ

る。放射性炭素年代測定そのものの問題点も存在する（第 節）し、

年代測定分析資料も、各堆積層のある１時期の場所のものであるに

過ぎないからである。

このわずかに存在する貝の意味付けの重要性については、（ ）や

註３でも触れたところであり、決して無視してよい存在ではない。

しかし、ここでは、大きな時間軸上での変化を検討するために、表

面にはでてこない存在となっている。

熊本県下では、縄文時代中期末から後期の時期に海進の絶頂期で

あったとする見解（小野田正樹 ）もあり、海岸線の変化につ

いての研究には慎重を期す必要があろう。海進・海退や小海進・小

海退、地形の隆起・陥没等、様々な要因が関係している可能性を考

える必要がある。

調査区の物理的状況から、Ⅴ期の堆積層からは、ブロックサンプ

ル資料が 層からしか抽出できていない。そのため、組成変化の時

期的変遷を検討するためには、やや問題があるかもしれない。その

ため、層別サンプルのデータ（付図２・付表３）も参考にして検討

すると、Ⅴ期の堆積層では、若干、ヤマトシジミの組成が多い層が

増え、全体的な傾向は若干、異なるものとなる。しかし、ブロック

サンプルを抽出したⅤ期の４層の体積、及び重量については、圧倒

的に多量であり、ここでは、この４層を代表として提示した。

海進・海退の問題については、地質学・地理学的問題であり、わ

れわれの立場からは検証できない。しかし、遺跡の調査、特に貝塚

調査の成果を丁寧に検討することによって、何らかの情報を提供す

ることは可能である。周辺貝塚の堆積層の時期や構成している貝類

等を精査して比較することにより、かなりの情報が得られるはずで

ある。考古学的手法により収集したそのような情報を検討したうえ

で、自然科学の分野の成果と交互に検討することが一つの方法であ

ると考えている。

また、貝類採取の選択性の可能性についても、一つ一つの発掘調

査成果を丁寧に検証して検討することが最も適切な方法であると考

えている。

貝塚の調査時における堆積層の認識については、極力、細分し

て、縄文人の廃棄単位を探るという方向が模索されてきた（岡村

他）。また、逆に貝塚の堆積層は、現在までにさまざまな要因

により影響をうけており、単純に一つの層が廃棄単位を示すという

ことについては慎重な意見もある。いずれの見解にも肯首できる点

があり、その貝塚の立地や堆積状況等の条件により、現在、われわ

れが確認できる堆積層の状態は異なるものとなると考えている。

ここでは、その点についての議論は別として、第 図で提示した

堆積層の組成のように、一つの層に複数の貝種が存在している場合

には、少なくとも、その層は縄文人の「１廃棄単位」ではないであ

ろう。もちろん、いくつかの廃棄単位の集合体である可能性はある

し、１廃棄単位に近いまとまりの場合もあるかもしれない。しかし、

ここで報告する「一つの層」については、ある一定の時間幅をもち、

それらが包含する時間幅は層ごとに異なることは言える。それらを

明確に示すことが必要であろう。残念ながら、今回は、そこまでの

検討ができていないが、各層がもつ時間幅は異なるという認識だけ

は前提として確認しておきたい。

ヤマトシジミの間に挟まれた状態のマガキ層が非常に薄く堆積

しており、ブロックサンプルが採取できなかった。 層中の両貝

種の個体数については、第 図で示したとおりであり、マガキ層が

薄く広く堆積していた状況が個体数によっても示されている。

ただし、前後の 層と 層はマガキ主体層であり、単純に周

辺環境の影響ばかりを強調することはできない。この大きな流れの

中でのリズミカルな変化という現象に着目して意味付ける必要があ

るかもしれない。

一つの層に生息環境や採取季節（産卵期も関係する。いわゆる

旬の時期が異なる貝が同数程度、包含されていることは、その層が、

ある季節の所産であるという「季節性」を示すものではないという

ことができる。調査時の認識の問題であるのか、そもそも堆積層は

季節性や廃棄単位を示さないということであるのかについては分か

らないが、ここでは、前後の層も含めた貝類の組成変化に着目して

意義を見出したい。

魚骨との関係については、あまり詳しく検討できていないが、

第６章で簡単に触れている。

― ―― ―

第４節　動物遺存体
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３　阿高貝塚報告書作成に伴う出土遺物調査指導

（期日） 平成 年３月３日～３月５日

（指導者）九州ルーテル学院大学　教授　菊地　泰二

（指導内容・所見）

帆足主査が持参された阿高貝塚出土の貝類遺骸は、すでに

大型の食用貝の貝殻については、査定、計数などの借置を終

了し、それ以外の微小貝類、あるいは食用に供された際の加

工断片などであった。

古代人が食用に供したと推測される貝類遺骸としては、岩

礁性のトコブシ、レイシダマシ類、砂干潟、砂底にすむアカ

ニシ、泥っぽい干潟、海岸にすむウミニナ類のウミニナ、フ

トウミニナ、ヘナタリなど（貝の口の部分や尖った巻貝の先

端部を欠損しているもの、あるいは先端部だけの破片など故

意に折られたと推測される個体もあるが、自然の破損品かも

しれない。）。

砂浜や転石潮間帯にすむ小型種としては、マルテンスマツ

ムシ、アラムシロガイ、クチキレモドキの１種があり、海岸

性の小型巻貝類としては、少数のタマキビガイ、小型で到底

食用対象とは考えられない小型のマルウズラタマキビ、ヒラ

ドカワザンショウガイが個体数では数十個体レベルで出現し

た。これは葦原その他塩性湿地、潮間帯上部転石地などに棲

息する種であるが、わざわざ摂取して持ち運ぶものとも思え

ない。遺跡がある時期このような環境にあったことを示すも

のかもしれない。

圧倒的多数を占める小型巻貝は現棲の陸産貝類、いわゆる

カタツムリの仲間であった。先端が鈍く尖り細長い白色の巻

貝はオカチョウジガイと、ホソオカチョウジガイ両種併せて

数百個体を数えた。左巻きのキセルガイ科は幼貝が多く正確

な同定はできないが、少なくとも２種あった。そのほか異型

の陸貝としては、タワラガイ、シリブトゴマガイ、スナガイ、

ピルスブリームシオイガイが少数混じっていた、通常のカタ

ツムリ型の陸貝では、ツクシマイマイ、ウスカワマイマイ、

キュウシュウシロマイマイなどのふ化してあまり経ていない

幼貝、小型のものでは、ベッコウマイマイ科のウラジロベッ

コウ、ナミヒメベッコウ、カトウナタネガイなどが数十、数

百の数採集されていた。これらはいずれも遺跡形成後長年月

を経て、現代の陸上環境が整ってからの産であり、薄質であ

るにもかかわらずかなり保存が良いことは最近数年内まで現

地に生息していたものと判断される。したがって、古代人の

生活環境を推定する考古学的な手がかりとはなり得ないもの

と判断する。

― ―― ―
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４　阿高貝塚出土の脊椎動物遺体群

樋泉岳二（早稲田大学非常勤講師）

阿高貝塚（熊本県城南町）では、阿高式期および縄文後期

前葉の貝層から魚骨を中心とする大量の脊椎動物骨が出土し

た。ここではこれらの骨の同定結果を示し、本遺跡における

動物遺体群の特徴および動物資源利用の様相について考察す

る。

１．分析資料

分析資料は、貝層サンプルから水洗選別によって採集され

た骨（以下「水洗選別資料」）と、発掘時に手で拾い上げら

れた骨（以下「現地採集資料」）である。

（ ） 水洗選別資料

貝層からは計画的なサンプリングと水洗選別により大量の

小型骨（主に魚骨）が採集されている。九州の貝塚調査では、

従来こうした精密な骨類の採集が行われた例は少ない。今回

の資料はサンプリングエラーがきわめて少ないと考えられ、

脊椎動物遺体群の実態を正確に示す資料として重要である。

水洗選別資料は、採集・水洗方法の違いによってブロックサ

ンプルと悉皆サンプルの２種類に分かれる。

．ブロックサンプル：貝層からは各細別層につき ×

× のブロックサンプルが数個（おおむね２～３個）

採取され、 。 、４ 、２ 、１ 、

の試験フルイで水洗され、骨が回収されている。同定可能な

骨は４ 、２ 、１ 、 の各メッシュで検出され

ており ではみられなかったことから、採集漏れはほ

ぼ皆無と考えられる。今回は、撹乱・二次堆積のおそれのな

い層準として、第Ⅰ期（阿高式期）の 層、 層～ 層、

および第Ⅴ期（縄文後期前葉）の 層、 層、 層、

層、 層、 層を対象に分析を行った（ただし第

Ⅴ期の貝層は若干の二次堆積を被っている可能性がある）。

．悉皆サンプル： 層、 層、 層、 層ではブロ

ックサンプル以外の貝層もすべて持ち帰り、 、４ 、

２ 、１ の試験フルイで水洗されている（ただし骨は

全メッシュの資料が一括されている）。ブロックサンプルで

は メッシュからも少数ながら同定可能資料が得られて

いることから、悉皆サンプルでは若干の採集漏れがあると考

えられる。なお、 層についてはきわめて膨大な数の骨が

採集されており、現時点では分析未了である。

（ ） 現地採集資料

水洗選別資料以外に、少数ではあるが発掘時に手で拾い上

げられた骨がある。発掘現場で目に付きやすい大型の骨が大

半である。個別番号を付けて採集されているが、詳細な出土

位置、年代との対応は未確認である。全ての資料を分析対象

とした。

２．分析方法

魚骨は主上顎骨、前上顎骨、歯骨、角骨、方骨、主鰓蓋骨、

椎骨の全資料、およびその他同定可能な資料を適宜抽出し、

同定対象とした。椎骨は半分以上を残すものとそれ以外に分

け、後者は椎骨破片とした。両生類、爬虫類、鳥類、哺乳類

では部位の判定可能な資料を同定対象とした。同定は現生標

本との比較によって行った。比較標本は、筆者の所蔵標本の

ほか、西本豊弘氏（国立歴史民俗博物館）の所蔵標本も参照

させていただいた。２ メッシュ以下で回収された微小資

料の観察は実体顕微鏡下で行った。同定結果で「未同定」と

したのは比較標本の不足などのため科レベル以下で分類群を

特定するに至らなかったもの、「保留」は現生標本との比較

検討が未了のものである。

３．魚類遺体

（ ） 同定記載

分析資料からは 点（ブロックサンプル 点、悉皆サ

ンプル 点、現地採集資料 点）の魚骨が同定され、軟

骨魚類（板鰓類）４分類群、硬骨魚類（真骨類） 分類群が

確認された（第 表）。他に未同定・保留標本が 点ある。

以下、同定結果に関して注釈を要する分類群について簡単に

記載する。

板鰓類（エイ・サメ類）：サメ類では椎骨が確認されてい

る。サメ類Ａ（側面平滑、弓溝に隔壁なし）とサメ類Ｂ（側

面平滑、弓溝に隔壁あり）の２タイプがあり、異種の可能性

が高いが、種名は明らかでない。いずれも小型である。エイ

目では歯、尾棘、楯鱗、椎骨が確認された。歯ではアカエイ

科、トビエイ科のほか、エイ目Ａ（アカエイ科に類似するが

棘あり）、エイ目Ｂ（トビエイ科に類似するが短い）の２タ

イプがみられた（それぞれアカエイ科、トビエイ科の変異の

可能性もある）。

ニシン科：キビナゴ属、マイワシ、サッパ、コノシロ亜科

（コノシロまたはドロクイ）、ヒラが同定された。キビナゴ属

― ―― ―
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とヒラはニシン科の中では特徴的な骨格形態を持つため、同

定対象とした全部位で判別可能であった（ただしキビナゴ属

の尾椎にはカタクチイワシと判別困難のものがあり「キビナ

ゴ属／カタクチイワシ」とした）。マイワシ、サッパ、コノ

シロ亜科は頭骨と第１～第２椎骨で種の判別が可能である。

第１～２椎骨以外の椎骨については確実な判別がむずかしい

ことからニシン科として一括した（キビナゴ属、ヒラは含ま

ない）。ヒラは大型種だが、検出されたのはごく小型の幼魚

である。マイワシも比較的小型の個体が多く、第１、第２椎

骨の椎体横径は ～ （ 以下が大半）であった

（第 表）。なお、椎骨にはマイワシ・サッパに類似するが椎

体が短いものや長いものがみられ、ここでは「ニシン科？」

としたが別科の可能性もある。

カタクチイワシ近似種：尾椎。カタクチイワシに近いが椎

体が短い。近縁の別種の可能性がある。

コイ科：咽頭歯、主鰓蓋骨でフナが同定されたほか、フナ

またはコイの背鰭・臀鰭棘が得られている。また歯骨、角骨、

方骨、第１椎骨、第２椎骨にはフナ・コイ以外のものがみら

れたが種類は特定できていない。

サヨリ属：サヨリ現生標本に酷似するものと、近似するが

やや形態の異なるものがある。後者はサヨリ属の別種の可能

性が高い。ここでは前者を「サヨリ属 」、後者を「サヨリ

属 」とした。

スズキ：主鰓蓋骨で同属のヒラスズキと判別できるが、他

の部位では判別困難である。水洗選別資料では未成魚が大部

分で、当歳魚と思われるものが多い。現地採集資料でも成魚

より未成魚が優勢であることから、当歳魚を中心とする若い

個体が漁獲物の大半を占めていると推測される。

ニベ科：耳石でシログチと他のニベ科（種は未特定）が確

認された。

クロダイ属：クロダイまたはキチヌ。水洗選別資料では未

成魚が過半を占めるものの成魚も普通にみられ、現地採集資

料では未成魚より成魚が優勢であることから、本遺跡の魚類

の中では比較的大型の個体への偏りを強く示す種類と考えら

れる。

ハゼ科類似種：椎骨。神経弓門と棘の構造はハゼ科に類似

するが、椎体側面に細いが強く明確な２～３条の隆起線をも

つ。ハゼ科の一種かと思われるが、別科の可能性もある。

（ ） 魚骨の包含密度

魚骨の出土量はきわめて多く、本遺跡における漁労活動の活

発さをよく示している。ブロックサンプルから得られた同定

対象資料（椎骨破片を除く）は、Ⅰ期（阿高式期）では計

サンプルから 点、Ⅴ期（縄文後期前葉）では計６サンプ

ルから 点である（第 ・ 表）。ブロックサンプルの正確

な体積が未確認なので包含密度を厳密に推定することはでき

ないが、各層から のブロックサンプルをおおむね２～

３個採取したとのことなので、平均体積を と仮定する

と同定対象部位だけでも１裙あたり約 ～ 点の魚骨

が含まれていたことになる。その大半は１ メッシュで回

収されており（第 ・ 表）、小型魚（イワシ類などの小型

種およびスズキなど大型種の幼魚）が主体である。

（ ） 魚類遺体群の組成

ａ．水洗選別資料

ブロックサンプルおよび悉皆サンプルにおける出土魚種の

組成をそれぞれ第 ・ 図に示した。なお、ブロックサン

プルでは最小個体数（ ）を求めるには資料不足であった

ため、同定標本数（ ）のみ表示してある。また悉皆サン

プルでは第Ⅴ期は分析未了のため表示していない。

Ⅰ期（阿高式期）：ブロックサンプル（第 図下段。

比。 ）ではニシン科魚類（マイワシ、サッパ、コノシ

ロ亜科、ヒラおよび種不明のニシン科）が ％以上と圧倒的

に多く、種の判明している資料ではマイワシが大半を占める

（種不明のニシン科としたものも大半はマイワシと思われ

る）。その他ではスズキ属、ヒイラギ属、コイ科がやや多い。

悉皆サンプルの 比（第 図上段。 ）でもほぼ同様

の内容だが、種不明のニシン科の比率がかなり高く、コイ科

が少ない。このうちニシン科についてはブロックサンプルと

悉皆サンプルの使用メッシュの違い（最小メッシュが前者で

、後者で１ ）のために、ブロックサンプルの

で多く回収されていたマイワシ、サッパ、コノシロ亜科の頭

部骨格の多くが悉皆サンプルでは採集漏れとなっているため

と思われる。コイ科については悉皆サンプルの採取層準であ

る ・ 層においてブロックサンプルからの検出がなく、

層位的な偏りに起因する可能性がある。悉皆サンプルの

比（第 図下段。 ）ではマイワシが６割近くを占めて

おり、次いでサッパ、コノシロ亜科、スズキ属がやや多く、

エイ・サメ類、ヒラ、ウナギ属、ボラ科、ヒイラギ属、ニベ

科（シログチを含む）も普通である。こうした特徴は 比



― ―

と基本的に矛盾しない。以上から、本遺跡におけるⅠ期の魚

類遺体はマイワシを圧倒的な主体種とし、さらに他のニシン

科魚類（サッパ・コノシロ亜科・ヒラ）、スズキ、ボラ科、

ウナギ属、ヒイラギ属、コイ科などを多く含むものと考えら

れる。

Ⅴ期（縄文後期前葉）：現時点ではブロックサンプルから

得られた少数の資料を同定できたのみだが（第 図上段。

）、Ⅰ期に比べてマイワシおよびそれを主体とすると思

われるニシン科の減少、キビナゴ属・カタクチイワシの急増

という大きな変化が認められる。ほかにもボラ科、ハゼ科は

増加、スズキ属、コイ科などは減少傾向を示す。ただしⅤ期

の資料の大半は 層のサンプルから集中的に検出されて

いるので、層位的な偏りに誘導されている可能性も考えられ

る。この点については 層の悉皆サンプルを分析したうえ

で改めて検討したい。

ｂ．現地採集資料

同定された資料は 点で水洗選別資料に比べ著しく少な

く（第 表）、本遺跡の魚類遺体の主体が小型魚であること

を裏付ける。確認された魚種としてはクロダイ属が最も多く、

スズキ属がこれに次ぐ。ボラ科、コイ科もやや多く、 比

ではエイ目も多い。そのほか、ウナギ属、ハモ属なども普通

である（第 図）。主体をなすクロダイ属・スズキ属は未成

魚から成魚までが混在しているが、クロダイ属では成魚、ス

ズキ属では未成魚が優勢である。

水洗選別資料と比較すると、ヒラを除くニシン科各種がみ

られない点が最大の相違点だが、これはヒラ以外のニシン科

魚類がいずれも小型種であり、骨が採集漏れとなっているた

めである。また水洗選別資料ではまれなクロダイ属が最多種

となることは、本種が相対的に大型の個体への偏りを強く示

すことを裏付ける。

（ ） 考察

出土した魚類の生息環境をみると、主体をなすマイワシは

外洋沿岸性の表層回遊魚だが、内湾にも普通に来遊する。コ

ノシロ亜科、ヒラ、サッパはさらに沿岸性が強く、内湾浅瀬

に多く見られる。クロダイ属、スズキ属、ボラ科、シログチ

なども典型的な内湾性の魚であり、若魚期には河口域に盛ん

に入り込む。淡水～汽水域の魚としてはウナギ属、コイ科が

普通である。以上のように、本貝塚の魚類遺体群の組成は強

い内湾性～汽水性の特徴を示している。このことから、当時

は遺跡付近まで内湾が入り込み、浜戸川の河口も遺跡に近い

位置にあったこと、また主要な魚場は遺跡付近の内湾～汽水

域に限られていたことが推定できる。

漁法としては、小魚類が大半を占めていることから網漁が

中心であったと推定される。とくにマイワシが圧倒的多数を

占めることは、本種を狙った計画的な漁の存在を示唆する。

いっぽうクロダイ属については比較的大型の個体への偏りが

明確に見られることから、網漁のほかに大型魚への選択性の

高い漁法（ヤスの出土からみておそらく刺突漁）が行われて

いた可能性が高い。

以上から、本遺跡の漁労活動は内湾～汽水域でのマイワシ

をはじめとする各種小型魚の網漁およびクロダイなどの刺突

漁から構成されており、とくに前者の著しい発達を特徴とし

ていると考えられる。

本遺跡と近隣の黒橋貝塚（闍木・村闢編、 ）の魚類

を比較すると、黒橋貝塚では大型のクロダイ属、スズキ属が

大半を占めており、他の種類が少ないのに対して、本貝塚で

はイワシ類をはじめとする小魚が圧倒的多数を占めている。

これは、本貝塚において綿密なサンプリングと水洗選別が実

施され微小魚骨が丹念に採取された成果であり、こうした精

密な調査によって漁労活動の復原像が大きく変貌することを

強調しておきたい。ただし大型魚に限れば、両貝塚はクロダ

イ属、スズキ属を主体とする点で共通しており、実際には両

貝塚の魚骨は、小型魚も含め類似した内容をもっていたので

はないかと推測される。

４．両生類、爬虫類、鳥類、哺乳類

点（水洗選別 点、現地採集 点）の資料が同定さ

れた。現地採集資料（第 図、第 ～ 表）ではシカ、イ

ノシシ、イヌが多数を占めており、スッポンもやや多い。ほ

かにカエル類、キジまたはヤマドリ、タヌキ、クジラ類がわ

ずかにみられた。ネコ、ウシも各１点ずつ採集されているが、

これらは後世の遺体の混入と推測される。シカにはかなり小

型の個体から比較的大型の個体まで、かなりのバリエーショ

ンがある。イヌは幼獣から成獣までが混在しており、とくに

幼獣がやや多くみられた点が特徴である。水洗選別資料（第

・ 表）ではヘビ類、ネズミ類がやや多くみられたが、

食料として利用されたものかは疑わしい。

シカ・イノシシは全身の骨格部位が出土しており、解体・

分配などに起因すると思われる部位の偏りはとくには認めら
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れない。シカ・イノシシの骨にはイヌによると思しき咬痕が

しばしば認められ、廃棄された骨がイヌの餌となっていたこ

とを示す。また一部の資料にはカットマークが見られた（表

８備考欄）。イヌは、確実に埋葬と判定される資料は確認で

きなかったが、 の左右の下顎骨のように、同一個体と

考えられる複数の骨がまとまって採集されているケースがあ

り、元々は埋葬されていた可能性も考えられる。

獣骨類の出土量は少なくはないが、隣接する黒橋貝塚（闍

木・村闢編、 ）と比較するとかなり貧弱な印象である。

また骨の保存状態をみても、損耗のやや進んだ標本が目立つ。

これは発掘地点が黒橋貝塚よりやや標高の高い位置にあるた

め、骨類が廃棄後に風化破損を受けやすかったためではない

かと推測される。またイヌによる食害も骨の破損の大きな原

因となっていたと推定される。内容的には、イノシシ・シカ

が主体をなす点、スッポンが多く見られる点で共通するが、

本遺跡ではイヌがイノシシ・シカに匹敵する出土数を示す点

や鳥類・小型獣が貧弱な点で傾向が異なる。

謝辞：末筆ながら、貴重な分析の機会を与えていただいた帆

足俊文氏（熊本県教育庁）、現生標本を閲覧させていただい

た西本豊弘氏（国立歴史民俗博物館）に厚く御礼申し上げ

る。

参考文献

闍木正文・村闢孝宏編（ ）『黒橋貝塚』熊本県教育委員会。＊脊

椎動物遺体については西中川駿ほか「黒橋貝塚出土の哺乳類遺体」

、木村幾多郎「黒橋貝塚出土の魚類遺体」

付記：人骨について

現地採集資料の中には人骨も多数含まれていた（表 。同定は坂

上和弘氏による）。最低でも 個体が含まれており、実際にはより多

くの個体が混在していると思われる。いずれも散乱骨だが、

～ のようにまとまって採集されているものもみられる。これら

のことから調査区付近に墓域の存在が推測され、出土した人骨はこ

れらの墓の撹乱によって二次的にもたらされたものではないかと思

われる。
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和名 学名 和名 学名 
軟骨魚綱 CHONDRICHTYES 硬骨魚綱（つづき） OSTEICHTHYES （ cont. ） 

アカエイ科 Dasystididae シログチ Argyrosomus argentatus 
トビエイ科 Myliobatididae 他のニベ科 Sciaenidae 
板鰓類（サメ類）Ａ Elasmobranchii A ハゼ科 Gobiidae 
板鰓類（サメ類）Ｂ Elasmobranchii B ハゼ科類似種 - 

硬骨魚綱 OSTEICHTHYES フサカサゴ科？ Scorpaenidae 
キビナゴ属 Spratelloides コチ科 Platycephalidae 
マイワシ Sardinops melanostictus ヒラメ科 Paralichthyidae 
サッパ Sardinella zunasi カレイ科 Pleuronectidae 
コノシロ亜科 Dorosomatinae ウシノシタ亜目 Soleoidei 
ヒラ Ilisha elongata フグ科 Tetraodontidae 
カタクチイワシ Engraulis japonicus 両生綱 Amphibia 
カタクチイワシ近似種 Engraulididae ? カエル目 Salientia 
ウナギ属 Anguilla 爬虫綱 REPTILIA 
ハモ属 Muraenesox スッポン Trionyx sinensis 
アユ Plecoglossus altivelis ヘビ亜目 Ophidia 
フナ Carassius auratus 鳥綱 AVES 
他のコイ科 Cyprinidae キジ／ヤマドリ Phasianus colchicus / 
サヨリ属 A Hyporhamphus  sp.A  Syrmaticus soemmerringii 
サヨリ属 B Hyporhamphus  sp.B 哺乳綱 MAMMALIA 
ボラ科 Mugilidae ネズミ科 Muridae 
トウゴロウイワシ科 Atherinidae クジラ目 Cetacea 
スズキ Lateolabrax japonicus ネコ  * Felis catus 
アジ科 Carangidae タヌキ Nyctereutes procyonoides 
ヒイラギ属 Leiognathus イヌ Canis familiaris 
キス属 Sillago イノシシ Sus scrofa 
ヘダイ Sparus sarba シカ Cervus nippon 
クロダイ属 Acanthopagrus ウシ  * Bos taurus 

第11表　阿高貝塚から検出された脊椎遺体種名一覧　＊後世の遺体と考えられるもの



― ―― ―― ―

第４節　動物遺存体

層準／サンプルNo.／メッシュ（m m ）

種類 部位 計数 456層 457層 459層 460層 461層 462層 463層 464層 465層 466層 467層
位置 BS188 BS190 BS192 BS193 BS194 BS195 BS196 BS197 BS198 BS199 BS200

2 1 0.5 2 1 0.5 4 2 1 0.5 4 2 1 2 1 2 1 0.5 2 1 0.5 2 1 2 1 0.5 2 1 0.5 2 1 0.5

トビエイ科 歯 - 1

エイ目 歯 - 1 1

板鰓類 椎骨 - 1 1

マイワシ 主上顎骨 前端 / 1 1 / / 1 / 1 2 / 2 2 / 2

角骨 関節部 1 / 1 / / 1

方骨 関節部 1 / 2 1

舌顎骨 破片 / 1

主鰓蓋骨 関節部

基後頭骨 - 1

第１椎骨 - 2 2

第２椎骨 - 1 1

サッパ 角骨 関節部 1 /

方骨 関節部 1 / / 1

ヒラ 角骨 関節部

腹椎 - 1

尾椎 - 2

コノシロ亜科 歯骨 前端

角骨 関節部

方骨 関節部 / 1

第２椎骨 -

キビナゴ属 腹椎 - 1

尾部棒状骨 - 1

ニシン科 主上顎骨 前端

第1/第2椎骨 - 1

腹椎 - 2 3 2 3 2 4 1 1 2 1 1 2 5

尾椎 - 2 1 1 2 2 6 4 2 3 1 1 3 4 2 10 1 1 2 1 1 1 8

尾部棒状骨 - 1 1

ニシン科？ 腹椎 - 1

尾椎 - 1

カタクチイワシ 腹椎 -

カタクチイワシ？ 尾椎 -

コイ科 歯骨 前端 / 1 1 /

角骨 関節部

方骨 関節部 / 1

腹椎 - 1 1

ウナギ属 歯骨 破片

腹椎 - 1

尾椎 - 1

ハモ属？ 尾椎 - 1

ボラ科 主鰓蓋骨 関節部 / 1

基後頭骨 -

ﾄｳｺﾞﾛｳｲﾜｼ科 角骨 関節部 / 1

スズキ属 前上顎骨 破片

方骨 関節部

擬鎖骨 上端

第１椎骨 - 1

尾椎 - 1

アジ科 稜鱗 ? 1 1 1 2

ヒイラギ属 尾椎 - 1 1

クロダイ属 前上顎骨 前端

犬歯 ?

タイ科？ 犬歯 ? 1

臼歯 ? 1 1 2 1 1

ニベ科 前上顎骨 前端 / 1

第１椎骨 - 1

ハゼ科 腹椎 - 1

尾椎 - 1

コチ科 角骨 関節部

カレイ科 尾椎 -

真骨類・保留 舌顎骨 破片

前鰓蓋骨 関節部

腹椎 - 1

尾椎 - 2

鰭棘 - 1 1

真骨類・未同定Ａ 腹椎 -

真骨類・未同定 歯骨 前端 1

真骨類・同定不可 歯 - 1

前鰓蓋骨 -

椎骨 - 3 1 1 1 1 1 1 2

椎骨 破片 2 4 3 3 2 2 1 4 10 11 5 4 2 3

ヘビ類 椎骨 - 1

小型哺乳類 中手／中足骨 完存 1

同定対象標本数合計 10 24 23 13 6 30 43 3 27 26 35

第12表　（1） 第Ⅰ期（阿高式期）貝層ﾌﾞﾛｯｸｻﾝﾌﾟﾙから水洗選別によって検出された魚類遺体
※左右のある部位は左／右で示す． ：同定標本数（アジ科稜鱗・タイ科歯・椎骨破片を含まず）， ：最小個体数
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第Ⅴ章　出土遺物

層準／サンプルNo.／メッシュ（m m ）

468層 469層 470層 471層 245層 472層 NISP M NI

BS201 BS202 BS203 BS204 BS189 BS206 BS205

2 1 0.5 4 2 1 0.5 2 1 1 2 1 0.5 1 0.5 4 2 1 0.5 4 2 1 計 *

1 1 1 1

1 1 2 2 1

1 1 2 2 -

/ 2 1 / / 1 / 1 3 / 6 3 / 5 6 / 11 40 11

/ 1 1 / / 2 1 / 2 1 / 4

1 / 4 1 / 1 / 0

/ 1 0 / 1

/ 1 / 1 / 1 / 1 0 / 2

1 2 2

1 1 1 1 1 7 8

1 1 4 4

1 / 1 / 0 4 2

/ 1 1 / / 2 1 / 2

/ 1 / 1 0 / 1 5 1

1 1 1 2

2 2

/ 1 / 1 0 / 1 6 3

/ 1 / 1 0 / 1

/ 2 / 2 / 1 0 / 3

1 1 1

1 1 2 1

1 1

/ 1 / 1 0 / 1 149 -

1 1 1 2

2 2 3 2 1 1 9 7 40 2 49

3 1 6 1 4 4 14 27 64 1 92

1 2 5 5

1 1 1 2 3 10 -

3 3 3 4 7

1 1 1 3 1

2 2 2

/ 1 1 / / 2 1 / 2 8 2

/ 1 / 1 0 / 1

/ 1 0 / 1

1 1 2 3

1 / 1 / 1 / 0 3 1

1 1

1 1

1 1 1 1

/ 1 0 / 1 2 1

1 1 1

/ 1 0 / 1 1 1

/ 1 / 1 0 / 1 8 1

1 / 1 / / 1 / 0

/ 1 / 1 0 / 1

1 1

3 4 4

2 1 6 ( 7 ) + 1

2 2 2 4 6 6 1

1 / 1 / 1 / 0 1 1

1 1 ( 1 )

2 3 ( 3 ) - -

3 7 5 11 ( 16 )

/ 1 0 / 1 2 1

1 1

1 1 2 1

1 1

1 / 1 / 1 / 0 1 1

1 1 1 1 1

1 1 1 9 -

1 1 1

1 1

2 2

1 1 1 3 4

1 1 1 2 -

1 1

1 1 27 -

1 1 1

2 2 2 3 1 1 1 2 1 4 15 5 25

5 3 24 1 8 2 5 1 1 12 14 104 ( 118)

30 0 31 0 31 31 -

1 1 1 -

39 66 46 5 19 2 62 6 82 338 53 475 330 35

*  合計の（　）はNISPに含めないものを示す

0.5

合計
種類 部位 計数

位置

トビエイ科 歯 -

エイ目 歯 -

板鰓類 椎骨 -

マイワシ 主上顎骨 前端

角骨 関節部

方骨 関節部

舌顎骨 破片

主鰓蓋骨 関節部

基後頭骨 -

第１椎骨 -

第２椎骨 -

サッパ 角骨 関節部

方骨 関節部

ヒラ 角骨 関節部

腹椎 -

尾椎 -

コノシロ亜科 歯骨 前端

角骨 関節部

方骨 関節部

第２椎骨 -

キビナゴ属 腹椎 -

尾部棒状骨 -

ニシン科 主上顎骨 前端

第1/第2椎骨 -

腹椎 -

尾椎 -

尾部棒状骨 -

ニシン科？ 腹椎 -

尾椎 -

カタクチイワシ 腹椎 -

カタクチイワシ？ 尾椎 -

コイ科 歯骨 前端

角骨 関節部

方骨 関節部

腹椎 -

ウナギ属 歯骨 破片

腹椎 -

尾椎 -

ハモ属？ 尾椎 -

ボラ科 主鰓蓋骨 関節部

基後頭骨 -

ﾄｳｺﾞﾛｳｲﾜｼ科 角骨 関節部

スズキ属 前上顎骨 破片

方骨 関節部

擬鎖骨 上端

第１椎骨 -

尾椎 -

アジ科 稜鱗 ?

ヒイラギ属 尾椎 -

クロダイ属 前上顎骨 前端

犬歯 ?

タイ科？ 犬歯 ?

臼歯 ?

ニベ科 前上顎骨 前端

第１椎骨 -

ハゼ科 腹椎 -

尾椎 -

コチ科 角骨 関節部

カレイ科 尾椎 -

真骨類・保留 舌顎骨 破片

前鰓蓋骨 関節部

腹椎 -

尾椎 -

鰭棘 -

真骨類・未同定Ａ 腹椎 -

真骨類・未同定 歯骨 前端

真骨類・同定不可 歯 -

前鰓蓋骨 -

椎骨 -

椎骨 破片

ヘビ類 椎骨 -

小型哺乳類 中手／中足骨 完存

同定対象標本数合計

第12表　（2） 第Ⅰ期（阿高式期）貝層ﾌﾞﾛｯｸｻﾝﾌﾟﾙから水洗選別によって検出された魚類遺体
※左右のある部位は左／右で示す． ：同定標本数（アジ科稜鱗・タイ科歯・椎骨破片を含まず）， ：最小個体数
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第４節　動物遺存体

層準／サンプルNo.／メッシュ（m m ）

種類 部位 計数 681層 683層 701A 層 701B層 701E層 701F層 NISP M NI
位置 BS210 BS211 BS212 BS213 BS214 BS215

2 1 0.5 1 0.5 0.5 1 0.5 2 1 0.5 2 1 0.5 2 1 0.5 計

マイワシ 主上顎骨 前端 / 1 / 1 0 / 1 4 1

方骨 関節部 / 1 / 1 0 / 1

第１椎骨 - 1 1 1

第２椎骨 - 1 1 1

サッパ 第１椎骨 - 1 1 1 1 1

ヒラ 第１椎骨 - 1 1 1 1 1

コノシロ亜科 角骨 関節部 / 1 / 1 0 / 1 2 1

第１椎骨 - 1 1 1

キビナゴ属 角骨 関節部 / 1 / 1 0 / 1 9 2

第２椎骨 - 1 1 1 1 2

腹椎 - 1 1 1 3 1 5 6

ニシン科 主上顎骨 前端 1 / 1 / 1 / 0 25 -

基後頭骨 - 1 1 1

腹椎 - 2 4 1 2 3 6 9

尾椎 - 2 1 2 6 2 1 2 9 3 14

ニシン科？ 腹椎 - 2 2 2 3 -

尾椎 - 1 1 1

ｷﾋﾞﾅｺﾞ属／ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 尾椎 - 3 5 3 5 8 8 -

カタクチイワシ 第１椎骨 - 1 1 1 1 1

カタクチイワシ近似種 尾椎 - 2 2 2 2 1

アユ 尾椎 - 1 1 1 1 1

コイ科？ 尾椎 - 1 1 1 1 1

ボラ科 角骨 関節部 1 / 1 / 1 / 0 4 1

尾椎 - 1 1 1 1 2

尾部棒状骨 - 1 1 1

スズキ属 尾椎 - 1 1 1 1 1

アジ科 腹椎 - 1 1 1 1 1

ヒイラギ属 尾椎 - 1 1 1 1 1

キス属 腹椎 - 1 1 1 1 1

クロダイ属 犬歯 ? 1 1 ( 1 ) + 1

ハゼ科 前上顎骨 前端 1 / 1 / 1 2 1

腹椎 - 1 1 1

真骨類・保留 舌顎骨 破片 1 1 1 3 -

尾椎 - 1 1 1

鰭棘 - 1 1 1

真骨類・未同定Ａ 腹椎 - 1 1 1 1 -

真骨類・未同定 方骨 関節部 1 / 1 / 1 2 -

尾椎 - 1 1 1

真骨類・同定不可 歯 - 1 1 1 12 -

方骨 関節部 1 1 1

椎骨 - 3 5 1 1 1 3 6 10

椎骨 破片 1 4 13 4 1 21 ( 22 )

同定対象標本数合計 4 8 1 3 77 16 10 58 41 109 86 17

*  合計の（　）はNISPに含めないものを示す

合計

第13表　第Ⅴ期（縄文後期前葉）貝層ﾌﾞﾛｯｸｻﾝﾌﾟﾙから水洗選別によって検出された魚類遺体
※左右のある部位は左／右で示す． ：同定標本数（アジ科稜鱗・タイ科歯・椎骨破片を含まず）， ：最小個体数

試料 層 ﾒｯｼｭ 種類 部位 計測
No. m m 部位 値m m

BS193 460 1 マイワシ 基後頭骨 Bp 2.1

BS205 472 1 マイワシ 基後頭骨 Bp 1.8

BS189 245 1 マイワシ 第１椎骨 Ba 1.5

BS196 463 1 マイワシ 第１椎骨 Ba 2.2

BS196 463 1 マイワシ 第１椎骨 Ba 1.5

BS201 468 1 マイワシ 第１椎骨 Ba 1.8

BS205 472 2 マイワシ 第１椎骨 Ba 3.0

BS205 472 1 マイワシ 第１椎骨 Ba 1.7

BS214 701E 0.5 マイワシ 第１椎骨 Ba 0.8

BS192 459 1 マイワシ 第１椎骨 Bp 2.0

BS192 459 1 マイワシ 第１椎骨 Bp 1.7

BS196 463 1 マイワシ 第２椎骨 Ba 1.4

BS205 472 1 マイワシ 第２椎骨 Ba 1.7

BS213 701B 1 マイワシ 第２椎骨 Ba 1.8

BS214 701E 1 サッパ 第１椎骨 Ba 1.9

BS214 701E 1 ヒラ 第１椎骨 Bp 1.8

BS205 472 1 ヒラ 腹椎 Bp 1.6

BS214 701E 0.5 コノシロ亜科 第１椎骨 Ba 1.4

BS214 701E 1 キビナゴ属 第２椎骨 Bp 1.1

BS214 701E 0.5 キビナゴ属 第２椎骨 Bp 0.9

 *  Ba：椎体前面横径，Bp：椎体後面横径

第14表　阿高貝塚貝層ﾌﾞﾛｯｸｻﾝﾌﾟﾙから検出されたニシン科遺体の計測結果
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第Ⅴ章　出土遺物

種類 部位 残存位置 245層 456層 457層 合計 * NISP M NI
アカエイ科 歯 - 22 4 2 28 28 1
トビエイ科 歯 - 1 2 1 4 4 1
エイ目Ａ 歯 - 20 1 21 21 1
エイ目Ｂ 歯 - 3 3 3 1
エイ目 楯鱗 - 3 3 26 -

椎骨 - 20 2 1 23
板鰓類（サメ類）Ａ 椎骨 - 1 1 1 1
板鰓類（サメ類）Ｂ 椎骨 - 1 1 1 1

板鰓類 椎骨 - 38 38 38 -
板鰓類？・保留 椎骨？ - 2 2 2 -

マイワシ 主上顎骨 前端 40 / 54 3 / 4 43 / 58 719 170
歯骨 前端 6 / 5 2 / 3 2 / 10 / 8
角骨 後端 39 / 42 3 / 3 2 / 44 / 45
方骨 関節部 25 / 31 / 4 1 / 26 / 35

主鰓蓋骨 関節部 18 / 20 1 / 1 / 20 / 20
基後頭骨 後端 69 5 2 76
第１椎骨 - 148 13 2 163
第２椎骨 - 161 9 170

第1/第2椎骨 - 1 1
サッパ 主上顎骨 前端 9 / 7 9 / 7 76 18

歯骨 前端 2 / 6 2 / 6
角骨 後端 5 / 7 5 / 7
方骨 関節部 4 / 2 4 / 2

主鰓蓋骨 関節部 4 / 2 4 / 2
基後頭骨 - 2 1 3
第１椎骨 - 7 7
第２椎骨 - 12 2 4 18

ヒラ 主上顎骨 前端 7 / 7 / 1 7 / 8 134 8
歯骨 前端 2 / 3 1 / 3 / 3
角骨 後端 7 / 2 / 1 7 / 3
方骨 関節部 3 / / 1 / 1 3 / 2

主鰓蓋骨 関節部 1 / 1 1 / 1
第１椎骨 - 6 1 1 8
第２椎骨 前端 2 2
椎骨 - 82 2 2 86

コノシロ亜科 主上顎骨 前端 / 1 0 / 1 79 22
歯骨 前端 3 / 4 3 / 4
角骨 後端 6 / 8 6 / 8
方骨 関節部 12 / 5 1 / 13 / 5

主鰓蓋骨 関節部 1 / 1 / 2 / 0
基後頭骨 後端 6 6
第１椎骨 - 18 3 1 22
第２椎骨 - 9 9

ﾏｲﾜｼ/ｻｯﾊﾟ 角骨 後端 1 / 1 1 / 1 2 -
ﾏｲﾜｼ/ｺﾉｼﾛ亜科 第1/第2椎骨 - 6 6 6 -
キビナゴ属 方骨 関節部 / 1 0 / 1 6 1

腹椎 - 1 1
尾椎 - 4 4

ニシン科 椎骨 - 5547 322 126 5995 6222 -
尾部棒状骨 - 204 15 8 227

ニシン科？ 椎骨 - 46 3 10 59 59 -
カタクチイワシ 腹椎 - 5 5 10 1
カタクチイワシ？ 尾椎 - 5 5

アユ 椎骨 - 8 3 1 12 12 1
ウナギ属 前鋤骨板 前端 7 7 180 7

主上顎骨 前端 2 / 1 / 1 2 / 2
歯骨 前端 2 / 4 / 1 2 / 5
角骨 後端 4 / 5 4 / 5
方骨 関節部 1 / 2 1 / 2 / 2

主鰓蓋骨 関節部 1 / 2 1 / 2
椎骨 - 132 6 8 146

ハモ属 歯骨 前端 1 / 1 / 0 15 1
歯 関節部 ( 3 ) ( 6 ) ( 9 )
椎骨 - 14 14

フナ 咽頭歯 3 3 10 1
フナ？ 主鰓蓋骨 関節部 1 / 1 / 0

フナ／コイ 鰭棘 破片 6 6
他のコイ科 歯骨 前端 1 / 1 / 0 9 2

角骨 後端 1 / 1 1 / 1
方骨 関節部 1 / 1 / 0

第１椎骨 - 2 2
第２椎骨 - 1 1
咽頭歯 2 2

コイ科 腹椎 - 17 1 1 19 35 -
コイ科？ 尾椎 - 16 16
サヨリ属A 腹椎 - 5 5 7 1

尾椎 - 1 1 2
サヨリ属B 腹椎 - 5 5 5 1
ボラ科 角骨 後端 5 / 2 5 / 2 82 7

方骨 関節部 2 / 5 2 / 5
主鰓蓋骨 関節部 1 / 1 1 / 1
涙骨 - 1 / 2 1 / 2
腹椎 - 31 31
尾椎 後端 24 1 25

尾部棒状骨 - 7 7
ﾄｳｺﾞﾛｳｲﾜｼ科 腹椎 - 1 1 2 1
ﾄｳｺﾞﾛｳｲﾜｼ科？ 尾椎 - 1 1
スズキ属 主上顎骨 前端 7 / 18 7 / 18 238 18

前上顎骨 前端 7 / 7 1 / 1 / 1 9 / 8
歯骨 前端 6 / 11 1 / 7 / 11
角骨 後端 3 / 5 3 / 5
方骨 関節部 3 / 8 1 / 4 / 8

前鰓蓋骨 - 1 / 1 / 2 / 0
主鰓蓋骨 関節部 1 / 2 1 / 2
擬鎖骨 上端 7 / 6 1 / 8 / 6
耳石 - 1 1

第１椎骨 - 7 7
スズキ属？ 椎骨 - 120 7 4 131

第15表　（1） 第Ⅰ期（阿高式期）貝層（ﾌﾞﾛｯｸｻﾝﾌﾟﾙ以外）から水洗選別によって検出された魚類遺体
※左右のある部位は左／右で示す． ：同定標本数（ハモ属歯・アジ科稜鱗・タイ科歯を含まず）， ：最小個体数



― ―― ―― ―

第４節　動物遺存体

種類 部位 残存位置 245層 456層 457層 合計 * NISP M NI
アジ科 主上顎骨 前端 / 1 0 / 1 14 1

椎骨 - 8 4 12
第１椎骨 - 1 1
稜鱗 - 35 5 1 ( 41 )

ヒイラギ属 歯骨 前端 3 / 3 / 0 76 5
椎骨 - 57 3 1 61
方骨 関節部 3 / 5 3 / 5

第１椎骨 - 4 4
キス属？ 腹椎 - 1 1 1 1
クロダイ属 主上顎骨 中央部 1 / 1 1 / 1 32 4

前上顎骨 前端 3 / 1 1 / 4 / 1
前上顎骨 中央部 3 / 1 3 / 1
前上顎骨 後端 3 / 1 3 / 1
歯骨 前端 / 2 0 / 2
歯骨 後端 2 / 1 2 / 1
顎骨 破片 1 1
角骨 後端 2 / 2 2 / 2
方骨 関節部 4 / 1 4 / 1
口蓋骨 - 1 / 1 / 0

クロダイ属？ 犬歯 - 7 5 ( 12 )
主鰓蓋骨 関節部 1 / 1 / 0

タイ科 顎骨 破片 23 ( 23 ) 8 -
タイ科？ 歯 - 多数 9 6 ( 多数 )

第１椎骨 - 2 2
腹椎 - 1 1
尾椎 - 4 1 5

シログチ（イシモチ） 耳石 - 2 / 4 1 / 1 3 / 5 8 5
他のニベ科 耳石 - 3 / 1 3 / 1 4 3
ニベ科 方骨 関節部 1 / 1 / 0 40 -

第１椎骨 - 4 4
椎骨 - 32 3 35

ハゼ科 前上顎骨 破片 / 1 0 / 1 16 2
歯骨 前端 / 2 0 / 2

主鰓蓋骨 関節部 / 1 0 / 1
腹椎 - 3 2 2 7
尾椎 - 5 5

ハゼ科類似種 腹椎 - 1 1 5 1
尾椎 - 4 4

フサカサゴ科？ 尾椎 - 1 1 1 1
コチ科 主上顎骨 前端 1 / 1 1 / 1 13 2

前上顎骨 前端 2 / 1 2 / 1
歯骨 前端 1 / 1 / 0

前鰓蓋骨 棘 / 2 0 / 2
腹椎 - 4 4
尾椎 - 1 1

ヒラメ科 歯骨 前端 1 / 1 / 0 13 1
擬鎖骨 中央部 1 / 1 1 / 1
腹椎 - 2 2
尾椎 - 6 1 1 8

ウシノシタ類 尾椎 - 29 1 1 31 31 1
フグ科 前上顎骨 前端 1 / 1 / 0 6 1

歯骨 前端 1 / 1 1 / 1
角骨 後端 1 / 1 / 0
方骨 関節部 1 / 1 / 0
椎骨 - 1 1

真骨類・未同定Ａ 腹椎 - 6 6 6 -
真骨類・未同定Ｂ 方骨 関節部 1 1 1 -
真骨類・未同定Ｃ 椎骨 - 21 2 23 23 -
真骨類・未同定Ｄ 椎骨 - 4 1 5 5 -
真骨類・未同定Ｅ 腹椎 - 2 2 2 -
真骨類・未同定Ｆ 顎骨 破片 1 1 2 2 -
真骨類・未同定 歯骨 前端 1 / 2 1 / 2 38 -

顎骨/口蓋骨 破片 2 2
角骨 後端 1 / 2 1 / 2
方骨 関節部 3 3

主鰓蓋骨 関節部 1 / 1 / 0
椎骨 - 22 1 3 26

真骨類・保留 顎骨 破片 3 3 27 -
耳石 - 1 1
椎骨 - 3 2 5
鰭棘Ａ - 17 1 18

真骨類・同定不可 顎骨＋歯 破片 2 2 343 -
歯 - 12 12
角骨 後端 3 3
方骨 関節部 2 2
椎骨 - 296 18 10 324

カエル類 肩甲骨 関節部 1 1 1 1
ヘビ類 椎骨 - 34 34 34 1

鳥類・同定不可 不明（長骨） 骨幹 1 1 1 1
ネズミ類 切歯 - 3 3 21 2

臼歯 - 10 10
肩甲骨 関節部 / 1 0 / 1
上腕骨 遠位端 / 2 0 / 2
橈骨 近位端 1 / 1 1 / 1
尺骨 近位端 1 / 1 / 0
距骨 完存 / 1 0 / 1
踵骨 完存 / 1 0 / 1

イノシシ 第2中足骨 完存 1 / 1 / 0 1 1
シカ 下顎第1切歯 - / 1 0 / 1 3 1

距骨 完存 1 / 1 / 0
シカ？ 末節骨 近位端 1 1

イノシシ/シカ 下顎骨 破片 2 2 4 -
側頭骨 岩様部 1 1
肋骨 破片 1 1

小型哺乳類・保留 歯 - 4 4 11 -
中手/中足骨 - 3 3
基節骨 完存 4 4

小型哺乳類・同定不可 椎骨 破片 2 2 2 -

同定対象標本数合計 8078 472 216 8766 8825 301

第15表　（2） 第Ⅰ期（阿高式期）貝層（ﾌﾞﾛｯｸｻﾝﾌﾟﾙ以外）から水洗選別によって検出された魚類遺体
※左右のある部位は左／右で示す． ：同定標本数（ハモ属歯・アジ科稜鱗・タイ科歯を含まず）， ：最小個体数
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第Ⅴ章　出土遺物

残存位置 左右 数 備考 No. 種類 部位 残存位置 左右 数 備考

R 1 99 真骨類・同定不可 顎骨 破片 ? 1
破片 L? 1 ボラ科？ 101 真骨類・同定不可 顎骨 破片 ? 1

1 No.437と接合 102 クロダイ属 角骨 後端 R 1
1 102 タイ科 顎骨 破片 ? 1

中央部-後端 R 1 成魚 103 未確認 サメ椎骨？
1 104 真骨類・同定不可 不明 破片 1
1 未同定Ｂと同一種？ 105 真骨類・同定不可 不明 破片 8

中央部 L 1 成魚 105 真骨類・保留 不明 1 未同定Ｂと同一種？
前端 R 1 成魚 106 未確認 1 スズキ主鰓蓋骨？
関節部 R 1 成魚 107 未確認 1 クロダイ主上顎骨？

2 108 ハモ属 頭蓋骨 破片 1
2 109 真骨類・同定不可 鰭棘ほか 破片 8

前端 L 1 スズキ類似，硬質． 110 未確認 魚類？
1 435 フグ科 前鰓蓋骨 1
1 未同定Ｂと同一種？ 436 クロダイ属？ 臀鰭棘 完存 1 成魚

破片 8 437 エイ目 尾棘 + No.3と接合
破片 3 438 真骨類・同定不可 鰭棘 破片 1
破片 1 きわめて大型 439 スズキ属 歯骨 L 1
完存 L 1 成魚 440 真骨類・同定不可 不明 1
破片 1 441 クロダイ属 前上顎骨 中央部 L 1 成魚
破片 1 442 スズキ 主鰓蓋骨 関節部 R 1 成魚．イヌ咬痕？

1 443 真骨類・保留 主鰓蓋骨？ 破片 ? 1 ハモ？
1 444 トビエイ科 歯 2
1 445 未確認 魚類椎骨？

完存 R 1 成魚 446 クロダイ属 前上顎骨 中央部-後端 L 1 成魚小型
1 446 クロダイ属 前上顎骨 完存 L 1 若魚

破片 5 446 クロダイ属 歯骨 前端 L 1 若魚
関節部 L 1 成魚 447 トビエイ科 歯 1
破片 L 1 成魚 448 真骨類・未同定 歯骨？ 破片 R? 1 歯列はハゼに類似

1 450 コイ科 咽頭骨 R 1
魚類歯骨？ 451 クロダイ属 主上顎骨 完存 L 1 若魚

後端 R 1 若魚 568 スズキ 主鰓蓋骨 関節部 L 1 成魚．イヌ咬痕？
破片 15 572 スズキ属 擬鎖骨 up L 1 若魚
破片 15 572 スズキ属 擬鎖骨 up R 1 若魚

1 572 真骨類・同定不可 鰭棘ほか 破片 28
後端 R 1 成魚 579 ウナギ属 前鋤骨板 破片 1
基部 1 579 コイ科 咽頭骨 完存 R 1
破片 1 579 真骨類・同定不可 不明 破片 3
前端 R 1 成魚 581 コチ科 尾椎 1

1 サワラに類似 585 クロダイ属 主上顎骨 前端-中央部 R 1 若魚
関節部 R 1 成魚 585 タイ科？ 第１椎骨 1 若魚

魚類前上顎骨？ 585 ボラ科 基後頭骨 1 若魚
1 若魚 585 真骨類・同定不可 鰭棘ほか 破片 2

先端 1 586 真骨類・同定不可 棘 破片 1
1 若魚 590 真骨類・同定不可 不明 1

エイ歯？ 591 ウナギ属 腹椎 1
後端 L 1 若魚 591 スズキ属 尾椎 1 若魚
破片 45 591 ニシン科 腹椎 1
破片 1 591 ニベ科 尾椎 1
破片 R 1 成魚．イヌ咬痕？ 591 ハモ属 腹椎 1

魚類椎骨？ 591 ヒラ 尾椎 1 若魚
破片 1 591 真骨類・同定不可 尾椎 1
破片 1 592 コイ科 咽頭骨 L 1 フナ？

1 615 真骨類・同定不可 上擬鎖骨ほか 破片 2
前端 R 1 若魚 617 タイ科？ 尾椎 1
破片 135 619 未確認 魚類？
破片 1 620 クロダイ属 角骨 後端 L 1

L 1 若魚 620 真骨類・同定不可 肩甲骨 破片 1
R 1 若魚 625 真骨類・同定不可 鰭棘ほか 破片 9
L 1 626 真骨類・同定不可 椎骨 破片 1

破片 2 628 未確認 魚類？
前端 R 1 成魚 629 真骨類・同定不可 鰭棘ほか 破片 6

1 630 スズキ属 尾椎 1 若魚
破片 2 630 真骨類・同定不可 椎骨 1

1 630 エイ目 椎骨 1
1 若魚 631 真骨類・同定不可 上擬鎖骨ほか 破片 2
2 若魚 632 真骨類・同定不可 鰭棘ほか 破片 20
2 635 タイ科？ 腹椎 1

破片 R 1 成魚 648 スズキ属 角骨 後端 R 1 若成魚？
前端 R 1 若魚（やや大型） 648 スズキ属 擬鎖骨 up R 1 若魚
破片 7 648 真骨類・同定不可 鰭棘ほか 破片

1 若魚（やや大型） 650 エイ目 楯鱗 1
1 650 スズキ属 歯骨 前端 R 1 成魚

破片 ? 1 成魚．イヌ咬痕？ 650 タイ科 主上顎骨 前端 R 1
破片 7 650 真骨類・同定不可 口蓋骨ほか 破片 2
破片 2 651 未確認 魚類椎骨？
破片 11 652 コチ科 方骨 関節部 R 1

1 652 ボラ科 角骨 完存 L 1
1 652 真骨類・同定不可 鰭棘ほか 破片 40

中央部 L 1 成魚 661 クロダイ属 前上顎骨 完存 L 1 成魚
前端-中央部 R 1 成魚 663 クロダイ属 角骨 後端 R 1 成魚

破片 2 664 真骨類・未同定 前頭骨/上後頭骨? 1
1 665 クロダイ属？ 臀鰭棘 基部 1
2 665 真骨類・同定不可 尾椎 1

破片 1 665 真骨類・同定不可 鰭棘ほか 破片 2
破片 10 672 クロダイ属 歯骨 前端 L 1 成魚
前端 L 1 若魚 673 真骨類・同定不可 鰭棘 1
破片 1 675 クロダイ属 前上顎骨 完存 R 1 成魚
前端 R 1 若魚 676 スズキ属 前鰓蓋骨 L 1 成魚
関節部 R 1 成魚 677 トビエイ科 歯 1 屈曲型

1 678 ハモ属 歯 1
関節部 L 2 成魚 679 スズキ属 主上顎骨 前端 R 1 若魚
関節部 R 1 成魚 679 真骨類・同定不可 不明 1

1 680 真骨類・同定不可 鰭棘ほか 破片 8
破片 8 681 クロダイ属 前上顎骨 中央部 R 1 成魚
破片 5 682 エイ目 尾棘 基部 1
関節部 R 1 成魚 683 クロダイ属 前上顎骨 完存 L 1 成魚

1 687 トビエイ科 歯 2 屈曲型
1 若魚 688 スズキ属 歯骨 前端 L 1 若魚
1 689 クロダイ属 口蓋骨 L 1
1 691 ヘダイ 前上顎骨 完存 L 1 成魚

破片 1 692 クロダイ属 歯骨 完存 L 1 若魚

第16表　阿高貝塚現地採集試料（No.付）の魚骨同定結果
※「未確認」としたのは資料を実見することができなかったもの（台帳の記載を備考欄に示した）
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第４節　動物遺存体

種類 部位 L / R NISP M NI

トビエイ科 歯 7 7 1

エイ目 楯鱗 2 12 -

尾棘 4

椎骨 6

エイ目？・保留 歯？ 1 1 -

ヒラ 尾椎 1 1 1

ニシン科 腹椎 1 1 1

ウナギ属 前鋤骨板 2 3 2

腹椎 1

ハモ属 頭蓋骨（破片） 2 3 1

歯 （ 1 ）

腹椎 1

コイ／フナ 鰭棘（破片） （ 1 ） - -

コイ科 咽頭骨 1 / 2 3 2

ボラ科 角骨 1 / 9 3

主鰓蓋骨 3 / 3

基後頭骨 1

尾椎 1

スズキ 主鰓蓋骨 1 / 3

スズキ属 主上顎骨 / 2 27 3

前上顎骨 / 1

歯骨 3 / 3

角骨 / 1

方骨 / 1

前鰓蓋骨 2 / 1

擬鎖骨 1 / 2

腹椎 2

尾椎 8

ヘダイ 前上顎骨 1 / 1 1

クロダイ属 主上顎骨 3 / 2 27 5

前上顎骨 5 / 4

歯骨 4 / 2

角骨 1 / 2

口蓋骨 1 /

第２臀鰭棘 3

タイ科 主上顎骨 / 1 6 -

顎骨（破片） 1

前鰓蓋骨 1 /

タイ科？ 第１椎骨 1

腹椎 1

尾椎 1

ニベ科 尾椎 1 1 1

コチ科 方骨 / 1 2 1

尾椎 1

ヒラメ科 尾椎 1 1 1

フグ科 顎骨（破片） 1 2 1

前鰓蓋骨 1

真骨類・未同定 前上顎骨 1 / 3 -

歯骨？（破片） 1

尾椎 1

真骨類・同定不可 顎骨（破片） 2 8 -

椎骨 5

尾部棒状骨 1

同定対象標本数合計 124 118 24

*  （　）はNISPに含めないものを示す

第17表　阿高貝塚現地採集資料（No.付）の魚骨集計表
※ ：同定標本数， ：最小個体数．未確認資料 点を含まず
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第Ⅴ章　出土遺物

0% 20% 40% 60% 80% 100%

マイワシ 

Ⅴ期 

Ⅰ期 

サッパ ヒラ コノシロ 

ニシン科 キビナゴ属 ｷﾋﾞﾅｺﾞ/ｶﾀｸﾁ カタクチイワシ 

ボラ科 ハゼ科 スズキ属 ヒイラギ属 

コイ科 ウナギ属 エイ目 その他 

第59図　貝層ﾌﾞﾛｯｸｻﾝﾌﾟﾙから検出された魚類遺体の組成（同定標本数による）
※カタクチイワシは近似種を含む

NISP 

MNI 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

マイワシ サッパ ヒラ コノシロ ニシン科 

ボラ科 スズキ属 ヒイラギ属 クロダイ属 ニベ科 

ウナギ属 エイ・サメ類 その他 

第60図　第Ⅰ期（阿高式期）貝層（ﾌﾞﾛｯｸｻﾝﾌﾟﾙ以外）から水洗選別によって検出された魚類遺体
※下段：最小個体数（MNI），上段（同定表保運数（NISP）

NISP 

MNI 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エイ目 ヒラ ニシン科 

ウナギ属 ハモ コイ科 

ボラ科 スズキ属 ｸﾛﾀﾞｲ属・ﾍﾀﾞｲ・ﾀｲ科 

ニベ科 コチ科 ヒラメ科 

フグ科 真骨類・未同定 

第61図　阿高貝塚現地採集資料における魚類遺体組成
※下段：最小個体数（MNI），上段（同定表保運数（NISP）
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第４節　動物遺存体

No. 種類 部位 残存位置 左右 数 備考

16 哺乳類 不明 破片 ? 1

24 哺乳類 不明 破片 ? 多 人骨混じる？

57 哺乳類？ 不明 破片 1

75 哺乳類？ 不明 破片 ? 1 焼

93 哺乳類 不明 破片 ? 1

97 未確認 哺乳類椎骨？

99 哺乳類 不明 破片 ? 2
111 イノシシ 上顎第1切歯 ほぼ完存 R 1

112 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 不明 破片 1 焼

113 哺乳類 不明 破片 ? 1

114 哺乳類 不明 破片 ? 2

115 シカ 下顎骨 吻端 R 1 焼

116 哺乳類 不明 破片 ? 1

117 哺乳類 不明 破片 ? 1

118 哺乳類 不明 破片 ? 2 焼

119 イノシシ 上腕骨 遠位側骨幹 L 1

120 哺乳類 不明 破片 ? 1

121 哺乳類 不明 破片 ? 1

122 哺乳類 不明 破片 ? 1

123 シカ 踵骨 関節部 R 1
124 哺乳類 不明 破片 ? 1

125 シカ 上腕骨 遠位端 L 1 骨端癒合残存

126 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 長骨 破片 ? 1

127 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 長骨 破片 ? 1

128 哺乳類 不明 破片 ? 1

129 イノシシ 脛骨 遠位端 R 1 骨端癒合残存

130 大型哺乳類 不明 破片 ? 1

131 哺乳類 不明 破片 ? 3

132 イノシシ？ 脛骨 骨幹 R 1

133 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 腰椎 棘欠 - 1

134 哺乳類 不明 破片 ? 1

135 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 肋骨 破片 ? 1

136 哺乳類 不明 破片 ? 1
137 シカ 基節骨 遠位端 ? 1 骨端癒合残存

138 哺乳類 不明 破片 - 1

139 大型哺乳類 脛骨 近位端破片 ? 1

140 哺乳類 不明 破片 - 1

141 シカ 中足骨 近位端 L 1 骨端癒合残存．後面欠損

142 哺乳類 不明 破片 - 2

143 シカ 軸椎 後部欠 - 1

144 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 長骨 破片 ? 1

144 小型哺乳類？ 長骨 破片 ? 1

145 イノシシ 後頭骨 左後頭顆 - 1

146 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 下顎骨 破片 ? 1 焼

147 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 肋骨 近位端 1

148 哺乳類 不明 破片 - 1

149 イノシシ 踵骨 後端 R 1 未癒合骨端のみ

149 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

149 哺乳類 不明 破片 - 12

150 シカ 脛骨 遠位端 L 1 骨端癒合残存．Bd35.5

151 シカ 下顎第3小臼歯 * 1

152 イノシシ 中間手根骨 完存 L 1

153 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 頸椎 破片 - 1

154 シカ 下顎第4小臼歯 歯根欠 R 1 焼

155 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 橈骨 破片 ? 1

155 哺乳類 長骨 破片 ? 1 焼

156 小型哺乳類 長骨 破片 ? 1

157 イヌ 下顎犬歯 R 1

158 イノシシ 第5中手骨 ほぼ完存 R 1
近位端癒合残存，遠位端未癒合
脱落

160 イノシシ 腓骨 破片 ? 1

161 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 長骨 破片 ? 1

162 小型哺乳類 長骨 破片 ? 1

163 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 長骨 破片 ? 1

164 イノシシ 第4中足骨 近位端 R 1 骨端癒合残存

165 哺乳類 不明 破片 - 1

166 イノシシ 軸椎 棘欠 - 1 イヌ？咬痕顕著

167 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 脛骨 骨幹破片 L 1

168 タヌキ 下顎犬歯 L 1
169 哺乳類 不明 破片 - 1

170 哺乳類 不明 破片 -

174 哺乳類 不明 破片 ? 1

185 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

186 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

187 哺乳類 不明 破片 - 1 焼

188 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

189 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

190 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

191 シカ 距骨 完存 L 1

192 大型哺乳類 不明 破片 ? 1

193 シカ 脛骨 遠位端 R 1
骨端癒合残存．イヌ？咬痕顕

著．Bd38.2

194 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 上腕骨 破片 ? 1

195 哺乳類 不明 破片 -

196 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 長骨 破片 ? 1

197 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

198 シカ 下顎骨 関節突起 L 1

199 小型哺乳類 上腕骨 遠位側骨幹 L 1 キツネ？

200 イノシシ 踵骨 関節部 L 1

201 イノシシ 下顎骨 下顎体後部破片 R 1

202 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 肩甲骨 破片 ? 1

203 シカ 寛骨（座骨） 寛骨臼 R 1

204 イノシシ 下顎第1切歯 L 1

205 イノシシ 下顎第2小臼歯 完存 R 1
206 小型哺乳類 肋骨 破片 ? 4

207 イヌ 下顎骨 筋突起 L 1

209 シカ 大腿骨 遠位端 L 1 未癒合骨端のみ

210 シカ 角 角尖 ? 1 焼？

No. 種類 部位 残存位置 左右 数 備考

211 イヌ 脛骨 近位側骨幹 R 1 きわめて小型

212 イヌ？ 大腿骨 骨幹 R 1 若齢

213 イノシシ 下顎第2切歯 歯根未形成 R 1 萌出中

214 哺乳類 不明 破片 ? 1

215 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

216 未確認 シカ角？

217 イノシシ 膝蓋骨 完存 L 1
218 シカ 中節骨 完存 ? 1 遠近両端癒合残存

220 シカ 大腿骨 遠位側骨幹 R 1

221 イノシシ 第5中手骨 完存 L 1 遠近両端癒合残存

222 イノシシ 下顎骨 連合部 L+R 1

223 イヌ 脛骨 骨幹 L 1 きわめて小型

224 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 椎骨 棘 - 1

226 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 肋骨 破片 ? 3

227 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 腰椎 椎体 - 1

228 哺乳類 不明 破片 ? 2

229 イノシシ 腓骨 破片 ? 1

230 イヌ 上腕骨 遠位端 L 1 骨端癒合残存

231 哺乳類 不明 破片 ? 11

232 イヌ 上顎骨 [P4] L 1 P4残存

233 イヌ 切歯骨 [I1-I3] L 1 全歯脱落

233 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 下顎骨 破片 ? 1

234 イノシシ 下顎骨 破片 ? 1

235 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 椎骨 椎弓 - 1

236 イノシシ 上顎第4小臼歯 歯根未形成 R 1 未萌出

237 小型哺乳類 腰椎 棘欠 - 1 タヌキ？

238 小型哺乳類 肋骨 破片 ? 8

239 シカ 角 破片 ? 1

240 イノシシ 中節骨 完存 ? 1 遠近両端癒合残存

241 シカ 下顎切歯/犬歯 破片 L 1

242 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 長骨 破片 ? 1

243 イヌ？ 上顎骨 [C-P3] L 1 全歯脱落

244 イヌ 側頭骨 R 1 若獣

244 小型哺乳類 頭蓋骨 破片 - 1 イヌ側頭骨と同一個体？

245 哺乳類 不明 破片 - 1

246 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 腰椎 棘欠 - 1

247 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 腰椎 棘欠 - 1 246とは別個体

248 イヌ 橈骨 近位端 L 1 骨端癒合残存

249 シカ 大腿骨 遠位側骨幹 L 1

250 イヌ 側頭骨 関節結節・岩様部 L 1

250 イヌ 側頭骨 岩様部 L 1

250 イヌ 側頭骨 岩様部 R 1

251 小型哺乳類 頸椎 ほぼ完存 - 1 若齢．イヌ？

252 イヌ 下顎犬歯 歯根欠 R 1

253 イヌ 下顎第1大臼歯 破片 R 1

254 イヌ 橈骨 骨幹 L 1
きわめて小型．尺骨と同一個

体？

254 イヌ 尺骨 骨幹 L 1
きわめて小型．橈骨と同一個
体？

255 小型哺乳類 肋骨 破片 ? 1

256 イヌ 環椎 破片 - 1

257 シカ 寛骨 寛骨臼 L 1

258 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 胸椎 棘欠 - 1

259 イノシシ 下顎第1切歯 先端欠 R 1

260 哺乳類 不明 破片 ? 1

261 イヌ？ 寛骨（座骨） 関節臼 L 1 未癒合．幼獣

262 イノシシ 橈骨 遠位端 L 1 未癒合骨端のみ

263 イノシシ？ 大腿骨 破片 L 1
264 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 肋骨 破片 ? 1

265 哺乳類 不明 破片 ? 2

266 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 脛骨 骨幹破片 L 1

267 イヌ？ 後頭骨 上部 - 1 未癒合．幼獣

268 イヌ 上顎第3切歯 L 1

269 イヌ 上顎第2乳臼歯 L 1 幼獣

269 小型哺乳類 下顎第3大臼歯 ? 1

269 小型哺乳類 切歯 1

269 小型哺乳類 臼歯 破片 ? 1

270 イヌ？ 肩甲骨 関節部 R 1 幼獣

271 未確認 哺乳類歯？

272 小型哺乳類 肋骨 破片 ? 7
273 小型哺乳類 肋骨 近位端 1

274 ネズミ科 大腿骨 完存 L 1

274 哺乳類 不明 破片 ? 1

275 大型哺乳類 頭蓋骨 破片 - 1 ヒト？

276 哺乳類 不明 破片 ? 1 幼獣

277 小型哺乳類 中手／中足骨 骨幹 ? 1

279 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 長骨 骨端破片 ? 1

285 小型哺乳類？ 長骨 破片 ? 4

286 シカ 角 破片 ? 1 焼

287 イヌ？ 乳切歯？ 1 幼獣

291 ネズミ科 下顎骨 下顎枝欠 L 1

292 哺乳類 不明 破片 ? 2

294 未確認 哺乳類四肢骨？

295 哺乳類 不明 破片 ? 1

297 イノシシ？ 顎骨 破片 ? 1

298 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 長骨 破片 ? 1

299 哺乳類 不明 破片 ? 1

300 イノシシ 第4中足骨 近位端 R 1 骨端癒合残存

301 イノシシ 下顎骨 下顎枝破片 L 1

302 シカ 寛骨（座骨） 寛骨臼 R 1

303 哺乳類 不明 破片 ? 1

304 哺乳類 不明 破片 - 1

305 イノシシ 環椎 ほぼ完存 - 1

306 イノシシ 大腿骨 遠位端 R 1 骨端癒合残存

307 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 肋骨 破片 ? 1

309 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 肋骨 破片 ? 1

314 イノシシ 下顎第3乳臼歯 L 1

317 イヌ 脛骨 骨幹 R 1

第18表　（1） 阿高貝塚現地採集資料（No.付）の両生類・鳥獣骨類遺体同定結果
※「未確認」としたのは資料を実見することができなかったもの（台帳の記載を備考欄に示した）
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第Ⅴ章　出土遺物

No. 種類 部位 残存位置 左右 数 備考

318 イヌ 大腿骨 骨幹 R 1

319 未確認 小型哺乳類橈骨？

320 小型哺乳類？ 長骨 骨幹 ? 2

321 大型哺乳類 側頭骨 1 ヒト？

334 イヌ 大腿骨 近位端 L 1 骨端癒合残存

335 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

336 小型哺乳類 長骨 破片 ? 1
337 小型哺乳類 肋骨 破片 ? 2

338 大型哺乳類 長骨 破片 ? 2

338 哺乳類 不明 破片 ? 3

339 イヌ 上腕骨 遠位端 R 1 骨端癒合欠損

340 イヌ 寛骨（腸骨） 破片 L 1

341 哺乳類 不明 破片 ? 1

342 未確認 1 シカ脛骨？

343 イヌ 脛骨 近位側骨幹 L 1

344 ウシ 臼歯 破片 ? 1

345 イヌ 脛骨 近位側骨幹 L 1

346 シカ 環椎 ほぼ完存 - 1

347 イヌ 上腕骨 遠位端 L 1
骨端癒合残存．348と同一個

体？

348 イヌ 上腕骨 遠位側骨幹 R 1 347と同一個体？

349 イノシシ 上腕骨 遠位端 R 1 骨端癒合残存．イヌ？咬痕顕著

350 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 上腕骨 破片 ? 1

353 哺乳類・保留 長骨 骨幹 1 ヒト？

354 クジラ 椎骨 破片 - 1 大型

355 シカ 軸椎 後部欠 - 1

356 シカ 脛骨 遠位端 L 1
骨端癒合残存．カットマーク．
小型．Bd30.8

357 イノシシ 末節骨 完存 ? 1 骨端癒合残存

359 イノシシ 下顎第3大臼歯 第３咬頭欠 L 1 萌出中？

360 イヌ 下顎骨 [c-m 3] R 1 全歯脱落．幼獣

361 未確認 小型哺乳類大腿骨？

362 哺乳類 不明 破片 ? 1

363 イノシシ 大腿骨 骨幹（小転子） R 1

363 シカ 下顎骨 関節突起 R 1

364 哺乳類 不明 破片 ? 2

365 哺乳類 不明 破片 ? 3 焼

366 シカ 尺骨 滑車切痕 R 1

367 哺乳類 不明 破片 ? 1

368 未確認 イノシシ大腿骨？

369 大型哺乳類 椎骨 椎体破片 - 1

370 イノシシ 上顎第2切歯 ほぼ完存 R 1 歯根形成未了，萌出中

372 イノシシ 後頭骨 右後頭顆 - 1

373 イノシシ 側頭骨 関節結節周辺 R 1 407bと接合

374 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 肋骨 破片 ? 1

374 大型哺乳類 長骨 破片 ? 2

376 イノシシ 臼歯 破片 ? 1

378 イノシシ 上顎犬歯 破片 ? 1 雌

379 イノシシ 頬骨 頬骨弓 L 1

380 イノシシ 臼歯 破片 ? 1

382 イノシシ？ 上顎犬歯？ 破片 ? 1 雌？

382 大型哺乳類 長骨 破片 ? 2

383 哺乳類 不明 破片 - 8

384 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 肋骨 破片 ? 1

385 哺乳類 不明 破片 ? 1

386 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 長骨 破片 ? 1 カットマーク．

387 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 種子骨 ? 1

388 哺乳類？ 不明 破片 ? 1

389 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 肋骨 破片 ? 1

390 イノシシ？ 臼歯 破片 ? 1 未萌出，歯根未形成

391 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 肋骨 破片 ? 1

392 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 肋骨 破片 ? 2

393 哺乳類 不明 破片 ? 1

394 イヌ 歯 イヌ歯？

395 シカ 脛骨 近位端 L 1 骨端癒合残存

396 大型哺乳類 椎骨 破片 - 6 ヒト？

397 大型哺乳類 長骨 破片 ? 2

398 シカ 脛骨 遠位端 L 1 骨端未癒合脱落

399 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 肋骨 破片 ? 1

400 哺乳類 不明 破片 - 1

401 イノシシ 上顎第1切歯 完存 R 1

402 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 歯 破片 ? 1

403 イノシシ 上顎2/3大臼歯 破片 R 1 未萌出？

404 イノシシ 上顎第3小臼歯 完存 R 1

405 哺乳類 不明 破片 - 36

406 哺乳類 不明 破片 - 1

407 イノシシ 側頭骨 関節結節周辺 L 1

407 イノシシ 後頭骨 左後頭顆 - 1 372と接合

407 大型哺乳類 不明 破片 - 2

408 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 胸椎 棘欠 - 1

409 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 長骨 破片 ? 1
410 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 肋骨 破片 ? 1

411 シカ 中節骨 完存 ? 1 遠近両端癒合残存

412 シカ 脛骨 L * 395と接合

418 大型哺乳類 肋骨 破片 ? 6

419 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

420 シカ 中手骨 ほぼ完存 R 1
近位端癒合残存，遠位端未癒合
脱落．Bp23.3

421 哺乳類 不明 破片 - 5

423 哺乳類 不明 破片 - 1

424 哺乳類 椎骨 椎体 - 1

425 スッポン 肋骨板 破片 1

426 スッポン 肋骨板 破片 ? 1
427 スッポン 背甲骨板 破片 ? 1

428 スッポン 肋骨板 破片 ? 1

428 スッポン 肋骨板 破片 ? 1

429 スッポン 肋骨板 破片 1

No. 種類 部位 残存位置 左右 数 備考

430 スッポン 肋骨板 破片 2

430 スッポン 背甲骨板 破片 ? 2

431 スッポン 肋骨板 破片 1

432 哺乳類 不明 破片 - 1

433 スッポン 肋骨板 破片 1

434 キジ／ﾔﾏﾄﾞﾘ 中手骨 近位端 L 1

438 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 肋骨 破片 ? 1
442 シカ 角 角尖 ? 1 イヌ／ネズミ咬痕，切断痕

449 イヌ 下顎第2乳臼歯 歯冠のみ R 1

452 哺乳類 不明 破片 - 多

453 シカ 中足骨 近位端 L 1 骨端癒合残存．半裁→後半部欠

454 イノシシ 下顎骨 連合部 L+R 1

455 哺乳類 不明 破片 ? 1

456 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

457 イノシシ 肩甲骨 関節部欠 L 1

458 イノシシ 肩甲骨 関節部 R 1

459 哺乳類 不明 破片 ? 1

460 哺乳類 不明 破片 ? 3

461 シカ？ 寛骨（腸骨）？ 破片 R? 1

462 大型哺乳類 不明 破片 - 1

463 小型哺乳類 長骨 骨幹 ? 1

464 シカ 中手／中足骨 破片 ? 1

465 シカ 上腕骨 遠位端 L 1 骨端癒合残存

467 イノシシ？ 第2中手骨？ 近位端？ R 1

468 イノシシ？ 前頭骨 眼窩上部 R 1

468 哺乳類 頭蓋骨 破片 - 1 ヒト？

469 イノシシ 下顎第2乳臼歯 R 1

470 イノシシ 上顎第1小臼歯 R 1

471 哺乳類 頭蓋骨 破片 - 1 シカ頭頂骨？

472 イノシシ 中間手根骨 完存 R 1
473 タヌキ 上腕骨 骨幹 L 1

474 小型哺乳類・保留 1 おそらくイタチ属

475 シカ 上腕骨 遠位端 R 1 骨端癒合残存

476 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 胸椎 棘欠 - 1

477 イヌ 脛骨 遠位端 R 1

478 タヌキ 尺骨 滑車切痕 R 1

479 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 上腕骨 破片 ? 1

480 シカ 上腕骨 破片 L 1

481 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1 ヒト？

482 シカ 脛骨 遠位端 R 1 骨端癒合残存．Bd40.1

483 シカ 中手骨 破片 ? 1

484 哺乳類 不明 破片 ? 2
485 哺乳類 肋骨 破片 ? 1

486 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 肋骨 破片 ? 1

487 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 肋骨 破片 ? 1

488 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

489 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 肩甲骨？ 破片 ? 1

490 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 長骨 破片 ? 1

491 シカ 下顎骨 下顎枝破片 R 1

492 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

493 シカ 寛骨（座骨） 寛骨臼 R 1

494 シカ 脛骨 遠位端 R 1 骨端癒合残存．Bd39.6

495 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

496 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 脛骨 破片 L 1

497 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1
498 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 長骨 破片 ? 1

499 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 長骨 破片 ? 1

500 イノシシ 踵骨 関節部 R 1

501 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 長骨 破片 ? 1

502 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 肩甲骨 破片 1

503 イノシシ 橈骨 近位端 R 1 骨端癒合残存

505 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 長骨 破片 ? 1

506 シカ 中手骨 近位端 R 1 骨端癒合残存．Bp31.0

507 シカ 頸椎 棘欠 - 1

508 未確認 シカ下顎骨？

510 シカ 下顎切歯/犬歯 R 1

511 イノシシ？ 脛骨 骨幹破片 L 1
512 哺乳類 不明 破片 ? 1

513 小型哺乳類 長骨 破片 ? 2

514 小型哺乳類 肋骨 破片 ? 1

516 哺乳類 不明 破片 ? 1

517 イヌ 上顎乳犬歯 R 1 歯根形成未了．幼獣

518 イヌ？ 下顎骨 [m 1-m 3] L 1 幼獣

519 大型哺乳類 不明 破片 - 1 クジラ？

522 イヌ？ 下顎骨 [m 1-m 3] L 1 幼獣

523 イヌ？ 大腿骨 遠位端 L? 1 骨端未癒合脱落．幼獣

524 哺乳類 不明 破片 - 1 小型哺乳類頭蓋？

525 哺乳類 不明 破片 - 多 人骨混じる？

528 小型哺乳類 長骨 破片 ? 1
529 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 頸椎 破片 - 1

530 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 腰椎 棘欠 - 1

531 シカ 頸椎 椎体 - 1

532 哺乳類 不明 破片 ? 1

533 哺乳類 不明 破片 ? 1

534 クジラ 椎骨 破片 - 1 大型

535 未確認 クジラ椎骨？

536 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

538 哺乳類 不明 破片 ? 1

539 哺乳類 不明 破片 ? 1 焼

540 シカ 橈骨 骨幹 R 1

541 シカ 肩甲骨 関節部 R 1
542 シカ 踵骨 完存 L 1

543 未確認 哺乳類四肢骨？

544 シカ 橈骨 近位端 L 1 骨端癒合残存

545 イノシシ 踵骨 関節部 R 1

第18表　（2） 阿高貝塚現地採集資料（No.付）の両生類・鳥獣骨類遺体同定結果
※「未確認」としたのは資料を実見することができなかったもの（台帳の記載を備考欄に示した）
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第４節　動物遺存体

No. 種類 部位 残存位置 左右 数 備考

546 イノシシ 尺骨 滑車切痕 L 1

547 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

548 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 肋骨 近位端 1

549 シカ 寛骨 腸骨破片 L 1

550 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

551 イヌ 上顎第2大臼歯 L 1

552 未確認 シカ歯？

553 イヌ 下顎第2小臼歯 R 1

553 イヌ 下顎第3切歯 L 1 歯根形成未了

553 イヌ 上顎第2乳臼歯 L 1 幼獣

554 シカ 上顎第2第臼歯 完存 R 1

555 イノシシ 下顎第2乳切歯 歯根再吸収中 L 1

555 イノシシ 下顎第2乳切歯 歯根再吸収中 R 1 Lと同一個体

556 小型哺乳類 頸椎 椎体 - 1

556 小型哺乳類 腰椎 一部破損 - 1

556 小型哺乳類・保留 軸椎 一部破損 - 1
アナグマ近似だが前部関節面の
角度が広い．

556 哺乳類 不明 破片 ? 4

557 イヌ 尺骨 滑車切痕 L 1 558と同一個体？

558 イヌ 橈骨 近位端 L 1
骨端癒合残存．557と同一個

体？

559 イヌ 上顎骨 [C-P3] R 1 全歯脱落

559 イヌ？ 頭蓋骨 破片 - 8

560 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

560 哺乳類 不明 破片 ? 15

562 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 腰椎 半欠 - 1

564 イノシシ 基節骨 完存 ? 1 遠近両端癒合残存

565 大型哺乳類 長骨 破片 ? 2

566 イノシシ 頸椎 棘欠 - 1 病変

567 未確認 シカ下顎骨？

569 スッポン 肋骨板 破片 1

569 スッポン 背甲骨板 破片 2
570 スッポン 肋骨板 破片 ? 1

571 イノシシ 上顎第3大臼歯 歯根溶解 L 1 未萌出

573 哺乳類 不明 破片 ? 1

574 哺乳類 不明 破片 ? 2

575 哺乳類 不明 破片 ? 1

576 大型哺乳類 不明 破片 - 1

577 イヌ 切歯骨 [I1-I3] R 1

578 イヌ？ 寛骨（座骨） 寛骨臼 R 1 未癒合．幼獣

578 小型哺乳類 椎骨 椎体 - 1

578 小型哺乳類 椎骨 破片 - 1

578 哺乳類 顎骨 破片 ? 1

578 哺乳類 不明 破片 ? 多
580 イヌ 下顎骨 関節突起 L 1

580 イヌ？ 側頭骨 関節結節周辺 L 1 幼獣

580 小型哺乳類 上腕／大腿骨 近位端破片 ? 1

580 哺乳類 不明 破片 - 15

582 イヌ 下顎第2大臼歯 R 1

583 イヌ 下顎骨 関節突起 R 1

583 イヌ 大腿骨 骨幹 L 1

583 イヌ 頬骨 ほぼ完存 L 1

583 イヌ？ 尺骨 滑車切痕 L 1 幼獣

583 イヌ？ 後頭骨 右後頭顆 - 1 幼獣

583 イヌ？ 頬骨 頬骨弓 L 1 幼獣

583 シカ 寛骨（腸骨） 破片 L 1

583 小型哺乳類 椎骨 椎体 - 1
583 小型哺乳類 椎骨 破片 - 2

583 小型哺乳類 長骨 破片 ? 1

583 大型哺乳類 長骨 破片 ? 4

583 大型哺乳類 椎骨 破片 - 1

583 哺乳類 不明 破片 - 多

584 小型哺乳類 頸椎 ほぼ完存 - 1

585 カエル 椎骨 1 大型

587 イヌ？ 大腿骨 近位端 R 1 骨端未癒合脱落．幼獣

587 小型哺乳類 長骨 骨幹 ? 1

587 小型哺乳類 椎骨 破片 - 2

587 哺乳類 不明 破片 - 多

588 イヌ 脛骨 近位側骨幹 L 1
588 イヌ？ 大腿骨 近位端 R 1 骨端未癒合脱落．幼獣

588 小型哺乳類 頭蓋骨 破片 - 1

588 小型哺乳類 椎骨 棘突起 - 1

588 小型哺乳類 肋骨 破片 ? 2

588 小型哺乳類 長骨 破片 ? 1

588 大型哺乳類 側頭骨 岩様部？ 1 ヒト幼児？

588 哺乳類 不明 破片 - 多

593 イヌ？ 腰椎 棘欠 - 1

594 小型哺乳類 長骨 破片 ? 1

594 小型哺乳類 椎骨 破片 - 2

594 哺乳類 不明 破片 - 多

595 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 肋骨 破片 ? 1
596 哺乳類 頸椎 破片 - 1 幼獣

596 哺乳類 不明 破片 ? 6

597 哺乳類 不明 破片 - 多

598 哺乳類 不明 破片 - 多 人骨混じる？

599 哺乳類 椎骨 椎体 - 3 若齢

600 イノシシ 第4中手骨 近位端 L 1
骨端癒合残存．甲面にカット
マーク

601 哺乳類 長骨 骨幹 1 若齢．ヒト幼児？

604 ｲﾉｼｼ／ｼｶ 肋骨 近位端 1

604 哺乳類 不明 破片 ? 1

605 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 肋骨 破片 ? 2

605 小型哺乳類？ 長骨 破片 ? 1

605 哺乳類 不明 破片 ? 14
606 イヌ？ 上腕骨 遠位端 L 1 骨端未癒合脱落．幼獣

607 哺乳類 不明 破片 ? 9

608 哺乳類 不明 破片 ? 2

609 哺乳類 不明 破片 ? 5

No. 種類 部位 残存位置 左右 数 備考

610 哺乳類 不明 破片 ? 3

611 スッポン 肋骨板 破片 1

612 イノシシ 上顎第2第臼歯 R 1

613 哺乳類 不明 破片 ? 多

614 哺乳類 不明 破片 ? 1

616 イノシシ 頬骨 頬骨弓 L 1

616 哺乳類 不明 破片 ? 多
618 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 肋骨 破片 ? 1

618 哺乳類 不明 破片 ? 多

621 哺乳類 不明 破片 ? 4

622 哺乳類 不明 破片 ? 1

623 哺乳類 不明 破片 ? 3

624 哺乳類 不明 破片 ? 2

627 哺乳類 不明 破片 ? 多

633 哺乳類 不明 破片 ? 2

634 哺乳類 不明 破片 ? 1

636 哺乳類 不明 破片 ? 6

637 哺乳類 不明 破片 ? 1

638 哺乳類 不明 破片 ? 4

639 哺乳類 顎骨 破片 ? 1

640 哺乳類 不明 破片 ? 多

641 哺乳類 不明 破片 ? 2

642 哺乳類 不明 破片 ? 1

643 大型哺乳類 頭蓋骨 破片 - 1 ヒト？

643 大型哺乳類 不明 破片 ? 1

644 大型哺乳類 肋骨 破片 ? 1 ヒト？

645 大型哺乳類 長骨 破片 ? 1

646 哺乳類 不明 破片 ? 1

647 イノシシ 大腿骨 破片 L 1

649 哺乳類 不明 破片 ? 5

650 スッポン？ 甲骨板？ 破片 1

650 哺乳類 椎骨 破片 1 若獣

650 哺乳類 不明 破片 1

652 カエル 四肢骨 破片 2

653 イノシシ 上顎第3切歯 完存 R 1

654 ｲﾉｼｼ／ｼｶ？ 肋骨 破片 ? 1

654 小型哺乳類 肋骨 破片 ? 1

655 小型哺乳類 肋骨 破片 ? 7

655 哺乳類 不明 破片 ? 多

656 イヌ？ 大腿骨 近位端 L 1 骨端未癒合脱落．幼獣

656 哺乳類 不明 破片 ? 多

657 ネコ 下顎骨 完存 R 1 I-C脱落，臼歯残存

657 ネコ 下顎犬歯 R 1

658 イノシシ？ 下顎犬歯？ 破片 ? 1 雄？

659 イノシシ 尺骨 滑車切痕 R 1
660 シカ 基節骨 完存 ? 1 遠近両端癒合残存

665 スッポン 椎骨板 破片 1

665 スッポン？ 末節骨 完存 1

666 イヌ 下顎犬歯 L 1 Rと同一個体

666 イヌ 下顎犬歯 R 1 Lと同一個体

667 イノシシ 下顎第1切歯 完存 L 1

668 イノシシ 下顎第2切歯 歯根未形成 L 1 萌出中

669 イノシシ 下顎骨 L[C-C]R L+R 1 雌．左右Cのみ残存．

670 未確認 イノシシ下顎骨？

671 イヌ 下顎骨 [C-M 3] L 1 P4-M 2植立．P2は欠歯

671 イヌ 下顎骨 [I1-M 1] R 1 P4-M 1植立．P2は欠歯

674 シカ 下顎骨 [M 3-下顎角] L 1 M 3萌出中

684 シカ 下顎骨 関節突起～筋突起 L 1
685 哺乳類 椎骨 椎体 - 1

686 未確認 イヌ犬歯？

693 イノシシ 頭頂-後頭骨 後頭顆欠 - 1 打割→脳摘出？

694 未確認 シカ顎骨？

第18表　（3） 阿高貝塚現地採集資料（No.付）の両生類・鳥獣骨類遺体同定結果
※「未確認」としたのは資料を実見することができなかったもの（台帳の記載を備考欄に示した）
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第Ⅴ章　出土遺物

種類 部位 残存位置 L / R NISP M NI
イノシシ 頬骨 頬骨弓 2 / 79 3

前頭骨 眼窩上部 / 1
側頭骨 関節結節周辺 1 / 1

頭頂骨～後頭骨 後頭顆欠 1
後頭骨 後頭顆 2 / 1

上顎第１切歯 / 2
上顎第２切歯 / 1
上顎第３切歯 / 1
上顎犬歯（♀） 破片 2
上顎第１小臼歯 / 1
上顎第３小臼歯 / 1
上顎第４小臼歯 / 1
上顎第２大臼歯 / 1
上顎２/３大臼歯 破片 / 1
上顎第３大臼歯 1 /

下顎骨 下顎枝 1 /
下顎骨（♀） 連合部（[I1～C]） 1

下顎骨 連合部 2
下顎骨 破片 2

下顎第２乳切歯 1 / 1
下顎第２乳臼歯 / 1
下顎第３乳臼歯 1 /
下顎第１切歯 2 / 1
下顎第２切歯 1 / 1

下顎犬歯（♂）？ 破片 1
下顎第２小臼歯 / 1
下顎第３大臼歯 1 /

臼歯 破片 3
顎骨 破片 1
環椎 ほぼ完存 1
軸椎 1
頸椎 1
肩甲骨 1 / 1
上腕骨 遠位端 1 / 1
橈骨 近位端 / 1
橈骨 遠位端 1 /
尺骨 滑車切痕 1 / 1

中間手根骨 完存 1 / 1
第２中手骨？ 近位端？ / 1
第４中手骨 近位端 1 /
第５中手骨 完存 1 / 1
大腿骨 骨幹（小転子） / 1
大腿骨 破片 2 /
大腿骨 遠位端 / 1
膝蓋骨 完存 1 /
脛骨 骨幹 1 / 1
脛骨 遠位端 / 1
腓骨 破片 2
踵骨 関節部 1 / 2
踵骨 破片 / 1

第４中足骨 近位端 / 2
基節骨 完存 1
中節骨 完存 1
末節骨 完存 1

シカ 角 破片 4 58 3
上顎第２大臼歯 完存 / 1

下顎骨 吻端 / 1
下顎骨 [M 3-下顎角] 1 /
下顎骨 下顎枝破片 / 1
下顎骨 関節突起 2 / 1

下顎切歯／犬歯 破片 1 / 1
下顎第３小臼歯 1
下顎第４小臼歯 歯根欠 / 1

環椎 ほぼ完存 1
軸椎 後部欠 2
頸椎 椎体 2
肩甲骨 関節部 / 1
上腕骨 遠位端 2 / 1
上腕骨 破片 1 /
尺骨 滑車切痕 / 1
橈骨 近位端 1 /
橈骨 骨幹 / 1
中手骨 完存 / 1
中手骨 近位端 / 1
中手骨 破片 1
寛骨 寛骨臼 1 / 3
寛骨 腸骨破片 2 / 1
大腿骨 遠位端 2 / 1
脛骨 近位端 1 /
脛骨 遠位端 3 / 3
距骨 完存 1 /
踵骨 関節部 1 / 1
中足骨 近位端 2 /

中手／中足骨 破片 1
基節骨 遠位端 2
中節骨 完存 2

ｲﾉｼｼ／ｼｶ 下顎骨 破片 2 52 -
頸椎 破片 2
胸椎 3
腰椎 6
椎骨 2
肋骨 近位端・破片 26
肩甲骨 破片 3
上腕骨 破片 3
橈骨 破片 1
脛骨 破片 3
種子骨 1

種類 部位 残存位置 L / R NISP M NI

カエル類 椎骨 1 3 1
四肢骨 破片 2

スッポン 椎骨板 破片 1 20 1
肋骨板 破片 12
背甲骨板 破片 5

スッポン？ 末節骨 完存 1
甲骨板？ 破片 1

キジ類 中手骨 近位端 1 / 1 1
ネズミ科 下顎骨 下顎枝欠 1 / 2 1

大腿骨 完存 1 /
ネコ 下顎骨 完存 / 1 1 1
タヌキ 下顎犬歯 1 / 3 1

上腕骨 骨幹 1 /
尺骨 滑車切痕 / 1

イヌ 側頭骨 2 / 1 53 3
頬骨 1 /
頭蓋骨 破片 8
切歯骨 1 / 1
上顎骨 2 / 1

上顎第３切歯 1 /
上顎第２大臼歯 1 /

下顎骨 1 / 1
下顎骨 関節突起 1 / 1
下顎骨 筋突起 1 /
下顎犬歯 1 / 3

下顎第２小臼歯 / 1
下顎第１大臼歯 / 1
下顎第２大臼歯 / 1

環椎 1
腰椎 1
上腕骨 遠位側骨幹 / 1
上腕骨 遠位端 2 / 1
橈骨 近位端 2 /
橈骨 骨幹 1 /
尺骨 滑車切痕 1 /
尺骨 骨幹 1 /

寛骨（腸骨） 破片 1 /
大腿骨 近位端 1 /
大腿骨 骨幹 1 / 1
脛骨 近位側骨幹 3 / 1
脛骨 骨幹 1 / 1
脛骨 遠位端 / 1

イヌ（幼獣） 側頭骨 1 / 1 24 2
頬骨 1 /
後頭骨 上部 1
後頭骨 右後頭顆 1

上顎乳犬歯 / 1
上顎第２乳臼歯 2 /

下顎骨 2 / 1
下顎第２乳臼歯 / 1
下顎第３切歯 1 /
乳切歯？ 1
肩甲骨 関節部 / 1
上腕骨 遠位端 1 /
尺骨 滑車切痕 1 /

寛骨（座骨） 寛骨臼 1 / 1
大腿骨 近位端 1 / 2
大腿骨 骨幹 / 1
大腿骨 遠位端 1 /

ウシ 臼歯 破片 1 1 1
クジラ 椎骨 破片 2 2 1

小型哺乳類 頭蓋骨 破片 2 58 -
切歯 1

下顎第３大臼歯 1
臼歯 破片 1
軸椎 1
頸椎 3
腰椎 2
椎骨 10
肋骨 近位端 1
肋骨 破片 33
上腕骨 遠位側骨幹 1

第19表　阿高貝塚現地採集資料（No.付）のイノシシ・シカ遺体集計表
※ ：同定標本数， ：最小個体数．未確認資料８点を含まず

第20表　阿高貝塚現地採集資料（No.付）の鳥獣骨（イノシシ・シカを
除く）集計表

※ ：同定標本数， ：最小個体数．未確認資料３点を含まず
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

スッポン キジ タヌキ イヌ イヌ（幼獣） イノシシ シカ クジラ 

第62図　阿高貝塚出土骨（No.付）鳥獣類遺体の組成
※カエル・ネズミは自然遺骸，ネコ・ウシは後世の可能性が高いため除外

上/下顎 No. 左右 I1 I2 I3 C P1 P2 P3 P4 M 1 M 2 M 3 備考
i1 i2 i3 c m 1 m 2 m 3

上顎 243 L [ C× P1× P2× P3× ]

上顎 232 L [ P4 ]

上顎 551 L M 2

上顎 268 L I3

上顎 269 L m 2 幼獣

上顎 553 L m 2 幼獣

上顎 559 R [ C× P1× P2× P3× ]

上顎 517 R c 幼獣

下顎 671 L [ C× P1× - P3× P4 M 1 M 2 M 3× ]

下顎 522 L [ m 1 m 2 m 3 ] 幼獣

下顎 518 L [ m 1 m 2 m 3 ] 幼獣

下顎 553 L (I3) 幼獣

下顎 666 L C

下顎 671 R [ I1× I2× I3× C× P1× - P3× P4 M 1 ] 671Lと同一個体

下顎 360 R [ c× m 1× m 2× m 3× ] 幼獣

下顎 252 R C

下顎 157 R C

下顎 666 R C

下顎 553 R P2

下顎 449 R (m 2) 幼獣

下顎 253 R M 1

下顎 582 R M 2

第21表　阿高貝塚現地採集資料（No.付）のイヌ顎骨（歯を伴うもの）・遊離骨　※（ ）は萌出中．×は脱落歯．未確認資料1点を含まず
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No. 種類 部位 残存位置 左右 数 備考 No. 種類 部位 残存位置 左右 数 備考

159 ヒト 肩甲骨 破片 L 1 324 ヒト 橈骨 近位端 L 1
171 ヒト 軸椎 椎体 - 1 325 ヒト 鎖骨 骨幹 R 1
172 ヒト 尾椎 椎体 - 1 326 ヒト 椎骨 破片 - 2
173 ヒト 第１中足骨 近位端 L 1 327 ヒト 橈骨 近位端 R? 1
173 ヒト 第１中足骨 遠位端 L 1 328 ヒト 尺骨 近位端～滑車切痕 L 1
173 ヒト 手根／足根骨 完存 1 329 ヒト 寛骨（腸骨） 大座骨切痕 L 1
175 ヒト 上腕骨 近位端 L･R 2 同一個体？ 330 ヒト 未確認
176 ヒト 環椎 破片 - 1 331 ヒト 未確認
176 ヒト 椎骨 椎体 - 1 332 ヒト 上腕骨 遠位端 L 1
177 ヒト 鎖骨 R 1 333 ヒト 未確認
178 ヒト 未確認 351 ヒト 膝蓋骨 完存 R 1
179 ヒト 未確認 352 ヒト 頭蓋骨 眼窩付近 1
180 ヒト 上腕骨 骨幹 L 1 358 ヒト 指骨 遠位端 ? 1
181 ヒト 下顎骨 破片 R 1 371 ヒト 椎骨 椎体 - 1
182 ヒト 頭蓋骨 破片 - 13 377 ヒト 手根骨 完存 1
183 ヒト？ 不明 破片 - 9 381 ヒト 椎骨 破片 - 5
184 ヒト 膝蓋骨 一部破損 R 1 405 ヒト 手根／足根骨？ 一部破損 1
208 ヒト 第１中手骨 遠位端 R 1 405 ヒト？ 指骨 近位端 1
219 ヒト 鎖骨 R 1 413 ヒト 腓骨 近位端欠 1
225 ヒト 第５中足骨 近位端 R 1 414 ヒト 第５中足骨 完存 R 1
228 ヒト？ 頭蓋骨 破片 - 1 415 ヒト 大腿骨 遠位端 L 1 骨端未癒合脱落．子供
278 ヒト 楔状骨 1 416 ヒト 椎骨 椎体 - 1
280 ヒト 肋骨 近位端 1 417 ヒト 足根骨 一部破損 1
281 ヒト 腰椎 ほぼ完存 - 1 466 ヒト 尺骨 滑車切痕 L 1
282 ヒト 寛骨 寛骨臼 L 1 504 ヒト 大腿骨 骨幹 L 1
283 ヒト 頭蓋骨 破片 - 1 509 ヒト 鎖骨 近遠両端欠 R 1
284 ヒト 手根骨？ 1 520 ヒト 頭蓋骨（側頭骨） 関節結節周辺 R 1
288 ヒト 基節骨（足第１指） 完存 L 1 521 ヒト 頭蓋骨 破片 - 1
289 ヒト 下顎乳犬歯 R? 1 歯根形成未了 525 ヒト 頭蓋骨 破片 - 10
290 ヒト 基節骨（足第４指） 遠位端 L 1 526 ヒト 頸椎 - 2
293 ヒト 尺骨 骨幹 L 1 527 ヒト？ 頭蓋骨 破片 - 4
310 ヒト？ 不明 破片 ? 1 527 ヒト？ 不明 破片 - 2
311 ヒト 足根骨 完存 1 537 ヒト？ 肋骨 近位端 1
312 ヒト 胸椎 椎体 - 1 561 ヒト 大腿骨 近遠両端欠 R 1
313 ヒト 腓骨 骨幹 1 563 ヒト？ 不明 破片 ? 1
314 ヒト 肋骨 破片 3 589 ヒト 手根／足根骨 1
315 ヒト 第２中手骨 近位端欠 L 1 602 ヒト 寛骨 1 幼児
315 ヒト 第２中手骨 遠位端欠 R 1 603 ヒト 上腕骨 遠位端 L 1 骨端未癒合脱落．幼児
316 ヒト 腰椎 棘欠 - 1 653 ヒト 下顎乳犬歯？ 1
322 ヒト？ 胸骨 - 1 690 ヒト 足根骨 一部破損 1
323 ヒト 腓骨 近位端 R 1 - ヒト 橈骨 骨幹 L 1

第22表　阿高現地採集資料（No.付）の人骨　※「未確認」としたのは資料を実見することができなかったもの．同定は坂上和弘氏による
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（　）内はサンプル番号（水洗資料）または取り上げ番号（現地採集資料）．他の図版も同様 
1 エイ目尾棘（B444），2 トビエイ科歯（B682）， 3 板鰓類（サメ類）Ａ椎骨（悉皆245層），4 ハモ属前頭骨（B81），5-9スズキ属（6はスズキ）
［5前鰓蓋骨L（B676），6主鰓蓋骨R（イヌ咬痕あり．B442），7主上顎骨R（B9），8･9歯骨R（B67・B652）］，10-11 ボラ科［10角骨L（B652），
11主鰓蓋骨R（B88）］， 12 ヘダイ前上顎骨L（B691），13-16クロダイ属［13前上顎骨R（B29），14主上顎骨L（B451），15同R（B77）， 16歯
骨L（B22）］，17 フグ科顎骨破片（B20），18 未同定真骨類前頭骨（B664），19 未同定真骨類B方骨R（悉皆245層）．　縮尺×1

1アカエイ科，2エイ目A，3・7・11マイワシ，4・8・12サッパ，5・9・13ヒラ，6・10・14コノシロ亜科，15・16キビナゴ属，17カタクチイワシ．
1・2歯，3-6第１椎骨（上は背面，下は前面），7-10・15角骨R，11-14歯骨（13はR，他はL），16第２椎骨，17腹椎．　15・16のみBS214，他は悉
皆245層．　縮尺　7-14：×6.5，他：×8.5
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第63図　脊椎動物骨（1）
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1

2

3

4

5 6

7

8

9

10

11

12

13

14 15

16

17

18
19

20

21

22

1 2

3

4
5

6

7

8

9

10

11

12 13

14

15

16

17

18

19 20 21
22 23

1-3ウナギ属［1前鋤骨板，2主上顎骨L，3歯骨L］，4-6ハモ属［4尾椎，5歯，6歯骨L］，7-8アユ［7腹椎，8尾椎］，9フナ咽頭歯，10コイ科（フナ
以外）角骨L，11サヨリ属A腹椎，12サヨリ属B腹椎，13-15トウゴロウイワシ科［13角骨R，14腹椎，15尾椎］，16-20ヒイラギ属［16歯骨L，17尾
椎，18腹椎，19方骨R，20第1椎骨（上は背面，下は前面）］，21アジ科（マアジ型）第1椎骨（上は背面，下は前面），22アジ科主上顎骨R．　13
はBS190，5・6は悉皆456層，他は悉皆245層．　縮尺　1-4・9・22：×4.3，5-6・10・16-21：×6.5，他：×8.5

1シログチ耳石R，2ニベ科（シログチ以外）耳石L，3-4ハゼ科［3歯骨L，4尾椎］，5ハゼ科類似種尾椎，6-8コチ科（8はコチ）［6主上顎骨R，7前
上顎骨L，8前鰓蓋骨R］，9ウシノシタ亜目尾椎，10-12ヒラメ科［10歯骨L，11擬鎖骨L，12尾椎］，13-14フグ科［13前上顎骨L，14歯骨L］，15-
16未同定真骨類A腹椎（15背面，16側面），17-18未同定真骨類C腹椎（17側面，18腹面），19未同定真骨類D尾椎，20ニシン科？尾椎，21未同定真
骨類B前上顎骨R（左は外面，右は内面），22未同定真骨類E腹椎，23ネズミ科下顎骨R．　21はB13，23はB291，他は悉皆245層．　縮尺　8：×2.1，
23：×3.2，3-5・15-16・19-20：×8.5，他は×4.3

第64図　脊椎動物骨（2）
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1

2

3

4
5

6

7a

7b

8

9

10

11

12
13

14

15a

15b

16 17 18 19 20

1-2 スッポン肋骨板（B431・B425），3 キジ類中手骨L（B434），4-5 タヌキ［4 下顎犬歯L（B168）， 5 尺骨R（B478）］，6 クジラ椎骨破片
（B354），7-20 イヌ（15-20は幼犬）［7 下顎骨（a L，b R．同一個体．B671）， 8･9 下顎犬歯R（B157 ・B666．後者は7bと同一個体の可能性．），
10 上腕骨L（B347），11 撓骨L（B558）， 12 尺骨L（B557），13 大腿骨L（B334），14 脛骨R（B477），15 下顎骨（a L，b R．同一個体． 
B518・B522），16 肩甲骨R（B270），17 上腕骨L（B606），18 寛骨L（B261），19 大腿骨R（B588），20 同L?（B523）］　縮尺×1

第65図　脊椎動物骨（3）
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1

2

3

4

5

6

78

9

10 11
12

13

14

イノシシ　1 下顎骨L+R（B669），2 頭蓋骨（後頭部．B693），3 環椎（B305），4 軸椎（B166），5 頚椎（B566），6 肩甲骨R（B458），7 撓骨R
（B503），8 撓骨L（B262），9 尺骨R（B659），10 第5中手骨L（B221），11 脛骨R（B129），12 踵骨R（B545），13 第4中足骨L（解体痕あり．
B600），14 基節骨（B564）．　縮尺×0.58

第66図　脊椎動物骨（4）
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1 2 3

4

5
6

7
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9

10

11

12

13

14

15 16
17

シカ　1 下顎骨L（B674），2 環椎（B346），3 軸椎（B355），4 頚椎（B507），5 肩甲骨R（B541），6 上腕骨L（B465），7 尺骨R（B366），8 
撓骨L（B544），9 中手骨R（若獣．B420），10 中手骨R（B506），11 寛骨L（B257），12 大腿骨L（B209），13 脛骨L（解体痕あり． B356），
14 脛骨R（B494），15 踵骨L（B542），16 距骨L（B191），17 基節骨（B660）．　縮尺×0.62

第67図　脊椎動物骨（5）
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１ 分析にあたって

植物遺存体の検出にあたっては、第Ⅳ章第１節で示した方

針と方法に基づいて検出を試みた。まず、種実遺体について

は、各サンプルからウォーターフローテーション法によりそ

の検出を試みた。そして、抽出した種実遺体を専門機関に送

付して、その同定を委託した。なお、種実遺体の中でその年

代を別の手法で確認する必要があると考えた資料について

は、外部機関に委託して 法による放射性炭素年代測定法

により年代測定を実施した（第６節）。

また、現場において各堆積層から持ち帰ったブロックサン

プルについては、当時の遺跡周辺の環境を復元するために、

珪藻分析と花粉分析を実施することとして、サンプルを専門

機関に送付して、その分析を委託した。

発掘調査により出土した植物遺存体等の同定や理化学分析

について、外部の専門機関に委託するにあたっては、当然の

ことながら、分析を依頼する側の目的意識とそれに応じた資

料選別が重要となる。また、委託した結果得られた結果につ

いても、同定した機関との議論を含めて充分な検討が必要と

なる。今回の植物遺存体分析については、これらの点につい

ては、はなはだ不十分であった。特に、種実遺体の同定を委

託するにあたって、その抽出した資料が分析に値しないもの

も多かったことを述べておく必要がある。

その結果、次の第２項で述べるとおり、種実遺体について

は、明確に貝塚構築時のものであると判断できる資料は得ら

れなかった。また、こちらはサンプリングの問題は少ないと

考えているが、珪藻・花粉・植物珪酸体分析のいずれについ

ても、当時の植生を復元するに足る結果は得られなかった。

本報告では、分析に委託した結果を付節（第７節　分析結

果）として別途、掲載したうえで、植物遺存体について、そ

れらの報告を受けて当方で検討した結果と判断した過程と結

論をこの第５節で記載することにした。そのため、本報告を

御参照いただく際には、第７節の分析結果だけを利用するの

ではなく、第５節、第６節、第８節をあわせて参照していた

だきたい。なお、このような報告形式をとったが、第７節の

分析結果の部分以外についての責任は、本報告者にあること

を明記しておく。

２　植物遺存体の概要

分析結果について結論から述べると、植物遺存体に関して

は、明確に当時の環境を復元できる資料は得られなかった。

それぞれの分析に関して、その判断理由を述べることとす

る。

（ ） 微化石分析について

珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析の分析については、

専門機関により分析された結果が、そのまま、当時の貝塚周

辺の環境を示すとはいい難いと考えている。

分析をおこなった資料については、すべて、現場で他層の

混入がないように採取したブロックサンプルから抽出したも

のであり、そのブロックサンプルに含まれる貝に付着してい

た土壌を分析資料とした。そのため、同定を依頼するために

送付したサンプルの採取場所及び採取の方法については、問

題は少ないと考えている。

分析結果が、良好ではないと考えた理由は、そのほとんど

から検出された微化石数が少ないことである。例えば、植物

珪酸体分析にあたっては、仮に稲作がおこなわれていて水田

が存在する場合には、多量の植物珪酸体が存在するとされる。

しかし、今回、分析したサンプル中には、検出数が多い方の

サンプル（ ）からも、合計 しか検出されていない。

また、花粉分析にいたっては、検出作業をおこなった サン

プルから検出された花粉化石の合計は、わずかに に過ぎず、

周辺の植生を復元する資料とはなりえないと判断している。

少ない資料から、無理に古環境を復元しようと試みると誤

った結論を導きかねないため、ここでは得られたデータを提

示して問題点を指摘するにとどめたい。たサンプルからの微

化石の検出量が少なかったのは、サンプルを採取した場所が

悪かったことや、遺跡の土壌が微化石の残りにくい環境であ

ったこと等が考えられる。分析対象の選別の問題として今後

の課題としたい。

なお、同じ２つのサンプルを分析した珪藻分析と花粉分析

結果においては、珪藻分析では、わずかながら資料 。８

（ ・ 層）の検出数が多く、逆に、花粉分析では、資

料 。 （ ・ 層）の方の検出数が多い。珪藻と花

粉ではその性格が異なるため、微化石の残り方が異なるため、

一概にはいえないが、どちらか片方のサンプルの保存状態等

が極端に悪かった訳ではないと考えている。

以下、各分析の結果と、それに基づいた検討結果を記す。

― ―― ―
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）珪藻分析結果について

珪藻分析には、２資料をサンプルとして送付した。その資

料は、資料 。８（ ・ 層）と、資料 。

（ ・ 層）である。この資料の所属時期については、

資料 。８が阿高式、資料 。 が南福寺式の時期であり、

これらの時期の変化に伴う環境の変化の推定を目的とした。

珪藻分析を実施した目的については、貝塚周辺の環境、特に、

海進海退現象等による周辺の海水域の変化を把握することで

あった。珪藻の「塩分濃度による珪藻の棲み分けは明瞭」

（森 ）であり、「地層中に含有される海生珪藻と淡水珪藻

の出現率の違いから、いつ海が進入しいつ退いたか、この種

の古環境推定は珪藻分析の最も得意な分野」（森前掲書）と

される。汽水域や鹹水域の貝類が混在して出土する貝塚にお

いては、良好なサンプルと分析結果であれば、周辺環境の復

元に有効に活用することができる。

検出された珪藻については、合計 属 種類であった

（第 節）。検出された珪藻化石数は、資料 ８（ ・

層）が合計 、資料 （ ・ 層）については、合

計 である。先に述べたとおり、検出された化石数が少なく、

その結果を積極的に利用すべきではないが、分析担当者の考

察の紹介を含めて、若干、触れておきたい。

資料 ８（ ・ 層）からは、海水域～汽水生種の

化石が多く、次いで、陸生珪藻が認められる。この結果につ

いて、分析担当者は、「貝塚が形成された縄文時代中期～後

期にかけては、調査地点付近は離水した地表であったと考え

られる」ことから、「当時の堆積環境を反映すると思われる

のは陸生珪藻であると考えられる。」とされ、さらに「比較

的多く検出される海水～汽水生種は、当時の人間が食料とし

た貝に付着していたものに由来」し、「中～下流性河川指標

種群を含む流水性種や止水性種なども産出」しているのは、

「段丘堆積物に含まれる珪藻化石が、二次堆積したものと思

われる。」と考察されている。報告者としては、この考察に

関しては若干、異なる見解をもっている。

見解の相違は、前提となる遺跡周辺の環境に関する認識と

分析に関する目的意識の違いに起因すると考えている。分析

担当者は、日本第四紀学会の研究成果（日本第四紀学会編

）を参考にして、「貝塚が形成された縄文時代中期～後

期にかけては、調査地点付近は離水した地表であった」ため

に、検出した「海水～汽水生種」と「中～下流性河川指標種

群を含む流水性種や止水性種など」の存在を他の環境からの

持ち込みであるとされている1)。もちろん、その可能性も否

定できないが、今回の分析にあたっては、当時の貝塚周辺の

環境が「離水した地表であった」かどうか不明であり、その

問題を検討するために分析を依頼したのである。その分析に

あたっての目的が異なったため、分析結果に関する解釈に違

いが生まれたと考えている。この点については、分析担当者

へ対する遺跡立地に関する情報提供や分析の目的の伝え方が

不確実であった報告者の責任である。

報告者としては、ここでは、サンプル内から各生息域種が

確認されたことを一つの事実として確認しておきたい。なお、

資料 （ ・ 層）から検出された珪藻化石総数は

であり、ほとんど参考にならなかったが、資料 ８と類

似した構成を示している。

結果的には、検出された微化石数が少ないうえに同一サン

プルから各生息域の微化石が検出されており、この サンプ

ルのみでは積極的な結論を見出すことができなかった2)。

以上をもとに、報告者として今回の珪藻分析で述べること

ができる結論は次のとおりである。

①　　分析した両サンプルからは、いずれからも海水域

～汽水生種、陸生珪藻、淡水生種が検出されている。

②　　しかし、検出数された微化石数は少なく、ある一

時期の貝塚周辺の環境を特定するには至らなかった。

特に、珪藻分析で検出される微化石は異地性であり、

分析したサンプル数の少なさと、検出された微化石

数が少ないことから、この分析結果を積極的に利用

することはできない。

③　　同じく、検出された微化石数が少ないため、周辺

環境の時期的変遷に関する情報は得られていない。

以上のとおり、今回の珪藻分析からは、古環境復元のため

の良好なデータを得ることができなかった。これは、調査担

当者の資料選別に原因があったと考える。目的に応じて、サ

ンプルを多めに選択することが必要であった3)。今後の課題

としておきたい。

）花粉分析結果について

花粉分析については、 サンプルを分析に供した。そのサ

ンプルの内容と分析結果については、第７節の表２に記載し

てあるとおりである。

花粉は、全 サンプル中からほとんど検出されなかった。

この原因については、分析担当者が指摘されたように好気的
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環境下における風化等が考えられる。残念ながら、分析の結

果は、何らかの検討・考察ができるものではなかった。今後

は、同じく、分析担当者が指摘されたように、周辺地区のボ

ーリング調査等により、情報を収集していきながら古環境の

復元をおこなう努力が求められる。

）植物珪酸体分析結果について

植物珪酸体分析には、珪藻分析と同じサンプル２点をサン

プルとした。この分析結果についても、珪藻分析・花粉分析

と同じく検出できた微化石の量はごくわずかである。ほとん

ど議論できる情報量ではないと考えているが、検出された植

物珪酸体について、分析担当者の報告をもとに簡単にふれて

おきたい。

植物珪酸体については、資料 （ ・ 層）からは、

ほとんど検出されておらず、資料 。 （ ・ 層）

からは、総計 が確認されている。その種類については、

タケ亜科、ヨシ属、ススキ属を含むウシクサ族、イチゴツナ

ギ亜科などのイネ科植物である。湿潤な場所を好むヨシ属の

存在については、城南町教育委員会による範囲確認調査時に

おいても確認されており（大崎 ）、その結果と矛盾しな

い分析結果である。なお、樹木起源の植物珪酸体も検出され

ており、カシ、シイ、クスノキ科等の照葉樹林の存在が指摘

されている。その詳細については、第 節の分析結果を御参

照願いたい。

（ ） 炭化材の樹種同定結果について

この分析には、 サンプルを提供して各サンプルに含まれ

ていた炭化材の樹種が同定された。樹種同定については、現

に堆積層に含まれている炭化材の樹種を同定するものであ

り、微化石分析と異なり、検出数が少ないことで直接、分析

結果を否定的にみる必要はない。

サンプルの種類と検出された樹種の関係については、第７

節の表４に記載してあるとおりであるが、層位による種類の

差はみられない。確認された樹種は、暖温帯常緑広葉樹林

（照葉樹林）の主構成種であるアカガシ亜属、スダジイ、タ

ブノキの３種類である。分析結果の考察によると、熊本市周

辺における既存の研究結果（長谷・岩内 ）では、縄文

海進以降に常緑広葉樹を主とした照葉樹林の成立が指摘され

ており、この研究結果と矛盾しない結果である。わずかでは

あるが、今回の植物珪酸体分析により検出された内容とも一

致する。ただし、繰り返しになるが、分析したサンプル数と

検出数が少ないため、今後、本貝塚と周辺遺跡での分析結果

を収集して検討を重ねる必要がある。

（ ） 種実同定結果について

種実遺体については、貝層サンプルとブロックサンプルか

ら多量の種実を検出した。しかし、その大半が未炭化のもの

であり、堆積層に伴うものであると判断できなかった4)。こ

れらについては、当初、種実遺体であると考えて抽出作業を

おこなっていたため、そのほとんどを分析委託した。そのた

め、第 節の分析結果においては、これらについての同定も

すべて実施してある。また、検出作業時に種実遺体と考えて

大量に検出した物質については、イモゴライトと呼ばれるゲ

ル状物質であることが判明した5)。第 節の分析結果の表５

中で膠結物質としたのがそれである。

ここでは、同定結果の表から未炭化の種子等を省いて、新

たに表を作成した（第 表）。なお、分析委託するサンプル

については、その段階で二次堆積層ではないと判断していた

層から資料を抽出したが、堆積層の分析を進めていく中でそ

の判断を変更した層もある。それらについても表からは除外

した。

さらに、炭化種子の中には栽培植物が含まれており、それ

らの年代を確かめるため、２点を 法による放射性炭素年

代測定を実施した。その２点は、サンプル （ 層マメ

類）、 （ 層＋下層・トウガン）である。分析担当者

の考察によると、 層のマメ類は野生種の可能性もあると

されており、分析対象としては次善のものである。最初に分

析を依頼したイネ（ 層、 層）については、試料の量

が少なく測定不能であったためこのサンプルを分析した。

年代測定の分析結果については、サンプル （ 層・

マメ類）が、補正年代で ± 、サンプル （

層＋下層・トウガン）が、補正年代で ± であった

（分析結果については、次節に記載）。この結果により、同定

した炭化種子も帰属層位が不確実なものである可能性が指摘

されたことになる。種実遺体の同定結果については、この年

代測定結果において層位と異なる年代が示された点と、検出

された種実遺体の量が少ないことから、この結果を積極的に

利用することはできないと判断した。

遺跡出土の植物遺存体に関するコンタミネーションの問題

については、その可能性が指摘されており（木下 他）、

― ―― ―

第Ⅴ章　出土遺物
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分析にあたっては慎重を期す必要があることを再認識した。

今後は、状況さえ許せば、植物遺存体の同定と放射性炭素年

代測定を組み合わせて検討すること等が必要6)となろう。

註

）本来、これらの分析を実施して検出される微化石は異地性であり

（那須 ）、検出されたすべての化石は他からの持込みである。

特に自然堆積層でなく、人為的な廃棄層である貝塚堆積層を分析す

る際には、検出された化石がどの程度の範囲の環境を示すかについ

ても検討する必要がある。

）これらの問題を解決するためには、各地点（層）における分析資

料の数を多くすることや、前後の層のサンプルも分析をして、検出

された微化石の量的比較をすることが考えられえる。本来、微化石

はそのほとんどが異地性（那須 、 ）であり、少ないサン

プル数から周辺環境を推定するには危険が伴うことを認識すべきで

あった。

）ブロックサンプリングの資料については、将来の再検証等に利用

できるように、サンプルの中で各種分析に利用した以外の量は、そ

のまま保管してある。今回の微化石分析において、資料数が少なく

結論を保留せざるを得なくなったのであれば、再度、多めの資料数

を分析すべきであった。今後、再度の分析が必要である。

）未炭化種子であっても、遺跡の状態や資料の保存状態によっては

残存する可能性があるため、一概にすべてがコンタミネーションの

産物であるとはいえない。しかし、今回は、遺跡の立地や出土した

植物遺存体の内容、量、年代測定結果等を総合的に判断して、その

すべてについて、貝塚に伴うものではないと判断した。

）この物質の存在については、植物遺存体分析を委託したパリノ・

サーヴェイ株式会社田中義文氏から御教示いただき、参考文献につ

いても御提供いただいた。

）試料の帰属年代の検証については、年代測定のみに頼るのではな

く、調査時の包含状態の考古学的な検討、サンプリング地点の選定

や検出された植物遺存体の量等の基本的な検証作業も必要であるの

は当然である。
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番号 B.S ( 層 ) 
炭 
化 

炭 
化 

1 96 (70 層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + - + - 
9 107 (76 層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + - + - 

11 111 (78 層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + - - - 
13 139 (80 層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + - + - 
17 181 (440 層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + + + - 
33 196 (463 層) - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - + - + - 
38 199 (466 層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - - - - - 
39 200 (467 層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + - + - 
46 204 (471 層) - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - + - - - - - 
48 210 (681 層) - - - - - 1 2 - - - 3 - 1 - - - - - + - + + + - 
49 211 (683 層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + - + - 
54 215 (701-F 層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - - - + - 
57 80 層 - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 + - - - + + 
63 237 層 - - - - - - - - - - - - - 2 - - - - - - - - - - 
70 409 層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - - - - + 

木本 草本 
イ 
ネ 

イ 
ネ 
科 

第23表　阿高貝塚出土の炭化種子・炭化物
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第６節　年代測定

１　分析にあたって

阿高貝塚の堆積層から抽出した試料７点について、株式会

社　パレオ・ラボに委託して、 法による放射性炭素年代

測定を実施した。分析する試料の選定にあたっては、それぞ

れについて目的をもって選定した。その目的を以下に示す。

（ ） 試料①（ ・ 層・炭化物）と、試料②

（ ・ 層・炭化物）については、貝塚堆積層の下

層部分（第Ⅰ期）であり、調査区内の堆積層のほぼ最下

層に近い。これらの堆積層の年代を放射性炭素年代測定

により検証して、考古学的な方法により推定した年代と

の比較をおこなう。

（ ） 試料①、②において、２点を選定したのは、 層と

層という近接した堆積層の年代が、この分析により、

どの程度の年代差が示されるのかを確認する目的があ

る。なお、炭化物を選定したのは、海洋リザーブ現象の

影響をうけにくい試料である1)と、考えたからである。

（ ） 試料③・④では、貝塚堆積層第Ⅰ期中のほぼ最下層に

近い層から貝の試料を選定した。その試料は、③

（ ・ 層・ハマグリ）、④（ ・ 層・マガキ）

である。

試料③・④においては、分析結果の年代の妥当性と、

お互いの試料の年代を比較する。

（ ） 試料③・④は、いずれも同じサンプルである

（ 層）から抽出した試料である。

問題意識としては、試料①・②とほぼ近い層位（堆積

層Ⅰ期）から抽出した貝サンプルの測定結果と炭化物の

測定結果を比較することを考えている。

（ ） 試料⑤は、縄文時代後期貝層であり、貝塚形成のⅡ期

と判断した堆積層である。この年代をⅠ期の堆積層から

抽出した試料（試料①～④、特に、同じマガキである試

料④）と比較することによって、堆積層の考古学的方法

による年代との比較を試みる。

（ ） 試料⑥・⑦については、貝塚堆積層から出土した種実

資料である。堆積層から検出した種実資料の中で、栽培

種の可能性がある２点を抽出して分析することにより、

その種実資料の年代を推定したい。特に、微細な種実資

料に関しては、遺跡内でコンタミネーションが起こり得

る可能性が高いので、必要な分析である。

以上、６点の目的をもって、合計７試料を分析に供した。

その結果、得られた分析結果は、第７節に付節として掲載し

てある内容である。その結果に関する検討を次項でおこな

う。

２　分析結果と結果に関する検討

年代測定の方法と分析結果については、第７節に記載して

あり、詳細については、そちらを御参照願いたい。ここでは、

測定結果（表６）とその概要について、報告者として検討し

た内容と所見を記しておきたい。

（ ） 貝塚堆積層Ⅰ期（ 層、 層）における炭化物の

年代について

試料①・②において示された年代については、①が

± である。②は、 ± である。いずれも、

阿高式土器の堆積層であり、出された年代自体については、

概ね、妥当な数値であると考えている。しかし、この測定結

果からは、次の で示す問題点も示された。

（ ） 試料①・②の測定値比較

概ね、妥当な年代値を示した資料①・②であるが、層序か

ら検討すると、この２試料は逆の年代値を示している。更に、

その年代差は、 年の値を示しており、問題点としてあげ

られる。

しかし、資料①のデータは、同位体分別効果による測定誤

差を補正していない年代であり、比較試料としては適切では

ないかもしれない。それぞれの年代測定法における測定誤差

も考慮せねばならず、いずれの測定値も、確実な値ではない

が、大まかには、概ね、妥当な値であると考えている。

（ ） 試料③・④の年代の妥当性について

試料③・④で示された年代については、補正年代で③が

± 、④が ± であった。資料①・②と近

い堆積層からの抽出であるため、これらと比較すると、試料

①・②・④は、 ～ の測定値である。この３

試料の測定値は、最大、約 年の幅がある。それぞれの値

の測定値の誤差幅は± 年であり、その差は、やや大きすぎ

る感がある。

― ―― ―
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第６節　年代測定

そこで、測定誤差を補正していない①の試料を省いて検討

する。試料②と④の測定値を比較すると、 年の差異であり、

それぞれの年代測定値の誤差が± 年で最大 年までの誤

差を見込まねばならない。さらに、分析した各堆積層がもつ

時間幅も考慮すると、これらの測定値については、完全に一

致していないが、概ね、妥当な範囲であると考える。

なお、試料③の ± という年代については、種々

の条件を考慮しても、他と比較して、若干、古すぎる値であ

ると考える。この点については、貝試料であるが故の問題で

あるか否かを検討せねばならないであろう。

（ ） 試料⑤の年代について

試料⑤については、縄文後期の堆積層であり、発掘調査の

所見から判断すると試料①～④よりも新しい年代の堆積層で

ある。その測定値については、 ± であり、試料①

～④で得られたどの年代測定値よりも古い。さらに、

± という測定値そのものについても、縄文時代後

期の年代としては、少し古すぎる観がある。

堆積層の年代認定の正確さについても再検討した2)が、前

提としている試料①～④との先後関係については、調査時及

びその後に分析においても確認しており（第Ⅳ章参照）、問

題はないと判断した。やはり、この測定値が何らかの要因で、

考古学的に把握した年代と異なっていると考えている。

（ ） 試料⑥・⑦の種実試料の年代について

現地から持ち帰った貝塚堆積層のサンプルからウォーター

フローテーション法により抽出した種実資料 点について、

年代測定を実施した。試料の抽出方法と分析の目的について

は、第 節でも記したとおりである。

結果として、試料⑥（（ 層マメ類）の測定値は、補正年

代で ± 、⑦（ ・ 層＋下層・トウガン）に

ついては、補正年代で ± であった。

これらの試料については、貝塚堆積層という堆積状況の中

で、微小な種実試料が上層又は周辺から流入したものである

と判断している。なお、これらの種実資料がコンタミネーシ

ョンの産物であっても、調査・分析時に良好な堆積層と認識

した層の純粋性を否定する必要はないと考えている。

（ ） 年代と較正年代について

年代測定においては、自然界においては大気中の 濃度

が常に一定であるということが前提条件として測定されてい

るが、研究の進展によって、 濃度については、時間ととも

に大きく変動していることが明らかにされ、そのずれを補正

する試みがなされた。較正年代は、 年代測定値を樹木年輪

やサンゴ年輪等により作成した較正表で暦年代に較正するも

のである。その原理については、他で述べられているところ

である（中村 ）ので、そちらを御参照願いたい。

さて、今回、測定した試料①～⑤の暦年代較正値について

は、 年代測定により算出した年代値と比較してみたい3)。

とりあえず、誤差の範囲と確率を無視して 年代測定値と比

較すると、①・②の炭化物資料については、①が約 年、

②が約 年程度古い値を示している。また、③～⑤の貝殻

資料については、約５～ 年程度、前後する値を示してい

る。

炭化物資料と貝殻資料に関する 年代測定値と較正年代の

差が、それぞれのグループごとに類似した差であることは、

一つの問題点であるが、較正曲線がある一定の確度をもって

いることを示している。もちろん、較正曲線を利用するうえ

での確からしさの確率4)や 年代の誤差の適用についても検

討する必要があるが、とりあえず、分析結果として提示する

に価すると考えておきたい。

今回は、これらの測定方法の科学的問題点にまでは言及で

きず、分析結果に対する的確な評価はできないが、このよう

な分析事例を積み重ねて検討材料を増やすことが必要であろ

う。また、考古学の立場からは、 年代測定値と暦年代較正

値に対して、考古学的手法による年代観を提示しながら検証

を続ける必要があることは言うまでもない。

註

）そもそも、炭化物であっても貝塚産の試料は、そこに堆積してい

る貝類の影響により、年代的に若干、不安定な数値が出るという指

摘もあるが、その前提も考慮したうえで検討をおこないたい。

）最初に前提としているこの層の帰属時期であるが、縄文時代後期

の南福寺式を含む堆積層であり、二次堆積等により、試料①～④の

堆積層より古い層が堆積している訳ではないことを確認している。

） 年代測定値は、 年を起点としての表現であり、暦年代較正

値は、紀元０年を起点として表現してあることに注意。

）通常、 年代測定値の暦年代への較正については、較正曲線との

確率法による較正範囲を示してあり、これらを併記して検討してい

くべきであろう。
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阿高貝塚の植物遺存体分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

阿高貝塚（熊本県下益城郡城南町阿高東原所在）は、雁回山からのびた丘陵先端部における台地上か

ら斜面にかけて立地する。阿高式土器の標識遺跡であり、発掘調査によって出土した土器の時期は、縄

文時代中期～後期を主体としている。今回は、本貝塚形成時の古環境を推定する目的で、珪藻分析、花

粉分析、植物珪酸体分析を実施する。また、検出された炭化材や炭化種実についても同定を行い、当時

の古植生や植物利用に関する情報を得る。

１．試料

珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析用試料は、縄文時代中期の貝塚から採取された土壌 点である。

試料には通し番号とブロックサンプル番号が付されており、試料番号１． （ 層）、同２．

（ 層）、同３． （ 層）、同４． （ 層）、同５． （ 層）、同６．

（ 層）、同７． （ 層）、同８． （ 層）、同９． （ 層）、同 ．

（ 層）、同 ． （ 層）、同 ． （ 層）、同 ． （ 層）である。

いずれの試料も、土壌は貝に付着している程度で、少量である。そこで、前処理を行い、土壌を回収す

ることにした。試料全てをビーカーに入れ、超音波洗浄機に 分程度いれて、試料を分散させた。試料

を水洗しながら１㎜の篩を通過させ、篩に残った試料（貝）は乾燥後保存した。１㎜を通過した試料を

静置してから上澄みを捨て、分析紙料とした。試料の質や目的等を考慮して、珪藻分析と植物珪酸体分

析は８と の２点、花粉分析は２～ の 点を分析試料とした。

樹種同定試料は、縄文時代中期の堆積物から抽出された炭化材 点（試料番号１～ ）、種実同定試

料は縄文時代中期～後期の堆積物から抽出された種実遺体 点（試料番号１～ ）である。分析試

料の詳細は各分析結果と併せて表中に示す。

２．分析方法

（１）珪藻分析

試料を湿重で７ 前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施して、

珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、

プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸 倍あるい

は 倍で行い、メカニカルステージで任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存するもの

を対象に 個体以上同定・計数する（化石の少ない試料はこの限りではない）。種の同定は、原口ほか

（ ）、 （ ）、 （ ）などを参照する。

同定結果は、海水生種、海水～汽水生種、汽水生種、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中

の各種類をアルファベット順に並べた一覧表で示す。なお、淡水生種はさらに細かく生態区分し、塩

分・水素イオン濃度（ ）・流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内

容を示す。そして、産出個体数 個体以上の試料については、産出率 ％以上の主要な種類について、

主要珪藻化石群集の層位分布図を作成する。また、産出化石が現地性か異地性かを判断すする目安とし

て、完形殻の出現率を求める。堆積環境の解析は、海水～汽水生種については小杉（ ）、淡水生種

については安藤（ ）、陸生珪藻については伊藤・堀内（ ）、汚濁耐性については、
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（ ）の環境指標種を参考とする。

（２）花粉分析

試料約 ｇについて、水酸化カリウムによる泥化、篩別、重液（臭化亜鉛：比重 ）よる有機物の

分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸９：濃硫酸１の混合液）処理による

植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残渣をグリセリン

で封入してプレパラートを作成し、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する全ての種類に

ついて同定・計数する。

（３）植物珪酸体分析

植物珪酸体分析 湿重５ｇ前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法（ポリ

タングステン酸ナトリウム，比重 ）の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。

検鏡しやすい濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入し

てプレパラートを作製する。

倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に

由来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、

機動細胞珪酸体と呼ぶ）を、近藤・佐瀬（ ）の分類に基づいて同定・計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾向から古

植生について検討するために、植物珪酸体群集と珪化組織片の分布図を作成した。各種類の出現率は、

短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求めた。

（４）炭化材同定

炭化材は、３断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観

察し、種類を同定する。

（５）種実同定

試料を双眼実体顕微鏡下で観察し、現生標本および原色日本植物種子写真図鑑（石川， ）、日本

植物種子図鑑（中山ほか， ）等と比較し、種類の同定・計数をおこなう。分析後の植物遺体等は、

種類毎にビンに詰め、乾燥剤を入れて保存する。

３．結果

（１）珪藻分析

結果を表１、図１に示す。珪藻化石は、試料番号 ． （ 層）は少なかったが、試料番号８．

（ 層）から産出した。完形殻の出現率は、ともに ％以下であり、化石の保存状態が悪かっ

た。産出分類群数は、 属 種類である。

試料番号８． は、海水生種、海水～汽水生種、汽水生種合わせて ％と、海水～汽水域に生育

する種類が多かった。この他、陸上のコケや土壌表面など多少の湿り気を保持した好気的環境に生育す

る陸生珪藻や、淡水生種が約 ％前後産出した。産出種の特徴は、塩分濃度 ～ ‰の内湾水中で浮

遊生活する内湾指標種群（小杉， ）の 、 が ～ ％と多

産し、海水生種の 、陸生珪藻の中でも耐乾性の高い陸生珪藻Ａ群（伊藤・堀内， ）

の 、 等を伴うことである。なお、珪藻化石の少なかった、試料番号 ．

も試料番号８． とほぼ同様の種類が散見された。

（２）花粉分析
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表１　珪藻分析結果

種　　　　　類 環境 BS203 BS189
塩分 pH 流水 指標種 8 11

Biddulphia spp. Euh 11 1
Coscinodiscus spp. Euh 4 1
Hyalodiscus spp. Euh 3 -
Paralia sulcata (Ehr.)Cleve Euh B 20 3
Thalassionema nitzschioides (Grun.)Grunow Euh A,B 2 -
Thalassiosira spp. Euh 1 1
Cyclotella striata-C. stylorum Euh-Meh B 15 3
Cyclotella stylorum Brightwell Euh-Meh B 1 1
Nitzschia cocconeiformis Grunow Meh E1 2 -
Nitzschia granulata Grunow Meh E1 2 -
Pseudopodosira kosugii Tanimura et Sato Meh E2 1 -
Achnanthes lanceolata (Breb.)Grunow Ogh-ind ind r-ph K,T 1 -
Amphora montana Krasske Ogh-ind ind ind RA,U 10 -
Cocconeis placentula (Ehr.)Cleve Ogh-ind al-il ind U 2 -
Cocconeis placentula var. euglypta (Ehr.)Cleve Ogh-ind al-il r-ph T 1 -
Cymbella silesiaca Bleisch Ogh-ind ind ind T 1 -
Cymbella sinuata Gregory Ogh-ind ind r-ph K,T 1 -
Diploneis ovalis (Hilse)Cleve Ogh-ind al-il ind T 1 -
Eunotia fallax A.Cleve Ogh-hob ac-bi ind RA 1 -
Eunotia incisa W.Smith ex Gregory Ogh-hob ac-il ind O 1 -
Fragilaria construens fo. venter (Ehr.)Hustedt Ogh-ind al-il l-ph S 2 -
Fragilaria pinnata var. lancettula (Schum.)Hustedt Ogh-ind al-il l-ph S 2 -
Gomphonema angustatum (Kuetz.)Rabenhorst Ogh-ind al-il ind U 1 -
Gomphonema parvulum Kuetzing Ogh-ind ind ind U 2 -
Navicula contenta Grunow Ogh-ind al-il ind RA,T 3 -
Navicula contenta fo. biceps (Arnott)Hustedt Ogh-ind al-il ind RA,T 1 -
Navicula elginensis var. neglecta (Krass.)Patrick Ogh-ind al-il r-ph U - 1
Navicula gibbula Cleve Ogh-ind ind ind RI - 1
Navicula mutica Kuetzing Ogh-ind al-il ind RA,S 7 -
Navicula placenta Ehrenberg Ogh-ind al-il ind RI - 1
Neidium alpinum Hustedt Ogh-unk unk ind RA 1 -
Pinnularia spp. Ogh-unk unk unk 1 -
Sellaphora pupula (Kuetz.)Mereschkowsky Ogh-ind ind ind U 1 -
海水生種 41 6
海水～汽水生種 16 4
汽水生種 5 0
淡水～汽水生種 0 0
淡水生種 40 3
珪藻化石総数 102 13

環境指標種群
A:外洋指標種，B:内湾指標種，E1:海水泥質干潟指標種，E2:汽水泥質干潟指標種(小杉,1988)
K:中～下流性河川指標種，O:沼沢湿地付着生種（安藤，1990）
S:好汚濁性種，U:広域適応性種，T:好清水性種（Asai and Watanabe，1995）
R:陸生珪藻（RA:A群，RB:B群，RI:未区分、伊藤・堀内，1991）

生態性

凡例
H.R.：塩分濃度に対する適応性 pH：水素イオン濃度に対する適応性 C.R.：流水に対する適応性
Euh ：海水生種 al-bi ：真アルカリ性種 l-bi ：真止水性種
Euh-Meh ：海水生種－汽水生種 al-il ：好アルカリ性種 l-ph ：好止水性種
Meh ：汽水生種 ind ：pH不定性種 ind ：流水不定性種
Ogh-Meh ：淡水－汽水生種 ac-il ：好酸性種 r-ph ：好流水性種
Ogh-hil ：貧塩好塩性種 ac-bi ：真酸性種 r-bi ：真流水性種
Ogh-ind ：貧塩不定性種 unk ：pH不明種 unk ：流水不明種
Ogh-hob ：貧塩嫌塩性種
Ogh-unk ：貧塩不明種
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結果を表２に示す。花粉化石・胞子化石ともにほとんど検出され

ず、試料番号８． （ 層）から数個体検出された程度で

ある。

（３）植物珪酸体分析

結果を表３、図２に示す。各試料からは植物珪酸体が検出され

るものの、保存状態が悪く、表面に多数の小孔（溶食痕）が認め

られる。試料番号 ． では、タケ亜科の産出が目立ち、

ヨシ属、ススキ属を含むウシクサ族、イチゴツナギ亜科などが検

出される。また、樹木起源珪酸体第Ⅲグループや第Ⅳグループ

（近藤・ピアスン， ）が検出される。第Ⅲグループは「Ｙ」

あるいは「く」の字状の形態を呈し、第Ⅳグループは網目模様の

付いた紡錘形を呈する。両グループとも、大部分の樹木葉部で観

察される。試料番号８． では、タケ亜科などがわずかに認

められるに過ぎない。また、樹木起源珪酸体第Ⅲグループが検出

される。

（４）炭化材同定

樹種同定結果を表４に示す。試料番号２・３・８・９は道管が認められることから広葉樹材であり、

試料番号９・ はその道管配列からそれぞれ環孔材と散孔材の道管配列を有する種類と考えられる。し

かし、いずれも小片で脆いために電子顕微鏡による観察ができず、種類の同定には至らなかった。その

他の炭化材は、広葉樹３種類（コナラ属アカガシ亜属・スダジイ・タブノキ）に同定された。各種類の

主な解剖学的特徴を以下に記す。

・コナラ属アカガシ亜属（ ） ブナ科

放射孔材で、管壁厚は中庸～厚く、横断面では楕円形、単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔を

有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１～ 細胞高のものと複合放射組織とがある。

・スダジイ（ ） ブナ科シイノキ属

表２　花粉分析結果

種　　類 BS197 BS198 BS199 BS200 BS201 BS202 BS203 BS204 BS205 BS189
試料番号 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

木本花粉
マツ属 - - - - - - 1 - - -
スギ属 - - - - - - 1 - - -
ハンノキ属 - - - - - - 1 - - -
ツタ属 - - - - - - 1 - - -

草本花粉
アカザ科 - - - - - - 1 - - -
キク亜科 - - - - - - - - 1 -

シダ類胞子
シダ類胞子 3 1 2 - - 1 6 1 1 1

合　計
木本花粉 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0
草本花粉 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0
シダ類胞子 3 1 2 0 0 1 6 1 1 1
総計（不明を除く） 3 1 2 0 0 1 11 1 2 1

表３　植物珪酸体分析結果

種　　　類 BS203 BS189
試料番号 8 11

イネ科葉部短細胞珪酸体
タケ亜科 7 73
ヨシ属 - 23
ウシクサ族ススキ属 - 12
イチゴツナギ亜科 - 12
不明キビ型 - 23
不明ヒゲシバ型 1 3
不明ダンチク型 - 2

イネ科葉身機動細胞珪酸体
タケ亜科 2 54
ヨシ属 - 17
ウシクサ族 - 15
不明 1 32

合　　計
イネ科葉部短細胞珪酸体 8 148
イネ科葉身機動細胞珪酸体 3 118
総　計 11 266

樹木起源
第Ⅲグループ 3 7
第Ⅳグループ - 2
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環孔性放射孔材で、孔圏部は３～４列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配

列する。道管の穿孔は単穿孔であるが、小道管には１～６段前後の階段穿孔が現れることがある。道管

内壁の壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１

～ 細胞高。

・タブノキ（ ） クスノキ科タブノキ属

散孔材で管壁は厚く、横断面では楕円形、単独および２～

３個が放射方向に複合する。道管は単および階段穿孔を有し、

階段穿孔の段（ ）数は５前後、壁孔は交互状に配列、放射

組織との間では階段状、網目状および柵状となる。放射組織

は異性Ⅲ～Ⅱ型、１～３細胞幅、１～ 細胞高。柔組織は周

囲状、翼状および散在状。柔細胞はしばしば大型の油細胞となる。年輪界は明瞭。

（５）種実同定

結果を表５に示す。木本類４種類、草本類 種類が検出された。同定可能なものは少なく、不明植物

（種類・部位不明の植物片）や不明炭化物（種類・部位不明の炭化物）、岩片などが多かった。また、

不明果実、木の芽、炭化材、動物遺骸、膠結物質（化学物質などがセメント状に固まったもの）なども

みられる。以下に検出された種類の形態的特徴を示す。

・エノキ（ ） ニレ科エノキ属

核が同定された。淡灰褐色、球形で基部は嘴状に尖る。径５㎜程度。基部から稜が一周する。核表面

には葉脈状模様が密布し、皺状。

・ヒサカキ属（ ） ツバキ科

種子が同定された。茶褐色、不規則な多角形でやや偏平、径１㎜程度。一端に臍があり、臍の方に薄

い。臍を中心に楕円形や円形凹点による網目模様が指紋状に広がる。

・カラスザンショウ（ ）ミカン科イヌザンショウ属

核（内果皮）が同定された。黒褐色、偏円形で長さ ㎜、幅 ㎜程度。片方の側面に核の長さの半

分以上に達する深く広い臍がある。内果皮は厚く硬く、表面にやや深く大きな網目模様がある。

・センダン（ ） センダン科センダン属

核が検出された。褐色で堅い。側面観は楕円形で、上面観は星型。大きさは１ 程度。縦方向に数本

の陵が見られる。

・イネ（ ） イネ科イネ属

炭化胚乳、未炭化の穎が検出された。胚乳は黒色、長楕円形で焼けぶくれ、発泡している。長さ４㎜、

幅２㎜程度。一端に胚が脱落した凹部があり、両面には２～３本の縦溝がある。未炭化の穎は、淡褐色

で厚く柔らかく、長さ８㎜、幅４㎜程度。特徴的な基部の果実序柄があり、穎表面は規則的に縦列する

特徴的な顆粒状突起をもつ。

・オヒシバ属（ ）イネ科

種子が検出された。楕円形で大きさは２㎜程度。表面は褐色で柔らかい。表面には縞模様が存在する。

・エノコログサ属（ ） イネ科

穎が検出された。淡褐色ないし茶褐色、半偏球形で大きさ３㎜程度。穎は薄く柔らかくて弾力があり、

表面には横方向に長い細胞が密に配列する。

・イネ科（ ）

第Ⅴ章　出土遺物　

表４　樹種同定結果

番号 B.S.No. 層位 樹種
 1 B.S.195 462層 コナラ属アカガシ亜属
 2 B.S.196 463層 広葉樹
 3 B.S.197 464層 広葉樹
 4 B.S.199 466層 コナラ属アカガシ亜属
 5 B.S.200 467層 スダジイ
 6 B.S.201 468層 コナラ属アカガシ亜属
 7 B.S.202 469層 スダジイ
 8 B.S.203 470層 広葉樹（環孔材）
 9 B.S.204 471層 コナラ属アカガシ亜属

広葉樹（散孔材）
10 B.S.205 472層 コナラ属アカガシ亜属

タブノキ
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穎は淡褐色、楕円形で大きさ２㎜程度。表面は柔らかくて薄く、弾力がある。胚乳は炭化しておらず

灰色。広楕円体でやや偏平。長さ ㎜、幅１㎜程度。背面は丸みがあり、基部に胚の凹みがある。

・カヤツリグサ属（ ）

果実が検出された。細長くて３稜があり、黒色。大きさは１㎜程度。表面は薄くて堅く、弾力がある。

・アカザ科（ ）

種子が検出された。黒色、円盤状でやや偏平。径１㎜程度。基部は凹み、臍がある。種皮表面には臍

を取り囲むように微細な網目模様が同心円状に配列し、光沢が強い。

・ナデシコ科（ ）

種子が検出された。茶褐色、腎臓状円形でやや偏平。径１㎜程度。基部は凹み、臍がある。種皮は薄

第７節　（付節）自然科学分析
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表５　種実同定結果（１）
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1 96 (70層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + - + -
2 96 (70層) - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - -
3 97 (71層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + -
4 98 (72層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - - -
5 100 (73層) - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - + -
6 104 (74層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + -
7 105 (75層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - - -
8 105 (75層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
9 107 (76層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + - + -
10 108 (77層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + -
11 111 (78層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + - - -
12 138 (79層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - - -
13 139 (80層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + - + -
14 145 (81層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + -
15 189 (245層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + -
16 206 (245層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + -
17 181 (440層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + + + -
18 180 (441層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + -
19 180 (441層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
20 179 (442層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + -
21 182 (444層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - - -
22 183 (445層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + + + -
23 184 (449層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + -
24 186 (451層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + -
25 187 (452層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + -
26 188 (456層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + -
27 190 (457層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + -
28 192 (459層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - - -
29 193 (460層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + -
30 194 (461層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - - -
31 195 (462層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + -
32 195 (462層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + -
33 196 (463層) - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - + - + -
34 197 (464層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + -
35 198 (465層) - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - + -
36 198 (465層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - -
37 198 (465層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + + -
38 199 (466層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - - - - -
39 200 (467層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + - + -
40 200 (467層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + -
41 201 (468層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + -
42 201 (468層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
43 202 (469層) - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - - -
44 202 (469層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
45 203 (470層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - - -
46 204 (471層) - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - + - - - - -
47 205 (472層) - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - + - + -
48 210 (681層) - - - - - 1 2 - - - 3 - 1 - - - - - + - + + + -
49 211 (683層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + - + -
50 212 (701-A層) - - - - - - - - - - - - - - 2 - - - - - + - + -
51 213 (701-B層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + -
52 213 (701-B層) - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - -
53 214 (701-E層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - + -
54 215 (701-F層) - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - - - + -
55 74層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + +

イ
ネ

イ
ネ
科

木本 草本
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表５　種実同定結果（２）
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56 79層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
57 80層 - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 + - - - + +
58 81層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - - - +
59 81層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
60 90層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
61 99層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + + +
62 206層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
63 237層 - - - - - - - - - - - - - 2 - - - - - - - - - -
64 243層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + + +
65 243層 - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - -
66 245層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - +
67 245層 - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - -
68 247層 - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - + + +
69 351層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
70 409層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - - - - +
71 410層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
72 413層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
73 421層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
74 439層 - - - - - - - - - - - - - - - - - 3 - - - - + +
75 439層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
76 444層 - - - - - - - - - - - - - - - - - 2 - - - - - +
77 445層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
78 449層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + + +
79 450層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - - + +
80 450層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
81 451層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + +
82 456層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
83 551層 - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
84 552層 7 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + +
85 557層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
86 559層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
87 560層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
88 562層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
89 605層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + -
90 611層 - - - 1 - - - 1 - - - - - - - - 1 1 - - - + + +
91 701層 - - 1 - 1 - - - - - - - - - - - 14 1 - - - + - +
92 701層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + +
93 105層＋下層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - -
94 238層＋下層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - -
95 239層＋下層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
96 242層＋下層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
97 247層＋下層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + +
98 247層＋下層 - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - -
99 248層＋下層 - - - - - - - - - - - - - - - - - 3 - - - - - +
100 248層＋下層 - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - -
101 439層＋下層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
102 440層＋下層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
103 450層＋下層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - +
104 462層＋下層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
105 464層＋下層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + - -
106 466層＋下層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
107 466層＋下層 - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - -
108 467層＋下層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
109 552層＋下層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - +
110 606層＋下層 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - + +

木本 草本
イ
ネ

イ
ネ
科
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く柔らかい。種皮表面には、臍を取り囲むように瘤状突起が同心円状に配列する。

・マメ類（ ）

炭化した種子が検出された。大きさは３㎜程度。偏平な楕円形で、側面に縦長の「へそ」が存在す

る。

・カタバミ属（ ） カタバミ科

種子が検出された。黒灰色、卵形で偏平。長さ ㎜、幅 ㎜程度。先端は尖る。種皮は薄く柔らか

く、縦方向に裂けやすい。表面には４～７列の肋骨状横隆条が並び、わらじ状にみえる。

・トウガン（ ） ウリ科トウガン属　

種子が同定された。淡灰褐色、倒卵形でやや偏平。長さ ㎜、幅７㎜、厚さ２㎜程度。基部は切形で

楕円形の臍がある。種子の背腹両面の全周に縁がある。縁には段差があり、薄くなる。種皮は厚くやや

堅い。

４．考察

珪藻分析結果では、試料番号８． （ 層）は海水～汽水生種が多産し、陸生珪藻や淡水生種

も伴っている。本遺跡は台地～台地斜面にかけて分布するが、分析を行った地点は貝層の分布する斜面

の下端付近に相当し、標高は７ｍ前後である。日本第四紀学会編（ ）に基けば、本貝塚周辺は縄

文海進最盛期においても、海水の影響はなかったと考えられる。特に貝塚が形成された縄文時代中期～

後期にかけては、調査地点付近は離水した地表であったと考えられることから、今回得られた珪藻化石

群集のうち当時の堆積環境を反映すると思われるのは陸生珪藻であると考えられる。一方比較的多く検

出される海水～汽水生種は、当時の人間が食料とした貝に付着するなどしていたものに由来すると考え

られる。また、低率ではあったが、中～下流性河川指標種群を含む流水性種や止水性種なども産出して

いる。これらは段丘堆積物に含まれる珪藻化石が、二次堆積したものと思われる。一方花粉化石をみる

と、ほとんど検出されない。これは、花粉化石が好気的環境下における風化に弱いため（中村， ）、

陸化している場所では残りにくいと考えられる。一方、中里貝塚の例（パリノ・サーヴェイ株式会社，

）などのように、貝層が水中に形成されるなど、嫌気的な条件があると残りやすいと考えられる。

なお、土浦市上高津貝塚のように、貝塚周辺の低地部でボーリング調査を実施し、古植生復元を行なっ

た例もあり、このような調査方法も、今後本貝塚では応用可能と思われる。

植物珪酸体分析結果をみると、試料番号 ． 層 ではタケ亜科をはじめとして、ヨシ属、

ススキ属を含むウシクサ族、イチゴツナギ亜科などのイネ科植物が生育していたと思われる。これらは、

周辺の草地に由来すると考えられるが、草地の一部は人間が森林の一部を切り払うことによって形成さ

れた可能性もある。また、ヨシ属は湿潤な場所を好むことから、低地と台地との境界付近を中心に生育

していたものとみられる。また、今回の結果では、樹木起源の珪酸体が多産する。このうちⅢ型はブナ

科、タイザンボク、イスノキなどに由来し、Ⅳ型はモクレン属、シイノキ属などに由来すると考えられ

ている（近藤、ピアスン， ）。九州地方では、土壌中から樹木起源の植物珪酸体が多産することが

しばしばあるが（杉山・早田， ）、今回もこの一例であるといえる。九州地方で行われた花粉分析

の成果をまとめた研究によれば、縄文時代後期の古植生として、シイ・カシ類を中心とした植生が推定

されている（ ）。なお、照葉樹林の代表的な樹種であるタブノキやクスノキなどクスノキ

科のうち、クスノキ科の花粉化石は膜が弱いため化石としてはほとんど残らないが、今回の樹種同定の

結果などから当時クスノキ科は多く生育していたと思われる。このことから、検出された樹木起源の珪
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酸体は、カシやシイ、クスノキ科などに由来するものと思われる。

試料番号８． （ 層）では、タケ亜科や樹木起源珪酸体第Ⅲグループがわずかに検出された

にすぎず、貝層が形成される過程で植物珪酸体が取り込まれにくかったことがうかがえる。これは、貝

層形成時は地表面に貝が密集しており、局所的に植生が成立できなかったことを反映する可能性もある。

樹種同定結果をみると、炭化材試料には、アカガシ亜属、スダジイ、タブノキの３種類が認められた。

試料は 層～ 層から出土しているが、多くの層でアカガシ亜属が認められており、層位による種

類構成の差異は認められない。出土した木材は、いずれも炭化していることから、燃料材としての利用

など、何らかの人間活動により火を受けたことが推定される。確認された３種類は、いずれも暖温帯常

緑広葉樹林（照葉樹林）の主構成種である。熊本市周辺で行われた調査によれば、縄文海進以降にアカ

ガシ亜属やシイノキ属などの常緑広葉樹を主とした照葉樹林が成立したことが指摘されている（長谷・

岩内， ）。照葉樹林の分布拡大は、地域によって多少の時期差はあるものの、雲仙岳や北九州地方

でも報告されている（黒田・畑中， ；三好・伊藤， ）。今回の結果は、これらの調査例とも一

致している。このこととから、本貝塚周辺に常緑広葉樹を主とした植生が見られ、そこから木材を得て

いたことが推定される。

種実同定の結果をみると、種類が判明したものは少なく、ほとんどが未炭化の種実である。本貝塚の

立地からみて貝層は陸域に形成されたとみられるが、このような場合種実遺体炭化しない限りは保存さ

れにくい。台地上の遺跡においてフローテーション法などにより種実を抽出する場合、小動物による持

ち込みなど後代に混入された種実をさけるため、炭化していない種実は考慮しないほうが良いという指

摘もある（吉崎， ）。今回検出された種類をみると、草本類は人里近くに草地を形成するいわゆる

「人里植物」に属する種類である。これらは当時生育していたものに由来する可能性もあるが、検出量

が少なく、炭化していないことから、後代のものと考えた方が妥当であろう。これは木本類についても

同様で、検出されたエノキやセンダン、ヒサカキ、カラスザンショウなどは人里近い林縁部などに多く

みられる種類である。

これらのうち、栽培のため渡来した種類は、イネとトウガンがある。マメ類も栽培種を含むが、今回

の試料は小型であることから、野生種に由来する可能性もあるため、ここでは対象から外している。い

ずれの種類も弥生時代以降の遺跡では多くみられる種類であるが、縄文時代以前においては検出例が少

なく、慎重に検討する必要がある。トウガンの種子とイネの頴も炭化していないことから、先に述べた

ように後代のものが混入した可能性がある。またイネの胚乳が検出された層位は、攪乱土の直下であり、

これも後代のものの可能性がある。これらの種実が、貝塚構築時のものかどうかについては、分析地点

を増やすなどして、今後も継続して検討していくことが望まれる。

引用文献

安藤一男（ ）淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復元への応用．東北地理， ，

．

（ ）

（２）

． ， ， ．
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放射性炭素年代測定

山形 秀樹（パレオ・ラボ）

１．はじめに

阿高貝塚より検出された炭化物、貝殻、および種子の加速器質量分析法（ 法）による放射性炭素年代測定を

実施した。

２．試料と方法

試料は、 から採取した炭化物 点、 から採取した炭化物 点、 から採取した貝殻（ハマグリ・

マガキ） 点、 から採取した貝殻（マガキ） 点、 ・ 層 下層から採取した種子（トウガン） 点、

・ 層から採取した炭化種子（マメ類） 点の併せて 点である。

貝殻試料は、酸洗浄を施して表面部分を除去した。炭化物および種子試料は、酸・アルカリ・酸洗浄を施して不

純物を除去した。これら前処理した試料を石墨 グラファイト に調整した後、加速器質量分析計 にて測定した。

測定した 濃度について同位体分別効果の補正を行った後、補正した 濃度を用いて 年代を算出した。

３．結果

表１に、各試料の同位体分別効果の補正値（基準値 ‰）、同位体分別効果による測定誤差を補正した 年代、

年代を暦年代に較正した年代を示す。ただし、 から採取した炭化物試料については、試料の量が少なかっ

たことから、同位体分別効果の補正を行っていないため、δ 値は ‰と等価であり、同位体分別効果による測

定誤差を補正していない 年代を示す。

年代値 の算出は、 の半減期として の半減期 年を使用した。また、付記した 年代誤差 ±

σ は、計数値の標準偏差σに基づいて算出し、標準偏差 に相当する年代である。これは、試料の 年代

が、その 年代誤差範囲内に入る確率が であることを意味する。

なお、暦年代較正の詳細は、以下の通りである。

暦年代較正

暦年代較正とは、大気中の 濃度が一定で半減期が 年として算出された 年代に対し、過去の宇宙線強度や

地球磁場の変動による大気中の 濃度の変動、および半減期の違い の半減期 ± 年 を較正し、より正確な

年代を求めるために、 年代を暦年代に変換することである。具体的には、年代既知の樹木年輪の詳細な測定値を

用い、さらに珊瑚の 年代と 年代の比較、および海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いて 年代と暦年代の関

係を調べたデータにより、較正曲線を作成し、これを用いて 年代を暦年代に較正した年代を算出する。

年代を暦年代に較正した年代の算出に のバージョンアップ版 を使用した。なお、暦年代較

正値は 年代値に対応する較正曲線上の暦年代値であり、 σ暦年代範囲はプログラム中の確率法を使用して算出さ

れた 年代誤差に相当する暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値はその σ暦年代範囲の確からしさを示す確率

であり、 未満についてはその表示を省略した。 σ暦年代範囲のうち、その確からしさの確率が最も高い年代範

囲については、表中に下線で示した。

暦年代較正は約二万年前から 年までが有効であり、該当しないものについては 年代を暦年代に較正し

た年代を または と表記した。

４．考察

各試料は、同位体分別効果の補正および暦年代較正を行った。なお、貝殻試料は の較正曲線データ

を使用し、炭化物と種子試料は の較正曲線データを使用した。これは、海洋性の試料が
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リザーバー効果（大気中の 濃度に比べて海洋中の 濃度が低い）の影響があるため、陸生の試料とは異なる較正

曲線を用いて暦年代較正を行わなければならないからである。暦年代較正した σ暦年代範囲のうち、その確からし

さの確率が最も高い年代範囲に注目すると、それぞれより確かな年代値の範囲として示された。

引用文献

中村俊夫（ ）放射性炭素年代測定法の基礎日本先史時代の 年代、
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表 6. 放 射 性 炭 素 年 代 測 定 お よ び 暦 年 代 較 正 の 結 果 

14C 年代を暦年代に較正した年代測定番号

（測定法）
試料データ

δ13C

(‰)

14C 年代

(yrBP±1σ) 暦年代較正値 １σ暦年代範囲

PLD- 1982

(AMS)

炭化物

①B.S.191 (458層)
- 3,725±30

calBC 2,140

calBC 2,075

calBC 2,195- 2,170(24.1%)

calBC 2,145- 2,125(19.9%)

calBC 2,085- 2,040(50.3%)

PLD- 1983

(AMS)

炭化物

②B.S.202 (469層)
-26.0 3,955±30 calBC 2,465

calBC 2,555- 2,540(13.0%)

calBC 2,495- 2,445(62.9%)

calBC 2,420- 2,405(15.7%)

PLD- 1984

(AMS)

貝殻

（ハマグリ）

③B.S.205 (472層)

+ 0.6 4,325±30 calBC 2,480 calBC 2,535- 2,465(100%)

PLD- 1985

(AMS)

貝殻

（マガキ）

④B.S.205 (472層)

-2.1 3,860±30 calBC 1,870 calBC 1,905- 1,820(100%)

PLD- 1986

(AMS)

貝殻

（マガキ）

⑤B.S.214 (701-E層)
-0.5 4,190±30 calBC 2,310 calBC 2,370- 2,275(100%)

PLD- 3064

(AMS)

種子

（トウガン）

N o.107

466 層+下層

-25.8 -590±30 Modern *****

PLD- 3065

(AMS)

炭化種子

（マメ類）

No.63

237 層

-30.4 145±35

calAD1,685

calAD1,730

calAD1,810

calAD1,925

calAD1,945

calA D 1,675- 1,695(14.4%)

calA D 1,725- 1,775(33.5%)

calA D 1,835- 1,875(26.1%)

calA D 1,915- 1,940(16.2%)
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今回の発掘調査は、県道の拡幅工事に伴い、阿高貝塚の一

部の範囲について、細長いトレンチ状の調査を実施したもの

である。その調査面積は、約 裃であったが、貝層の深さは

約 以上あり、阿高貝塚の貝層の深さを再確認した。

調査区内については、上層部分がかなり撹乱をうけており、

調査区全体について、本来の貝層の状況を知りうることはで

きなかった。しかし、２Ｇ～４Ｇと呼称した調査区東半の下

層部分と５Ｇと呼称した西側の貝層については、良好な状態

で残存していた。

本章では、まず、今回の調査によって得られた情報を整理

して、判明した事実と不明な点を明らかにしておきたい。そ

して、これらの情報をもとに検討した結果、阿高貝塚に関す

るわれわれの所見を提示したい。この所見については、調査

成果に基づきながらも、完全に検証ができていないものもあ

るが、その場合には、検討の過程についても記載した。そし

て、第Ⅴ章までの記述内容と照らし合わせることにより、今

回の発掘調査と整理作業の結果を検証できるように努めたつ

もりである。

第１節　阿高貝塚の構造

１　立地と周辺環境について

貝層は、背後の丘陵から、斜面上を浜戸川方向にむけて堆

積していた（第 図）。背後の丘陵は、雁回山からのびてお

り、丘陵東側は迫地となっている。その迫地をはさんで向か

い側には御領貝塚が立地しており、かつて小林久雄により、

縄文土器編年と貝塚の形成時期についての研究対象とされた

場所であった。前面の浜戸川の河川敷内と対岸の堤防一帯に

も、貝層が拡がり、こちらは黒橋貝塚と呼称されている。阿

高貝塚から西側へ５ ほどいくと、同じく雁回山を背にし

た立地に、曽畑貝塚、轟貝塚が存在しており、縄文時代貝塚

が集中する地域である。

隣接した場所に縄文貝塚群が立地するということは、当時、

この地域については、貝塚が形成されやすい立地であったと

いうことである。その条件は、貝塚堆積層に含まれる貝類や

魚類を採集・捕獲することが可能なことが第一である。おそ

らく、貝塚で採集されていた貝類や魚類等の生息地である海

や河川がごく近くに存在したのであろう。もちろん、海から

多少遠くても、その場所が川沿いであるならば、それを利用

して縄文人が海産物を持ち運んでいた可能性もある。

しかし、これだけ大規模な貝塚が構築されるためには、大

量の食物廃棄がなされており、やはり、距離の長短こそあれ、

現実的に近くに海岸線が存在していた場所であったことは間

違いないであろう。そこで、問題となる点は、実際に貝塚の

近くに存在した海岸線が、どの時期からどの時期に存在して

いたのかである。

通常は、縄文海進がピークをむかえて安定した縄文前期に

おいて海面が最大限に上昇し、内陸部まで湾入したとされる。

縄文海進の研究とその内容について、本報告で検討する能力

はないが、周辺に存在する貝塚群の時期と立地について概観

してみたい。そのことにより、当時の海岸線について検討す

るための情報を得ることにしたい。

まず、阿高貝塚は、縄文時代中期から後期にかけての時期

を主体とすることは、従来から指摘されており、今回の調査

結果からも、ほぼ間違いないであろう。そして、対岸の黒橋

貝塚（闍木・村闢 ）についても、ほぼ同時期とみて間

第Ⅵ章　総括
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違いなかろう。さらに、黒橋貝塚については、大規模な調査

を実施したが、その初現については、並木式を大きくさかの

ぼることはない。すなわち、この両貝塚は、主に中期から後

期前半を中心に形成されたと考えてよい。

次に、阿高貝塚と谷を挟んで対岸にある御領貝塚について

は、御領式土器の標式遺跡として著名な貝塚である。御領貝

塚は、そのほとんどがヤマトシジミの単一種であり（坪井

他）、出土する土器についても、後期末から晩期初頭に

かけてのものがほとんどである。阿高貝塚は、マガキやヤマ

トシジミ等が混在しており、全体的な量的にはマガキが多い

貝塚といってよい。両貝塚については、小林久雄が、その違

いを貝塚の形成時期の差として、両貝塚から出土する土器の

違いを時期差であると指摘している。

では、現在の定説である両貝塚の時期差が、そのまま、出

土する貝類の構成種の違いに反映されているのであろうか。

即ち、阿高貝塚が構成される中期から後期前半期には、マガ

キを主体とする海が近くに存在し、御領貝塚が構成される後

期末から晩期初頭にかけては、海退現象がおこり、ヤマトシ

ジミがとれる河川が近い環境となったのであろうか。結論か

ら述べると、両貝塚の主要構成種の違いについては、海進海

退現象による周辺環境変化の影響を否定することはできない

が、それと同等かそれ以上に、縄文人の貝類採取における選

択性を重要視する必要があるのではないかと考えている。

阿高貝塚からも、ヤマトシジミの単純層が検出されている

ことや、その構成種の多様性から考えると、全てが海進海退

現象による周辺環境の変化ということはできない。阿高貝塚

や黒橋貝塚が構成された時期にもヤマトシジミを単純に採取

する堆積層が認められることからも、周辺に、それらを採取

できる汽水域の河口が存在したことは明らかである。阿高貝

塚から出土する貝類については、マガキとヤマトシジミによ

り、９割以上を占める（第 図）。さらに、時期の古いⅠ期

（中期末）が、両貝種の出土割合が拮抗しており、Ⅴ期（後

期前半）になるとマガキが増加することから、時期が新しく

なることにより、ヤマトシジミがとれる汽水域の環境へ変化

したということはできない2)。

おそらく、阿高貝塚が構成された中期後半から後期前半期

にかけては、近くには海岸線が存在しまた、河口との接点が

ごく近くに存在したのであろう。その環境の中で、栄養価の

高いマガキが採取できる季節には、マガキを採取し、その採

取（食用）が不可能である春以降の季節に、河口域でヤマト

シジミを採取したのではないか。ただし、縄文人の嗜好とし

て、マガキを好んだ1)のは容易に想像することができ、ヤマ

トシジミの摂取量は、マガキほど多くない。マガキがとれな

い季節には、ヤマトシジミを採取しながらも、他の狩猟・採

集活動を積極的におこなっていたことが想定できる。これら

の採集活動の季節性については、後に検討してみたい。

ただし、これは厳密に検証した訳ではなく、あくまで仮説

にすぎない。Ⅰ期とⅤ期における主体貝種の変化についての

意味付けが明確にできていないからである。多数の方々が、

本報告に記載した情報をもとに検討・批判され、阿高貝塚の

実態解明に近づくことを願うところである。

御領貝塚が構築される後期末から晩期初頭にかけては、海

退現象により、近隣から海産の貝が採取できなくなった可能

性も高い。しかし、御領貝塚からは、少量ながら、海産のマ

ガキやハイガイ等も出土しており（坪井前掲）、これらの貝

が採取できなくなったと結論づけることはできない。御領貝

塚において、ヤマトシジミが圧倒的に増加する要因について

は山崎純男が指摘する晩期貝塚の専業的採集活動（山崎

）を考えたい。荒尾市境崎貝塚の構成種でも示されて

いるように、この時期の貝塚は、その構成が、ある単一種の

貝類で占められるものがある。山崎は、それらを、晩期貝塚

群の専業的採取活動の結果であると指摘しており、少なくと

も有明海沿岸においては、その可能性が高い。即ち、貝類の

干物や塩分採取等のために、ある特定種を継続的に採取して

いたことが指摘されるのである。もちろん、それだけの量の

貝を採取するためには、その周辺地域が、それらの貝が採取

できる環境であったことは前提となる。そのため、海進海退

現象をおおきなバックボーンの一つ考え、さらに、これらの

専業的採取活動という要素を加えて考えるのが適当ではなか

ろうか。

２　宇土半島基部の貝塚との関係について

次に、宇土半島基部の貝塚の様相をみてみたい。宇土半島

基部には、曽畑貝塚、轟貝塚が存在する。

両貝塚は、縄文前期を主体として形成された貝塚であると

されるが、その場合の周辺環境についてみてみたい。

両貝塚は、阿高貝塚、黒橋貝塚の西方約５ の距離にあ

り、現在の海岸線には、より近い位置にある。両貝塚がその

位置に存在することは、縄文時代前期には、その近くまで海

岸線が存在したということである。

― ―― ―
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その点については、おそらく、問題はないであろうが、そ

れより、後の時代の所産である阿高貝塚、黒橋貝塚等が、さ

らに奥部に存在することが問題となる。

縄文海進により、海面が上昇して内陸部まで海が進出した

後に、海退により海が後退したのであれば3)、海産のマガキ

を主体的に採取（阿高貝塚においては、マガキを主体とした

時期がある）した両貝塚が、曽畑貝塚、轟貝塚より内陸部に

立地することは、若干、疑問が残る。逆の立地であれば問題

ないが、この状況であれば何らかの解釈を行う必要がある。

現在、得られる情報から推定すると、縄文時代前期には、

轟貝塚・曽畑貝塚の立地する宇土半島基部地域と、阿高貝塚

の立地する浜戸川流域の地域は、縄文海進の影響により、既

に、海岸線が湾入していたと考えられる。そして、前期には、

轟貝塚・曽畑貝塚が形成され、中期後半から後期にかけては、

場所を移動して、縄文人は、阿高貝塚周辺において採集活動

をおこなっていたと推定することができる。

その場合には、縄文海進現象による海岸線の変化をあまり

大きく評価することはできない。既に、海進現象がおこった

時期には、両地域が海岸線に近い環境であったからである。

しかし、先に述べたとおり、御領貝塚の存在とその主要貝種

の変化については、海退等の環境の変化は影響しているもの

の、縄文人の採取活動の対象物変化についても想定しなけれ

ばならず、すべてを周辺環境の変化でとらえることは困難で

ある。この点については、その他の御領貝塚と同時期の貝塚

の存在が確認されれば、その内容を検討することにより、そ

の意義を考察することができるが、残念ながら、現状では、

この問題を理解するために必要な情報が提示されている貝塚

は、周辺では存在しない。今後は、まず、それぞれの貝塚の

時期を明らかにしてそれぞれを比較するという単純であるが

重要な作業を行う必要がある。

なお、轟貝塚、曽畑貝塚の構築時期については、従来の見

解のとおり、前期に形成されたことを前提として考察したが、

その出土遺物には後期のものが含まれ、貝塚の形成時期につ

いて疑問を呈する見解（金田 他）もある。それらの問

題も含めて考察を進めていくべきであろう。

３　阿高貝塚と黒橋貝塚との関係について

今回、報告した阿高貝塚については、現在、「史跡　阿

高・黒橋貝塚」として国指定史跡に指定されている。これは、

阿高貝塚と黒橋貝塚の貝層が連続しているという見解（西田

他）に基づくものである。しかし、実際に、両貝塚の

間を調査した例はなく、調査により貝層が連続することが確

認されたことはない。そのため、阿高貝塚と黒橋貝塚が同一

の貝塚であるか否かを問われることが多い。その問題につい

て、黒橋貝塚（闍木・村闢 他）や阿高貝塚の過去の調

査（西田 ）の成果と、今回の阿高貝塚の調査成果を基

に、見解を述べておきたい。

結論から言うと、「両貝塚の貝層がつながっているかどう

かは不明である。しかし、両貝塚は長い時間をかけて同一の

集団が形成したものであり、それぞれを別のものとして認識

していたのではない。」ということになる。そして、両貝塚

の意味付けを検討するにあたっては、貝層がつながっている

か否かについてはあまり大きな問題ではないと考えている。

具体的に、両貝塚の類似点と相違点をあげてみたい。まず、

類似点としては、形成された時期がある。先にも触れたとお

り、両貝塚とも並木式から縄文後期前半期頃に形成されてい

る4)。次に、立地する場所が近いことがある。そして、貝塚

を構成する貝類については、マガキを主体とする時期がある

こと5)があげられる。では、異なる要素はなんであろうか。

まず、両貝塚の堆積状況があげられる。阿高貝塚の今回、

調査した調査区は、丘陵先端の斜面部分であった。そのため、

貝層は斜めに堆積しており、前後の層との分層について、比

較的、簡単に、細かく分層することができた。対して、黒橋

貝塚は、平地に堆積しており、分層は可能であるが、より細

かなレベルでの分層は困難であったようである（闍木・村闢

前掲）。

出土した貝類については、黒橋貝塚はほぼマガキ主体であ

るが、阿高貝塚はヤマトシジミ等、その他の貝が主体をなす

時期もある。ただし、これは、両貝塚からサンプリングした

場所の問題もあり、一概には相違点といえず、むしろ類似し

たあり方だったのではないかと考えている6)。ただし、マガ

キ等の大きさについては、黒橋貝塚のものは長大なものが多

く、今回の阿高貝塚出土のものと比較すると全体的に大きい

ものが多い印象がある7)。

獣骨については、阿高貝塚からの出土量は少なく、また、

内容も貧弱である。対して、黒橋貝塚出土の獣骨の出土量は

多く、それぞれの獣骨は大型の個体が多い。この点について

は、調査面積の問題と阿高貝塚の調査区が撹乱や２次堆積を

受けていたことが原因と考える。さらに、斜面上という地形

的要因により、今回の調査区には貝類残滓が中心に堆積した

― ―― ―
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のではないか8)とも考えている。

魚骨については、今回の調査区から膨大な量を検出してい

る。出土した魚類相を比較すると、黒橋貝塚は、クロダイ、

スズキ、ボラが多く、内湾又は汽水域に入り込む大形魚を中

心としている。阿高貝塚は、これらの魚種も出土するが、他

に、マイワシやニシン科魚類等のやや小型な魚類が多い。た

だし、魚骨の検出数や魚種については、サンプリングの方法

の違いに起因するものであり、逆に両貝塚の魚類相は、内湾

～汽水域に生息するという点においての類似性に着目した方

がよさそうである。

これらの比較からは、両貝塚の相違点よりも類似性の方が

強いと考えることができる。相違点については、主に立地の

違いによる廃棄と堆積状況の違いに起因するものであると考

え、冒頭の見解に至った次第である。ただし、消化しきれて

いない問題も多く、再度、両貝塚の調査結果について検討す

る必要があると考えている。
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熊本県教育委員会

西野雅人他 『千葉東南部ニュータウン 有吉北貝塚 （旧石

器・縄文時代）－第 分冊』，千葉県文化財センター調査

報告第 集，財団法人　千葉県文化財センター，千葉

山崎純男 「九州における貝塚研究の諸問題」『九州考古学の諸

問題』， － 頁，福岡考古学研究会，福岡市

註

）西野雅人は、有吉北貝塚の報告書（西野他 ）における貝の分

析により、味の良い「特定の貝への強い志向性」がみられることを

指摘している。

）第Ⅴ章第 節でも述べたとおり、Ⅰ期（ヤマトシジミ主体）からⅤ

期（マガキ主体）への変化については、サンプリング対象の問題も

あり、第 図で示すほど、極端には変化しないのかもしれない。し

かし、Ⅰ期にヤマトシジミを主体的に採取していた時期がある（調

査区外には、Ⅰ期に別の貝を多量に採取していた可能性もあるが）

ことは間違いない事実である。

）当時の周辺環境については、ボーリング調査を行って微化石分析

等を実施すれば、その解明に大きく近づくであろう。今回は、ボー

リング調査までは実施できず、また、微化石分析自体はサンプリン

グに問題があり、明確な情報を得ることができなかった。また、こ

れらの分析を実施するにあたっても考古学的情報から、ある程度の

仮説を提示したうえで、交互にチェックすることが必要であると考

えたため、現状で把握している情報を提示することにした。

）両貝塚の初現と終末の時期等、細かな点での違いはあるかもしれ

ないが、ここでは、両貝塚が形成されていた時期の大部分が同じで

あることを重視したい。

）阿高貝塚においては、ヤマトシジミやその他の貝を採取すること

が卓越する時期もあり、厳密には一致しないかもしれない。

）今回の調査区においても、なるべく、多くの層からのサンプリン

グを目指したが、調査条件上、不可能だった場所もある。また、黒

橋貝塚についても、貝類の組成を調べたのは、Ⅲ層の一部とⅣ層の

みという限定された状況（菊地 ）でもあり、単純に比較する

ことはできない。数量的に比較できるデータはなかったが、両貝塚

から出土している貝の種類等を検討すると、類似した種類の貝が出

土しており、本来は類似した組成であったのではないかと考えてい

る。

）黒橋貝塚の貝類については、殻長の統計データがないため、数値

的な比較はできないが、黒橋貝塚に長大なものがあることは確認し

ている。

）食物残滓を廃棄する場所に、貝類を連続して廃棄する時期もあっ

たはずである。撹乱を受けていない堆積層中に獣骨が少ないのは、

貝を採集・廃棄していた時期の良好な堆積層であると考えることも

出来る。その場合には、調査区内の堆積層が短い期間に堆積したの

ではないかと考えている。

― ―― ―

第１節　阿高貝塚の構造
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第２節　出土遺物

１　土器，石器，骨・角・貝製品について

今回の調査においては、良好な堆積層が少なく、いわゆる

人工遺物についてはあまり多くを掲載していない1)。個別の

遺物については、各章の説明を参照していただくとして、全

体的な出土傾向のみにふれておきたい。

まず、阿高貝塚は、阿高式土器の標式遺跡であるが、その

出土数は少なかった。これは、Ⅰ期の堆積層が薄いことが一

つである。その他には、Ⅰ期の堆積層は、貝類を連続して廃

棄したものであり、人工遺物があまり入らない状態の堆積層

であったからではないかと考えている。逆にⅤ期の堆積層に

ついては、出土遺物の量は多く、個体の残存状況も良かった。

これについては、逆に、Ⅴ期の堆積層はⅠ期の堆積層に比べ

てやや長い時間をかけて（あるいは、２次的に堆積した可能

性も含めて）堆積した堆積層であったからではないかと考え

ている2)。

Ⅰ期の堆積層から出土した遺物については、阿高式土器で

はあるが、後期に移行するに近い段階のものであると考えて

いる。Ⅴ期の堆積層から出土した遺物は、後期初頭から前半

までのやや長い時間幅をもつと考えている。遺物については、

堆積層ごとにとりあげたが、各堆積層がもつ時間幅が、土器

の 型式がもつ時間幅より短いため、細別層を基準として編

年研究に生かせるものではなかった3)。堆積層の時期につい

ては、本来、これらの遺物を詳細に検討することにより決定

すべきであるが、今回は、その作業がややおざなりになって

しまっている。

石器、及び骨・角・貝製品についても、層位的な細かな分

析に耐えうる出土状況ではなかった。骨角製品については、

漁撈具であるヤスは一定量の出土があり、阿高貝塚の漁撈活

動を復原するための材料となった。ただし、時期的な変遷を

検討できるほどまでの資料数は得られていない。イノシシ歯

牙を素材とした垂飾品は阿高貝塚において発見された貴重な

資料である。

貝製品については、水洗選別作業をおこなった結果、多量

の遺物を採集することができた。特に、ヒロクチカコノを中

心とする装身具を多数、検出できたことは一定の成果であっ

た。これらについては、その所属時期を明確にできるものは

少なかったが、確実に中期といえるものはなく、時期が確定

できるものは、後期に所属するものばかりである。貝輪につ

ついては、未製品や破損品が多く、出土量も少なかったため、

詳細な検討をおこなうことができなかった。

その他の装身具では、貝輪の出土が目につく。これらの装

身具は、若干、装飾性が乏しいようである。また、その他に

も、様々な垂飾品が見られるが、圧倒的な調査面積の黒橋貝

塚と比較すると、やはり、その数は少ない。

その他、巻貝の殻口部を利用した玉やヤカドツノガイ製の

装身具等は、堆積層の水洗作業を実施したことにより、検出

することが可能となった遺物である。また、数は少ないが貝

錘や貝刃の類も、通常のピックアップ法では検出が難しい遺

物であろう。なお、に赤色顔料が付着したハマグリ（第

図・７）については、顔料を塗布する際の皿として利用した

と考えられる興味深い資料である。

２　植物遺存体について

各堆積層においては、植物遺存体を検出する目的で、簡易

なフローテーション作業を実施した。その結果、大量の炭化

物と未炭化の種子と考えられる物質を検出した。その詳細に

ついては、第Ⅴ章第５節に記したとおりであるが、未炭化の

種子と考えた物質については種子ではなく、結果として大量

の炭化物からは種子を検出することはできなかった。この炭

化物については、抽出したのみで同定作業を実施していない

資料も多い。これらについては、層位との対応関係の記録と

ともに保管している。

註

）土器の出土量については、ある一定量の出土があったが、物理的

な問題もあり、掲載できなかった。

）貝塚からの出土遺物と堆積層の内容の関連性については、検討す

べき点が多い。現状では仮説として、ここに記載したような内容を

考えているが、今後の検討課題でもあると考えている。

）註２ で記した内容と類似しているが、１土器型式と貝塚堆積層の

包含する時間幅との関連性も検討すべき課題である。この問題につ

いては、今回は追及できていない。

― ―― ―

第Ⅵ章　総括
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第３節　阿高貝塚における生業活動について

１　狩猟・漁撈具からの検討

今回の調査区からは、陸上動物を対象とする狩猟具として

は、石鏃が出土している。その対象動物としては、シカや小

型の哺乳類等を想定することができる。また、イノシシ等の

大型の哺乳類骨も出土しているが、それらを対象とした狩猟

方法は、石鏃による弓矢猟だけであったのか、落とし穴等の

他の方法も想定すべきであるかにしれないが、現時点では分

からない。今後、黒橋貝塚の出土品とも比較しながら、当時

の狩猟方法についての検討を行う必要があるだろう。また、

石器を中心とした狩猟対象の哺乳類に関する捕獲・解体等の

システムについても、検討すべき課題であるが、良好な堆積

層に伴う石器が少なかったこともあり、今回は検討できてい

ない。

漁撈具と判断できる遺物については、刺突具としての骨格

製のヤスがほとんどであった。また、報告内では図化してい

ないが、エイの尾刺が多数、出土しており、こちらについて

も刺突具であると認識している。骨格製ヤスやエイの尾刺に

よる漁撈の対象魚類としては、クロダイ属や、スズキ、ボラ

等を想定している。また、淡水魚であるフナやコイも出土し

ているが、これらについても、ヤスによる捕獲を想定するこ

とができる。

他に漁撈具と考えられる遺物としては、貝錘が若干、出土

している。また、貝層に多数、含まれていた軽石についても、

明確に認定できたものはなかったが、浮子として利用された

ものが存在した可能性がある。これらの遺物については、網

漁で利用されていたと考えている。今回の調査区は、乾燥し

た丘陵端という立地もあり、網そのものは出土していないが、

第Ⅴ章４節で樋泉岳二氏も指摘しているとおり、圧倒的な量

が出土している小形魚類を対象とした積極的な網漁が展開さ

れていたと考える。その対象魚類については、本貝塚から最

も多く出土しているマイワシやサッパ等の小形魚を想定して

いる。

その他、通常、漁撈具として想定できる遺物としては釣針

があるが、今回の調査区からは１点も出土していない。ほぼ、

すべての堆積層を水洗して、遺物の拾い出し作業を実施した

にも関わらず出土しなかったことから、阿高貝塚の一つの特

徴としてあげることができる1)。少なくとも、今回の調査区

の部分が形成された期間に限っては、漁労活動については、

おそらく、遺跡のごく近くの場所である内湾～汽水域を主な

漁場とした2)網漁やワナ漁を中心とした漁獲方法と、ヤスを

利用した刺突漁を中心としていたとみることができよう。

ただし、その他に、１点のみであるが、離頭銛（第 図・

１）が出土していることには注目すべきである3)。離頭銛は、

一般的には大形魚類や海獣類の捕獲に使用されたと考えられ

ており、汽水域から内湾にかけての遺跡周辺を主たる漁場と

していたと考えた先ほどの見解とは相違する遺物である。も

っとも、今回の調査区から出土した貝類相をみると、外海の

岩礁底群集のイシダタミガイ等も出土しており、漁撈活動全

体からするとわずかな割合であったと考えるが、全く外海に

出る機会がなかった訳ではなさそうである。この場合には、

遺跡から離れた場所で獲得した捕獲物を、ある程度の距離を

運搬して持ち込んだこととなり、当時の生業活動を復原する

うえで、検討する課題が増えたこととなる。遺跡全体の様相

については、調査成果を精査したうえで、再度、詳細に検討

する必要がある。

２　動物遺存体からの検討

（ ）貝類

出土した貝類遺存体の詳細については、第Ⅴ章第 節で説

明したところであり、そちらを参照していただきたい。

出土した貝類遺存体の主体種については、中期後半期のⅠ

期がマガキとヤマトシジミの比率が約半数ずつであり、後期

前半期のⅤ期では、マガキが約 ％を占めた（第 図）。こ

の組成変化については一つの事実であるが、留意すべき点も

ある。まず、この組成については、２× というトレンチ

状の調査範囲における事実であるということである。また、

Ⅴ期の堆積層からのサンプリング数も少ないため、あくまで

大まかな傾向としてとらえておきたい。この組成変化の図

（第 図）で重要なのは、従来、マガキが圧倒的に主体であ

るとされていた阿高貝塚において、ヤマトシジミが多く採取

されているⅠ期の様な時期があるという事実を提示したこと

だと考えている。もちろん、この部分についても、貝塚全体

の中でのごく一時期の様相に過ぎないが、貝塚の堆積状態が

単純ではないことはいえるであろう。

堆積層から出土している貝類の生息域については、わずか

に淡水域や岩礁製のものもあるが、ほぼ典型的な汽水域から

内湾干潟の貝類群集である。阿高貝塚を形成した縄文人は、

遺跡にごく近い場所を主な漁場として、それらの貝類を日常

― ―― ―

第３節　阿高貝塚における生業活動につい
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的に採取していたのであろう。その他に、少量ではあるが、

沿岸部からもたらされと考えられるバイ、イシダタミガイ等

の貝類も出土していることから、沿岸部まで採取活動を広げ

た可能性や交易等の可能性についても検討しなければならな

いことは、前項でもふれたとおりである。貝類の採集時期に

ついては、周年にわたり4)、その中で季節ごとに対象とした

貝を変化させていたと考えている。

（ ）魚類

出土した貝類遺存体の同定、及び分析については、樋泉岳

二氏に依頼し、その結果については、第Ⅴ章第４節に記載し

たところである。ここでは、その分析結果を参考として、本

報告者により総括を行いたい。

本貝塚から出土した主体種は、マイワシが大半であり、種

不明のニシン科としたものも大半はマイワシの可能性が指摘

されている。マイワシは、外洋沿岸性の表層回遊魚だが、内

湾にも普通に来遊するとされる。その他、沿岸性が強いコノ

シロ亜科、ヒラ、サッパが同定されている。また、典型的な

内湾魚であるクロダイ属、スズキ属、ボラ科、シログチは、

若魚期には河口域に盛んに入り込むとのことである。また、

ウナギ属、コイ科等の淡水～汽水域の魚類が確認されており、

出土した魚類の生息域は、典型的な内湾性～汽水性のものを

中心としている。

それらを捕獲するための漁撈方法については、前項でも述

べたとおり、マイワシ等の小形魚を対象とした網漁が中心で

あったと考えている。分析担当者は、特にこの種を対象とし

ていた可能性まで指摘している。また、クロダイ属を対象と

した刺突漁が行われていた可能性も高い。さらに、隣接する

黒橋貝塚では、最下層の地山面にヤナの施設が確認されてお

り5)、阿高貝塚においてもヤナ漁等のワナ漁が行われていた

可能性もある。今回の調査区の最下層でみつかった土坑につ

いても、これらに関連する遺構である可能性もある。釣針は

みつかっておらず、これらの漁撈方法に矛盾しないと考える

が、離頭銛の対象魚や使用した漁場等についての問題点は解

決できていない。

魚類遺存体については、現時点では、報告者として分析結

果を詳細に解釈することができていない。そのため、魚類を

中心とした生業活動全般の分析については、ほとんど作業で

きていない。これらについては、貝塚の分析にあたっての重

要事項であるので、今後、検討をおこなって、何らかの機会

に公表したいと考えている。

（ ）季節的生業活動について

Ⅰ期の堆積層においては、貝類の主体種であるマガキとヤ

マトシジミが規則的に変化する現象を確認した（第 ～

図）。最下層部分では、マガキ－ヤマトシジミ－マガキのサ

イクルが続き、各堆積層における主体種の割合も ％前後と

高率であった。また、 層中の状態としては、同じく、ヤ

マトシジミ－マガキ－ヤマトシジミ－マガキ－ヤマトシジミ

という規則的な組成変化を示している6)が、両種の絶対量は

全く異なっていた。圧倒的なヤマトシジミ層の中に、ごく薄

いマガキ層が２枚、挟まれる状態であった。調査担当者とし

ては、この現象から、各層が廃棄された時間幅がごく短いも

のである可能性を考えることとなった。

では、われわれが発掘調査において認識した堆積層が、一

つの季節の廃棄集合体であると限定できるであろうか。第

・ 図に、各堆積層から出土した貝類と脊椎動物の組成

を掲載した。

貝類については、マガキを主に冬に採取されたもの、ヤマ

トシジミを春に採取されたものと想定している。貝類につい

ては、この 種のいずれかが ％前後の高率を占める場合に

は、それらの貝が採取された季節がその堆積層の季節である

と想定できそうである。

魚類については、主体種であるマイワシ、ニシン科（おそ

らくマイワシであるものを多く含む）、コノシロ、カタクチ

イワシについて着目した。マイワシ、カタクチイワシは、春

から夏にかけて回遊する性質をもっており、それらの季節に

捕獲された可能性が高い。ニシン科はマイワシを多く含んで

いる可能性を考慮して、同じく春から夏にかけて捕獲したと

考える。スズキ、ボラ、マダイ等も似たような性質をもち、

類似した季節に捕獲されたと考えられる。コノシロは秋に捕

獲された可能性がある。

では、マガキとヤマトシジミによって示された堆積層が形

成された季節が、魚類の捕獲・廃棄季節と整合性をもつので

あろうか。魚類については、主体種であるマイワシとニシン

科の占める比率が圧倒的であり、貝類で示されたような規則

的な変化をとらえることができない。敢えて、堆積層中に占

めるこれらの主体種の量的変化8)に着目してみると。

まず、ヤマトシジミが圧倒的に多い 層では春から夏に

捕獲されたと想定しているニシン科が圧倒的である。そして、

― ―― ―
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マガキが主体である 層から 層については、逆に、マ

イワシ・ニシン科の比率は極端に低くなる（ 層では秋に

捕獲されたと想定しているコノシロが多い）。次の ・

層でも、ヤマトシジミ減少傾向に、この２種の比率も比例し

て減少しているようにとらえることができる。 層まで減

少したこの２種の比率は、ヤマトシジミが増加する 層で

再び、増加する。そして、ヤマトシジミが徐々に 層へ向

けて減少していくのにあわせたように、この２種も減少して

いく。そして、 層にむけてヤマトシジミとこの２種が増

加していくのも歩調をあわせている。最後の までの増加

傾向も、ほぼ類似しているととらえることができる。

この様にみると、全ての堆積層が貝類と魚類の採取季節が

対応しているようにみえ、それらの堆積層が形成された季節

がほぼ限定できそうである。ただし、これは大まかにみた傾

向であって問題点も多い。

まず、註８でも記したとおり、魚類はこのマイワシ・ニシ

ン科が圧倒的であり、それ以外の季節に捕獲されたと考えら

れる種が少ないことがあげられる。そのため、この２種の組

成比率が下がっても、マガキに対応するような秋から冬に採

取された魚類が増えたという現象を確認することが難しいの

― ―― ―

第３節　阿高貝塚における生業活動につい
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である。

また、貝類の項でも述べたとおり、同じ堆積層に別の季節

に採取された貝が混在していることについての解釈ができて

いないことである。各堆積層がある限定された季節に形成さ

れたものであるならば、本来、あり得ない現象である。これ

らの堆積層が、数年にわたって廃棄された食物残滓の集合体

（２次堆積か、調査において細かい単位を認識できなかった

可能性も含めて）であったと考えるべきであろう。ただし、

その場合にも、貝類や魚類の組成は徐々に変化していること

は明らかであるので、この現象との関係についての解釈が必

要となる。

ヤマトシジミとマイワシ・ニシン科の出土量に相関関係が

みられることは前述したとおりであるので、今後、これらの

問題点を検討することによって、各堆積層に関するより詳細

な意味付けを行いたい。

文献

澤田　勝 「第３章　縄文時代における貝類採集の選択性」『鹿児

島県桜島町　武貝塚発掘調査研究報告書』奈良大学考古学研究室調

査報告書第 集， － 頁，奈良大学文学部考古学研究室

杉原美智久 「第２章　武貝塚の層位学的研究」『鹿児島県桜島町

武貝塚発掘調査研究報告書』奈良大学考古学研究室調査報告書第

集， － 頁，奈良大学文学部考古学研究室

闍木正文・村闢孝宏 『黒橋貝塚』熊本県文化財調査報告第

集，熊本県教育委員会

富岡直人 「中沢目貝塚からみた晩期縄文生業の活動」『縄文時代

晩期貝塚の研究２　中沢目貝塚Ⅱ』， － 頁，東北大学文学部

考古学研究会

註

）隣接する黒橋貝塚の調査（闍木・村闢 ）からは、釣針かと思

われる遺物が２点、出土しており（闍木・村闢前掲書， 頁）、

当時、周辺地域において全く利用されていなかった訳ではない。阿

高貝塚の他の場所からも出土する可能性はあるが、対象魚類等をみ

ても、釣針を利用した漁法が他に比べて低調であったことは間違い

ないであろう。

）第Ⅴ章４節の脊椎動物遺体群に関する樋泉岳二氏の分析結果にお

いても、「遺跡付近まで内湾が入り込み、浜戸川の河口も遺跡に近

い位置にあった」ことが想定されており、本報告の総括としても、

この見解を指示したい。

）当初、ヤスであると考えていたが、当課職員山下義満の指摘によ

り、離頭銛であることが判明した。

）貝類を周年にわたって採集していたという点については、調査成

果からの明確な根拠はなく、推定である。なお、それぞれの貝が採

取された季節についても、現在の貝の生態に基づいている。これら、

貝類の採集季節については、今後、貝殻成長線分析を実施して明ら

かにしたい。

― ―― ―
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）調査担当者の野田拓治氏と調査に参加した田中聡一氏から御教示

を得た。

）第Ⅴ章第４節で記したとおり、マガキ層の薄さのために、 層

中のすべての層からブロックサンプルは採取できなかった。

）巻末に記載した図鑑類等を参考にして、産卵期や旬の季節を調査

して、主な捕獲季節を推定した。ただし、すべてがこの季節にだけ

採取されたとすることについても問題点はある。

）他の季節に捕獲されたと考えられる魚類が少ないため、マイワシ

とニシン科の量的変化のみをとりあげた。魚類の中で圧倒的な比率

を占めるこの両種の量的変化のみで検討するのはやや危険である

が、それを踏まえたうえで検討してみたい。

第４節　結語

今回の阿高貝塚の発掘調査は、２× の約 裃というご

く限られた範囲のものであった。しかし、調査及び整理の過

程で得られた情報は膨大であり、その情報のごくわずかしか

掲載することができなかった。

今回の報告においては、分析の結果、得られたデータにつ

いては、そのまま提示することを心がけた。また、本章にお

いては、それらの情報を基に考察した阿高貝塚に関する見解

も掲載した。本章の最初で述べたとおり、検討の過程につい

ても記載しようと試みたため、まとまりのない文章となって

しまっているが、少しでも、発掘調査と整理・分析作業の内

容を検証していただけることを目指したつもりである。

貝塚の解明にあたって、検討すべき課題は多く、本章で今

後の課題をすべて記載することもできなかった。本報告は、

全く不足した内容であるかもしれないが、掲載した情報を基

に、阿高貝塚に関する検討をしていただければ幸いである。

また、報告者としても、今後も、何らかの形で検討を行い情

報を公開していくつもりである。

― ―― ―
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文献

泉　拓良・澤田　勝・杉原美智久・三輪晃三・三輪若葉・原田幸子・廣田晶子　 『鹿児島県桜島町武貝塚発掘調査研究報

告書』奈良大学文学部考古学研究室，奈良

伊庭　功・瀬口眞司・稲葉正子・中川治美ほか　 『粟津湖底遺跡第 貝塚　粟津湖底遺跡Ⅰ』琵琶湖開発事業関連埋蔵文

化財発掘調査報告書，財団法人滋賀県文化財保護協会・滋賀県教育委員会，滋賀

江本直他 『曽畑』熊本県文化財調査報告第 集熊本県教育委員会

乙益重隆 『肥後上代文化史』郷土文化叢書第八篇，日本談義社，熊本

岡本辰之輔 「西阿高貝塚人骨の人類学的研究」『人類学雑誌』第 巻，人類学研究会，東京

小田富士雄・藤丸詔八郎・松永幸男・澤下孝信　 『第 回特別展　九州の貝塚－貝塚が語る縄文人の生活－』北九州市立

考古博物館，北九州市

河合章行 『大久保貝塚』考古学研究室報告第 集，熊本大学文学部考古学研究室，熊本

木村幾多郎他　 『新延貝塚　福岡県鞍手町新延所在縄文時代貝塚の調査』福岡県・鞍手町，福岡

木村龍生 『ナガラ原東貝塚 』考古学研究室報告第 集，熊本大学文学部考古学研究室，熊本

九州縄文研究会熊本大会事務局編　 『第 回九州縄文研究会熊本大会　発表要旨・資料集　九州の貝塚』九州縄文研究会

清野謙次 『日本貝塚の研究』，岩波書店，東京

清野謙次 『日本原人の研究』，岡書院，東京

久保和士 『動物と人間の考古学』真陽社，京都市

隈昭志 『黒橋』熊本県文化財調査報告第 集，熊本県教育委員会

甲元眞之・鄭　澄元・河　仁秀・小畑弘己・正林　護・田中聡一・高野晋司　 「先史時代の日韓交流試論－九州出土韓国

系遺物及び韓国出土縄文系遺物の基礎的研究」青丘学術論集第 集，（財）韓国文化研究振興財団

甲元眞之 『中国新石器時代の生業と文化』中国書店，福岡

小林久雄 「阿高貝塚及び御領貝塚の土器について」『地歴研究』７３～８，熊本地歴研究会，熊本

小林久雄 「阿高及び御領の土器追加」『地歴研究』７８，熊本地歴研究会，熊本

小林久雄 「肥後縄文土器編年の概要」『考古学評論』第１巻第２号，東京考古学会，東京

財団法人　千葉県文化財センター編　 『千葉東南部ニュータウン 有吉北貝塚 （旧石器・縄文時代）』千葉県文化財セ

ンター調査報告第 集，財団法人　千葉県文化財センター，千葉

坂本経尭 『肥後上代文化資料集成』肥後上代文化研究会，熊本

佐藤伸二 「熊本県下地誌に関連する考古学事実の概説」『増補改訂熊本県地盤図』，日本建築学会九州支部熊本支所，

熊本

新里亮人 『ナガラ原東貝塚３』考古学研究室報告第 集，熊本大学文学部考古学研究室，熊本

須藤　隆編 『縄文時代晩期貝塚の研究２　中沢目貝塚Ⅱ』東北大学文学部考古学研究会，宮城

闍木正文・村闢孝宏　 『黒橋貝塚』熊本県文化財調査報告第 集，熊本県教育委員会

龍田考古会編　 『シンポジウム　海峡を越えて－原の辻以前の先史時代の人と交流－』龍田考古会，熊本

田邊哲夫編 『熊本の上代遺跡』，熊本日日新聞社熊本

田幡丈夫 「西阿高貝塚人の骨盤骨」『人類学雑誌』第 巻，人類学研究会，東京

壇　佳克 『ナガラ原東貝塚５』考古学研究室報告第 集，熊本大学文学部考古学研究室，熊本

辻　誠一郎 「縄文的生態系と人」『 スペシャル　日本人はるかな旅　第３巻　海が育てた森の王国』日本放送出版協

会，東京

坪井清足 「御領貝塚の発掘調査」『城南町史』，城南町史編纂会，熊本県城南町
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坪井清足 「熊本県御領貝塚」『埋蔵文化財と考古学』，平凡社，東京

樋泉岳二 「貝層の堆積季節を利用した生業季節スケジュールの復原方法とその意義」『国立歴史民俗博物館研究報告第

集　共同研究「動物考古学の基礎的研究」』第一法規出版株式会社，東京

樋泉岳二 「加曽利貝塚における貝層の研究－貝殻成長線分析による貝層形成過程と貝類採集活動に関する考察－」『貝

塚博物館研究資料集第５集　貝層の研究Ⅰ』加曽利貝塚博物館友の会，千葉市

樋泉岳二 「第５章　魚類」『考古学と自然科学－"考古学と動物学』同成社，東京

樋泉岳二 「貝塚の時代　縄文の漁労文化」『 スペシャル　日本人はるかな旅　第３巻　海が育てた森の王国』日本

放送出版協会，東京

樋泉岳二・西野雅人　 「第２章　総合的な研究　第２節　縄文後期の都川・村田川流域貝塚群」『千葉県文化財センター

研究紀要 』財団法人　千葉県文化財センター，千葉

東北歴史資料館編　 『里浜貝塚Ⅰ』東北歴史資料館資料集５，財宮城県文化財保護協会，仙台

東北歴史資料館編　 『里浜貝塚Ⅱ』東北歴史資料館資料集７，財宮城県文化財保護協会，仙台

東北歴史資料館編　 『里浜貝塚Ⅲ』東北歴史資料館資料集９，財宮城県文化財保護協会，仙台

東北歴史資料館編　 『里浜貝塚Ⅳ』東北歴史資料館資料集 ，財宮城県文化財保護協会，仙台

富岡直人 「第６章　貝類」『考古学と自然科学－"考古学と動物学』同成社，東京

中村俊夫・安井健一　 「第１章　資料分析とその研究　第１節　貝殻を用いた 年代測定」『千葉県文化財センター研究

紀要 』財団法人　千葉県文化財センター，千葉

那須孝悌 「終章　第四紀学と考古学」『環境考古学マニュアル』同成社，東京
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層位
B.S.
No

層内容 混貝率 層の厚さ
サンプル
体積

取上日 現場所見

1 1 攪乱 990430

2 2 攪乱 990430

3 3 攪乱 990501 南→北

4 4 攪乱 990501 南→北

5 5 攪乱 990502

6 6 攪乱 990502

7 7 攪乱 990502

8 9 攪乱 990502

9 11 攪乱 990503

10 13 攪乱 990503

11 16 攪乱 990505

12 21 攪乱 990506

13 23 攪乱 990508

14 24 攪乱 990508

17 29 攪乱 990512

19 12 攪乱 990503

20 14 攪乱 990503

21 15 攪乱 990503

22 17 攪乱 990505

23 18 攪乱 990505

24 19 攪乱 990505

25 20 攪乱 990506

26 25 攪乱 990508

27 22 攪乱 990506

28 26 攪乱 990508

29 27 攪乱 990511

30 28 攪乱 990511

42 8 攪乱 990502

44 10 攪乱 990502

45 30 攪乱 990513

46 31 攪乱 990513

47 32 攪乱 990514

48 34 攪乱 990812

50 35 攪乱 990813

303 33 攪乱 990518

15 44 混土貝層 990819
混土貝層、カキ（形を半分程度残る）が主体。ごく若干（１０％程度）ヤマト
シジミを含む

17 40 990818

18 42 990818

28 45 混土貝層 990819 混土貝層、ＳＫ03の最上層（南端）1／2～1／3程度に破砕されたカキが主体

31 43 混土貝層 990818
混土貝層、上部はヤマトシジミ、下部はカキが多い。ヤマトシジミは原形をと
どめているものもある。

32 46 990819

33 混貝土層 990818 混貝土層黄褐色の土層破砕率が10％程度

35 48 純貝層 990819 ほぼ純貝層、カキが主体の堆積層カキ破砕貝層がくずれたもの。

52 36 純貝層 990814 純貝層カキが80％程度10％程度のヤマトシジミＳＫ05埋土

54 39 990817

63 混土貝層 80% 990821 混土貝層ヤマトシジミ（完形）

70 96 純貝層 990909
純貝層ＳＭ１の最下層、５～７ｃｍ大のカキと２～３ｃｍ大のカキが９０％以
上。１０％程度のヤマトシジミを含む

71 97 990909 ＳＭ１最西部、７～１０ｃｍ程度の完形か、つぶれた形で入っている。

72 98 純貝層 990909 ＳＭ１，７１層下。６～10ｃｍ程度のカキのみの純貝層。

73 100 純貝層 990909 純貝層，ＳＭ１の北側、つぶれた破砕されたカキの層。

74 104 純貝層 990909
純貝層，ＳＭ１の最下層、５～10ｃｍ程度のカキが主体。最上部には、ヤマト
シジミがまざる。

75 105 純貝層 990909
純貝層、ＳＭ１の最東部５～10ｃｍ大のカキ、破砕されたカキで９０％主体、
ヤマトシジミ（２ｃｍ大）が５～１０％

76 107 混土貝層 60% 990909

ＳＭ１の最下層、混土貝層、混貝率６０％。下層のシジミ層との境で若干、土
が入る層、ＳＭ１の最深部であると思ったが、間層的な性格をもつ混貝土層
（褐色）である。ＳＭ１の中では最も土が目立つ層である。

77 108 純貝層 990909
純貝層、混貝率ほとんどなし。カキが９５％ヤマトシジミがごく若干含まれ
る。

78 111 混土貝層 90% 990910
灰褐色、混土貝層、混貝率９０％ＳＭ１の下部で、カキ６０％、ヤマトシジミ
４０％、カキは６～１０ｃｍ程度のものが多い。

79 138 混土貝層 90% 990920

混土貝層、混貝率９０％うちカキが５割ヤマトシジミが５割程度、カキは１０
cm 大の大ぶりなものが多い、基底面のヤマトシジミ混貝土層の直上ＳＭ１最

下層

80 139 混土貝層 90% 990920

混土貝層、混貝率９０％、２～４cm 大のカキ、ヤマトシジミが、４割ずつ、
他破砕されたカキの層、基底面のヤマトシジミの混貝土層の上層で、７９層と

の性格は異なる。

81 145 混土貝層 90% 990920

混土貝層、混貝率９０％うち破砕されたカキ（３～４cm 大）が７０％、残り

がハイガイ、ヤマトシジミ（９５％）である。層のしまりは悪い。

90 84 混貝土層 20% 990908

暗褐色、混貝率２０％うち、ヤマトシジミが９割程度１０％程度の破砕された

貝若干含む。

付表１　阿高貝塚調査貝層一覧（1）



― ―― ―― ―

91 85 破砕貝層 990908

破砕貝層、全て貝、うち９０％以上がカキ、カキは、５～６ｃｍ大のものと、
１～２ｃｍに破砕されたものが多い。１０％程度、２～３ｃｍ大のヤマトシジ

ミを含む。

92 86 混貝土層 40% 990908
混貝土層、混貝率４０％､褐色土。うち完形のヤマトシジミ２割、残りは破砕
されたカキ、あまり貝は入らず、土器は１点。

93 87 混貝土層 10% 990908
混貝土層､混貝率１０％程度１m m 以下の貝片含む。ヤマトシジミ､カキ、褐色
土

94 90 破砕貝層 990908
破砕貝層､破砕されたカキが殆んどである。ごく若干のヤマトシジミが、うち
５％程度含む。

95 92 破砕貝層 990909 破砕貝層

96 94 混貝土層 40% 990909
混貝土層、混貝率４０％、うち、破砕されたカキが、８０％ごく少量のヤマト
シジミ、撹乱。

98 146 混土貝層 80% 990920
９９層の上層、混土貝層、混貝率８０％、９９層より若干土が多い。ヤマトシ
ジミ（６０％）ハイガイ(２０％)ハマグリ（２０％）の貝種が混在。

99 144 混土貝層 90% 990920

混土貝層、混貝率９０％２Ｇ－３Ｇ、南北アゼ部分の最下層、他の部分とも共

通する基底層、３cm 大のヤマトシジミが９割を含める。廃棄ブッロクか本当
は（断面では)確認できる。

101 混貝土層 990821 混貝土層青色く変色したヤマトシジミを1割～2割程度含む２次堆積層

102 53 990821

105 103 混貝土層 50% 990909 混貝土層、混貝率５０％、ハイガイ、カキ、ハマグリを含む。

106 115 混土貝層 40% 990910
混土貝層、暗褐色の・・・。混貝率４０％、カキ４０％、ヤマトシジミ４０％
ハイガイ１０％、残りは破砕された層、切り合いは、不明。

202 破砕貝層 990825
破砕貝層、非常に細かく破砕（１～３ｃｍ程度）されたカキのみの層、すぐ東
のＳＭ１のｶｷか？ＳＫ０３埋土遺物含まず

205 混土貝層 40% 990825
混土貝層破砕された貝を４割程度含む。貝種は、カキが、６割ヤマトシジミが
２割残りは・・・・。

207 59 混貝土層 50% 990827
混貝土層、貝と土が５０％ずつ程度SK０３の埋土、３～４ｃｍ程度のヤマトシ
ジミがほとんど。

208 60 破砕貝層 990827
破砕貝層、破砕されたカキのみの層､下層のヤマトシジミが若干混じる。ＳＫ
０３埋土

210 74 混土貝層 990907 ＳＫ０３、混土貝層

237 99 混土貝層 40% 990909 混土貝層、混貝率４０％、うちヤマトシジミ６割カキ４割。

242 174 純貝層 100% 990928

ほぼ単純にカキのみの純貝層、カキは３～５cm 大と小ぶりなものが多く（６
０％）、他は、破砕されたカキ（４０％）である。カキの白色が非常に目立
つ。

243 185 純貝層 100% 990930
純貝層、１００％２Ｇ付近のカキ、最下層、８０％が、４～６ｃｍ大に割れた
カキだが、５ｃｍ前後のハマグリを含む。

245 189 混土貝層 90%
混土貝層、９０％、基底面より１層上のヤマトシジミ単純層。実際には、何回
もの廃棄ブロックの集合体である。ハイガイなども若干含むか。

245 206 とりなおし

310 混土貝層 990813 混土貝層カキが主体80％水分少

311 混土貝層 990814 混土貝層ヤマトシジミが主体ハマグリ若干水分量少し、攪乱か？

312 混土貝層 990814 混土貝層破砕されたカキを主体とする。

313 38 混土貝層 990816 混土貝層破砕されたカキ多く含む。貝の内容物は、あまりまとまりがない。

314 混土貝層 990817
混土貝層、破砕されたカキ多し､313層､315層との違いは、あまり無い。後
期？土器出土

316 54 990824

317 68 （混貝）土層
１０％
以下 990903

（混貝）土層ＳＫ０３埋土、混貝率１０％以下２～３ｃｍ程度のヤマトシジ
ミ、非常に細かく破砕されたカキ、ヤマトシジミを含む。

318 63 混貝土層 990903
混貝土層ＳＫ０３埋土、遺物は全く含まない、しまりが悪い、破砕されたカ
キ、ヤマトシジミを１０％程度含む。

320 102 土層 5% 990909 土層、混貝率５％の褐色土ごく若干の破砕されたヤマトシジミを含む。

321 72 混貝土層 40% 990905

混貝土層、混貝率４０％非常に細かく破砕されたカキ、ヤマトシジミ含む。Ｓ

Ｋ０３埋土

326 37 混土貝層 990816 混土貝層カキ、シジミ、破砕されたもの

327 41 混土貝層 990818

混土貝層破砕されたカキ、ヤマトシジミが、各4割ずつ程度。土のしまりは悪
くヤマトシジミの形は残り、カキも半分程度の形は残っている。ほとんど5㎜

程度に砕けたカキ片も多い。

328 49 混貝土層 990820 混貝土層、明褐色２層ほとんどが２層でごく若干の破砕されたカキ片を含む

329 50 混貝土層 990820 混貝土層ほとんどが破砕されている

330 51 混貝土層 990821 ヤマトシジミ、ハマグリ（小）を２０％程度含む。

331 52 混貝土層 10% 990821 混貝土層破砕された、カキ、シジミ、１０％l程度含む２次堆積層

332 55 破砕貝層 990825

１～３ｃｍ程度に破砕されたカキの層（９０％以上がカキ）破砕貝層、遺物は

含まない。概算量１ｌ

333 56 混貝土層 990825

サンプリング量少、不明、混貝土層、茶褐色、ヤマトシジミ２割程度含む○○

が撹乱（道路の為詳細は、不明）遺物は含まない

334 57 破砕貝層 990825

破砕貝層（カキ）３Ｇの最上層なので撹乱の可能性あり、しまり悪い、土器１

点

336 62 （混貝）土層 990903

（混貝）土層、2次堆積層の土層、5％程度破砕された貝の粉を含む。ヤマトシ

ジミ

層位
B.S.
No

層内容 混貝率 層の厚さ
サンプル
体積

取上日 現場所見

付表１　阿高貝塚調査貝層一覧（2）



― ―― ―

付表・付図

― ―

337 65 混土貝層 90% 990903

混土貝層、貝率９０％うち、破砕貝層（カキ）が７０％、２０％がヤマトシジ

ミ、遺物は、全く含まない２次堆積層である。

338 66 混貝土層 40% 990903
混貝土層うちヤマトシジミ８割カキ１割程度。ＳＭ２及び破砕貝層のすぐ上
に、２次堆積層。

339 69 破砕貝層 990903
破砕貝層5m m 程度に破砕された貝が５割とカキの破砕貝だとおもわれる。Ｓ
Ｍ2層土。２次堆積層。

340 75 混土貝層 95% 990907
混土貝層（９５％）、カキ、ヤマトシジミのみの層。カキは破砕されたもの多
い。

340 89 混土貝層 80% 990908
混土貝層､混貝率８０％褐色土、破砕された、カキ､ヤマトシジミが、５０％程
度。２・・・・。

341 91 混貝土層 10% 990908
混貝土層、混貝率１０％の暗褐色土層、２～３ｃｍのヤマトシジミを含む二次
堆積層

343 93 混土貝層 90% 990909
混土貝層、混貝率９０％、２～３ｃｍ程度のヤマトシジミと、３～４ｃｍ程度
に破砕されたカキ片を含む２次堆積層。後期縄文土器が１点出土。

344 95 破砕貝層 990909 破砕貝層、白褐色のカキのみ、非常に細かく破砕された層。

345 109 混貝土層 50% 990910

混貝土層、暗褐色（黒褐色）部分的にカーボン焼きあとがある。混貝率５０％
うち、５～８ｃｍ大のカキが６０％破砕されたカキ２０％残り２０％がヤマト
シジミ。二次堆積層の最下層か？すぐ下部は、カキの純貝層。

346 112 純貝層 100% 990910
純貝層，ＳＭ３の上部にから流れた層、混貝率１００％うちカキ９５％６～１
０ｃｍ大のカキが多い、下層には若干つぶれたカキが多い。

347 114 混土貝層 90% 990910
混土貝層、混貝率９０％暗褐色、カキ、やや小さく（３～４ｃｍ）に破砕され
たカキとヤマトシジミを含む層

348 116 混貝土層 40% 990910
混貝土層、混貝率４０％、１～２ｃｍ程度のカキ、２～３ｃｍ程度のカキ、ヤ
マトシジミがほぼ均等に入る。

349 117
破砕（混土貝
層？） 95% 990910

破砕（混土貝層？）混土率５％、１～３ｃｍ程度に押しつぶされた様なカキ主
体（９０％）とする。上下にごく若干のヤマトシジミを含む。

350 118 破砕貝層 990910
破砕貝層。ほぼ１ｍｍ程度に非常に細かく破砕されたカキのみの層、他のもの
が入るのは、混ざり。

401 76 混貝土層 990907
混貝土層（１０％）ＳＭ２東の２次堆積層、破砕されたヤマトシジミのみの
層。

403 110 混貝土層 40% 990910

褐色、混貝土層、混貝率４０％、二次堆積層、撹乱の可能性も高い。ヤマトシ

ジミを１０％程度含む。

404 119 破砕貝層 9% 990910

破砕貝層、混貝率９％、１～２ｃｍ大のカキが主体。ヤマトシジミを２０％程

度含む。

405 131 混土貝層 85% 990919

混土貝層、混貝率８５％うち３～４ｃｍ大に破砕されたカキが８０％をしめ

る。ヤマトシジミが１、２点みられる。

406 132 混貝土層 40% 990919

混貝土層、混貝率４０％うちカキが６０％、ヤマトシジミが１０％、それぞれ

細かく（１～２ｃｍ）大に破砕されている。２次堆積層。土器１点。

407 133 破砕貝層 80% 990919

破砕貝層（混土貝層でも可）、混貝率８０％、１～２ｃｍ大に破砕されたカキ

が主体（８割程度）。層の締りは悪くヤマトシジミ、ハマグリ小も、破砕され
ている２次堆積層。

408 134 混貝土層 10% 990919
混貝土層、混貝率１０％、１～２ｃｍ大のヤマトシジミと、５ｍｍ大に破砕さ
れた貝を含む２次堆積層か？遺物１～２点。

409 135 破砕貝層 90% 990919
破砕貝層、混貝率９０％、２～５ｍｍ大に破砕された層、カキ片が主体だが、
ハマグリ、ハイガイも１割程度含む。

410 136 混土貝層 50% 990920

混土貝層、混貝率５０％　ＳＭ２の直上にのるカキ主体の層。カキの最上層な

ので黄色に変色しているものが多い。３～５ｃｍ大の小ぶりのカキ（○○）が
多い。２ｃｍ大のヤマトシジミも含む。

411 140 破砕貝層 90% 990920

破砕貝層、混貝率９０％うち２～３cm 大に破砕されたカキ片が８０％殆んど
が風化した様にカラカラで土のしまりが悪い、ヤマトシジミ（２cm 大）を１
割程度含む。

412 137 混貝土層 40% 990920
混貝土層、ＳＭ２上、混貝率４０％、ヤマトシジミ（２～３ｃｍ大）と、２～
５ｃｍ大に破砕されたカキを含む。

413 142 混土貝層 95% 990920

ＳＭ２西部、頂部から西部付近へ流れたカキ層、混土貝層、混貝率９５％、６
～１０cm 大の大ぶりのカキがめだつ。５％程度のヤマトシジミがみられる。
ＳＭ２

414 147 破砕貝層 95% 990920
破砕貝層，ＳＭ２の東北部、混貝率９５％、２～３cm 大に破砕されたカキを
主体とする。上部の層との境で破砕されていると考えられる。

415 149 破砕貝層 95% 990921
破砕貝層、混貝率９５％、１～２cm 大に破砕されたカキ９割上部にヤマトシ
ジミ（１～２cm ）が１割ほど残る。

416 150 混土貝層 85% 990921
混土貝層、混貝率８５％，ＳＭ２の上部にのり、うすく広め似広がる。上部か
ら流れた可能性があり層として認定できるか？遺物３点．ＳＭ２

417 151 混土貝層 90% 990921
混土貝層、混貝率９０％、５～８cm 大に軽く破砕されたカキが大半（９
０％）占める。ＳＭ２、２cm

418 152 破砕貝層 100% 990921 破砕貝層、１００％、１～４cm 大に細かく破砕されたカキのみの層。

419 153 純貝層 100% 990921

８～１２cm 大のカキ・・・３０％、５cm 大のカキ20％、ヤマトシジミ（２～
３cm ）５０％程、残り４０％程が１～２cm 大に破砕されたカキ片である。４

cm

420 154 純貝層 100% 990921

純貝層、１００％、８～１２cm 大に破砕されたカキが９０％以上を占め、１
～２cm 大のヤマトシジミをごくわずかに含む、カキは４～６cm 大の完形のも

のも若干、カキのうち1割程度、含むようである。

421 155 純貝層 100% 990922

６～８cm 大のカキ９０％、残りは破砕されたカキである。420層が破砕され

たものが多いのに比べこちらは完形が残る(カキ)が多い。
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B.S.
No

層内容 混貝率 層の厚さ
サンプル
体積

取上日 現場所見

付表１　阿高貝塚調査貝層一覧（3）



― ―― ―― ―

422 156 純貝層 100% 990922

純貝層、１００％、４～７cm 大のカキが4割程度で目立つＳＭ３の北側でやや

斜めに北西方向に落ち込む。下の貝(カキ)層とは堆積の具合で隙間が開くこと
で分離出来る。遺物は含まない。

424 159 純貝層 100% 990925

純貝層、１００％、ＳＭ２の最上層、これより上層は、流れた可能性が高い、

４～６cm 程度のカキが６０％残り４０％は破砕されたカキである。遺物は含
まない。

425 160 純貝層 100% 990925

純貝層、１００％、４２層の直下、４～８cm 大のカキが５０％残り５０％は
破砕されたもの。４２４層とは類似し、あまり違いはみられない。ただし、下

層若干とは、こちらが原型をとどめすきまが多く、下層部には、つぶれている
ものとして分かれる。

427 161 純貝層 100% 990926

純貝層、１００％、４～５cm 大のカキが８０％残りは、２cm 大に破砕された
カキで、５０％程のヤマトシジミ含む。この層からは、上から押しつぶされた
様のな層で、４２８層とは類似。遺物なし。

428 162 純貝層 100% 990926
純貝層、１００％、４～５cm 大のカキが主体で４２８層とは、殆んど内容に
違いない。ヤマトシジミも、４～５割含む。遺物なし。

429 163 純貝層 100% 990926
純貝層、１００％、４２７層～４２９層がギュッと押しつぶされた様な層。こ
れも４～５cm 大のカキが主体（６０％）だが、４～８cm 大の

430 164 純貝層 100% 990926
純貝層、１００％、４～５cm 大のカキが８０％、カキが押しつぶされた層の
下層に近く、下部は破砕されて破砕貝層に近いが分層出来なかった。

431 165 純貝層 100% 990926

純貝層、１００％、４２２層の直下、４～５cm 大の小ぶりのヤマトシジミ
（３０％）が目立つ、残りは、破砕されたカキである。４２８，４２９層より
（新）遺物なし。

432 166
破砕貝層（純
貝層） 100% 990926

破砕貝層（純貝層）１００％上部の純貝層に比べ、破砕（１～２cm 大）され
たカキ、３～４cm 大のカキと５０％程度ずつｌ。土器１点

433 167 純貝層 100% 990926

純貝層、１００％、４～５cm 大のカキ６０％、３cm 大の幼貝らしきカキもみ
られる。４３２層とは堆積の状況で分けている為、やや不明確。上部は破砕さ
れているので、上層との境は、はっきりしている。

434 168 純貝層 100% 990926
純貝層、１００％、４３３層と類似。４～５cm 大のカキ主体とする、わり
と、カキの形、残している。実際には何回もの廃棄ブロックの集合体である。

435 169 純貝層 100% 990926

純貝層、１００％、ＳＭ２北東部、４３３，４３４層との切合は、不明だが、
おそらく、こちらが新しいと思われる。４～５cm 大の小さめのカキ（完形）
が５０％残りは、破砕されたもの。２～３cm 大のヤマトシジミが入ることで

４３３層や４３４層の南側の層と分層出来る。

436 170 純貝層 100% 990926

純貝層、１００％、上層との境に破砕貝層（カキ）が１～２cm 拡がる。当層
より下層が１つのまとまりであると考えられる。４～５cm 大のカキ主体とし

（６０％）残りは、

437 171 純貝層 100% 990926

純貝層、１００％、４３６層の直下。５～８cm 大（完形）のカキ４０％、破
砕されたカキ４０％、残りが、２～３cm 大に砕かれたカキである。４３６層

より上の層よりも大きく、形が残り、すきまが多くみえるが下部では、逆に１
～２cm 大に非常に細かく破砕されている。

438 173 純貝層 90% 990928

ＳＭ０２の最下層の１つ上層４cm 大の小さめのカキが目立つ（９０％）他は

粉々に破砕されたカキが殆んどである。１cm 大のヤマトシジミが１点入るの
をみかける下の４３９層より若干、混貝率が高い。

439 175 混土貝層 90% 990928

混土貝土、９０％うち５～６ｃｍ大のカキが６割程度、３割程度が破砕された
カキの層である．ＳＭ２の３Ｇ部分での、一部最下層である。下層との境の
為、漸移的に土が混入しているが、本当は、純貝層であったと考えられる。残

り１割程度に、ハマグリ（大）アサリ等がみられる。広い範囲にわたって層を
認定した為、何回もの廃棄ブッロクの集合か。

440 181
混土貝層（純
貝層） 95% 990929 混土貝層、９５％（純貝層でも可)３Ｇ－４Ｇ南北アゼ土のカキ層の最下層。

441 180 破砕貝層 100% 990929

破砕貝層、１００％、１～２ｃｍ大に破砕されたカキの破砕貝層、４４２層に
形を残すので区別できる。４４２層の方が破砕の感じが細かい、４４２層との
区別はやや難しい。

442 179 破砕貝層 95% 990928
破砕貝層、９５％、完全な破砕貝層ではなく、２ｃｍ大に破砕されたカキを主
体とする。ごく若干動いている感がある。

444 182 混土貝層 50% 990930
混土貝層、５０％(暗褐色)２～３ｃｍ大のヤマトシジミと、２～３に破砕され
たカキの層３Ｇ－４Ｇ南北アゼ土、２層が混入しているかもしれない。

445 183 混貝土層 50% 990930

混貝土層５０％(暗褐色)、うち２ｃｍ大のシジミ（４０％）３ｃｍ大のハイガ
イ（４０％）遺物２点？骨を含む。*４４５層はかなり下まで掘り抜きすぎた
為下層かなり混じる。

449 184 混貝土層 30% 990930

混貝土層３０％、２ｃｍ大のヤマトシジミ、ハイガイ、破砕されたカキを均等
に含む混貝土層、ＳＭ０３直下の土層で２層により、下のヤマトシジミ層と上
のカキ層を分けることが出来る。ただし４４５層との接合関係がむずかしかっ
た。

451 186 混土貝層 90% 991001

混土貝層、９０％、２ｃｍ大のカキ（４０％）ハイガイ（２０％）小ハマグリ
（２０％）ヤマトシジミ（２０％）の層ＳＭ０３下の貝層で、上部のカキ層と
は明確に分かれる。斜面上に水平に堆積しているので南側への分布南限は不

明。

452 187 純貝層 95% 991001

純貝層（９５％）４～５ｃｍ大の小さなカキが主体（８０％の層）２ｃｍ大の

ヤマトシジミを２０％程度含む。

455 191 混貝土層 50%

混貝土層、５０％、焼土坑か？１cm 大に細かく破砕され、灰褐色に変色した

ヤマトシジミを含む層。カーボンを含む。
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456 188 純貝層 100%

純貝層、１００％、２ｃｍ大のヤマトシジミのみの層、４Tｒの北側で急激に

落ち込む部分の層。

457 190 破砕貝層 40%

破砕貝層、４０％、下のヤマトシジミ層との境に関層として認識出来る１cm

大に細かく破砕されたカキと若干のヤマトシジミを含む層。１～２cm の厚
さ。遺物(なし? )。

459 192 混土貝層 80%
混土貝層、８０％、１～３cm 大のヤマトシジミ（５０％）とその破砕された
もの（５０％）が含まれる小単位の層。

460 193 純貝層 100% 純貝層、１００％、２～３cm 大のヤマトシジミの層。斜面上を流れる。

461 194 純貝層 100%
純貝層、１００％、４～５cm 大の小さめのカキのみの層、破砕はされていな
い。遺物あり。

462 195 90%

混土貝率９０％、３G－４G南北アゼ土の南端。２cm 大のシジミ（５０％）、

３cm 大のカキ（４０％）、４cm 大のハマグリ（１０％）の層。カーボンを多
量に含む。１層として認定できるか？

463 196 混土貝層 90%
混土貝層、９０％、上層と下層の関層的な混土貝層。ヤマトシジミ、カキが多
いが、多数の貝種が混入する為二次廃棄では、無いものも含まれる。

464 197 純貝層
純貝層、２cm 大のヤマトシジミの単純層、３cm 大前後の大きさで他の貝種
は、ほとんど含まない。一部カーボンを含む貝層。（４５８層）の下あたり。

465 198 純貝層 100%

純貝層、１００％、３Tｒ、ヤマトシジミ８０％、ハイガイ他もある。この下

層のヤマトシジミ（　　層）は非常に細かい為、区別できるが、この層が、１
層かは不明。

466 199 純貝層
純貝層、カキ６０％、ハイガイ、ヤマトシジミ（２～３cm ）大も多く含む。
遺物あり。

467 200 純貝層
純貝層、１～２cm 大のヤマトシジミ純貝層、但し、上層の２cm 大のヤマトシ
ジミより小さく、上層は、黄色、下層のこれ（４６７層）は白っぽい。

468 201 混土貝層 95%
混土貝層、９５％、３G－４G西北アゼ部分の最下層。破砕されたカキを主体だ
が、他のハイガイ、ヤマトシジミを若干含んでいる。

469 202 混土貝層 90%
混土貝層、９０％、暗褐色土を含む混土貝層。基底面の１層上で４６８層より
下。

470 203 純貝層 100%
純貝層、１００％、４～５cm 程度のカキが８０％、１０％程度のヤマトシジ
ミが含まれる。ハイガイも含む。貝種としての純粋性はない。遺物小。

471 204 純貝層 100%
純貝層、１００％、３～４cm 大のカキが８０％、１０％ヤマトシジミ、ハマ
グリを含む。

472 205 混貝土層 50%
混貝土層、５０％、暗褐色に、ハイガイ、カキが入る貝層。純粋な、貝
（種？）の層というより、上部の貝が入った様なそうである。

501 47 混貝土層 20% 990819
アゼ上を南方向に流れる，ＳＭ３の形に規制。ほりこまれた層。破砕カキ、若
干のヤマトシジミ少量混貝土層（２０％程度）含む

504 混土貝層 80% 990827
混土貝層（貝が８０％）ハマグリ､ヤマトシジミを１０％程度含む。SM ０３の
上部が流れて崩れた層､カキがほとんど。

508 61 混貝土層 50% 990903

3766，3767（508下層）混貝土層､混貝率50％程度、ヤマトシジミ､カキを
含む。ヤマトシジミは、完形､カキは小ぶりのものか、破砕されたもの、しま
り悪い。2次堆積層

509 64 混土貝層 90% 990903
混土貝層９０％以上が貝、そのうち８割～９割が破砕されたカキ､ハマグリ、
若干ヤマトシジミ。

511 67 混土貝層 90% 990903 混土貝層、混貝率９０％ヤマトシジミ､カキを主体とする２次堆積層。

512 71 混土貝層 70% 990904 混土貝層、混貝率７０％、ヤマトシジミ６０％破砕カキ４０％程度

513 73 混貝土層 40% 990907 混貝土層、混貝率４０％、ヤマトシジミ、破砕されたカキを含む。一次堆積層

514 77 破砕貝層 990907
破砕層、カキのみの破砕貝層９０％以上が､カキ上層、ヤマトシジミが、上層
にまざる。

517 79 純貝層 990907 純貝層、破砕されたカキ１０％程度のヤマトシジミ

518 78 混貝土層 30% 990907
混貝土層、混貝率３０％の褐色土。上下層との間層的性格。殆んどヤマトシジ
ミ。

519 80 破砕貝層 70% 990907
破砕貝層（混貝率７０％）非常に細かく破砕されたカキが、主体、うちヤマト
シジミ２０％

520 81 純破砕貝層 990907 純破砕貝層。カキ９０％（遺物大が、１点）

521 82 破砕貝層 990907 破砕貝層カキ９０％､非常に細かい､カキ片９５％

522 83 混貝土層 20% 990907
混貝土層、混貝率２０％、暗褐色。うち、ヤマトシジミを１０％他破砕された
貝が多い

523 172 混貝土層 100% 990927

４Ｇ４Ｔｒ、北、混貝土層、混貝率１００％、暗褐色の土層、２～３ｃｍ大の
ヤマトシジミ、４ｃｍ大の小ハマグリを含む。土器が３点（うち１点は　　）

が出土。他は細かく破砕されてた。

550 101 混土貝層 90% 990909

混土貝層、混貝率９０％、ヤマトシジミ（２～３ｃｍ）とカキ（破砕、５～６

ｃｍ程度が、４：６程度で含まれる）

551 106 混貝土層 50% 990909 混貝土層、混貝率５０％、２～３ｃｍ大のヤマトシジミ６０％程度

552 113 混貝土層 40% 990910

混貝土層、混貝率４０％、完形のヤマトシジミ４０％後は、破砕されたカキ、

シジミが多い。

553 120 純貝層 95% 990917

純貝層ＳＭ３最上部。上部との境でカキがつぶされる。６～１０ｃｍ大のカキ
がつぶれて、若干少なくなっている。ヤマトシジミ５％程度含む。混貝率９

５％

554 121 純貝層 95% 990917

純貝層，ＳＭ３、混貝率９５％、５５４層のすぐ東側にあり、５５３層のすぐ
下の層。５～６ｃｍ程度のカキが５０％程度ずつ。他の貝種、遺物は、殆んど

含まない。

層位
B.S.
No

層内容 混貝率 層の厚さ
サンプル
体積

取上日 現場所見

付表１　阿高貝塚調査貝層一覧（5）
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555 122 純貝層 95% 990918

純貝層、混貝率９５％４～５ｃｍ大の完全な形をしたカキが、９割以上、ごく
ごく若干（１０％以下）２～３ｃｍ大のヤマトシジミを含む。遺物１点．ＳＭ

３

556 123 純貝層 95% 990918

純貝層，ＳＭ３、上部は破砕されたものが多い。４～５ｃｍ大のカキが２

０％、残り８０％は１ｃｍ大に破砕されたカキ、遺物は含まず、他の貝種もあ
まりみられない。混貝率９５％。

557 124 純貝層 95% 990918
純貝層，ＳＭ３、混貝率９５％、５ｃｍ大のカキが全体の９０％以上を含め
る。遺物は、含まない。北北西方向に流れる。

558 127
混土貝層（純
貝層？） 95% 990918

混土貝層（純貝層？）混貝率９５％５～１０ｃｍ大のカキが６割程度残り４割

程度が１～３ｃｍ大につぶれた（破砕された）カキ片である。他の貝種は含ま
ず、土器も含まない。

559 129 混土貝層 90% 990918
混土貝層、混貝率９０％。うち５ｃｍ大のカキが６～７割、２ｃｍ大のヤマト
シジミ２割、１割未満のハマグリを含む。

560 141 混土貝層 95% 990920

ＳＭ３、混土貝層(純貝層に非常に近い）混貝率９５％、殆んどが４～５cm 大

のカキのみの層カキの大きさも少し小ぶりの完形のものが殆んどである。ハマ
グリ（６～７cm ）を１、２年、掘削中にみかけるが、殆んど数量のうちに入
らない。カキを主体に嗜好していて季節ものか？

561 143 混土貝層 90% 990920

混土貝層，ＳＭ３とＳＭ２の境界部混貝率９０％３～５cm 大に破砕されたカ
キが目立つ(６割程度か）残りは１cm 大のヤマトシジミが含まれる。カキ層の
土層のため破砕されたものが多い。

561 148 混土貝層 90% 990920
混土貝層、混貝率９０％、５～８cm 大のカキ８０％混ざる。３cm 大のヤマト
シジミが１０％、ハマグリ（小？)＝３～４cm 大が１０％程度含まれる。

562 178 純貝層 100% 990928
純貝層、１００％、３Ｇ－４Ｇ南北アゼ土。３～４ｃｍ大のカキ８０％、２
０％が２ｃｍ大のヤマトシジミである。

601 混貝土層 990830
混貝土層､４Ｇ西～５Ｇまで拡がる層、褐色及び赤褐色の土、ヤマトシジミを
２０％程度含む。

603 125 混土貝層 70% 990918
混土貝層、５Ｇに残る貝層の最上層、混貝率７０％。黒褐色のサラサラ土が混
ざる。貝層、ヤマトシジミ、カキが主体。

604 126 混土貝層 90% 990918

混土貝層、混貝率９０％、６０３層の下のカキ、ヤマトシジミ、ハイガイ等が
混ざり堆積が一時的なものか、否かは不明。非常に目がつまっている感があ
る。

605 128 混貝土層 50% 990918
混貝土層、混貝率５０％の暗褐色土。うち、６割程度が２～３ｃｍ大のヤマト
シジミ＋アサリ？層のしまりは悪いが、貝の種類が多くみられる。

606 130 混土貝層 90% 990919

混土貝層、混貝率９０％、うち３～６ｃｍ大のカキが８０％、ヤマトシジミが

１０％程度。層のしまりは悪くプライマリーなものかどうかは、分からない。

608 157 純貝層 100% 990923

純貝層，１００％，５Ｇ西、４～５cm 大（約半分程度）に砕かれたカキの

層、9割が、カキだが、アサリ（２～６cm 大）を5％～10％含む。

609 158 純貝層 100% 990923

純貝層、１００％、６０８層の下層、３～４cm 大のアサリ、４～５cm 大のハ
マグリが６０％残りが３～４cm 大の小さめのカキである。層として認定でき

るか確認を要す。

610 176 純貝層 100% 990928

純貝層、１００％、２ｃｍ大のヤマトシジミが９０％の純貝層、小さなハマグ

リもごく若干含む。遺物１点

611 177

純貝（破砕）

層 100% 990928

純貝（破砕）層１００％、３～５ｃｍの破砕されたカキが８０％、３～４ｃｍ

大のアサリを若干含む。

70 990903

層位
B.S.
No

層内容 混貝率 層の厚さ
サンプル
体積

取上日 現場所見
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.0
%

2
1

2
0
4

1
0
0
.0
%

4
6
2
.9
8

1
0
0
.0
%

2
8

1
6
6

1
0
0
.0
%

3
8
9
.0
7

1
0
0
.0
%

5
7

貝
層
貝
種
組
成

合
計

カ
ワ
マ
イ
片

イ
シ
マ
キ
ガ
イ

ヤ
カ
ド
ツ
ノ
ガ
イ

ウ
ミ
ニ
ナ

ウ
ス
カ
ワ
マ
イ
マ
イ

ｳｽ
ｶﾜ
ﾏｲ
ﾏｲ
片

カ
ワ
ア
イ

カ
ワ
ア
イ
片

ス
ガ
イ
片

ふ
た

フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ

巻
貝
の
フ
タ

ア
カ
ニ
シ
片

カ
ワ
ニ
ナ

ヒ
メ
コ
ザ
ラ

マ
ル
ウ
ズ
ラ
タ
マ
キ
ビ

不
明
(
オ
キ
シ
ジ
ミ
?
)

ス
ガ
イ

不
明
巻
貝

カ
ワ
ニ
ナ
片

貝
片

オ
オ
ノ
ガ
イ

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

不
明

ア
サ
リ

ハ
イ
ガ
イ

オ
キ
シ
ジ
ミ

シ
オ
フ
キ

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

ハ
マ
グ
リ

ウ
ネ
ナ
シ
ト
マ
ヤ
ガ
イ

ア
ゲ
マ
キ

マ
ガ
キ

貝
　
種

B
.S
.2
0
5
 (
4
7
2
層
)

B
.S
.2
0
6
 (
2
4
5
層
)

B
.S
.2
0
4
 (
4
7
1
層
)

B
.S
.2
0
3
 (
4
7
0
層
)

B
.S
.2
0
2
 (
4
6
9
層
)

B
.S
.2
0
1
 (
4
6
8
層
)

B
.S
.2
0
0
 (
4
6
7
層
)

B
.S
.8
6
～
2
1
5

付
表
２
　
ﾌﾞ
ﾛｯ
ｸｻ
ﾝﾌ
ﾟﾙ
出
土
貝
類
の
個
体
数
・
重
量
基
礎
ﾃﾞ
ｰﾀ
（
1）



― ―― ―

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

6
7

3
5
.8
%

1
2
5
.9
7

3
0
.8
%

2
2

4
5

2
4
.2
%

1
1
5
.9
7

2
7
.6
%

9
6

1
.6
%

7
.3
0

1
.3
%

1
3
7

1
6
.2
%

5
5
.5
1

1
3
.6
%

9
4
9

2
8
.0
%

1
1
6
.6
7

8
.5
%

1
6

1
2
7

5
0
.2
%

1
6
4
.1
2

4
1
.3
%

3
0

2
9

1
2
.5
%

2
8
.5
0

6
.4
%

4

7
5

4
0
.1
%

7
0
.8
5

1
7
.3
%

4
6

4
7

2
5
.3
%

6
2
.8
8

1
5
.0
%

2
1

1
1

2
.9
%

3
.8
3

0
.7
%

1
4
2

1
8
.3
%

3
3
.3
7

8
.1
%

2
6

5
4

3
0
.9
%

5
1
.2
6

3
.7
%

2
0

1
2
3

4
8
.6
%

1
1
4
.7
8

2
8
.9
%

5
8

4
3

1
8
.5
%

2
3
.9
8

5
.4
%

1
0

有
－

8
2
.3
3

2
0
.1
%

0
有

－
3
8
.4
2

9
.2
%

0
有

0
.0
%

8
.7
3

1
.6
%

0
有

－
3
6
.2
5

8
.8
%

0
有

－
4
7
.3
6

3
.5
%

0
有

－
9
0
.9
3

2
2
.9
%

0
有

－
5
8
.3
2

1
3
.1
%

0

1
5

8
.0
%

2
5
.8
5

6
.3
%

7
4
6

2
4
.7
%

7
7
.6
5

1
8
.5
%

2
5

1
8
1

4
7
.5
%

2
4
4
.9
0

4
4
.2
%

1
3
8

6
7

2
9
.3
%

9
1
.1
8

2
2
.3
%

4
9

3
6

2
0
.6
%

6
2
.2
2

4
.6
%

2
3

1
0
.4
%

1
.4
4

0
.4
%

1
7
8

3
3
.6
%

1
1
8
.9
6

2
6
.8
%

4
9

1
8

9
.6
%

2
3
.2
0

5
.7
%

6
3
6

1
9
.4
%

6
3
.7
7

1
5
.2
%

0
1
7
6

4
6
.2
%

2
3
2
.7
1

4
2
.0
%

1
2
9

7
0

3
0
.6
%

1
0
2
.9
9

2
5
.1
%

4
5

2
7

1
5
.4
%

4
9
.6
0

3
.6
%

1
7

1
0
.4
%

1
.3
7

0
.3
%

1
6
6

2
8
.4
%

1
0
3
.5
2

2
3
.3
%

4
1

有
－

1
6
.1
2

3
.9
%

0
有

－
1
8
.6
4

4
.4
%

0
有

－
3
3
.4
3

6
.0
%

0
有

－
1
7
.8
0

4
.3
%

0
有

－
9
5
1
.8
3

6
9
.6
%

0
有

－
0
.8
0

0
.2
%

0
有

－
2
8
.1
0

6
.3
%

0

1
0
.5
%

1
.9
8

0
.5
%

0
1

0
.5
%

1
1
.4
0

2
.7
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.4
%

3
.4
7

0
.8
%

0
3

1
.7
%

2
2
.6
4

1
.7
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.4
%

2
.0
3

0
.5
%

0
2

1
.1
%

1
8
.5
4

1
.4
%

2
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

有
－

1
0
.3
4

2
.5
%

0
有

－
2
.5
2

0
.6
%

0
有

－
0
.5
1

0
.1
%

0
有

－
4
.0
3

1
.0
%

0
有

－
7
.2
1

0
.5
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
有

－
0
.3
2

0
.1
%

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.5
%

0
.0
8

0
.0
%

1
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.4
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.6
%

0
.0
1

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

1
0
.5
%

0
.0
0

0
.0
%

0
3

1
.6
%

0
.0
8

0
.0
%

1
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.6
%

0
.0
8

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
有

－
0
.0
9

0
.0
%

0
有

－
0
.0
3

0
.0
%

0
有

－
0
.2
6

0
.1
%

0

1
0
.5
%

0
.1
6

0
.0
%

0
3

1
.6
%

0
.3
2

0
.1
%

0
2

0
.5
%

0
.4
3

0
.1
%

0
4

1
.7
%

0
.2
2

0
.1
%

0
1

0
.6
%

0
.0
6

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

1
0
.5
%

0
.1
2

0
.0
%

0
2

1
.1
%

0
.2
6

0
.1
%

0
2

0
.5
%

0
.3
8

0
.1
%

0
3

1
.3
%

0
.3
1

0
.1
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.4
%

0
.0
1

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

有
－

0
.5
8

0
.1
%

0
有

－
2
.4
5

0
.6
%

0
有

－
1
.5
4

0
.3
%

0
有

－
5
.0
4

1
.2
%

0
有

－
2
.4
2

0
.2
%

0
有

－
0
.0
5

0
.0
%

0
有

－
0
.6
2

0
.1
%

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
有

－
0
.4
9

0
.1
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.4
%

8
.5
7

2
.1
%

1
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

2
1
.1
%

6
.0
8

1
.5
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.4
%

1
1
.4
2

2
.8
%

1
1

0
.6
%

1
7
.3
0

1
.3
%

1
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
有

－
0
.2
6

0
.1
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

2
1
.1
%

5
.8
6

1
.4
%

1
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.3
%

4
.3
4

0
.8
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
7

3
.0
%

4
.9
8

1
.1
%

0

3
1
.6
%

6
.3
5

1
.6
%

0
1

0
.5
%

1
.6
2

0
.4
%

0
1

0
.3
%

1
.5
4

0
.3
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
9

3
.9
%

7
.6
6

1
.7
%

0

有
－

6
.4
3

1
.6
%

0
有

－
2
.1
4

0
.5
%

0
有

－
3
.1
4

0
.6
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
有

－
3
7
.2
3

8
.4
%

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

有
－

2
6
.6
3

6
.5
%

0
有

－
1
9
.7
3

4
.7
%

0
有

－
1
1
.2
1

2
.0
%

0
有

－
3
6
.3
3

8
.9
%

0
有

－
1
9
.9
9

1
.5
%

0
有

－
2
3
.5
9

5
.9
%

0
有

－
3
1
.2
7

7
.0
%

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
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%
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1
0
0
.0
%

2
2
8
.4
6

1
0
0
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%

3
9

2
2
3

1
0
0
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%

4
6
5
.0
5

1
0
0
.0
%

1
3
2
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1
0
0
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%

1
4
3
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0

1
0
0
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%

1
2

1
2
8
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0
0
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%

2
7
8
.0
5

1
0
0
.0
%
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8

6
7

1
0
0
.0
%

1
0
1
.4
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1
0
0
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%
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5

1
2
0

1
0
0
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%

1
8
3

1
0
0
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%

3
2

B
.S
.2
1
3
 (
7
0
1
-
B層
)

B
.S
.2
1
2
 (
7
0
1
A
層
)

B
.S
.1
9
0
　
(4
5
7
層
)

B
.S
.1
8
8
　
(4
5
6
層
)

B
.S
.2
1
5
　
(7
0
1
-
F層

)
B
.S
.2
1
4
 (
7
0
1
‐
E
層
)

B
.S
.1
9
2
　
(4
5
9
層
)

ｻﾝ
ﾌﾟ
ﾙ名

：

身 蓋 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片

貝
層
貝
種
組
成

合
計

カ
ワ
マ
イ
片

イ
シ
マ
キ
ガ
イ

ヤ
カ
ド
ツ
ノ
ガ
イ

ウ
ミ
ニ
ナ

ウ
ス
カ
ワ
マ
イ
マ
イ

ｳｽ
ｶﾜ
ﾏｲ
ﾏｲ
片

カ
ワ
ア
イ

カ
ワ
ア
イ
片

ス
ガ
イ
片

ふ
た

フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ

巻
貝
の
フ
タ

ア
カ
ニ
シ
片

カ
ワ
ニ
ナ

ヒ
メ
コ
ザ
ラ

マ
ル
ウ
ズ
ラ
タ
マ
キ
ビ

不
明
(
オ
キ
シ
ジ
ミ
?
)

ス
ガ
イ

不
明
巻
貝

カ
ワ
ニ
ナ
片

貝
片

オ
オ
ノ
ガ
イ

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

不
明

ア
サ
リ

ハ
イ
ガ
イ

オ
キ
シ
ジ
ミ

シ
オ
フ
キ

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

ハ
マ
グ
リ

ウ
ネ
ナ
シ
ト
マ
ヤ
ガ
イ

ア
ゲ
マ
キ

マ
ガ
キ

貝
　
種B
.S
.8
6
～
2
1
5

付
表
２
　
ﾌﾞ
ﾛｯ
ｸｻ
ﾝﾌ
ﾟﾙ
出
土
貝
類
の
個
体
数
・
重
量
基
礎
ﾃﾞ
ｰﾀ
（
3）
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)

計
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可

個
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可

個
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)
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0
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0
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0
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0

0
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0

0
0
.0
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0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0

2
3
4

1
0
0
.0
%

3
9
5
.8
2

1
0
0
.0
%

6
9

1
1
4

1
0
0
.0
%

3
4
4
.2
8

1
0
0
.0
%

2
7

2
4
7

1
0
0
.0
%

4
3
3
.3
8

1
0
0
.0
%

4
9

1
5
8

1
0
0
.0
%

3
7
4
.5
9

1
0
0
.0
%

0
2
1
1

1
0
0
.0
%

3
7
7
.4
9

1
0
0
.0
%

0
3
0
0

1
0
0
.0
%

4
8
9
.0
7

1
0
0
.0
%

5
0

2
4
6

1
0
0
.0
%

4
0
0
.4
3

1
0
0
.0
%

6
2

B
.S
.9
7
　
（
7
1
層
）

B
.S
.1
4
5
　
（
8
1
層
）

B
.S
.1
0
4
　
（
7
4
層
）

B
.S
1
0
0
　
（
7
3
層
）

B
.S
9
8
　
（
7
2
層
）

B
.S
.1
3
9
　
（
8
0
層
）

B
.S
.1
3
8
　
（
7
9
層
）

ｻﾝ
ﾌﾟ
ﾙ名

：

身 蓋 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片

貝
層
貝
種
組
成

合
計

カ
ワ
マ
イ
片

イ
シ
マ
キ
ガ
イ

ヤ
カ
ド
ツ
ノ
ガ
イ

ウ
ミ
ニ
ナ

ウ
ス
カ
ワ
マ
イ
マ
イ

ｳｽ
ｶﾜ
ﾏｲ
ﾏｲ
片

カ
ワ
ア
イ

カ
ワ
ア
イ
片

ス
ガ
イ
片

ふ
た

フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ

巻
貝
の
フ
タ

ア
カ
ニ
シ
片

カ
ワ
ニ
ナ

ヒ
メ
コ
ザ
ラ

マ
ル
ウ
ズ
ラ
タ
マ
キ
ビ

不
明
(
オ
キ
シ
ジ
ミ
?
)

ス
ガ
イ

不
明
巻
貝

カ
ワ
ニ
ナ
片

貝
片

オ
オ
ノ
ガ
イ

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

不
明

ア
サ
リ

ハ
イ
ガ
イ

オ
キ
シ
ジ
ミ

シ
オ
フ
キ

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

ハ
マ
グ
リ

ウ
ネ
ナ
シ
ト
マ
ヤ
ガ
イ

ア
ゲ
マ
キ

マ
ガ
キ

貝
　
種B
.S
.8
6
～
2
1
5

付
表
２
　
ﾌﾞ
ﾛｯ
ｸｻ
ﾝﾌ
ﾟﾙ
出
土
貝
類
の
個
体
数
・
重
量
基
礎
ﾃﾞ
ｰﾀ
（
4）
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個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

9
9

4
7
.8
%

6
2
.6
0

1
5
.5
%

1
5

9
1

4
8
.1
%

1
3
5
.3
7

2
7
.3
%

2
0

1
0
3

4
3
.8
%

1
3
9
.5
2

3
3
.9
%

2
9

2
6

1
7
.2
%

1
6
.7
9

6
.0
%

5
2
7

2
1
.1
%

7
.0
9

2
.6
%

6
1
7

1
5
.6
%

1
6
.8
9

7
.9
%

2
1
3
2

5
6
.9
%

5
4
.6
8

1
4
.1
%

4

8
7

4
2
.0
%

7
3
.4
4

1
8
.2
%

2
7

6
2

3
2
.8
%

7
5
.9
2

1
5
.3
%

2
1

8
8

3
7
.4
%

6
0
.1
2

1
4
.6
%

6
4

2
6

1
7
.2
%

1
3
.1
1

4
.6
%

1
0

3
8

2
9
.7
%

1
6
.6
8

6
.1
%

1
6

2
5

2
2
.9
%

1
2
.3
2

5
.8
%

3
9
5

4
0
.9
%

3
6
.8
9

9
.5
%

1
2

有
－

1
8
0
.6
9

4
4
.8
%

0
有

－
8
1
.2
7

1
6
.4
%

0
有

－
8
6
.3
4

2
1
.0
%

0
有

－
1
9
.0
8

6
.8
%

0
有

－
3
3
.4
5

1
2
.2
%

0
有

－
4
3
.4
3

2
0
.3
%

0
有

－
2
1
0
.5
8

5
4
.3
%

0

8
3
.9
%

1
1
.3
5

2
.8
%

4
9

4
.8
%

1
6
.5
6

3
.3
%

5
1
9

8
.1
%

2
4
.7
4

6
.0
%

1
4

4
3

2
8
.5
%

4
1
.9
2

1
4
.9
%

1
0

1
5

1
1
.7
%

1
0
.2
9

3
.7
%

4
3
1

2
8
.4
%

3
9
.1
6

1
8
.3
%

1
0

2
0
.9
%

1
.3
9

0
.4
%

1

2
1
.0
%

1
.8
1

0
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%

1
1
1

5
.8
%

1
9
.1
4

3
.9
%

5
1
5

6
.4
%

2
1
.7
1

5
.3
%

1
1

3
9

2
5
.8
%

3
8
.4
1

1
3
.6
%

1
0

3
6

2
8
.1
%

3
4
.2
0

1
2
.4
%

6
2
9

2
6
.6
%

2
7
.9
8

1
3
.1
%

5
3

1
.3
%

4
.2
9

1
.1
%

2

有
－

1
.8
0

0
.4
%

0
有

－
6
.9
2

1
.4
%

0
有

－
5
.3
4

1
.3
%

0
有

－
3
4
.8
2

1
2
.3
%
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有

－
2
0
.6
6

7
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%

0
有

－
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0
.1
1

9
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%

0
有

－
1
.1
9

0
.3
%

0

1
0
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%

0
.9
6

0
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%

0
5

2
.6
%

2
5
.0
8

5
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%
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2

0
.9
%

9
.5
4

2
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%
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3

2
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%
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3
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1

4
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%
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2
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%

6
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2
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%
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0
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%
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%
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0
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%
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%
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0

0
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%
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有
－

0
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1

0
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%
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有

－
2
3
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9

4
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%
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有

－
5
.3
8

1
.3
%

0
有

－
1
1
.0
3

3
.9
%

0
有

－
1
7
.4
3

6
.3
%

0
有

－
0
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5

0
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%
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1
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0
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%
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%
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4
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%
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0
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%
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2
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%

0
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0
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有
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身 蓋 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片

貝
層
貝
種
組
成

合
計

カ
ワ
マ
イ
片

イ
シ
マ
キ
ガ
イ

ヤ
カ
ド
ツ
ノ
ガ
イ

ウ
ミ
ニ
ナ

ウ
ス
カ
ワ
マ
イ
マ
イ

ｳｽ
ｶﾜ
ﾏｲ
ﾏｲ
片

カ
ワ
ア
イ

カ
ワ
ア
イ
片

ス
ガ
イ
片

ふ
た

フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ

巻
貝
の
フ
タ

ア
カ
ニ
シ
片

カ
ワ
ニ
ナ

ヒ
メ
コ
ザ
ラ

マ
ル
ウ
ズ
ラ
タ
マ
キ
ビ

不
明
(
オ
キ
シ
ジ
ミ
?
)

ス
ガ
イ

不
明
巻
貝

カ
ワ
ニ
ナ
片

貝
片

オ
オ
ノ
ガ
イ

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

不
明

ア
サ
リ

ハ
イ
ガ
イ

オ
キ
シ
ジ
ミ

シ
オ
フ
キ

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

ハ
マ
グ
リ

ウ
ネ
ナ
シ
ト
マ
ヤ
ガ
イ

ア
ゲ
マ
キ

マ
ガ
キ

貝
　
種B
.S
.8
6
～
2
1
5

付
表
２
　
ﾌﾞ
ﾛｯ
ｸｻ
ﾝﾌ
ﾟﾙ
出
土
貝
類
の
個
体
数
・
重
量
基
礎
ﾃﾞ
ｰﾀ
（
5）



― ―― ―― ―

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

個
体
数

(%
)

重
量

(%
)

計
測
可

9
8

6
2
.8
%

1
1
1
.4
2

3
3
.6
%

7
9
0

4
4
.6
%

8
0
.9
9

2
1
.1
%

3
6
3

3
2
.0
%

1
0
9
.1
1

2
6
.7
%

1
6

9
5

4
3
.6
%

6
7
.2
2

1
8
.9
%

1
1

6
3

4
7
.0
%

4
3
.5
5

1
2
.3
%

9
7
9

4
7
.9
%

7
1
.4
6

2
1
.4
%

1
2

5
9

3
5
.5
%

0
.0
0

0
.0
0

0

5
4

3
4
.6
%

3
4
.8
7

1
0
.5
%

1
4

1
0
9

5
4
.0
%

6
7
.3
5

1
7
.6
%

6
8
1

4
1
.1
%

9
5
.6
6

2
3
.4
%

3
3

9
4

4
3
.1
%

7
9
.1
6

2
2
.2
%

2
3

3
6

2
6
.9
%

4
3
.2
2

1
2
.2
%

1
2

5
7

3
4
.5
%

6
5
.3
4

1
9
.5
%

1
6

6
9

4
1
.6
%

0
.0
0

0
.0
0

0

有
－

1
6
2
.7
5

4
9
.0
%

0
有

－
1
6
7
.1
9

4
3
.6
%

0
有

－
5
0
.4
3

1
2
.3
%

0
有

－
1
2
6
.1
9

3
5
.4
%

0
有

－
1
1
6
.4
6

3
2
.9
%

0
有

－
9
9
.2
2

2
9
.7
%

0
有

－
0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.5
%

0
.6
0

0
.2
%

0
1
7

8
.6
%

2
5
.8
6

6
.3
%

8
1

0
.5
%

1
.0
0

0
.3
%

0
1
0

7
.5
%

1
3
.8
4

3
.9
%

3
1
0

6
.1
%

1
0
.7
8

3
.2
%

1
6

3
.6
%

0
.0
0

0
.0
0

0

2
1
.3
%

2
.9
0

0
.9
%

1
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1
9

9
.6
%

2
8
.6
6

7
.0
%

7
3

1
.4
%

1
.7
6

0
.5
%

0
2
1

1
5
.7
%

2
2
.1
5

6
.3
%

7
1
2

7
.3
%

1
5
.8
8

4
.7
%

6
1
1

6
.6
%

0
.0
0

0
.0
0

0

有
－

0
.2
0

0
.1
%

0
有

－
1
.3
8

0
.4
%

0
有

－
6
.4
3

1
.6
%

0
有

－
2
.2
0

0
.6
%

0
有

－
1
4
.2
4

4
.0
%

0
有

－
1
2
.3
9

3
.7
%

0
有

－
0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
3

1
.5
%

1
4
.8
8

3
.6
%

0
1

0
.5
%

0
.3
9

0
.1
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.6
%

3
.7
2

1
.1
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.5
%

3
.9
5

1
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.7
%

2
9
.5
8

8
.4
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
有

－
3
.8
1

1
.0
%

0
有

－
9
.8
4

2
.4
%

0
有

－
1
.9
3

0
.5
%

0
有

－
7
.0
7

2
.0
%

0
有

－
3
.9
5

1
.2
%

0
有

－
0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.5
%

0
.0
0

0
.0
%

0
2

1
.0
%

0
.0
3

0
.0
%

0
4

1
.8
%

0
.3
4

0
.1
%

1
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.6
%

0
.0
0

0
.0
%

0
7

4
.2
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.5
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.5
%

0
.0
0

0
.0
%

0
3

1
.4
%

0
.1
5

0
.0
%

0
1

0
.7
%

0
.0
1

0
.0
%

0
2

1
.2
%

0
.0
1

0
.0
%

0
7

4
.2
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
有

－
0
.1
0

0
.0
%

0
有

－
0
.0
8

0
.0
%

0
有

－
0
.1
9

0
.1
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
有

－
0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.5
%

0
.0
5

0
.0
%

0
9

4
.1
%

1
.4
4

0
.4
%

0
1

0
.7
%

0
.3
4

0
.1
%

0
2

1
.2
%

1
.2
4

0
.4
%

0
1

0
.6
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
3

1
.5
%

0
.0
9

0
.0
%

0
8

3
.7
%

0
.9
0

0
.3
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.6
%

0
.0
9

0
.0
%

0
2

1
.2
%

0
.0
0

0
.0
0

0

有
－

0
.0
5

0
.0
%

0
有

－
0
.0
5

0
.0
%

0
有

－
1
.6
4

0
.4
%

0
有

－
1
0
.6
3

3
.0
%

0
有

－
0
.5
4

0
.2
%

0
有

－
2
.4
4

0
.7
%

0
有

－
0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
有

－
0
.0
0

0
.0
0

0

1
0
.6
%

7
.8
5

2
.4
%

1
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
3

1
.5
%

1
5
.9
2

3
.9
%

3
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.5
%

3
.6
3

0
.9
%

1
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.7
%

5
.8
5

1
.7
%

1
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
有

－
0
.0
5

0
.0
%

0
有

－
0
.0
9

0
.0
%

0
有

－
0
.3
2

0
.1
%

0
有

－
0
.7
9

0
.2
%

0
有

－
0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
1

0
.5
%

0
.5
2

0
.1
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
有

－
1
.8
3

0
.4
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
有

－
0
.1
7

0
.1
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

1
1
.8
2

3
.6
%

0
有

－
6
1
.9
3

1
6
.2
%

0
有

－
4
0
.1
4

9
.8
%

0
0

0
.0
%

6
2
.5
7

1
7
.6
%

0
有

－
5
6
.3
8

1
5
.9
%

0
有

－
4
6
.9
2

1
4
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
0

0

0
0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
%

0
.0
0

0
.0
%

0
0

0
.0
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・
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ｻﾝ
ﾌﾟ
ﾙ名

：

身 蓋 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片 右 左 片

貝
層
貝
種
組
成

合
計

カ
ワ
マ
イ
片

イ
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マ
キ
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イ

ヤ
カ
ド
ツ
ノ
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イ
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ワ
マ
イ
マ
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片
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ワ
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イ
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イ
片
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ヘ
ナ
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リ

巻
貝
の
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タ

ア
カ
ニ
シ
片

カ
ワ
ニ
ナ

ヒ
メ
コ
ザ
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マ
ル
ウ
ズ
ラ
タ
マ
キ
ビ

不
明
(
オ
キ
シ
ジ
ミ
?
)

ス
ガ
イ

不
明
巻
貝

カ
ワ
ニ
ナ
片

貝
片

オ
オ
ノ
ガ
イ
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ボ
ガ
キ
科

不
明
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サ
リ

ハ
イ
ガ
イ

オ
キ
シ
ジ
ミ

シ
オ
フ
キ

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

ハ
マ
グ
リ

ウ
ネ
ナ
シ
ト
マ
ヤ
ガ
イ

ア
ゲ
マ
キ

マ
ガ
キ

貝
　
種B
.S
.8
6
～
2
1
5

付
表
２
　
ﾌﾞ
ﾛｯ
ｸｻ
ﾝﾌ
ﾟﾙ
出
土
貝
類
の
個
体
数
・
重
量
基
礎
ﾃﾞ
ｰﾀ
（
7）
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0% 20% 40% 60% 80% 100% 

B.S.205 （ 472 層） 

B.S.206 （ 245 層） 

B.S.204 （ 471 層） 

B.S.203 （ 470 層） 

B.S.202 （ 469 層） 

B.S.201 （ 468 層） 

B.S.200 （ 467 層） 

B.S.199 （ 466 層） 

B.S.198 （ 465 層） 

B.S.197 （ 464 層） 

B.S.196 （ 463 層） 

B.S.195 （ 462 層） 

B.S.194 （ 461 層） 

B.S.193 （ 460 層） 

B.S.192 （ 459 層） 

B.S.190 （ 457 層） 

B.S.188 （ 456 層） 

B.S.215 （ 701-F 層） 

B.S.214 （ 701 ‐ E 層） 

B.S.213 （ 701-B 層） 

B.S.212 （ 701A 層） 

B.S.139 （ 80 層） 

B.S.138 （ 79 層） 

B.S.145 （ 81 層） 

B.S.104 （ 74 層） 

B.S100 （ 73 層） 

B.S98 （ 72 層） 

B.S.97 （ 71 層） 

B.S.96 （ 70 層） 

B.S.186 （ 451 層） 

B.S.187 （ 452 層） 

B.S.183 （ 445 層） 

B.S.184 （ 449 層） 

B.S.182 （ 444 層） 

B.S.179 （ 442 層） 

B.S.181 （ 440 層） 

B.S.180 （ 441 層） 

S.B.111 （ 78 層） 

B.S.105 （ 75 層） 

B.S.107 （ 76 層） 

B.S.108 （ 77 層） 

B.S.084 （ 90 層） 

B.S.085 （ 91 層） 

B.S.086 （ 92 層） 

B.S.083 （ 522 層） 

層

重量 

マガキ ヤマトシジミ ハマグリ ウネナシトマヤガイ アゲマキ 
アサリ ハイガイ オキシジミ シオフキ 貝片 

オオノガイ イタボガキ科 不明 不明（オキシジミ ? ） その他 

付図１　ﾌﾞﾛｯｸｻﾝﾌﾟﾙ出土貝類重量百分率
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0
.0
%

4
2
.5
%

6
3

1
.2
%

1
0
2

1
.5
%

2
0

0
.3
%

5
3
6

1
.3
%

0
.0
%

0
.0
%

9
0
.2
%

1
2

0
.2
%

9
3

1
.2
%

1
9
3

0
.5
%

0
.0
%

0
.0
%

1
0

0
.2
%

1
0

0
.1
%

8
2

1
.0
%

1
9
0

0
.5
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
0
.0
%

1
0
.0
%

0
.0
%

1
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

4
0
.1
%

1
0
.0
%

1
0
.0
%

7
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
2

0
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

2
8

0
.1
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

3
0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
8
8
2

1
0
0
.0
%

1
5
9

1
0
0
.0
%

5
2
6
9

1
0
0
.0
%

7
0
2
9

1
0
0
.0
%

7
8
5
9

1
0
0
.0
%

4
2
1
1
2

1
0
0
.0
%

7
5
層

6
0
3
層

6
0
4
層

6
0
5
層

6
1
0
層

6
1
1
層

ｳﾐ
ﾆﾅ

ｲﾎ
ﾞｳ
ﾐﾆ
ﾅ

ﾎｿ
ｳﾐ
ﾆﾅ

ｶﾜ
ﾆﾅ

ｶﾜ
ｱｲ

ﾌﾄ
ﾍﾅ
ﾀﾘ

ｽｶ
ﾞｲ

ｳｽ
ｶﾜ
ﾏｲ
ﾏｲ

ﾍﾞ
ｯｺ
ｳﾏ
ｲﾏ
ｲ

ﾏﾙ
ｳｽ
ﾞﾗ
ﾀﾏ
ｷﾋ
ﾞ

ﾀﾏ
ｷﾋ
ﾞ

蓋 ｱｶ
ﾆｼ

ﾔﾏ
ﾀﾆ
ｼ

ﾋﾒ
ﾀﾆ
ｼ

ﾂｸ
ｼﾏ
ｲﾏ
ｲ

ﾂﾉ
ｶﾞ
ｲ(
断
面
丸
い
）

ｲｼ
ﾏｶ
ﾞｷ

ﾋﾛ
ｸﾁ
ｶﾉ
ｺ

ﾋﾒ
ｺｻ
ﾞﾗ

ｱﾗ
ﾑｼ
ﾛ

ｱﾗ
ﾑｼ
ﾛｶ
ﾞｲ

ｱﾂ
ﾌﾞ
ﾀｶ
ﾞｲ

ﾂﾉ
ｶﾞ
ｲ

ｷｾ
ﾙｶ
ﾞｲ
科

ｷｾ
ﾙｶ
ﾞｲ

ｲｼ
ﾏｷ
ｶﾞ
ｲ

ｲﾎ
ﾞﾆ
ｼ

ｲｼ
ﾀﾞ
ﾀﾐ

ｳﾐ
ﾆﾅ
科
(幼

貝
)

ｳﾐ
ﾆﾅ
科
(磨

耗
)

ﾃﾝ
ｸﾞ
ﾆｼ

ｺﾞ
ﾏﾌ
ﾀﾞ
ﾏ(
加
工
品
)

ﾋﾛ
ｸﾁ
ｶﾉ
ｺ(
加
工
品
)

不
明
（
ﾍﾅ
ﾀﾘ
科
?
）

不
明

巻
貝
片

ﾏｶ
ﾞｷ
(身

)

ﾏｶ
ﾞｷ
(蓋

)

ﾔﾏ
ﾄｼ
ｼﾞ
ﾐ(
右
)

ﾔﾏ
ﾄｼ
ｼﾞ
ﾐ(
左
)

ﾊﾏ
ｸﾞ
ﾘ(
右
)

ﾊﾏ
ｸﾞ
ﾘ(
左
)

ﾊｲ
ｶﾞ
ｲ(
右
)

ﾊｲ
ｶﾞ
ｲ(
左
)

ｲﾀ
ﾎﾞ
ｶﾞ
ｷ科

(身
)

ｲﾀ
ﾎﾞ
ｶﾞ
ｷ科

(蓋
)

ｲﾀ
ﾎﾞ
ｶﾞ
ｷ(
身
)

ｲﾀ
ﾎﾞ
ｶﾞ
ｷ(
蓋
)

ｳﾈ
ﾅｼ
ﾄﾏ
ﾔｶ
ﾞｲ
(右

)

ｳﾈ
ﾅｼ
ﾄﾏ
ﾔｶ
ﾞｲ
(左

)

ｱｹ
ﾞﾏ
ｷ(
右
)

ｱｹ
ﾞﾏ
ｷ(
左
)

ｱｻ
ﾘ(
右
)

ｱｻ
ﾘ(
左
)

ｵｷ
ｼｼ
ﾞﾐ
(右

)

ｵｷ
ｼｼ
ﾞﾐ
(左

)

ﾖｺ
ﾔﾏ
ﾐﾐ
ｴｶ
ﾞｲ
（
右
）

ﾖｺ
ﾔﾏ
ﾐﾐ
ｴｶ
ﾞｲ
（
左
)

ｵｵ
ﾉｶ
ﾞｲ
(右

）

ｵｵ
ﾉｶ
ﾞｲ
(左

）

ｼｵ
ﾌｷ
ｶﾞ
ｲ(
右
)

ｼｵ
ﾌｷ
ｶﾞ
ｲ(
左
)

ｼｵ
ﾌｷ
（
右
）

ｼｵ
ﾌｷ
（
左
）

ﾏﾃ
ｶﾞ
ｲ(
右
)

ﾏﾃ
ｶﾞ
ｲ(
左
)

ｱﾃ
ｶﾞ
ｲ(
右
）

ｱﾃ
ｶﾞ
ｲ(
左
)

不
明
(右

)

不
明
(左

)

二
枚
貝
片
(右

)

二
枚
貝
片
(左

)

合
計
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

5G最下層

245層

248層

239層

247層

457層

456層

80層

701層

79層

81層

74層

73層

72層

71層

70層

443層

78層

75層

603層

604層

605層

610層

611層
ｳﾐﾆﾅ

ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ

ﾎｿｳﾐﾆﾅ

ｶﾜﾆﾅ

ｶﾜｱｲ

ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ

ｽｶﾞｲ

ｳｽｶﾜﾏｲﾏｲ

ﾍﾞｯｺｳﾏｲﾏｲ

ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ

ﾀﾏｷﾋﾞ

蓋

ｱｶﾆｼ

ﾔﾏﾀﾆｼ

ﾋﾒﾀﾆｼ

ﾂｸｼﾏｲﾏｲ

ﾂﾉｶﾞｲ(断面丸い）

ｲｼﾏｶﾞｷ

ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ

ﾋﾒｺｻﾞﾗ

ｱﾗﾑｼﾛ

ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ

ｱﾂﾌﾞﾀｶﾞｲ

ﾂﾉｶﾞｲ

ｷｾﾙｶﾞｲ科

ｷｾﾙｶﾞｲ

ｲｼﾏｷｶﾞｲ

ｲﾎﾞﾆｼ

ｲｼﾀﾞﾀﾐ

ｳﾐﾆﾅ科(幼貝)

ｳﾐﾆﾅ科(磨耗)

ﾃﾝｸﾞﾆｼ

ｺﾞﾏﾌﾀﾞﾏ(加工品)

ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ(加工品)

不明（ﾍﾅﾀﾘ科?）

不明

巻貝片

ﾏｶﾞｷ(身)

ﾏｶﾞｷ(蓋)

ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ(右)

ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ(左)

ﾊﾏｸﾞﾘ(右)

ﾊﾏｸﾞﾘ(左)

ﾊｲｶﾞｲ(右)

ﾊｲｶﾞｲ(左)

ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科(身)

ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科(蓋)

ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ(身)

付図２　層別サンプル出土貝類個体数百分率
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付図３　ﾌﾞﾛｯｸｻﾝﾌﾟﾙ出土貝類殻長分布（ﾏｶﾞｷ）
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付図６　ﾌﾞﾛｯｸｻﾝﾌﾟﾙ出土貝類殻長分布（ﾊｲｶﾞｲ）
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付図７　層別サンプル出土貝類殻長分布（ﾏｶﾞｷ）

付図８　層別サンプル出土貝類殻長分布（ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ）

付図９　層別サンプル出土貝類殻長分布（ﾊﾏｸﾞﾘ）
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付図10 層別サンプル出土貝類殻長分布（ﾊｲｶﾞｲ）
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阿高貝塚出土貝類図譜
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阿高貝塚出土貝類図譜

１　阿高貝塚出土の貝類について

今回の阿高貝塚の発掘調査においては、出土した貝類につ

いて、 種を同定した。その同定については、阿高貝塚出土

貝類を専門の研究者1)に同定していただいた標本と現世標本

を参考にしながら、次にあげる図鑑類に記載してある特徴を

根拠として、調査員と補助員により同定したものである。

本来、この様な同定作業と報告をするにあたっては、その

根拠を示す同定記載を示す必要がある（西野 ）が、今

回の報告書には記載していない。その理由については、前掲

書（西野前掲）にもあるとおり、「魚骨などに比べて、貝類

の同定は比較的手続きが単純で誤りが出にくいこと」と、多

量な貝類について、その根拠を個別に示すことは煩雑となる

ことである。

しかし、やはり、どこかでその同定根拠を示すことは必要

であり1)、同定及び報告者としての責任を果たすためにも、

調査で出土した貝類とその特徴を提示しておくことは必要で

あると考えた。また、有明海産の遺跡産貝類について、紹介

する機会も少ないため、今回の阿高貝塚の発掘調査で出土し

た貝類について、図譜の形で紹介しておくこととした。

ここで紹介するのは、今回の調査で遺跡から出土した貝類

を中心としており、その種は限られている。有明海で採集で

きる貝は他にも多数あり、周辺の外湾域で採集できる貝も含

めると、その数にはとうてい及ばない。しかし、縄文貝塚か

ら出土した貝類を中心に紹介することにより、今後、周辺地

域で貝塚を調査する際に、多少なりとも参考になると考える。

そして、実際には、遺跡産の貝類標本に加えて、周辺海域か

ら採集した現生標本を追加していくことにより、同定標本の

形式を整備できればと考えている。

無論、素人のうえ、非力なわれわれの作業であるため、今

回の同定作業や今後の作業においても、遺漏や誤りは多々あ

るであろう。しかし、それらについても、関係諸氏の御批判

や御教示を得ながら、序々に標本の整備を進めていきたいと

考えている。そのためにも、機会があれば当方で保管してい

る貝類標本についても、実際に、一度、御活用のうえ御批判

をいただければ幸いである。

２　図版について

写真図版に掲載したのは、今回の阿高貝塚発掘調査で出土

した貝類である。そして、その報告の形式については、西野

を参考としたが、図鑑としての形式としては、未だ、

未整備である。出土貝類のリストについては、次頁に掲載し、

貝類の簡単な解説については、写真図版の下欄に記載した。

多少、本報告文中と重複する部分があるが、御寛容願いた

い。

同定については、次の図鑑類を参考としたので、詳細を知

りたい方々は、御参照されることをお勧めする。更に、遺跡

産の貝類や、動物遺存体一般に関する同定作業についての概

要については、以下の文献のほかにも、本報告文末尾の文献

リスト中に優れたものが多数あるので、御参照いただきた

い。

文献

奥谷喬司 『決定版生物大図鑑』世界文化社

奥谷喬司 『日本近海産貝類図鑑』東海大学出版会

波部忠重・小菅忠男　 『標準原色図鑑全集　３　貝』保育社

魚類文化研究会編　 『図説　魚と貝の大辞典』柏書房

西野雅人 「第６節　千葉県文化財センター所有貝類標本」『千

葉県文化財センター研究紀要 』財団法人千葉県文化財

センター

菊池泰二　 「第１節　黒橋貝塚出土の貝類遺骸」『黒橋貝塚』熊

本県文化財調査報告第 集　熊本県教育委員会

註

１）今回の貝類の同定にあたっては、元九州ルーテル学院大学菊池泰

二先生の多大な御指導を得た。しかし、最終的な同定作業の確認は

お願いしておらず、その作業の責任については、本報告者にあるこ

とを明記しておく。

２）千葉県文化財センターでは、実施した貝類の同定作業の根拠を示

すことも目的の一つとして、センター所有の貝類標本の紹介をおこ

なっている。今回の阿高貝塚出土貝類図譜の作成にあたっても、こ

の文献を参考にした。

― ―― ―

附（阿高貝塚出土貝類図譜）
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綱 亜綱 目 科 種 学名 生息域

 腹足綱  前鰓亜鋼  ｶｻｶﾞｲ目  ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ科  ﾋﾒｺｻﾞﾗ Patelloida pygm aeaform  conulus 内湾の砂泥底上のﾚｷや貝に付着

 盤足目  ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ科  ﾍﾅﾀﾘ Cerithidea(Cerithideopsilla) cingulata 汽水域、潮間帯、内湾の干潟

 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ科  ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ Cerithidea(Cerithidea) rhizophorarum 内湾の潮間帯、ｱｼ原やﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ林の泥上

 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ科  ｶﾜｱｲ Cerithedea(Certhideopsilla)djadjariensis 内湾の潮間帯、泥地

 ｳﾐﾆﾅ科  ｳﾐﾆﾅ Batillaria m ultiform is 大きな湾の干潟、潮間帯

 ｳﾐﾆﾅ科  ﾎｿｳﾐﾆﾅ Batillaria cum ingii 外海の干潟、岩礁の間の泥底

 ｳﾐﾆﾅ科  ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ Batillaria zonalis やや開放的な内湾の潮間帯中部～下部、泥底

 ﾀﾏｶﾞｲ科  ｺﾞﾏﾌﾀﾞﾏ Natica tigrina 潮間帯～水深30m の砂泥底

 ﾀﾏｶﾞｲ科  ﾂﾒﾀｶﾞｲ G lossaulax didym a 潮間帯～水深50m の細砂地

 ﾀﾏｷﾋ 科゙  ﾀﾏｷﾋﾞ Littorina(Littorina) brevicula 潮間帯の岩礁

 新腹足目  ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ科  ﾏﾙﾃﾝｽﾏﾂﾑｼ M itrella(Indom itrella) m artensi 内湾域砂泥底

 ｱｯｷｶﾞｲ科  ﾚｲｼｶﾞｲ Thais(Reishia) squam igera 潮間帯～潮下帯岩礁

 ｱｯｷｶﾞｲ科  ｱｶﾆｼ Rapana venosa 水深30m 以浅の砂泥底

 ｱｯｷｶﾞｲ科  ｲﾎﾞﾆｼ Thais(Reishia) clavigera 潮間帯岩礁

 ﾑｼﾛｶﾞｲ科  ｱﾗﾑｼﾛ Reticunassa festiva 河口域干潟などの潮間帯泥底

 ﾏｸﾗｶﾞｲ科  ﾏｸﾗｶﾞｲ Oliva m ustelina 水深5～30の砂底

 ｴｿﾞﾊﾞｲ科  ﾊﾞｲ(ｼﾏﾊﾞｲ) Balylonia japonica 水深約10m の砂底

 古腹足目  ｻｻﾞｴ科  ｽｶﾞｲ Turbo(Lunella) cornatus coreensis 潮間帯岩礁

 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ科  ｲﾎﾞｷｻｺﾞ U m bonium  m oniliferum 潮間帯付近．砂底～砂泥底

 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ科  ｲｼﾀﾞﾀﾐ M onodonta labio form  confusa 潮間帯岩礁

 ﾔﾏﾀﾆｼ科  ｱﾂﾌﾞﾀｶﾞｲ Cyclotus(Procyclotus)cam panulatus 陸産貝類 乾燥した山地の落ち葉の下、小石の下

 ﾔﾏﾀﾆｼ科  ﾔﾏﾀﾆｼ Cyclophorus herklotsi 陸産貝類

 ﾀﾆｼ科  ﾋﾒﾀﾆｼ S inotaia quadrata histrica 沼溝などの多少水質の汚れたところに多い

 ｶﾜﾆﾅ科  ｶﾜﾆﾅ S em isulcospira bensoni 淡水貝

 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ目  ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ科  ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ Neritina(Dostia) cornucopia 内湾性、泥上の転石

 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ Nerita(Theliostyla) albicilla 岩礁域潮間帯

 ｲｼﾏｷｶﾞｲ Clithon retropicta 河川の中・上流部

 有肺亜鋼  中輪尿管亜目  ｷｾﾙｶﾞｲ科  ｽｸﾞﾋﾀﾞｷﾞｾﾙ Paganizaptyx strictaluna 陸産貝類

 ﾐｿﾞｼﾀｷｾﾙ P.aulacopom a 陸産貝類

 柄眼目  ｵﾅｼﾞﾏｲﾏｲ科  ｵﾅｼﾞﾏｲﾏｲ Bradybaena sim ilaris 陸産貝類

 ｳｽｶﾜﾏｲﾏｲ A .d.sieboldina 陸産貝類

 基眼目  ﾍﾞｯｺｳﾏｲﾏｲ科  ﾍﾞｯｺｳﾏｲﾏｲ Bekkochlam ys perfragilis 陸産貝類

 堀足綱  ｿﾞｳｹﾞﾂﾉｶﾞｲ目  ｿﾞｳｹﾞﾂﾉｶﾞｲ科  ﾔｶﾄﾞﾂﾉｶﾞｲ Dentalium (Paradentalium ) octangulatum 潮間帯下部から水深約100m までの細砂床

 二枚貝綱  翼形亜綱  ｶｷ目  ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科  ﾏｶﾞｷ Crassotrea　gigs 汽水性内湾の潮間帯～潮下帯の砂礫底

 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Ostrea denselam ellosa 水深3～10m の内湾の砂礫底

 ﾌﾈｶﾞｲ目  ﾌﾈｶﾞｲ科  ﾊｲｶﾞｲ Tegillarca granosa 潮間帯～水深10m の泥底

 異歯亜綱  ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ目  ﾌﾅｶﾞﾀｶﾞｲ科  ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ Trapezium  liratum 汽水域潮間帯の磯など

 ﾏｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科  ﾊﾏｸﾞﾘ M etrix lusoria 潮間帯下部～水深20m の内湾の砂泥底

 ﾏｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科  ｵｷｼｼﾞﾐ Cyclina　sinensis 潮間帯下部～水深20m の内湾の砂泥底

 ｼｼﾞﾐ科  ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ Corbicula japonica 河口の汽水域の砂底

表１　阿高貝塚出土貝類一覧



― ―― ―― ―

附（阿高貝塚出土貝類図譜）

１　マガキ　Crassotrea gigs (Thunberg,1793) カキ目　イタボガキ科

日本全土、汽水性内湾の潮間帯～潮下帯の砂礫底に生息する。阿高貝塚では最も多く出土した貝である。

一般的に縦長で殻は厚い。生息条件によって殻の形が大きく変わり、澪のようなところの泥底では長大な形に成長する。黒橋貝塚（闍木・村闢 ）

から出土したマガキは、長靴の底の様な長大な形状のものがあった。左殻は右殻より深く、固着面は広い。チョーク質の物質が殻内の層状の隙間を埋

める。

生息条件によっては密集してｶｷ礁をつくる。他のマガキや貝に付着する場合や、棒状の植物に付着する場合があり、殻長部は、それらに付着したく

ぼみを観察できるものが多い。

２　イタボガキ　Ostrea denselamellosa (Lischke,1869) カキ目　イタボガキ科

房総半島～九州、水深３～ の内湾の砂礫底に他の貝や棒状の植物に付着し生息する。

不規則な類円形から亜方形で、見た目では、マガキと比べるとやや丸みを帯びた形状である。イワガキとの区別は難しいとされ、種レベルまで同定

できないこともある。

右殻の成長肋は、整った桧皮状であることが、他種との区別の際の特徴である。両殻に不規則な分岐肋が生じる。

個体の栄養状態で性が変化し一般的に栄養状態が悪いと雄になる。

PL１
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３　ハイガイ　Tegillarca granosa (Linnaeus,1758) フネガイ目　フネガイ科

伊勢湾以南の潮間帯～水深 の泥底に生息する。

放射肋は 本内外であり、肋間は肋より幅広い。肋はまばらであり、著しい結節をそなえている奥谷 。他種よりも放射肋がずっと少ないこと

で区別が容易である。なお、各種の肋の数と顆粒・結節については、次のとおりである（西野 ）。

（放射肋数　　 顆粒・結節）

ハイガイ　　　　　　　　 ～ 本　　 目立つ

クイチガイサルボウガイ　 ～ 本　　 左殻殻長にあり

サルボウガイ　　　　　　 ～ 本　　 左殻殻長にあり

サトウガイ　　　　　　　 本内外　　 なし

アカガイ　　　　　　　　 ～ 本　　 なし

４　サルボウガイ　Scapharca kagoshimensis (Tokunaga,1906) フネガイ目　フネガイ科

東京湾から有明海を中心にした潮下帯上部から水深 ｍの砂泥底に生息する。

殻質は厚く、箱形でよく膨らんでいるのが特徴である。

放射肋は 本内外であり、左殻肋上には不規則な結節がある奥谷 。
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附（阿高貝塚出土貝類図譜）

５　ウネナシトマヤガイ　Trapezium liratum (Reeve,1843) マルスダレガイ目　フナガタガイ科

津軽半島以南の汽水域潮間帯の磯などに足糸で付着し生息する。

殻表は平滑であり、背縁部で成長線がやや立ち上がって粗い奥谷 。

６　ハマグリ　Metrix lusoria (Röding,1798) マルスダレガイ目　マルスダレガイ科

北海道南部～九州、潮間帯下部～水深 の内湾の砂泥底に生息する。幼貝は潮に乗って移動することがある。

マガキ等とともに縄文時代貝塚から頻繁に出土する。美味であり、一個体の身の大きさも大きく、縄文人が好んで採取したことが想像できる。同じ

科のチョウセンハマグリ と比較すると、套線湾入はきわめて浅く殻長はやや高い。ただし、その区別は簡単ではなく、

判断には慎重を要する。

殻はやや薄質で丸みを帯びた三角形を呈する。後背縁は、シナハマグリと比べると直線的であり、前後に長い形のものもある奥谷 。
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７　オキシジミ　Cyclina sinensis (Gmelin,1791) マルスダレガイ目　マルスダレガイ科

房総半島～九州、潮間帯下部～水深 の内湾の砂泥底に生息する。

殻は、ハマグリと比較すると、円形に近い形状である。殻質はやや厚く、よく膨らんでいることもあり、他種との区別は割りと易しい。殻表には、

放射条線が密にあり、套線湾入はやや深く、三角形である。

食用だが、やや味が落ちるため、多産することはなく（西野 ）、本貝塚での出土数も少なかった。

８　ヤマトシジミ　Corbicula japonica (Prime,1864) マルスダレガイ目　シジミ科

本州～九州の河口、汽水域の砂底に生息する奥谷 。マガキに次ぐ、本貝塚の主要貝種である。

殻は丸みを帯びた三角形で、よく膨らみ、殻長は高い。殻表はやや規則的な肋が存在するが、若い個体では間隔が広い奥谷 。

マシジミとの区別は容易ではなく（西野 ）、両種が混在する可能性がある場合には、同定に関しては慎重な手続きが求められる。

９　アサリ　Ruditapes philippinarum (Adams＆Reeve,1850) マルスダレガイ目　マルスダレガイ科

北海道～九州地方の潮間帯中部から水深 の砂礫泥底に生息する。

殻の形状は卵形であり、殻質はやや薄く、膨らんでいる。殻表は、放射状の細い肋と成長線で粗い布目状になる奥谷 。腹縁の内面は平滑であ

り、套線湾入はやや浅く丸い奥谷 。

PL４

７

８

９



― ―― ―― ―

附（阿高貝塚出土貝類図譜）

10 ヒメコザラ　Patelloida pygmaea form conulus (Dunker,1861) カサガイ目　ユキノカサガイ科

房総半島以南、内湾の砂泥底上の礫や貝に付着し生息する。ｼﾎﾞﾘｶﾞｲ型とﾂﾎﾞﾐｶﾞｲ型で学名が異なる 奥谷 。

殻は前後に長く、殻長は低い。殻表には多数の明瞭な肋を確認することができ、微細な網目状模様が特徴的である。殻の周縁部は極端に薄い。

11 ヘナタリ　Cerithidea (Cerithideopsilla) cingulata (Gmelin,1790) 盤足目　フトヘナタリ科

房総半島、山口県北部以南の汽水域、潮間帯、内湾の干潟に生息する。

高い円錐形で、体層は幅広く強い縦張肋がある。縦肋は上部では強く、下方に向かって弱まる。縫合のすぐ下の螺溝は深く刻まれるが、その下の溝

は浅いのが特徴奥谷 である。殻口は大きく外側に広がる。

12 フトヘナタリ　Cerithidea (Cerithidea) rhizophorarum (A. Adams,1855) 盤足目　フトヘナタリ科

東北地方以南の内湾の潮間帯に生息する。

他種と比べて、太く大きい。成殻では殻頂部が失われるため、殻長部分を折り取って食用としたものとの区別にも注意が必要である。殻表には、多

くの明瞭な螺肋と細く弱い縦肋をもつ。殻口は外唇が反転する奥谷 。

13 カワアイ　Cerithedea (Certhideopsilla) djadjariensis (Martin,1899) 盤足目　フトヘナタリ科

房総半島　・山口県北部以南、奄美大島、沖縄の内湾の潮間帯、泥地に生息する。

ヘナタリと類似するが、より大型で、体層の縦張肋が弱く、殻口前端の張り出しが弱い。螺層は一層に３列のつぶつぶが規則的に並ぶ（西野 ）。

さらに、縫合下とその次の螺溝の深さが同じ奥谷 ことが特徴である。
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14 ゴマフダマ　Natica tigrina (Roding,1798) 盤足目　タマガイ科

三河湾以南の潮間帯～水深 の砂泥底に生息する。

殻は厚く、現生のものには、暗紫褐色の小斑点が多数ある。臍孔は狭いが深く、低い臍索がある奥谷 。

15 ツメタガイ　Glossaulax didyma (Röding,1798) 盤足目　タマガイ科

北海道南部以南の潮間帯～水深 の細砂地に生息する。 奥谷

他殻は厚い。臍盤は大きく溝によって二分されており、広い臍孔の後部を追おう。

アサリ等、他の貝の殻に穴をあけて中身を食べる肉食の貝である。貝塚から出土した貝に小さな穴があいているのは、このツメタガイの仕業である

ことも多い。

16 タマキビ　Littorina (Littorina) brevicula (Philippi,1844) 盤足目　タマキビ科

北海道以南～沖縄の潮間帯の岩礁に生息する。

殻はソロバン玉形で、殻表には ～ 本の強い螺肋が走る奥谷 。

17 ウミニナ　Batillaria multiformis (Lischke,1869) 盤足目　ウミニナ科

日本各地の大きな湾の干潟、潮間帯に生息する。

太い塔形で体層側面には低い縦張肋がある。縦肋は不明瞭である奥谷 。成殻では、殻口が張り出してずんぐりしている。

殻表の螺肋は低く、肋間は狭い。

18 ホソウミニナ　Batillaria cumingii (Crosse,1862) 盤足目　ウミニナ科

日本各地の外海の干潟、岩礁の間の泥底に生息する。ウミニナよりもやや外海的な環境を好むが、同所的に生息する場所ではこちらの方が低い潮位

に住む奥谷 。

ウミニナに類似するが、本種の方がやや細長い。殻口外唇は張り出さず、滑層瘤の発達も悪く、体層に縦張肋が現れない。

19 イボウミニナ　Batillaria zonalis (Bruguiere,1792) 盤足目　ウミニナ科

北海道南部以南のやや開放的な内湾の潮間帯中部～下部、泥底に生息する。

前２種より、細長く、殻長はとがる。殻表の螺肋はウミニナより細いが、太さに強弱があり奥谷 、明瞭である。通常、肋間は螺肋より広い。
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附（阿高貝塚出土貝類図譜）

20 マルテンスマツムシ　Mitrella (indomitrella) martensi (Lischke,1871) 新腹足目　フトコロガイ科

北海道南部以南の内湾域砂泥底に生息する。

殻はやや薄い。螺塔は高く、螺層はややふくらみ、殻底のくびれは弱い奥谷 。食用とされていたかは疑問である。

21 レイシガイ　Thais(Reishia) bronni (Dunker,1860) 新腹足目　アッキガイ科

四国、九州南部以南の潮間帯～潮下帯岩礁に生息する。

殻は紡錘形で、結節状の螺肋で覆われる。肋間も広い。結節が玉形と円錐形の 型が存在する奥谷 。内外唇ともあまり肥厚しない。

22 アカニシ　Rapana venosa (Valenciennes,1846) 新腹足目　アッキガイ科

北海道南部以南の水深 以浅の砂泥底に生息する。

殻が大型で、形状は他種よりやや球形に近い。螺塔は肩が角張り肩角上に結節列を生じる奥谷 。

23 イボニシ　Thais (Reishia) clavigera (Küster,1860) 新腹足目　アッキガイ科

北海道南部・男鹿半島以南の潮間帯岩礁に生息する。

形態はレイシガイと類似する。現生のものは、縦肋は広い黒帯をもち肋間がわずかに白い奥谷 。貝塚出土のものは、結節が弱いことでレイシ

ガイと見分ける（西野 ）が、小個体ではその区別が難しい。

24 アラムシロ　Reticunassa festiva (Powy,1833) 新腹足目　ムシロガイ科

北海道南部以南の河口域干潟などの潮間帯泥底に生息する。

縦肋は、太い螺溝で分断され顆粒状である奥谷 。

25 マクラガイ　Oliva mustelina (Lamarck,1811) 新腹足目　マクラガイ科

房総半島・男鹿半島以南の熱帯、水深５～ の砂底に生息する。

殻は硬質で円筒形。螺塔は低い。溝状の縫合は体層のみに認められる。内唇上端に滑層瘤がある奥谷 。

26 バイ　Balylonia japonica (Reeve,1842) 新腹足目　エゾバイ科

北海道以南～九州の水深約 の砂底に生息する。

殻は厚い。貝塚産のものでは類似した形態のものは少なく（西野 ）、比較的、同定は容易である。
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27 スガイ　Turbo (Lunella) cornatus coreensis (Récluz,1853) 古腹足目　サザエ科

北海道南部～九州南部の潮間帯岩礁に生息する。

表面には、結節のある太い肋と細い顆粒がある奥谷 。

28 イボキサゴ　Umbonium moniliferum (Lamarck,1822) 古腹足目　ニシキウズガイ科

北海道南部～九州の潮間帯付近の砂底～砂泥底に生息する。内湾性。

東京湾東岸の大型貝塚の最重要種（西野 ）であるが、九州地方の貝塚からの出土は少数である。

螺層の上面に４～５本の螺脈が浮き立ち、縫合下にいぼが生じる個体が多い奥谷 。

29 ヤマタニシ　Cyclophorus herklotsi (Martens,1861) 古腹足目　ヤマタニシ科

陸産貝類。本州以南～九州北部に生息する。

殻は螺層がよくふくらみ、殻口は円形で周縁は肥厚する。フタは革質、多施型（波部・小菅 ）。

30 ヒメタニシ　Sinotaia quadrata histrica (Gould) 古腹足目　タニシ科

本州以南の、沼溝などの多少水質の汚れたところに多い。

殻はやや小形で卵形。殻表は平滑なものからやや著しい螺肋を有するまで個体差がある（波部小菅 ）。

31 カワニナ　Semisulcospira bensoni (Philippi) 古腹足目　カワニナ科

淡水貝。日本全土に生息する全国に最も普遍的な淡水貝である。

殻表に多くの細い螺肋がある。模式型では縦肋がない波部小菅 。

32 ヒロクチカノコ　Neritina (Dostia) cornucopia (Benson,1836) アマオブネガイ目　アマオブネガイ科

本州中部以南の内湾性、泥上の転石等に生息する。

平巻き状で、ややつぶれた半球形である。殻表は平滑である。

内唇滑層が発達して平坦になり、殻口半円形を呈する。螺塔は全くといっていいほど形成されない（西野 ）。

本貝塚からは、装身具として多数の出土があったが、食用としての利用がなされたかは不明である。

33 アマオブネガイ　Nerita (Theliostyla) albicilla (Linnaeus,1758) アマオブネガイ目　アマオブネガイ科

房総半島、山口県北部以南の岩礁域潮間帯に生息する。産卵期は夏季である。

羅塔は平坦で、周縁で弱い角をつくる。殻表に幅の広い螺肋があり、肋間は狭い奥谷 。

34 イシマキガイ　Clithon retropicta (v.Martena,1879) アマオブネガイ目　アマオブネガイ科

房総半島以南の河川の中・上流部に生息する。

現生のものは、殻表に暗緑色の地に多数の淡色の三角模様が並ぶ。形態は、カノコガイ と類似する。
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写真図版



阿高貝塚遠景（北→南）

PL１

阿高貝塚近景（北→南）



阿高貝塚・黒橋貝塚周辺

PL２

御領貝塚中心部



調査区近景（東→西）

PL３

県道から調査区をみる（東→西）



第２次調査開始状況（東→西）

PL４

１～３G貝層検出状況（東→西）



第２次調査開始時３Tr北壁（南→北）

PL５

第２次調査開始時３Tr北・東壁（南西→北東）



５G貝層検出状況（西→東）

PL６

４・３G貝層検出状況（西→東）



３Tr北壁（南東→北西）

PL７

３Tr北壁（南西→北東）



１G貝層断面（北→南）

PL８

２Tr西壁（東→西）



２Tr南壁，ヤマトシジミ集積層（第１次調査・Ⅹ層部分）（北→南）

PL９

３Tr西壁（東→西）



４Tr西壁（東→西）

PL10

４Tr南壁（北→南）



４Tr北壁（南→北）

PL11

３Tr北・西壁（第２次調査・Ⅰ期部分）（南東→北西）



縄文土器出土状況１（西→東）

PL12

縄文土器出土状況２（西→東）



イノシシ頭骨出土状況（西→東）

PL13

シカ顎骨出土状況（西→東）



１G人骨出土状況（北西→南東）

PL14

１G出土人骨（北西→南東）



阿高貝塚発掘調査区を東か
らみる（東→西）

第２次調査表土はぎ終了状
況（東→西）

調査風景（東→西）
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２G貝層検出状況（西→東）

５G貝層検出状況（東→西）

４Tr西壁（東→西）

PL16



貝層剥ぎとり作業準備，５
G北壁（南東→北西）

貝層剥ぎとり用，裏打ち布
の貼り付け作業（南東→北
西）

貝層剥ぎとり作業（南東→
北西）

PL17



245層掘削作業風景１（南
西→北東）

245層掘削作業風景２（南
西→北東）

245層堆積状況（ヤマトシ
ジミ層とマガキ層の互層）
（東→西）

PL18



遺構集中部完掘状況（東→
西）

３・４号土抗完掘状況（東
→西）

５号土抗断面（245層のヤ
マトシジミが堆積）（南→
北）

PL19



調査終了状況（南東→北西）

調査終了状況（東→西）

５G北壁貝層堆積状況（南
東→北西）
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遺物写真１

遺物写真２



遺物写真３

PL22

遺物写真４



PL23

遺物写真５

遺物写真６



遺物写真７

PL24

遺物写真８



遺物写真９

PL25

遺物写真10（第44回掲載遺物）



遺物写真11（第45回掲載遺物）

PL26

遺物写真12（第46回掲載遺物）



遺物写真13（第47回掲載遺物）

PL27

遺物写真14（第48回掲載遺物）



遺物写真15（第49回掲載遺物）

PL28

遺物写真16（第50回掲載遺物）



あ　と　が　き

阿高貝塚の発掘調査報告書が完成しました。

現地での発掘調査から整理報告書作成にあたっては、たくさんの方々にお手伝いいただきました。

拙い内容ですが、何とか報告書を刊行することができましたのは、皆様のおかげであると考えております。こ

こに、お世話になりました皆様のお名前を記して、感謝の意を表したいと思います。

発掘調査

内田ルイ子・大館ムツエ・大館　安敏・杉本　美子・土持アキエ・土持　励子・中島　久枝・西明ムツ子

野原　照代

整理報告書作成

荒牧　陽子・上野　栄子・上村　孝子・青山　玲子・興梠富貴子・瀬口　絹代・田中　陽子・田上　瑞恵

塚本　博子・冨田　知子・中島ひろみ・波床せい子・林　　ゆり・原田　知子・淵上　慶子・古庄美伊子

松本　直枝・宮田　日文・村山　紀子・吉岡　直子・吉武知佐子

なお、発掘調査から報告書刊行までの間には、歴代の上司の方々にかなりの御迷惑をおかけしましたが、いつ

も親身になって手助けしていただきました。また、例言に記した同僚の皆さんには、長い間、御苦労をおかけし

たうえに、大変、お世話になりました。身近で助力してくれた方を含めて、改めて皆様に感謝の意を表したいと

思います。

最後に、株式会社　協和印刷の制作担当者はじめスタッフの皆様には、無理な注文にも関わらず、迅速かつ丁

寧な仕事をしていただきました。末筆ではありますが、厚く御礼申し上げます。

平成 年春　編集記
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貝製品 
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大量の魚骨等の動
物遺存体を検出 

道路拡幅工事に伴い、２×20m＝40裃の小面積の発掘調査を実施。調査区は、浜戸川
沿いに位置し、雁回山から伸びる丘陵の先端部に位置する。貝層の深さは約1.5mであ
った。貝層は、破壊されている部分も多く、土器、石器等の人工遺物は編年作業に堪え
うる資料は得られなかった。しかし、縄文時代中期末から後期前半期にかけての貝層の
時期的変遷をとらえることができた。中期末では、ヤマトシジミとマガキが約半数ずつ
の組成を示し、後期前半期には、マガキが約80％を越す効率の組成を示した。さらに
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ていく状態をとらえることができた。各堆積層については、細かいメッシュのフルイで
水洗選別したため、大量の魚骨を検出した。魚類は、圧倒的に多量のマイワシやカタク
チイワシ等の小形魚が主体であった。また、これらの魚類の量的変遷と貝類組成変化が
対応する部分もあり、各堆積層が形成された時期を検討するために興味深い結果を提供
することができた。 
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